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序文
『Informatica® Developer tool ガイド』を使用して、Developer tool 内のユーザーインタフェースについて学

びます。モデルリポジトリに接続し、接続とデータオブジェクトを作成して、アプリケーションをデプロイす
る方法を学習します。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica Network
Informatica Network は、Informatica ナレッジベースや Informatica グローバルカスタマサポートなど、多
くのリソースへの入口です。Informatica Network を利用するには、https://network.informatica.com にア
クセスしてください。
Informatica Network メンバーは、次のオプションを利用できます。
• ナレッジベースで製品リソースを検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• サポートケースを作成して確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。

Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
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製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム
（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica PAM は、
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices で参照
できます。

Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスが開発したヒントとベストプラクティス
のコレクションで、多数のデータ管理プロジェクトから得た実体験に基づいています。Informatica Velocity
には、世界中の組織と連携してデータ管理ソリューションを計画、開発、デプロイ、管理する Informatica コ
ンサルタントによる集合知を表しています。
Informatica Velocity リソースには、http://velocity.informatica.com からアクセスしてください。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を拡張したり強化したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Marketplace で、Informatica デベロッパーやパートナーからの多数のソリューショ
ンを活用すれば、生産性を向上したり、プロジェクトでの実装時間を短縮したりできます。Informatica 
Marketplace は、https://marketplace.informatica.com からアクセスしてください。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話または Informatica Network からグローバルサポートセンターに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（https://www.informatica.com/services-and-training/customer-success-services/contact-us.html）を参
照してください。
Informatica Network でオンラインサポートリソースを見つけるには、https://network.informatica.com に
アクセスし、eSupport オプションを選択します。
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第  1  章

Informatica Developer
この章では、以下の項目について説明します。
• Informatica Developer の概要, 15 ページ
• Informatica Developer の起動, 18 ページ
• Informatica Developer のインタフェース, 19 ページ
• Informatica Developer の設定, 23 ページ
• ドメイン, 25 ページ
• プロジェクト, 26 ページ
• プロジェクトの権限, 27 ページ
• フォルダ, 30 ページ
• オブジェクトのコピー操作, 31 ページ
• タグ, 32 ページ

Informatica Developer の概要
Developer tool は、データ統合、データ品質、データプロファイリング、およびデータサービスに関連したソ
リューションを設計して実装するためのアプリケーションです。
Developer tool を使用して、メタデータのインポート、接続の作成、およびデータオブジェクトの作成を実行
できます。また、Developer tool を使用して、プロファイル、マッピング、およびワークフローを作成して実
行することもできます。

Informatica Data Quality およびプロファイリング
Developer ツールのデータ品質機能を使用して、データの内容と構造を分析し、ビジネスニーズに合った方法
でデータを強化します。
Developer ツールを使用して、次のタスクを完了するプロセスを設計および実行します。
• データのプロファイリング。プロファイリングにより、データの内容と構造が明らかになります。プロファ

イリングは、どのようなデータプロジェクトにおいても重要です。プロファイリングを実施すると、データ
の強みと弱みが明らかになり、プロジェクト計画の定義に役立つからです。

• スコアカードを作成して、データ品質を確認します。スコアカードは、プロファイルでの品質解析結果を視
覚的に表したものです。
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• データ値の標準化。データを標準化し、プロファイルを実行したときに見つかるエラーや不整合を除去しま
す。句読点、形式、およびスペルの差異を標準化できます。例えば、市区町村、州、および郵便番号の値に
整合性を持たせることができます。

• データの解析。解析では、複数の値で構成されるフィールドを読み取り、各値のフィールドを、含まれてい
る情報のタイプに従って作成します。レコードに情報を追加することもできます。例えば、製品データに測
定単位を追加するように解析操作を定義できます。

• 郵便アドレスの検証。アドレス検証では、郵便アドレスデータの精度と配信性を評価および強化します。ア
ドレス検証では、アドレスレコードと国内の郵便運送業者のアドレス参照データを照合することで、アドレ
スの誤りを修正し、部分的なアドレスを完全なアドレスにします。アドレス検証では、郵便情報を追加し
て、郵便の配達に要する時間とコストを削減することもできます。

• 重複レコードの検索。重複分析では、各レコードの 1 つ以上のフィールドのデータを比較して、レコード間
の類似度を計算します。分析するフィールドを選択し、データに適用する比較ストラテジを選択します。
Developer ツールでは 2 種類の重複分析を実行できます。類似するレコードまたは重複するレコードを特
定するフィールド一致と、レコードデータの類似する ID または重複する ID を特定する ID 一致です。

• 例外の管理。例外とは、手動で修正するデータ品質問題が含まれるレコードです。マッピングを実行し、他
のデータ品質処理の実行後にデータセットに残っている例外レコードをキャプチャできます。Analyst ツー
ルで例外レコードの確認と編集を行います。

• 参照データテーブルの作成。Informatica には、標準化や解析などのいくつかのタイプのデータ品質プロセ
スを強化できる参照データが用意されています。プロファイル結果のデータを使用して参照テーブルを作成
できます。

• データ品質ルールの作成と実行。Informatica には、ルールが用意されています。このルールは、そのまま
実行することも、プロジェクト目標に合わせて編集することもできます。Developer ツールでマップレット
を作成し、ルールとして検証することができます。

• Informatica ユーザーとの共同作業。参照データとルールはモデルリポジトリに格納され、このリポジトリ
は Developer ツールおよび Analyst ツールで使用できます。ユーザーはプロジェクトを共同で実施できま
す。また、プロジェクトのさまざまな段階でさまざまなユーザーがオブジェクトの所有権を取得できます。

• Developer tool または infacmd を使用して PowerCenter からマッピングをインポートするか、マッピン
グを PowerCenter にエクスポートしてメタデータを再利用します。
PowerCenter からモデルリポジトリにデータをインポートするには、以下の作業を完了します。
1. PowerCenter Client または以下のコマンドを使用して、PowerCenter オブジェクトをファイルにエク

スポートします。
pmrep ExportObject

2. 以下のコマンドを使用して、エクスポートファイルをモデルリポジトリファイルに変換します。
infacmd ipc importFromPC

3. Developer tool または以下のコマンドを使用して、オブジェクトをインポートします。
infacmd tools importObjects

モデルリポジトリから PowerCenter リポジトリにデータをエクスポートするには、以下の作業を完了しま
す。
1. Developer tool または以下のコマンドを使用して、モデルリポジトリオブジェクトをファイルにエク

スポートします。
infacmd tools exportObjects
または、infacmd ipc ExportToPC を直接実行してエクスポートすることもできます。

2. 以下のコマンドを使用して、エクスポートファイルを PowerCenter ファイルに変換します。
infacmd ipc ExporttoPC

3. PowerCenter または以下のコマンドを使用して、オブジェクトをインポートします。
pmrep importObjects
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Informatica Data Services
データサービスは、データにアクセスしてそのデータを変換するために実行できる再利用可能な操作の集まり
です。
Developer ツールのデータサービス機能を使用して、以下のタスクを実行できます。
• データの論理ビューの定義。データの論理ビューは、エンタープライズ内のデータの構造および用途を表し

ます。エンタープライズで使用されているデータのタイプとそのデータの構造を示す論理データオブジェク
トモデルを作成できます。

• データソースまたはターゲットへの論理モデルのマッピング。論理モデルのオブジェクトをデータソースま
たはターゲットにリンクするマッピングを作成します。複数の異なるデータソースのデータをリンクする
と、単一のデータビューを作成できます。モデルに準拠するデータを複数の異なるターゲットにロードする
こともできます。

• データの仮想ビューの作成。仮想統合データベースを Data Integration Service にデプロイすることができ
ます。エンドユーザーは、実際のソースデータに影響を与えることなく、仮想データに対して SQL クエリ
を実行することができます。

• Web サービスインタフェースを介したデータ統合機能へのアクセスの提供。Web サービスを Data 
Integration Service にデプロイできます。エンドユーザーは Web サービスに要求を送信し、SOAP メッセ
ージを介して応答を受信します。

• Developer tool または infacmd を使用して PowerCenter からマッピングをインポートするか、マッピン
グを PowerCenter にエクスポートしてメタデータを再利用します。
PowerCenter からモデルリポジトリにデータをインポートするには、以下の作業を完了します。
1. PowerCenter Client または以下のコマンドを使用して、PowerCenter オブジェクトをファイルにエク

スポートします。
pmrep ExportObject

2. 以下のコマンドを使用して、エクスポートファイルをモデルリポジトリファイルに変換します。
infacmd ipc importFromPC

3. Developer tool または以下のコマンドを使用して、オブジェクトをインポートします。
infacmd tools importObjects

モデルリポジトリから PowerCenter リポジトリにデータをエクスポートするには、以下の作業を完了しま
す。
1. Developer tool または以下のコマンドを使用して、モデルリポジトリオブジェクトをファイルにエク

スポートします。
infacmd tools ExportObjects
または、infacmd ipc ExportToPC を直接実行してエクスポートすることもできます。

2. 以下のコマンドを使用して、エクスポートファイルを PowerCenter ファイルに変換します。
infacmd ipc ExporttoPC

3. PowerCenter または以下のコマンドを使用して、オブジェクトをインポートします。
pmrep importObjects

• ドメインユーザーがコマンドラインから実行できるマッピングの作成とデプロイ。
• データのプロファイリング。［プロファイリング］オプションを使用すると、データのプロファイリングに

よってデータの内容と構造が明らかになります。プロファイリングは、どのようなデータプロジェクトにお
いても重要です。プロファイリングを実施すると、データの強みと弱みが明らかになり、プロジェクト計画
の定義に役立つからです。
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Informatica Developer の起動
Developer ツールがローカルマシンにインストールされている場合は、Windows の［スタート］メニューか
らツールを起動します。Developer ツールがリモートマシンにインストールされている場合は、コマンドライ
ンからツールを起動します。

ローカルマシンでの Developer ツールの起動
ローカルマシンにインストールされた Developer ツールを起動するには、Windows の［スタート］メニュー
を使用します。
1. Windows の［スタート］メニューから、［すべてのプログラム］ > ［Informatica［バージョン］］ > 

［クライアント］ > ［Developer クライアント］ > ［Informatica Developer の起動］［すべてのプログ
ラム］ > ［Informatica PowerCenter Express］ > ［Informatica Developer の起動］をクリックしま
す。 
Developer ツールの初回実行時には、ようこそページにいくつかのアイコンが表示されます。 それ以降、
Developer ツールを実行しても、ようこそページは表示されません。

2. ［ワークベンチ］をクリックします。 
Developer tool を初めて起動するときは、ドメインとモデルリポジトリを追加する必要があります。ドメ
インに複数のデータ統合サービスが含まれている場合は、デフォルトのサービスも選択する必要がありま
す。
Informatica サービスと Informatica クライアントを別々にインストールした場合、Developer tool を初
めて起動するときに、ドメインの追加およびモデルリポジトリの追加により、ツールをセットアップする
必要があります。ドメインに複数のデータ統合サービスが含まれている場合は、デフォルトのデータ統合
サービスも選択する必要があります。
Informatica サービスと Informatica クライアントを同じマシンに同時にインストールしている場合、

［Object Explorer］ビューにデフォルト名 ModelRepository のモデルリポジトリが表示されます。

リモートマシンでの Developer ツールの起動
リモートマシンにインストールされた Developer ツールを起動するには、コマンドラインを使用します。
Developer ツールがリモートマシンにインストールされている場合、インストールディレクトリへの書き込み
アクセス権がないことがあります。そのため、Developer ツールが一時ファイルを書き込むワークスペースデ
ィレクトリをローカルマシン上に指定します。管理者は、デフォルトのローカルワークスペースディレクトリ
をすべてのユーザーに対して設定できます。Developer ツールの起動時に、デフォルトのディレクトリをオー
バーライドできます。
設定済みのローカルのワークスペースディレクトリが存在しない場合、Developer ツールは一時ファイルを書
き込むときにディレクトリを作成します。
1. コマンドプロンプトを開きます。 
2. Developer ツールを起動するためのコマンドを入力します。デフォルトのローカルワークスペースディレ

クトリを使用することも、デフォルトのディレクトリをオーバーライドすることもできます。 
• デフォルトのローカルワークスペースディレクトリを使用するには、次のコマンドを入力します:

\\<remote installation directory>\developer.exe
以下に例を示します。
\\MyRemoteMachine\Informatica\9.5.1\clients\DeveloperClient\developer.exe
\\MyRemoteMachine\Informatica\PCExpress\client\DeveloperClient\developer.exe
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• デフォルトのローカルワークスペースディレクトリをオーバーライドするには、次のコマンドを入力し
ます:
\\<remote installation directory>\developer.exe -data <local workspace directory>
以下に例を示します。
\\MyRemoteMachine\Informatica\9.5.1\clients\DeveloperClient\developer.exe -data C:\temp\MyWorkspace
\\MyRemoteMachine\Informatica\PCExpress\client\DeveloperClient\developer.exe -data C:\temp\MyWorkspace
ローカルワークスペースディレクトリのフォルダ名に番号記号（#）文字は使用できません。ローカル
ワークスペースディレクトリのフォルダ名にスペースが含まれている場合は、ディレクトリ全体を二重
引用符で囲みます。

Developer ツールの初回実行時には、ようこそページにいくつかのアイコンが表示されます。 それ以降、
Developer ツールを実行しても、ようこそページは表示されません。

3. ［ワークベンチ］をクリックします。 
Developer tool を初めて起動するときは、ドメインとモデルリポジトリを追加する必要があります。ドメ
インに複数のデータ統合サービスが含まれている場合は、デフォルトのデータ統合サービスも選択する必
要があります。
Informatica サービスと Informatica クライアントを別々にインストールしている場合、Developer ツー
ルを初めて起動するときに、ドメインの追加、モデルリポジトリの追加、デフォルトのデータ統合サービ
スの選択を行って、ツールを設定する必要があります。
Informatica サービスと Informatica クライアントを同じマシンに同時にインストールしている場合、

［Object Explorer］ビューにデフォルト名 ModelRepository のモデルリポジトリが表示されます。

Informatica Developer のインタフェース
Developer tool を使用すると、データ品質およびデータサービスソリューションを設計、実装できます。
Developer tool で同時に複数のタスクを実行できます。また、同時に複数のフォルダーやプロジェクトで作業
することもできます。Developer tool で作業するには、Developer tool のワークベンチにアクセスします。

Informatica Developer のインタフェース       19



次の図に Developer tool のワークベンチを示します。

1.［オブジェクトエクスプローラ］ビュー
2.［接続エクスプローラ］ビュー
3.［アウトライン］ビュー
4.［進捗状況］ビュー
5.［プロパティ］ビュー
6.［データビューア］ビュー
7. エディタ
推奨される Developer tool の画面解像度は、Windows では 1920 x 1080 です。

Informatica Developer のビュー
Developer tool のワークベンチには、エディタとビューがあります。エディタでマッピングなどのオブジェク
トを編集します。Developer tool では、エディタ内で選択されているオブジェクトに応じたビューが表示され
ます。
追加のビューの選択、ビューの非表示、Developer tool のワークベンチ内の別の場所へのビューの移動などの
操作が可能です。
表示するビューを選択するには、［ウィンドウ］ > ［ビューの表示］をクリックします。

デフォルトビュー
Developer tool では、デフォルトで以下のビューが表示されます。

［接続エクスプローラ］ビュー
リレーショナルデータベースへの接続が表示されます。
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［データビューア］ビュー
ソースデータ、プロファイル結果を表示し、トランスフォーメーションの出力をプレビューします。Web
サービスメッセージをプレビューしたり、データビューアビューから SQL クエリを実行できます。

［オブジェクトエクスプローラ］ビュー
ドメインと、ドメイン内の設計時オブジェクトおよびランタイムオブジェクトを表示します。設計時オブ
ジェクトは、モデルリポジトリ内のプロジェクトおよびフォルダに保存されます。ランタイムオブジェク
トは、データ統合サービス上にランタイムアプリケーションの一部として保存されます。

［アウトライン］ビュー
［オブジェクトエクスプローラ］ビューで選択したオブジェクトに応じたオブジェクトが表示されます。

［進捗状況］ビュー
マッピング実行などの Developer tool での操作の進捗状況が表示されます。

［プロパティ］ビュー
エディタで選択されたオブジェクトのプロパティが表示されます。

追加のビュー
Developer tool ワークベンチには、次のビューも表示されます。

［警告］ビュー
接続ステータス警告が表示されます。

［チートシート］ビュー
開いているチートシートが表示されます。チートシートを開くには、［ヘルプ］ > ［チートシート］をク
リックして、チートシートを選択します。

［チェックアウトされたオブジェクト］ビュー
チェックアウトしたすべてのオブジェクトが表示されます。

［データプロセッサイベント］ビュー
Developer tool でデータプロセッサトランスフォーメーションを実行するときに起こる初期化、実行、要
約イベントに関する情報が表示されます。

［データプロセッサ 16 進数ソース］ビュー
入力ドキュメントが 16 進形式で表示されます。

ヘルプビュー
状況依存のオンラインヘルプが表示されます。

［オブジェクトの依存関係］ビュー
オブジェクトの表示、編集、または削除を行うときにオブジェクトの依存関係が表示されます。

［検索］ビュー
検索結果が表示されます。また、検索オプションダイアログボックスを起動することもできます。

［タグ］ビュー
ビジネス上の用途に基づいてモデルリポジトリ内のオブジェクトを定義するタグが表示されます。

［通知］ビュー
ヒューマンタスクのすべての作業が完了したときにユーザーまたはグループに通知するオプションが表示
されます。
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［検証ログ］ビュー
オブジェクトの検証エラーが表示されます。

［バージョン履歴］ビュー
選択したオブジェクトのバージョン履歴が表示されます。チェックインコメントを確認し、オブジェクト
チェックインに関するユーザー情報を表示できます。

Informatica Developer のようこそページ
Developer tool を初めて開くと、ようこそページが表示されます。ようこそページを使用して、Developer 
tool の設定方法を確認し、作業を始めてください。
ようこそページには次のオプションが表示されます。
• 概要: データ品質およびデータサービスソリューションの概要を表示するには、［概要］ボタンをクリックし

ます。
• 最初の手順: Developer tool の設定および Informatica Data Quality Service と Informatica Data Services

のレッスンへのアクセスに関する知識を深めるには、［最初の手順］ボタンをクリックします。
• チュートリアル: Developer tool のチートシートやデータ品質およびデータサービスソリューションのチー

トシートを表示するには、［チュートリアル］ボタンをクリックします。
• Web リソース。Informatica ナレッジベースへのリンクにアクセスするには、［Web リソース］ボタンをク

リックします。Informatica How-To ライブラリにアクセスできます。Informatica How-To ライブラリに
は、Informatica Data Quality、Informatica Data Services、および他の Informatica 製品に関する記事が
掲載されています。

• ワークベンチ。Developer tool での作業を開始するには、［ワークベンチ］ボタンをクリックします。
概要

PowerCenter Express の概要および PowerCenter Express の使用を開始する最初の手順が含まれるチー
トシートを取得するには、［概要］ボタンをクリックします。

チュートリアル
データ統合タスクのチートシートを表示するには、［チュートリアル］ボタンをクリックします。

Web リソース
Web でアクセスできる Informatica リソースへのリンクにアクセスするには、［Web リソース］ボタンを
クリックします。Web リソースには、製品マニュアル、How-To 記事、およびビデオチュートリアルが含
まれます。

閉じた後にようこそページにアクセスするには、［ヘルプ］ > ［ようこそ］をクリックします。

チートシート
Developer ツールには、オンラインヘルプの一部としてチートシートが含まれています。チートシートは段階
を追った手引きで、Developer ツールで 1 つまたは複数のタスクを完了するために役立ちます。
チートシートに従って、タスクを完了して結果を確認します。 例えば、チートシートを完了して、物理データ
オブジェクトをインポートおよびプレビューすることができます。
チートシートにアクセスするには、［ヘルプ］ > ［チートシート］をクリックします。

Informatica Developer のオンラインヘルプ
Informatica Developer のオンラインヘルプシステムには、Developer tool を最大限活用するのに役立つ情報
が含まれます。［コンテンツ］、［検索］、および［インデックス］オプションを使用して、Developer tool の特
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徴と機能について学習します。役に立つページがあれば、そのページへのブックマークを追加します。［関連ト
ピック］オプションを使用して、同様の情報が含まれるページを見つけます。

Informatica の設定
［設定］ダイアログボックスには、Developer ツールおよび Eclipse プラットフォームの設定が含まれます。

Developer ツール内の設定を管理するには、Informatica 設定を使用します。例えば、Informatica 設定を使
用して、設定、接続、トランスフォーメーション設定、タグ、使用可能な Data Integration Service などを管
理します。
Developer ツールは、Eclipse プラットフォーム上に構築されています。［設定］ダイアログには、Eclipse プ
ラットフォームの設定を管理するための設定も含まれます。Informatica では、Informatica 設定のみがサポー
トされます。
Informatica 設定にアクセスするには、 ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。［設定］ダイアログボッ
クスで、［Informatica］を選択します。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、データ統合の実装を強化、拡張、改良するための構築済みのソリューションを
提供します。
Informatica Marketplace にアクセスするには、ツールバーで［マーケットプレース］をクリックします。
Developer tool に［マーケットプレース］ビューが表示されます。
初めてマーケットプレースにログインする前に、ユーザーとして登録する必要があります。
ログイン後、エディタで構築済みのソリューションへのリンクを表示できます。［マーケットプレース］検索ボ
ックスでソリューションを検索し、検索結果を表示してソリューションを見つけることができます。ソリュー
ションには、Developer tool で使用するモデルリポジトリにインポートできるマッピング、マッピングオブジ
ェクト、プロファイルまたはワークフローが含まれている場合があります。
マーケットプレースソリューションをインポートするには、マーケットプレースソリューションの横にある

［インポート］ボタンをクリックし、モデルリポジトリにソリューションをインポートする手順に従います。ソ
リューションをインポートするには、モデルリポジトリに接続する必要があります。ソリューションの関連ソ
ースファイルおよびマニュアルをコピーするには、インポートプロセス中にフォルダを選択する必要がありま
す。
モデルリポジトリにソリューションをインポートした後、マッピングを実行する、またはマッピングを実行す
る前に編集することができます。
また、マーケットプレースコミュニティにソリューションを投稿し、その他のユーザーを支援することもでき
ます。

Informatica Developer の設定
モデルリポジトリオブジェクトにアクセスするように Informatica Developer を設定します。データ統合サー
ビスを選択し、データをプレビューして、プロファイル、マッピング、およびデータフローを実行します。
Developer ツールを設定するには、以下のタスクを実行します。
1. ドメインを追加します。
2. モデルリポジトリを追加します。
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3. ドメインに複数のデータ統合サービスが含まれている場合は、デフォルトのサービスを選択します。
4. ドメインに複数のメタデータアクセスサービスが含まれている場合は、デフォルトのサービスを選択しま

す。
Developer ツールを設定したら、作業を格納するプロジェクトとフォルダーを作成できます。

手順 1。ドメインの追加
ドメインで実行されるサービスにアクセスするには、Developer ツールでドメインを追加します。
ドメインを追加する前に、ドメインに接続するためのドメイン名、ホスト名、およびポート番号があることを
確認します。この情報は管理者から提供されます。
1. ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。 

［設定］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［Informatica］ > ［ドメイン］を選択します。 
3. ［追加］をクリックします。 

［新しいドメイン］ダイアログボックスが表示されます。
4. ドメイン名、ホスト名、およびポート番号を入力します。 
5. ［完了］をクリックします。 
6. ［OK］をクリックします。 

手順 2。モデルリポジトリの追加
プロジェクトとフォルダーにアクセスするために、モデルリポジトリを追加します。
モデルリポジトリを追加する前に、以下の前提条件を確認します。
• 管理者が Administrator ツールで Model Repository サービスを設定済みである。
• Model Repository サービスにアクセスするためのユーザー名とパスワードがある。この情報は管理者から

提供されます。
1. ［ファイル］ > ［リポジトリへの接続］をクリックします。 

［リポジトリへの接続］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［参照］をクリックして、Model Repository サービスを選択します。 
3. ［OK］をクリックします。 
4. ［次へ］をクリックします。 
5. ユーザー名とパスワードを入力します。 
6. ［次へ］をクリックします。 

［プロジェクトを開く］ダイアログボックスが表示されます。
7. ［Object Explorer］ビューに表示されるプロジェクトの一覧をフィルタリングするには、開く予定のない

プロジェクトを消去します。 
8. ［完了］をクリックします。 

［Object Explorer］ビューのモデルリポジトリサービスに、選択したプロジェクトが表示されます。
［Object Explorer］ビューには、サービスを含むドメインも表示されます。
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手順 3。 デフォルトのデータ統合サービスの選択
Data Integration Service は、Developer ツールでデータ統合タスクを実行します。ドメインに複数のデータ
統合サービスが含まれている場合は、デフォルトのサービスを選択します。マッピングまたはデータのプレビ
ューを実行する際、デフォルトの Data Integration Service をオーバーライドできます。
注: ドメインに 1 つのデータ統合サービスしか含まれていない場合、この手順はオプションです。
Data Integration Service を選択する前に、ドメインを追加します。
1. ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。 

［設定］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［Informatica］ > ［Data Integration Services］を選択します。 
3. ドメインを展開します。 
4. Data Integration Service を選択します。 
5. ［デフォルトとして設定］をクリックします。 
6. ［OK］をクリックします。 

手順 4.デフォルトのメタデータアクセスサービスの選択
メタデータアクセスサービスを使用すると、Developer tool は Hadoop 接続情報にアクセスして、メタデータ
をインポートおよびプレビューできます。ドメインに複数のメタデータアクセスサービスが含まれている場合
は、デフォルトのサービスを選択します。データオブジェクトをインポートするときに、デフォルトのメタデ
ータアクセスサービスをオーバーライドできます。
注: ドメインにメタデータアクセスサービスが 1 つしか含まれていない場合は、このステップは省略可能です。
メタデータアクセスサービスを選択する前に、ドメインを追加します。
1. ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。 

［設定］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［Informatica］ > ［メタデータアクセスサービス］を選択します。 
3. ドメインを展開します。 
4. メタデータアクセスサービスを選択します。 
5. ［デフォルトとして設定］をクリックします。 
6. ［OK］をクリックします。 

ドメイン
Informatica ドメインは、Informatica 環境を定義するノードとサービスの集合です。
Developer ツールでドメインを追加します。 ドメイン情報を編集したり、ドメインを削除したりすることもで
きます。 Developer ツールの設定でドメイン情報を管理します。
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プロジェクト
プロジェクトは、Developer ツールでフォルダおよびオブジェクトを格納するために使用する最上位のコンテ
ナです。
プロジェクトを使用して、データサービスおよびデータ品質ソリューションに使用するオブジェクトを整理お
よび管理します。
プロジェクトを使用して、データ統合ソリューションに使用するオブジェクトを整理および管理します。

［Object Explorer］ビューで、プロジェクトを管理および表示します。 プロジェクトを作成すると、
Developer ツールにより、プロジェクトがモデルリポジトリ内に格納されます。
作成した各プロジェクトは、Analyst ツールにも表示されます。
以下の表に、プロジェクトに関して実行できるタスクを示します。

タスク 説明
プロジェクト
の管理

プロジェクトコンテンツを管理します。プロジェクトの作成、複製、名前変更、および削
除が可能です。プロジェクトコンテンツを表示することができます。

プロジェクト
のフィルタ

［Object Explorer］ビューに表示されるプロジェクトの一覧をフィルタリングします。

フォルダの管
理

プロジェクトコンテンツをフォルダで整理します。プロジェクト内のフォルダの作成、複
製、名前変更、移動が可能です。

オブジェクト
の管理

オブジェクトのコンテンツの表示のほか、プロジェクトまたはプロジェクト内のフォルダ
にあるオブジェクトの複製、名前変更、移動、および削除を行います。

プロジェクト
の検索

プロジェクト内のフォルダやオブジェクトを検索します。検索結果を確認し、結果からオ
ブジェクトを選択してコンテンツを表示することができます。

権限の割り当
て

ライセンスによっては、プロジェクト内のオブジェクトを表示および編集できるユーザー
とグループを選択できます。プロジェクトのオブジェクトを表示および編集できるユーザ
ーとグループを選択します。他のおよびグループに権限を割り当てることができるユーザ
ーとグループを指定します。

プロジェクトの作成
プロジェクトを作成して、オブジェクトとフォルダーを格納します。
1. ［Object Explorer］ビューで Model Repository サービスを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［プロジェクト］をクリックします。 

［新規プロジェクト］ダイアログボックスが表示されます。
3. プロジェクトの名前を入力します。 

Ｐ owerCenter Express Personal Edition をインストールした場合は、手順 6 に進みます。
4. ［次へ］をクリックします。 

［新規プロジェクト］ダイアログボックスの［プロジェクトの権限］ページが表示されます。
5. 必要に応じて、ユーザーまたはグループを選択して権限を割り当てます。 
6. ［完了］をクリックします。 

［Object Explorer］ビューの［Model Repository サービス］の下にプロジェクトが表示されます。
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プロジェクトのフィルタ
［Object Explorer］ビューに表示されるプロジェクトの一覧をフィルタリングできます。膨大な数のプロジェ

クトのうち、管理の必要なプロジェクトはほんの一部である場合などに、プロジェクトをフィルタリングしま
す。
フィルタリングしたプロジェクトの一覧は、次にリポジトリに接続するときまで保持されます。
以下の時点でプロジェクトをフィルタリングできます。
リポジトリへの接続前

リポジトリへの接続前にプロジェクトをフィルタリングすると、リポジトリに接続するときの所要時間を
短縮できます。

［ファイル］ > ［リポジトリへの接続］を選択します。リポジトリを選択した後、ユーザー名とパスワー
ドを入力し、［次へ］をクリックします。［プロジェクトを開く］ダイアログボックスに、アクセスできる
すべてのプロジェクトが表示されます。リポジトリで開くプロジェクトを選択したら［完了］をクリック
します。

リポジトリへの接続後
リポジトリに接続している場合は、［ファイル］ > ［プロジェクトを閉じる］をクリックし、プロジェク
トをフィルタリングして［Object Explorer］ビューから除去します。［プロジェクトを閉じる］ダイアロ
グボックスには、現在［Object Explorer］ビューで開いているすべてのプロジェクトが表示されます。
フィルタリングで除去するプロジェクトを選択し、［完了］をクリックします。
フィルタリングしたプロジェクトを開く場合は、［ファイル］ > ［プロジェクトを開く］をクリックしま
す。

プロジェクトの権限
プロジェクト権限をユーザーまたはグループに割り当てます。 プロジェクト権限は、ユーザーまたはグループ
がオブジェクトの表示や編集を行えるかどうか、また、他のユーザーに権限を割り当てられるかどうかを決定
します。
PowerCenter Express ライセンスのタイプに応じて、以下の権限を割り当てることができます。
以下の権限を割り当てることができます。
読み取り

ユーザーまたはグループは、プロジェクトのすべてのオブジェクトを開き、プレビュー、エクスポート、
検証、およびデプロイを行うことができます。 ユーザーまたはグループはプロジェクトの詳細を表示する
こともできます。

書き込み
ユーザーまたはグループは、プロジェクトのすべてのオブジェクトに対して読み取り権限があります。 さ
らに、プロジェクトのすべてのオブジェクトの編集、プロジェクトの詳細の編集、プロジェクト内のすべ
てのオブジェクトの削除、プロジェクトの削除を行うことができます。

付与
ユーザーまたはグループは、プロジェクトのすべてのオブジェクトに対して読み取り権限があります。 さ
らに、ユーザーまたはグループは権限を他のユーザーまたはグループに割り当てることができます。

Model Repository サービスの管理者ロールに割り当てられたユーザーは、Model Repository サービスのすべ
てのプロジェクトに対するすべての権限を継承します。 グループに割り当てられたユーザーは、そのグループ
の権限を継承します。
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外部オブジェクトの権限
権限はプロジェクト内のオブジェクトに適用されます。他のオブジェクト内に存在する依存オブジェクトまで
は適用されません。
依存オブジェクトとは、他のオブジェクトで使用されるオブジェクトです。例えば、再利用不可能な式トラン
スフォーメーションを含むマップレットを作成したとします。 この場合、マプレットは親オブジェクトです。
式トランスフォーメーションは、このマプレットの依存オブジェクトです。
親オブジェクト内で再利用可能なオブジェクトを使用すると、Developer tool によりオブジェクトのインスタ
ンスが作成されます。例えば、再利用可能なルックアップトランスフォーメーションを使用してマッピングを
作成したとします。このマッピングは親オブジェクトです。このマッピングには、ルックアップトランスフォ
ーメーションのインスタンスが含まれます。
オブジェクトは、他のプロジェクトに存在する依存オブジェクトのインスタンスを含むことができます。他の
オブジェクトにある依存オブジェクトを表示するには、そのプロジェクトに対する読み取り権限が必要です。
他のプロジェクトにある依存オブジェクトを編集するには、親オブジェクトプロジェクトに対する書き込み権
限と他のプロジェクトに対する読み取り権限が必要です。

依存オブジェクトインスタンスに対する権限
別のプロジェクトからの依存オブジェクトインスタンスを含むオブジェクトへのアクセスが必要な場合があり
ます。その別プロジェクトに対する読み取り権限がない場合、親オブジェクトへのアクセス権限に基づいて、
異なるオプションが表示されます。
表示権限のない依存オブジェクトインスタンスを含む親オブジェクトにアクセスしようとすると、Developer
ツールに警告メッセージが表示されます。操作を続行すると、操作タイプごとに異なる結果が生成されます。
以下の表に、親オブジェクトに対して実行可能な操作の結果を示します。

操作 結果
親オブジェクトを開く。 親オブジェクトを開く方法を指定するよう求められます。

- コピーを開く。親オブジェクトのコピーが作成されます。コピーに
は、表示権限のない依存オブジェクトインスタンスは含まれません。

- 開く。Developer ツールでオブジェクトが開かれますが、表示権限の
ない依存オブジェクトインスタンスは削除されます。親オブジェクト
を保存すると、親オブジェクトから依存オブジェクトインスタンスが
削除されます。リポジトリからは依存オブジェクトは削除されませ
ん。

- キャンセル。親オブジェクトは開かれません。
親オブジェクトを XML ファイル
にエクスポートすると、
Developer tool で使用できるよ
うになります。

依存オブジェクトインスタンスを含まないエクスポートファイルが作成
されます。

親オブジェクトを PowerCenter
にエクスポートする。

親オブジェクトをエクスポートできません。

親オブジェクトを検証する。 依存オブジェクトが親オブジェクトの一部でないかのように、親オブジ
ェクトが検証されます。

親オブジェクトをデプロイする。 親オブジェクトをデプロイできません。
親オブジェクトをコピーして貼
り付ける。

依存オブジェクトインスタンスを含まない新しいオブジェクトが作成さ
れます。
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セキュリティの詳細
表示権限のない依存オブジェクトインスタンスを含むオブジェクトにアクセスすると、Developer ツールに警
告メッセージが表示されます。 警告メッセージからは、その依存オブジェクトに関する詳細を表示できます。
依存オブジェクトに関する詳細を表示するには、警告メッセージの［詳細］ボタンをクリックします。 モデル
リポジトリサービスのセキュリティの詳細表示権限がある場合、表示できないオブジェクトを含むプロジェク
トが表示されます。 ユーザーにセキュリティの詳細表示権限がない場合、プロジェクト名を表示する権限がな
いことことが表示されます。

親オブジェクトのアクセス
別のプロジェクトからの依存オブジェクトインスタンスを使用する親オブジェクトを作成した場合、その親オ
ブジェクトを編集することはできません。 ユーザーが親オブジェクトを編集し、その親オブジェクトの機能を
保持できるようにするには、マプレットに依存オブジェクトのインスタンスを作成します。
例えば、別のプロジェクトからの再利用可能なルックアップトランスフォーメーションを含むマッピングを作
成するとします。 プロジェクトのユーザーにマッピングの編集を許可し、ルックアップトランスフォーメーシ
ョンの編集は禁止するとします。
マッピングにルックアップトランスフォーメーションを配置すると、他のプロジェクトに対する読み取り権限
がないユーザーがマッピングを開くと警告メッセージが表示されます。 ユーザーはマッピングのコピーやマッ
ピング自体を開くことはできますが、Developer ツールによってルックアップトランスフォーメーションイン
スタンスは削除されます。
ユーザーがマッピングを編集できるようにするには以下のタスクを実行します。
1. プロジェクトにマプレットを作成します。 マプレットに入力トランスフォーメーション、再利用可能なル

ックアップトランスフォーメーション、および出力トランスフォーメーションを追加します。
2. マッピングを編集し、ルックアップトランスフォーメーションをマプレットで置き換えます。
3. マッピングを保存します。
プロジェクトのユーザーがマッピングを開くと、ルックアップトランスフォーメーションの代わりにマプレッ
トが表示されます。 ユーザーは、マプレット以外のマッピングを自由に編集できます。
ユーザーがマッピングをエクスポートした場合、エクスポートファイルにルックアップトランスフォーメーシ
ョンは含まれません。

権限の割り当て
ユーザーとグループをプロジェクトに追加して、それらのユーザーとグループに権限を割り当てることができ
ます。 権限を割り当てて、ユーザーがプロジェクト内のオブジェクトに対して実行できるタスクを決定しま
す。
注: PowerCenter Express Personal Edition を使用している場合は、権限を割り当てることができません。
1. ［Object Explorer］ビューでプロジェクトを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［プロパティ］をクリックします。 

［プロパティ］ウィンドウが表示されます。
3. ［権限］を選択します。 
4. ［追加］をクリックしてユーザーを追加し、そのユーザーに権限を割り当てます。 

［ドメインユーザーとグループ］ダイアログボックスが表示されます。
5. ユーザーおよびグループのリストをフィルタリングするには、名前または文字列を入力します。 

必要に応じて、フィルタでワイルドカード文字を使用します。
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6. セキュリティドメインでフィルタリングするには、［セキュリティドメインでフィルタ］ボタンをクリック
します。 

7. ［ネイティブ］を選択して、ネイティブセキュリティドメインのユーザーとグループを表示します。また
は、［すべて］を選択してすべてのユーザーとグループを表示します。 

8. ユーザーまたはグループを選択し、［OK］をクリックします。 
ユーザーとグループが［新規プロジェクト］ダイアログボックスの［プロジェクトの権限］ページに表示
されます。

9. ユーザーとグループに対する読み取り、書き込み、または権限の付与を選択します。 
10. ［OK］をクリックします。 

フォルダ
フォルダを使用して、プロジェクト内のオブジェクトを整理します。 フォルダを作成して、ビジネスニーズに
基づいてオブジェクトをグループ化します。例えば、フォルダを作成すると、プロジェクト内の特定のタスク
に使用するオブジェクトをグループ化できます。 フォルダは、プロジェクトまたは別のフォルダ内に作成する
ことができます。
フォルダは、［Object Explorer］ビューのプロジェクト内に表示されます。 フォルダには他のフォルダ、デー
タオブジェクト、およびオブジェクトタイプを含めることができます。
フォルダに対しては、以下のタスクを実行できます。
• フォルダを作成する。
• フォルダを表示する。
• フォルダの名前を変更する。
• フォルダを複製する。
• フォルダを移動する。
• フォルダを削除する。

フォルダーの作成
プロジェクトに、関連するオブジェクトを格納するフォルダーを作成します。 フォルダーは、プロジェクトま
たは別のフォルダー内に作成する必要があります。
1. ［Object Explorer］ビューで、フォルダを作成するプロジェクトまたはフォルダを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［フォルダ］をクリックします。 

［新規フォルダー］ダイアログボックスが表示されます。
3. フォルダの名前を入力します。 
4. ［完了］をクリックします。 

フォルダーがプロジェクトまたは親フォルダーの下に表示されます。
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オブジェクトのコピー操作
オブジェクトをプロジェクト内または別のプロジェクトにコピーすることができます。 また、オブジェクトを
同じプロジェクト内のフォルダーまたは別のプロジェクト内のフォルダーにコピーすることもできます。
オブジェクトのコピーに別の名前を付けて保存できます。オブジェクトをリンクとしてコピーして、Analyst
ツールにオブジェクトを表示したり、メールメッセージなどの別のメディアにオブジェクトへのリンクを設定
したりすることもできます。
以下のオブジェクトを、他のプロジェクトまたはフォルダにコピーするか、オブジェクトのコピーに別の名前
を付けて保存するか、またはオブジェクトをリンクとしてコピーできます。
以下のオブジェクトを、他のプロジェクトまたはフォルダにコピーするか、オブジェクトのコピーに別の名前
を付けて保存できます。
• アプリケーション
• データサービス
• 論理データオブジェクトモデル
• Mapping
• マップレット
• 物理データオブジェクト
• プロファイル
• 参照テーブル
• 再利用可能なトランスフォーメーション
• ルール
• スコアカード
• 仮想ストアドプロシージャ
• ワークフロー
オブジェクトをコピーする場合は以下のガイドラインを使用してください。
• マッピング、マップレット、ルール、および仮想ストアドプロシージャのセグメントをコピーできます。
• マッピング、マップレットおよびルールのセグメントをコピーできます。
• フォルダーを別のプロジェクトにコピーすることができます。
• 論理データオブジェクトをリンクとしてコピーできます。
• コピーしたオブジェクトは複数回貼り付けることができます。
• プロジェクトまたはフォルダーに同じ名前のオブジェクトが含まれている場合は、そのオブジェクトの名前

を変更するか上書きすることができます。

オブジェクトのコピー
オブジェクトをコピーして、別のプロジェクトまたはフォルダーで使用できるようにします。
1. プロジェクトまたはフォルダ内のオブジェクトを選択します。 
2. ［編集］ > ［コピー］をクリックします。 
3. オブジェクトをコピーするプロジェクトまたはフォルダを選択します。 
4. ［編集］ > ［貼り付け］をクリックします。 
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オブジェクトのコピーの保存
オブジェクトに別の名前を付けて保存するために、オブジェクトのコピーを保存します。
モデルリポジトリの外部の場所にある参照データ値が参照データオブジェクトで指定されている場合に、その
参照データオブジェクトのコピーを保存すると、モデルリポジトリはそのオブジェクトを無効としてマークし
ます。コピーを作成するには、［Object Explorer］ビューでオブジェクトを選択し、［編集］ > ［コピー］を
クリックした後、必要な場所にオブジェクトを貼り付けます。
1. エディタでオブジェクトを開きます。 
2. ［ファイル］ > ［名前を付けてコピーを保存］をクリックします。 
3. オブジェクトのコピーの名前を入力します。 
4. ［参照］をクリックして、オブジェクトをコピーするプロジェクトまたはフォルダを選択します。 
5. ［完了］をクリックします。 

タグ
タグは、ビジネス上の用途に基づいてドメイン内のオブジェクトを定義するメタデータです。ビジネス上の用
途に従ってオブジェクトをグループ化するには、タグを作成します。
タグを作成したら、そのタグを 1 つ以上のオブジェクトに関連付けることができます。タグとオブジェクトの
関連付けを削除することもできます。タグを使用すると、タグに関連付けられているオブジェクトをドメイン
内で検索できます。Developer ツールにはすべてのタグの用語集が表示されます。
例えば、XYZCorp_CustomerOrders という名前のタグを作成し、XYZ 社の顧客の注文に関する情報が格納さ
れたテーブルに割り当てているとします。この場合、XYZCorp_CustomerOrders タグで検索を実行して、そ
のタグに関連付けられているテーブルを識別することができます。
タグに関連付けられているマッピングをデプロイすると、そのタグは、データ統合サービス上のランタイムバ
ージョンのマッピングにプロパゲートされます。アプリケーションパッチを使用して、デプロイ済みのマッピ
ングを更新すると、パッチの名前がタグとしてランタイムバージョンのマッピングと関連付けられます。
注: Developer tool でオブジェクトに関連付けられたタグは、Analyst ツールでも同じオブジェクトのタグとし
て表示されます。

タグの作成
タグを作成し、ビジネス上の用途に基づいてオブジェクトを定義するメタデータを追加します。
1. 以下のいずれかの方法を使用して、タグを作成します。 

• ［ウィンドウ］- ［設定］ をクリックします。［設定］ダイアログボックスで、［Informatica］ > ［タ
グ］を選択します。モデルリポジトリサービスを選択し、［追加］をクリックします。

• エディタでオブジェクトを開きます。［タグ］ビューで、［編集］をクリックします。［オブジェクトの
タグの割り当て］ダイアログボックスで、［新規］をクリックします。

2. タグの名前を入力します。 
3. 必要に応じて、説明を入力します。 
4. ［OK］をクリックします。 
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タグの割り当て
タグをオブジェクトに割り当て、メタデータの定義をオブジェクトに関連付けます。
1. エディタでオブジェクトを開きます。 
2. ［タグ］ビューで、［編集］をクリックします。 

［オブジェクトのタグの割り当て］ダイアログボックスが表示されます。［使用可能なタグ］領域に、リポ
ジトリで定義されたすべてのタグが表示されます。名前または説明でタグを検索できます。［タグの割り当
て］領域に、開かれているオブジェクトとそのオブジェクトに割り当てられているすべてのタグが表示さ
れます。

3. ［使用可能なタグ］領域で、タグを選択します。 
4. ［タグの割り当て］領域で、オブジェクトを選択します。 
5. ［割り当て］をクリックします。 
6. オブジェクトからタグを削除するには、［使用可能なタグ］領域でタグを選択し、［タグの割り当て］領域

でオブジェクトを選択して、［削除］をクリックします。 

タグの表示
オブジェクトに割り当てられているすべてのタグを表示したり、モデルリポジトリで定義されたすべてのタグ
を表示できます。
1. オブジェクトに割り当てられているタグを表示するには、エディタでそのオブジェクトを開きます。 
2. ［タグ］ビューを選択します。 

［タグ］ビューに、オブジェクトに割り当てられているすべてのタグが表示されます。
3. モデルリポジトリに定義されているすべてのタグを表示するには、［ウィンドウ］ > ［設定］をクリック

します。 
［設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［Informatica］ > ［タグ］を選択します。 
［タグ］領域に、モデルリポジトリで定義されたすべてのタグが表示されます。名前または説明でタグを検

索できます。
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第  2  章

モデルリポジトリ
この章では、以下の項目について説明します。
• モデルリポジトリの概要, 34 ページ
• Informatica Developer のオブジェクト, 35 ページ
• リポジトリオブジェクトのロック, 38 ページ
• バージョン管理されたオブジェクトを使用したチームベース開発, 40 ページ
• モデルリポジトリへの接続, 44 ページ
• モデルリポジトリサービスの更新, 45 ページ

モデルリポジトリの概要
モデルリポジトリは、プロジェクトおよびフォルダのメタデータを格納するリレーショナルデータベースです。
モデルリポジトリに接続し、物理データオブジェクト、マッピング、プロファイル、および他のオブジェクト
を作成および編集します。アプリケーションにオブジェクトを追加し、エンドユーザーおよびサードパーティ
のツールでオブジェクトにアクセスできるようにアプリケーションをデプロイします。
以下の図に、［オブジェクトエクスプローラ］ビューで mrs1 という名前のモデルリポジトリを開いた状態を示
します。
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モデルリポジトリサービスでは、モデルリポジトリが管理されます。モデルリポジトリにアクセスするすべて
のクライアントアプリケーションおよびアプリケーションサービスは、モデルリポジトリサービスを介して接
続します。クライアントアプリケーションには Developer tool および Analyst ツールが含まれます。モデルリ
ポジトリにアクセスする Informatica サービスには、モデルリポジトリサービス、アナリストサービス、およ
びデータ統合サービスが含まれます。
Developer tool を設定する場合は、モデルリポジトリを追加する必要があります。Developer ツールを開くた
びに、モデルリポジトリに接続してプロジェクトおよびフォルダにアクセスします。
オブジェクトを編集するときには、排他的に編集できるように、モデルリポジトリによってそのオブジェクト
がロックされます。モデルリポジトリをサードパーティ製のバージョン管理システムと統合することもできま
す。バージョン管理システムを統合すると、オブジェクトのチェックアウトとチェックイン、オブジェクトの
チェックアウトの取り消し、オブジェクトの履歴バージョンの表示と取得を実行できます。
Informatica クライアントのみをインストールしている場合、Developer tool の設定時にモデルリポジトリを
追加する必要があります。Developer ツールを開くたびに、モデルリポジトリに接続してプロジェクトおよび
フォルダにアクセスします。

Informatica Developer のオブジェクト
Developer tool の［オブジェクトエクスプローラ］ビューで特定のオブジェクトを作成、管理、または表示で
きます。
Developer tool では、以下のモデルリポジトリオブジェクトを作成できます。
アプリケーション

データオブジェクト、マッピング、SQL データサービス、Web サービス、ワークフローを含む、デプロイ
可能なオブジェクト。アプリケーションの作成、編集、削除を行うことができます。
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データサービス
データにアクセスしてそのデータを変換するために実行できる、再利用可能な操作のコレクション。デー
タサービスは、Web サービスを通じてアクセスできる、または SQL クエリを実行する対象となるデータ
の統合されたモデルを提供します。データサービスの作成、編集、削除を行うことができます。

データオブジェクト操作
ソースまたはターゲットで特定のランタイム操作を実行するために必要なプロパティを含むリポジトリオ
ブジェクト。一部の PowerExchange アダプタデータソースに必要です。

フォルダ
モデルリポジトリ内のオブジェクトのコンテナ。フォルダを使用してプロジェクト内のオブジェクト体系
的に管理したり、フォルダを作成してビジネスニーズに基づいてオブジェクトをグループ化したりできま
す。フォルダの作成、編集、削除を行うことができます。

論理データオブジェクト
論理データオブジェクトモデル内のオブジェクトであり、企業の論理エンティティを表します。論理デー
タオブジェクトには属性とキーがあり、属性間のリレーションを表します。論理データオブジェクトモデ
ル内の論理データオブジェクトの作成、編集、削除を行うことができます。

論理データオブジェクトマッピング
論理データオブジェクトを 1 つ以上の物理データオブジェクトにリンクするマッピング。論理データオブ
ジェクトマッピングには、トランスフｫーメーションロジックを含めることができます。論理データオブジ
ェクトの論理データオブジェクトマッピングの作成、編集、削除を行うことができます。

論理データオブジェクトモデル
論理データオブジェクトを含み、オブジェクト間のリレーションを定義するデータモデル。論理データオ
ブジェクトモデルの作成、編集、削除を行うことができます。

マッピング
データトランスフォーメーションのルールを定義するトランスフォーメーションオブジェクトによりリン
クされている入力と出力。マッピングの作成、編集、削除を行うことができます。

マップレット
複数のマッピングで使用したり、ルールとして検証可能なトランスフォーメーション一式を含む再利用可
能なオブジェクト。マップレットの作成、編集、削除を行うことができます。

操作マッピング
Web サービスクライアントに対して Web サービス操作を実行するマッピング。操作マッピングには、入
力トランスフォーメーション、出力トランスフォーメーション、および複数のフォルトトランスフォーメ
ーションを含めることができます。Web サービスの操作マッピングの作成、編集、削除を行うことができ
ます。

物理データオブジェクト
リソースからの読み取り、リソースの検索、またはリソースへの書き込みに使用されるデータの物理的な
表現。物理データオブジェクトの作成、編集、削除を行うことができます。

プロファイル
ソースデータ内のパターンを検出するルールが含まれるオブジェクト。データ構造を評価し、必要なタイ
プの情報がデータカラムに含まれていることを確認するには、プロファイルを実行します。プロファイル
の作成、編集、削除を行うことができます。

参照テーブル
参照テーブルには、一連のデータ値の標準バージョンおよび検索する可能性のある値の代替バージョンが
含まれます。参照テーブルの表示と削除を行うことができます。
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ルール
プロファイルの実行時にソースデータに適用される条件を定義するビジネスロジック。これは、プロファ
イルで使用する中間ストリームマップレットです。ルールの作成、編集、削除を行うことができます。

ルール仕様
1 つ以上のビジネスルールのロジックを含む再利用可能なオブジェクト。Analyst ツールのユーザーは、
ルール仕様を作成し、ルール仕様オブジェクトをモデルリポジトリに保存します。［Object Explorer］ビ
ューでルール仕様を選択し、ルール仕様をマッピングにドラッグすることができます。
ルール仕様は、Developer tool では読み取り専用オブジェクトです。ルール仕様のロジックを表示または
編集するには、ルール仕様を右クリックし、Analyst ツールを開くオプションを選択します。
注: Analyst ツールのユーザーは、ルール仕様からマップレットを生成することもできます。ルール仕様と
対応するマップレットは、モデルリポジトリ内の独立したオブジェクトです。マップレットは、
Developer tool で編集できます。

スコアカード
ソースカラムの有効値またはプロファイル結果内のルールの出力を視覚的に表したもの。スコアカードの
作成、編集、削除を行うことができます。

トランスフォーメーション
データの生成や変更を行ったり、データを渡したりする、マッピング内のリポジトリオブジェクト。各ト
ランスフォーメーションは別の関数を実行します。トランスフォーメーションは再利用可能または再利用
不可能にすることができます。トランスフォーメーションの作成、編集、削除を行うことができます。

型定義ライブラリ
Spark エンジンで実行されるマッピングの複合データ型定義を格納するポジトリオブジェクト。複合デー
タ型定義は、構造データのスキーマを表します。［アウトライン］ビューおよびマッピングエディタで、マ
ッピングまたはマップレットの型定義ライブラリと複合データ型定義を表示できます。

仮想スキーマ
データベース構造を定義する仮想データベースのスキーマ。SQL データサービスの仮想スキーマの作成、
編集、削除を行うことができます。

仮想ストアドプロシージャ
SQL データサービスにおける一連の手順またはデータフローの命令。仮想スキーマの仮想ストアドプロシ
ージャの作成、編集、削除を行うことができます。

仮想テーブル
仮想データベース内のテーブル。仮想スキーマ内の仮想テーブルの作成、編集、削除を行うことができま
す。

仮想テーブルマッピング
仮想テーブルをターゲットとして含むマッピング。仮想テーブルの仮想テーブルマッピングの作成、編集、
削除を行うことができます。

ワークフロー
ビジネスプロセスを定義する一連のイベント、タスク、およびディシジョンを視覚的に表したもの。ワー
クフローの作成、編集、削除を行うことができます。
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オブジェクトプロパティ
プロジェクト、フォルダー、またはモデルリポジトリ内のその他のオブジェクトのプロパティを表示できます。

［全般設定］タブ（［プロパティ］ビュー内） には、オブジェクトのプロパティが表示されます。オブジェクト
のプロパティには、リポジトリ内のオブジェクトの名前、説明、場所が含まれます。オブジェクトのプロパテ
ィには、オブジェクトの作成ユーザー、最終更新ユーザー、およびイベントの発生時刻も含まれます。
オブジェクトのプロパティにアクセスするには、［Object Explorer］ビューでオブジェクトを選択して、［フ
ァイル］ > ［プロパティ］をクリックします。

リポジトリオブジェクトのロック
モデルリポジトリでは、ユーザーが他の開発者の作業を上書きしないように、オブジェクトがロックされます。
モデルリポジトリは、プロジェクトとフォルダを除いて、［オブジェクトエクスプローラ］ビューに表示される
すべてのオブジェクトをロックできます。また、このロックは Analyst ツール内で対応するアセットにも影響
します。
モデルリポジトリでは、ユーザーが他の開発者の作業を上書きしないように、オブジェクトがロックされます。
モデルリポジトリは、プロジェクトとフォルダを除いて、［オブジェクトエクスプローラ］ビューに表示される
すべてのオブジェクトをロックできます。
オブジェクトの編集を開始すると、他のユーザーがそのオブジェクトに対する変更を保存できないように、モ
デルリポジトリによってそのオブジェクトがロックされます。オブジェクトを保存すると、ロック状態が保持
されます。オブジェクトを閉じると、リポジトリではロックが解除されます。
別のユーザーがロックしたオブジェクトを開くと、別のユーザーによってそのオブジェクトがロックされてい
るということが Developer tool によって通知されます。そのオブジェクトは、Analyst ツールまたは
Developer tool でロックされている可能性があります。オブジェクトは、読み取り専用モードで確認するか、
別の名前で保存することができます。
別のユーザーがロックしたオブジェクトを開くと、別のユーザーによってそのオブジェクトがロックされてい
るということが Developer tool によって通知されます。Developer tool の別のユーザーがオブジェクトを開
いて編集した場合、この通知が表示されることがあります。オブジェクトは、読み取り専用モードで確認する
か、別の名前で保存することができます。

ロック管理
Developer tool が予期せず停止した場合、モデルリポジトリはオブジェクトをロックした状態で保持します。
モデルリポジトリに再接続すると、ロックしたオブジェクトを表示できます。オブジェクトの編集を継続する
か、オブジェクトのロックを解除することができます。
オブジェクトをロックした開発者が不在で、他の開発者がオブジェクトの開発を任された場合、オブジェクト
のロックを解除することが必要になる場合があります。［ロックされたオブジェクト］ダイアログボックスでロ
ックされたオブジェクトを表示してロックを解除します。

［ロックされたオブジェクト］ダイアログボックスを表示するには、［ファイル］ > ［ロックされたオブジェク
ト］をクリックします。
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以下の図に、［ロックされたオブジェクト］ダイアログボックスを示します。

［ロックされたオブジェクト］ダイアログボックスでは 1 つ以上のオブジェクトのロックを解除できます。以下
のいずれかのアクションを実行して、ロックを解除するオブジェクトを選択します。
• チェックボックスを使用して 1 つ以上のオブジェクトを選択する。
• 1 つ以上の行を選択して［選択のチェック］をクリックし、選択した各オブジェクトのチェックボックスを

有効にする。
次に、［ロック解除］をクリックして、選択したすべてのオブジェクトのロックを解除します。
ヒント: 作業が中断した場合は、ロックしたオブジェクトを表示し、作業中のオブジェクトを特定することがで
きます。

ロック管理のルールとガイドライン
オブジェクトロックを管理する場合は、以下のルールとガイドラインを考慮してください。
• モデルリポジトリでは、オブジェクトを開くときにそのオブジェクトがロックされることはありません。モ

デルリポジトリでオブジェクトがロックされるのは、オブジェクトの編集を開始した後だけです。例えば、
編集可能なフィールドにカーソルを挿入するときやマッピングオブジェクトに接続するときに、マッピング
仕様がロックされます。

• オブジェクトの開発には複数のクライアントツールを使用できます。例えば、1 台のマシンでオブジェクト
を編集し、その後で別のマシンでそのオブジェクトを開いて編集を続けることができます。最初のマシンに
戻る場合は、オブジェクトエディタを閉じてもう一度開くことによってロックを再取得する必要がありま
す。管理特権を持つユーザーが、別のユーザーが開いたオブジェクトのロックを解除するときにも、この同
じ原則が適用されます。

• 編集のためにオブジェクトを開いた状態で、モデルリポジトリサービスを再起動した場合は、オブジェクト
のロックが解除されます。オブジェクトのロックを再取得するまで、別のユーザーがオブジェクトを開いて
編集することができます。オブジェクトのロックを再取得するには、オブジェクトへの変更を保存してから
閉じ、次に、編集のためにオブジェクトを再度開きます。

• オブジェクトを含むフォルダを削除する場合、どのオブジェクトの削除も許可されていなければ、フォルダ
を削除することはできません。例えば、あるオブジェクトに対するロックを所有していないためにそのオブ
ジェクトを削除できない場合、そのオブジェクトとフォルダーは残ります。

• 複数の開発者が同時に SQL データサービスオブジェクトのコンテンツを開き、編集することができます。
例えば、SQL データサービスを UserA が開いて編集を開始し、次に UserB が同じオブジェクトを開いて編
集を開始することができます。 UserB が UserA より先にオブジェクトを保存して閉じると、モデルリポジ
トリは UserA がオブジェクトを保存するまで競合の可能性を UserA に伝えません。 この場合、UserA は別
の名前で SQL データサービスを保存することで変更を保存できます。

• 管理者は、ロックされたオブジェクトに対する書き込み権限を取り消したり、ロックを別のユーザーに再割
り当てしたりできます。この場合、オブジェクトの編集や保存はできません。オブジェクトは別のユーザー
名で保存できます。
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バージョン管理されたオブジェクトを使用したチームベース開発
チームベース開発は、モデルリポジトリをサードパーティ製のバージョン管理システムと統合するものです。
バージョン管理システムでは、複数のオブジェクトバージョンが保存され、各バージョンにバージョン番号が
割り当てられます。
オブジェクトバージョンの管理は、Developer tool を使用して行います。オブジェクトのチェックアウトとチ
ェックイン、オブジェクトのバージョン履歴の表示と取得、チェックアウトの取り消しなどのアクションを実
行できます。
モデルリポジトリでは、開発チームの他のメンバによって上書きされないようにオブジェクトが保護されます。
別のユーザーによってすでにチェックアウトされているオブジェクトを開くと、そのオブジェクトをチェック
アウトしたユーザーを特定する通知が送られてきます。チェックアウト済みのオブジェクトは、読み取り専用
モードで開くことができるほか、別の名前で保存することもできます。
バージョン管理システムへの接続がアクティブなとき、モデルリポジトリには各オブジェクトの最新バージョ
ンが含まれています。
バージョン管理システムへの接続を失うと、モデルリポジトリはチェックアウトされたオブジェクトの状態を
維持します。バージョン管理システムとの接続が遮断している間、ユーザーはオブジェクトのオープン、編集、
保存、およびクローズを継続できます。モデルリポジトリによってオブジェクト状態が追跡および維持されま
す。
接続が復旧した時点で、バージョン管理システムに関連するアクション（オブジェクトのチェックインやオブ
ジェクトのチェックアウトの取り消しなど）を再開できます。接続が遮断していた間にオブジェクトを開いて
編集した場合は、モデルリポジトリによってそのオブジェクトがユーザーに対してチェックアウトされます。
注: SQL データサービスオブジェクトはバージョン管理に含まれません。

バージョンされたオブジェクトの管理
モデルリポジトリがバージョン管理システムと統合されている場合は、オブジェクトのバージョンを管理でき
ます。例えば、オブジェクトのチェックアウトとチェックイン、チェックアウトの取り消し、チェックアウト
したオブジェクトの表示などが可能です。
以下のアクションを実行できます。
オブジェクトをチェックアウトする。

オブジェクトをチェックアウトすると、そのオブジェクトは、チェックインするかチェックアウトを取り
消すまでチェックアウト状態を維持します。チェックアウトされたオブジェクトは、［チェックアウトされ
たオブジェクト］ビューで表示できます。オブジェクトをチェックアウトするには、最初にオブジェクト
を編集するか、［オブジェクトエクスプローラ］でオブジェクトを右クリックして［チェックアウト］を選
択します。

オブジェクトのチェックアウトを取り消す。
チェックアウトを取り消すと、変更は適用されず、バージョン番号やバージョン履歴が増分されずに、オ
ブジェクトがチェックインされます。チェックアウト後にオブジェクトに対して行った変更はすべて失わ
れます。チェックアウトを取り消すには、［チェックアウトされたオブジェクト］ビューまたはオブジェク
トの右クリックメニューを使用できます。例えば、チェックアウトを取り消すことによって、オブジェク
トに加えた変更を削除できます。
注: オブジェクトがチェックアウトされているときにユーザーがオブジェクトを移動し、チェックアウト
を取り消すと、オブジェクトは現在の場所に残り、そのバージョン履歴が再開します。チェックアウトを
取り消しても、チェックアウト前の場所にはリストアされません。
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オブジェクトのチェックイン。
オブジェクトをチェックインすると、バージョン管理システムによってバージョン履歴が更新され、バー
ジョン番号が増分されます。チェックインコメントを最大 4KB の制限内で追加できます。オブジェクトを
チェックインするには、［チェックアウトされたオブジェクト］ビューまたはオブジェクトの右クリックメ
ニューを使用できます。
注: Perforce および SVN バージョン管理システムでは、パスの長さを 260 バイトに制限する Windows の
制限のために、ファイルパスの長さが制限されます。この制限を超えるパスを持つファイルをチェックイ
ンしようとすると、Perforce はエラーを返します。パスの長さが 260 バイトの場合、使用しているシステ
ムの文字セットに応じて、パスの長さが変わります。

オブジェクトを削除する。
バージョンされたオブジェクトを削除するには、まずそのオブジェクトをチェックアウトする必要があり
ます。削除アクションを行う時点でオブジェクトをチェックアウトしていないと、モデルリポジトリによ
ってそのオブジェクトがチェックアウトされ、削除対象としてマークされます。削除アクションを完了す
るには、そのオブジェクトをチェックインする必要があります。
バージョンされたオブジェクトを削除すると、バージョン管理システムによってすべてのバージョンが削
除されます。
オブジェクトを削除するには、［チェックアウトされたオブジェクト］ビューまたはオブジェクトの右クリ
ックメニューを使用できます。

［チェックイン］ダイアログボックス
［チェックイン］ダイアログボックスには、チェックアウトしたすべてのオブジェクトが表示されます。
［チェックイン］ダイアログボックスを使用してオブジェクトをチェックインします。またこれを使用して、削

除対象としてマークしたオブジェクトを削除することもできます。
以下の図に、［チェックイン］ダイアログボックスを示します。
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［アクションタイプ］列には、各アイテムをチェックインするときにそのアイテムに対してモデルリポジトリサ
ービスが実行するアクションが表示されます。モデルリポジトリサービスは以下のいずれかのアクションタイ
プを実行します。

アク
ショ
ンタ
イプ

説明

作成 このオブジェクトは新しいオブジェクトであり、チェックインされたことがありません。これを
選択し、［チェックイン］をクリックすると、モデルリポジトリサービスは、このオブジェクトを
バージョン管理システムにチェックインし、このオブジェクトにバージョン番号 1 を割り当てま
す。

削除 オブジェクトが削除対象としてマークされます。これを選択し、［チェックイン］をクリックする
と、モデルリポジトリサービスはこのオブジェクトを削除します。

編集 オブジェクトが編集対象としてマークされます。これを選択し、［チェックイン］をクリックする
と、モデルリポジトリサービスは、バージョン管理システム内のバージョンを新しいバージョン
に置き換えます。

移動 オブジェクトをチェックアウトすると、オブジェクトが 1 つのモデルリポジトリプロジェクトま
たはフォルダから別のモデルリポジトリプロジェクトまたはフォルダに移動します。これを選択
し、［チェックイン］をクリックすると、モデルリポジトリサービスは、このオブジェクトを新し
い場所のバージョン管理システムにチェックインします。

［場所］列には、オブジェクトの現在の場所が表示されます。オブジェクトを移動した場合、［アクションタイ
プ］は［移動］です。
ヒント: ［バージョン履歴］ビューでは、移動したオブジェクトの以前の場所を確認できます。

［新しいバージョン］列には、チェックイン完了後のオブジェクトのバージョン番号が表示されます。
［チェックイン］ダイアログボックスでは、1 つ以上のオブジェクトをチェックインできます。以下のいずれか

のアクションを実行して、チェックインするオブジェクトを選択します。
• チェックボックスを使用して 1 つ以上のオブジェクトを選択する。
• 1 つ以上の行を選択して［選択のチェック］をクリックし、選択した各オブジェクトのチェックボックスを

有効にする。
オプションで、［チェックインの説明］テキストペインで説明を追加できます。次に［チェックイン］をクリッ
クすると、選択したすべてのオブジェクトをチェックインできます。

バージョンされたオブジェクトの削除
バージョンされたオブジェクトを削除する場合は、削除するオブジェクトに印を付けてチェックインします。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューまたは［チェックアウトされたオブジェクト］ビューでオブジェク

トを右クリックし、［削除］を選択します。 
アクション属性が［編集］から［削除］に変わります。

2. オブジェクトを選択して［チェックイン］を選択します。 
モデルリポジトリからオブジェクトが削除されます。
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オブジェクトの履歴バージョン
バージョン管理システムによって、オブジェクトのチェックインのたびにオブジェクトのコピーが保存されま
す。
バージョン管理システムは、オブジェクトのバージョンを保存し、そのバージョンにバージョン番号を割り当
てます。最も大きな番号が最新のバージョンになります。

［バージョン履歴］ビューを使用してオブジェクトのバージョン履歴を表示し、読み取り専用ビューで履歴バー
ジョンを開いて、オブジェクトの履歴バージョンをリストアします。オブジェクトの履歴バージョンをリスト
アし、以前の機能をリストアすることができます。
オブジェクトの履歴バージョンをリストアすると、そのバージョンが最新バージョンになります。モデルリポ
ジトリは、オブジェクトの現行バージョンを履歴バージョンに置き換え、オブジェクトをチェックアウトしま
す。オブジェクトがエディタで開かれると、Developer tool によってオブジェクトがリストアしたバージョン
に更新されます。

オブジェクトの履歴バージョンのリストア
バージョン管理システムからオブジェクトの履歴バージョンを表示および取得できます。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］のオブジェクトを右クリックし、［バージョン履歴の表示］を選択しま

す。 
［改訂履歴］ビューが表示されます。

2. 履歴バージョンを表示するには、［改訂履歴］に一覧表示されるバージョンの 1 つを右クリックし、［バー
ジョンの表示］を選択します。 
Developer tool では、オブジェクトの読み取り専用バージョンが開きます。バージョン番号はエディタウ
ィンドウのタイトルバーに表示されます。

3. 履歴バージョンをリストアするには、［改訂履歴］に一覧表示されるバージョンの 1 つを右クリックし、
［バージョンをリストア］を選択します。 

オブジェクトがエディタで表示されます。オブジェクトを編集したり、編集せずにチェックインしたりす
ることができます。

4. オブジェクトをチェックインします。 
リストアされたオブジェクトのバージョンは、モデルリポジトリおよびバージョン管理システムで最新バ
ージョンになります。

［チェックアウトされたオブジェクト］ビュー
［チェックアウトされたオブジェクト］ビューには、チェックアウトしたオブジェクトがすべて一覧表示されま

す。
［チェックアウトされたオブジェクト］ビューでは、以下のアクションを実行できます。
• オブジェクトのチェックアウトの取り消し
• オブジェクトのチェックイン
これらのどちらかを実行するには、オブジェクトを右クリックし、アクションを選択します。

［アクションタイプ］列で削除対象としてマークされたオブジェクトを削除するには、オブジェクトを右クリッ
クし、［チェックイン］を選択します。
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［バージョン履歴］ビュー
［バージョン履歴］ビューには、選択したオブジェクトのバージョン履歴が表示されます。チェックインコメン

トを確認し、オブジェクトチェックインに関するユーザー情報を表示できます。
このビューには以下の情報が表示されます。
• バージョン。バージョンが保存された順序を表示す整数。バージョン管理システムでは、最新のチェックイ

ンバージョンに最も大きな番号を割りてます。
• 名前。オブジェクトの名前。
• 場所。モデルリポジトリ内のオブジェクトへのパス。
• アクションタイプ。オブジェクトのチェックインの際にユーザーが実行したアクション。オブジェクトのチ

ェックインでは、オブジェクトを追加、編集、または削除することができます。
• ユーザー。オブジェクトをチェックインしたチームメンバのユーザー ID。
• バージョン日付。ユーザーがオブジェクトをチェックインした日時。
• バージョンの説明。選択したバージョンのチェックインコメント。
バージョン履歴を表示するには、［オブジェクトエクスプローラ］のオブジェクトを右クリックし、［バージョ
ン履歴の表示］を選択します。

チームベース開発のトラブルシューティング
チームベースの開発に関連する機能を使用する場合は、以下のトラブルシューティングのヒントを考慮してく
ださい。
Perforce バージョン管理システムが一部のオブジェクトのチェックインに失敗し、オブ
ジェクトパス名が長すぎるというエラーが表示されます。
ファイルパスの文字数に関する Windows OS の制限のため、長いパスおよびファイル名を持つモデルリポジト
リオブジェクトをチェックインしようとすると失敗します。 「送信が強制終了されました」という Perforce
エラーメッセージが表示され、ファイルパスが内部の長さの制限を超えたことが示されます。
この問題を回避するには、モデルリポジトリ内のプロジェクト名、フォルダ名、オブジェクト名の長さを制限
します。 各インスタンスに短い名前を使用することで、オブジェクトパス名の合計文字数を制限することがで
きます。

モデルリポジトリへの接続
Developer ツールを開くたびに、モデルリポジトリに接続してプロジェクトおよびフォルダーにアクセスしま
す。 モデルリポジトリに接続するときに、接続情報を入力して、モデルリポジトリを管理するモデルリポジト
リサービスを含むドメインにアクセスします。
1. ［Object Explorer］ビューで、モデルリポジトリを右クリックして［接続］をクリックします。 

［リポジトリへの接続］ダイアログボックスが表示されます。
2. ドメインユーザー名とパスワードを入力します。 
3. 名前空間を選択します。 
4. ［OK］をクリックします。 

Developer ツールがモデルリポジトリに接続します。 Developer ツールにリポジトリ内のプロジェクトが
表示されます。
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モデルリポジトリサービスの更新
モデルリポジトリで新しいオブジェクトと更新されたオブジェクトを確認するために、モデルリポジトリサー
ビスを更新できます。
モデルリポジトリサービスの更新は、他のユーザーが Developer ツールまたは Analyst ツールのオブジェクト
の追加、削除、更新を行い、それらの変更をモデルリポジトリに保存し終わってから行ってください。モデル
リポジトリサービスの更新を行った場合、Developer tool で開いているエディタが閉じることはありません。
モデルリポジトリサービスの更新は、他のユーザーが Developer tool でオブジェクトの追加、削除、更新を行
い、その変更をモデルリポジトリに保存してから行います。モデルリポジトリサービスの更新を行った場合、
Developer tool で開いているエディタが閉じることはありません。
モデルリポジトリサービスを更新するには、［Object Explorer］ビューの［モデルリポジトリサービス］を右
クリックし、［更新］を選択します。
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第  3  章

Informatica Developer での検索
この章では、以下の項目について説明します。
• Informatica Developer での検索の概要, 46 ページ
• ドメイン検索, 46 ページ
• ビジネス用語集の検索, 48 ページ
• エディタでの検索, 49 ページ

Informatica Developer での検索の概要
Informatica Developer で検索を行い、オブジェクトの検索とビジネス用語のルックアップを行えます。

［Object Explorer］ビューに表示されるドメインを検索して、最新バージョンのオブジェクトおよびオブジェ
クトのプロパティを見つけることができます。
Developer tool から Business Glossary Desktop にアクセスして Developer tool のオブジェクト名をビジネ
ス用語として検索できます。エディタ内のオブジェクト、ポート、グループ、式、属性などを検索することも
できます。

ドメイン検索
ドメインでオブジェクトやオブジェクトプロパティを検索できます。
検索クエリを作成して検索結果をフィルタリングすることができます。検索結果を確認し、結果からオブジェ
クトを選択してコンテンツを表示することができます。検索結果は［検索］ビューに表示されます。検索で
2048 個を超えるオブジェクトが見つかった場合には、結果は表示できません。2048 を超える数のオブジェク
トが結果に含まれるために検索が失敗したときは、検索条件に一致するオブジェクトの数が少なくなるように
検索オプションを変更します。
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以下の表に、オブジェクトの検索に使用可能な検索オプションを一覧表示します。

検索オプション 説明
含まれるテキスト 検索対象のオブジェクトまたはプロパティ。正確な文字列を入力するか、ワイルドカ

ードを使用します。大文字と小文字は区別されません。
名前 名前を含む 1 つ以上のオブジェクト。正確な文字列を入力するか、ワイルドカードを

使用します。大文字と小文字は区別されません。
タグ タグを使用する 1 つ以上のオブジェクト。正確な文字列を入力するか、ワイルドカー

ドを使用します。大文字と小文字は区別されません。
検索 検索対象の 1 つ以上のオブジェクトタイプ。
スコープ ワークスペースまたは選択したオブジェクトを検索します。

検索エンジンが、ドメイン内のメタデータのインデックスを作成します。メタデータのインデックスを適切に
作成するために、検索エンジンでは、インデックスを作成するメタデータの言語に適した検索アナライザが使
用されます。Developer tool は、検索エンジンを使用して設計時オブジェクトおよびランタイムオブジェクト
の検索を行います。
検索はさまざまな言語で実行できます。別の言語で検索する場合は、管理者が検索アナライザを変更して、そ
の検索アナライザを使用するように以下のモデルリポジトリを設定する必要があります。
• 設計時オブジェクトを保存するモデルリポジトリ。
• ランタイムオブジェクトのデプロイ先のデータ統合サービスと関連付けられているモデルリポジトリ。
注: オブジェクトまたはオブジェクトプロパティを検索するには、［Object Explorer］ビューでオブジェクト
に接続されている必要があります。検索を追加のオブジェクトに拡張するには、モデルリポジトリ、またはオ
ブジェクトを含むランタイムアプリケーションに接続します。
検索のガイドライン
ドメインを検索する際は、以下のガイドラインを参照してください。
• 設計時オブジェクトは検索する前に保存する必要があります。
• 検索では、ポートと動的ポートは返されますが、生成されたポートは返されません。
• マッピングを検索すると、検索パターンに似た名前を持つマップレットが検索結果に表示されます。
• モデルリポジトリサービスまたはランタイムアプリケーションを更新すると、［検索］ビューの検索結果は

表示されなくなります。更新されたモデルリポジトリサービスまたは更新されたランタイムアプリケーショ
ンに基づいて、ドメインを再度検索して結果を得る必要があります。

オブジェクトとプロパティの検索
ドメインでオブジェクトやプロパティを検索します。
1. ［検索］ > ［オブジェクト検索］の順にクリックします。 

［検索］ダイアログボックスが表示されます。
2. 検索対象のオブジェクトまたはプロパティを入力します。必要に応じて、ワイルドカード文字を含めます。 
3. オブジェクト内のプロパティを検索する場合、必要に応じて 1 つまたは複数の名前またはタグをカンマで

区切って入力することができます。 
4. 必要に応じて、検索するオブジェクトタイプを選択します。 

ドメイン検索       47



5. ワークスペースの中から検索するか、選択したオブジェクトの中から検索するかを選択します。 
6. ［検索］をクリックします。 

検索結果が［検索］ビューに表示されます。
7. ［検索］ビューで、オブジェクトをダブルクリックして［エディタ］で開きます。 

オブジェクトがランタイムアプリケーションの一部である場合、そのオブジェクトは読み取り専用です。

ビジネス用語集の検索
Developer ツールのオブジェクト名の意味を、ビジネス用語として Business Glossary Desktop でルックアッ
プし、そのビジネス要件と現在の実装を理解します。
ビジネス用語集とは、ビジネスユーザー向けに、ビジネス言語を使用して概念を定義した用語の集まりです。
ビジネス用語は、概念のビジネス上の定義および使用方法を説明したものです。Business Glossary Desktop
は、ビジネス用語集をホストする Metadata Manager サービスに接続するクライアントです。Business 
Glossary Desktop を使用して、ビジネス用語集内のビジネス用語をルックアップします。
Business Glossary Desktop がご使用のマシンにインストールされている場合は、Developer ツールでオブジ
ェクトを選択し、ホットキーか［検索］メニューを使用して、ビジネス用語集でオブジェクトの名前をルック
アップします。オブジェクトの名前をルックアップするには、［Object Explorer］ビューなど、Developer 
tool のビューを使用します。カラム、プロファイル、トランスフォーメーションポートの名前をルックアップ
するにはエディタを使用します。
例えば、開発者が Developer ツール内の Sales_Audit データオブジェクトに対応するビジネス用語をビジネス
用語集で検索するとします。開発者は、そのビジネス用語の詳細を確認して、ビジネス要件と、Developer ツ
ールにおける Sales_Audit オブジェクトの現在の実装を理解したいと考えています。これは、そのデータオブ
ジェクトの意味や、オブジェクトへの実装が必要な可能性がある変更を把握ことができます。

ビジネス用語集デスクトップのルックアップ
ビジネス用語集デスクトップは、ビジネス用語集でオブジェクト名をルックアップし、オブジェクト名に一致
するビジネス用語を返します。
オブジェクト名にハイフン、アンダースコア、大文字が含まれていると、ビジネス用語集デスクトップでは、
名前が 2 つに分割されます。
例えば、開発者が Sales_Audit という名前のデータオブジェクトを検索する場合、ビジネス用語集デスクトップ
では検索ボックスに Sales_Audit と表示されますが、Sales と Audit に名前を分割して両方のビジネス用語を検索
します。

ビジネス用語のルックアップ
ビジネス要件と現在の実装を理解するため、Developer ツールのオブジェクト名をビジネス用語としてビジネ
ス用語集デスクトップでルックアップします。
ビジネス用語集デスクトップは、使用するマシンにあらかじめインストールしておく必要があります。
1. オブジェクトを選択します。 
2. ホットキーを使用するか、［検索］メニューを使用するかを選択して、ビジネス用語集デスクトップを開き

ます。 
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• ホットキーを使用する場合は、以下のホットキーの組み合わせを使用します。
CTRL+Shift+F

• ［検索］メニューを使用する場合は、［検索］ > ［Business Glossary］をクリックします。
ビジネス用語集デスクトップが表示され、オブジェクト名に一致するビジネス用語が表示されます。

ビジネス用語のルックアップ用にホットキーをカスタマイズ
ホットキーをカスタマイズして、ビジネス用語集デスクトップを開くキーの組み合わせを変更します。
1. Developer ツールのメニューから、［ウィンドウ］ > ［設定］ > ［全般］ > ［キー］をクリックします。 
2. ［Business Glossary の検索］をコマンドのリストで見つけたり、検索したりするには、以下のいずれか

を選択します。 
• 検索してキーを探すには、検索ボックスに「ビジネス用語集検索」と入力します。
• スクロールしてキーを探すには、［コマンド］カラムでスクロールして［Business Glossary の検索］

コマンドを見つけます。
3. ［Business Glossary の検索コマンド］をクリックします。 
4. ［コマンドのバインド解除］をクリックします。 
5. ［バインディング］フィールドで、キーの組み合わせを入力します。 
6. ［適用］をクリックしてから、［OK］をクリックします。 

エディタでの検索
エディタ内で開いているオブジェクト、ポート、グループ、式、属性を検索できます。Developer ツールで開
いているエディタ内のオブジェクトがハイライトされます。オブジェクトをモデルリポジトリに置く必要はあ
りません。
エディタの下に検索フィールドを表示するには、［編集］ > ［検索/置換］を選択します。オブジェクトを検索
するには、検索対象オブジェクトの文字列および型を入力します。検索可能なオブジェクトタイプは、エディ
タによって異なります。オブジェクトのタイプを指定しない場合は、トランスフォーメーション内の検索文字
列が検索されます。
ポート、カラム、または属性を検索する場合、データ型も選択できます。例えば、文字列「_ID」を含む名前を
持つ integer 型または bigint 型のポートを検索できます。
以下の表に、各エディタで検索可能なオブジェクトのタイプを示します。

エディタ オブジェクトタイプ
マッピング マッピングオブジェクト、式、グループ、ポート、複合デー

タ型の定義
マップレット マップレットオブジェクト、式、グループ、ポート、複合デ

ータ型の定義
論理データオブジェクトモデル 論理データオブジェクトおよび属性
物理データオブジェクトの読み取りまた
は書き込みマッピング

オブジェクトおよびカラムのマッピング
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エディタ オブジェクトタイプ
SQL データサービス 仮想テーブルおよび属性
仮想ストアドプロシージャ トランスフォーメーション、式、グループ、ポート
仮想テーブルマッピング 仮想テーブルのマッピングオブジェクト、式、グループ、ポ

ート
Web サービス操作のマッピング Web サービス操作のマッピングオブジェクト、式、グループ、

ポート
ワークフロー ワークフローオブジェクト
注: モデルリポジトリには生成されたポートの名前は格納されないため、エディタでポートを検索することはできません。

検索文字列が見つかると、そのオブジェクトの場所が表示されます。また、検索文字列が出現するオブジェク
トもハイライトされます。検索文字列がマッピングエディタ内のアイコン化したトランスフォーメーションに
含まれている場合は、アイコン化したトランスフォーメーションがハイライトされます。
以下のオプションを選択して、検索の結果をナビゲートすることができます。
• 次の一致。検索文字列の次のオカレンスを検索します。
• 直前の一致。検索文字列の直前のオカレンスを検索します。
• すべてハイライト。検索文字列のすべてのオカレンスをハイライトします。
• アイコン化したトランスフォーメーションの展開。検索文字列を含む、アイコン化したすべてのトランスフ

ォーメーションを展開します。
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第  4  章

接続
この章では、以下の項目について説明します。
• 接続の概要, 51 ページ
• ［接続エクスプローラ］ビュー, 54 ページ
• 接続管理, 54 ページ
• 接続の切り替え, 58 ページ
• サードパーティ製 JDBC ドライバ, 61 ページ
• 環境 SQL, 62 ページ

接続の概要
接続は、ドメイン環境設定リポジトリ内の接続を定義するリポジトリオブジェクトです。
接続を作成することで、データオブジェクトのインポート、データのプレビュー、データのプロファイリング、
およびマッピングの実行が行えます。Developer ツールは、データオブジェクトをインポートする際に接続を
使用します。データ統合サービスは、データのプレビュー、マッピングの実行、または Web サービスの使用時
に接続を使用します。
注: Developer tool は、フラットファイルデータオブジェクトのインポートや、フラットファイルデータのプ
レビュー、読み取り、または書き込みに接続を使用しません。
Developer ツールは接続をドメイン環境設定リポジトリに格納します。Developer ツールで作成した接続は、
Analyst ツールや Administrator ツールで使用できます。

［設定］ダイアログボックスまたは［接続エクスプローラ］ビューで接続を作成および管理します。
Developer ツールは接続をドメイン環境設定リポジトリに格納します。Developer tool で作成した接続は、
Administrator ツールで使用できます。

［接続の作成］ボタンおよび［接続の表示］ボタンを使用して接続を作成および管理します。
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以下の図に、Developer tool の［接続の作成］ボタンおよび［接続の表示］ボタンを示します。

1.［接続エクスプローラ］ビュー
2. 接続の作成
3. 接続の表示
接続を作成したら、その接続に対して以下のアクションを実行できます。
接続を編集する。

接続名および説明を変更できます。接続の詳細（ユーザー名、パスワード、および接続文字列など）の編
集もできます。
データ統合サービスは、接続 ID で各接続を識別します。したがって、接続名を変更することができます。
接続の名前を変更すると、Developer ツールは、その接続を使用しているオブジェクトを更新します。
デプロイされたアプリケーションおよびパラメータファイルは、接続 ID ではなく名前で接続を識別しま
す。したがって、接続の名前を変更する場合、その接続を使用するすべてのアプリケーションを再デプロ
イする必要があります。さらに、接続パラメータを使用するパラメータファイルもすべて更新する必要が
あります。
パラメータファイルは、接続 ID ではなく名前で接続を識別します。そのため、接続の名前を変更する場合
は、接続パラメータを使用するパラメータファイルもすべて更新する必要があります。

接続をコピーする。
接続をコピーして、別の接続に類似の接続を作成できます。例えば、ユーザー名とパスワードのみが異な
る 2 つの Oracle 接続を作成できます。

接続を削除する。
接続を削除すると、その接続を使用するオブジェクトは無効になります。接続を誤って削除した場合、削
除した接続と同じ接続 ID で接続を再作成できます。

接続リストを更新する。
接続リストを更新して、ドメインの最新の接続リストを確認できます。ユーザーが Administrator ツール
または Analyst ツールで接続を追加、削除、または名前変更した場合は、接続リストを更新します。
接続リストを更新して、ドメインの最新の接続リストを確認できます。ユーザーが Administrator ツール
で接続を追加、削除、または名前変更した場合は、接続リストを更新します。
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接続タイプ
接続を使用して、データソースに対してデータの読み取りと書き込みを実行できます。
非ネイティブ環境、Hadoop、Databricks にアクセスするための接続を作成します。HBase、HDFS、あるい
は Hadoop 環境の Hive ソースまたはターゲットにアクセスする場合は、これらの接続も作成する必要があり
ます。Developer tool、Administrator ツール、および infacmd を使用すると、接続を作成できます。
以下の種類の接続を作成できます。
Hadoop 接続

Hadoop 環境でマッピングを実行できるように Hadoop 接続を作成します。
HBase 接続

HBase 接続を作成して HBase にアクセスします。HBase 接続は NoSQL 接続です。
HDFS 接続

Hadoop クラスタの HDFS ファイルシステムとの間でデータを読み込み、書き込むための HDFS 接続を作
成します。

Hive 接続
ソースまたはターゲットとして Hive に接続できるように Hive 接続を作成します。ネイティブ環境または
Hadoop 環境でマッピングを有効にすると、ソースとして Hive にアクセスできます。Blaze エンジンでマ
ッピングを実行すると、ターゲットとして Hive にアクセスできます。

JDBC 接続
JDBC 接続を作成し、Sqoop を介してリレーショナルデータのインポートとエクスポートができるように
この接続で Sqoop プロパティを設定します。

Databricks 接続
Databricks 環境でマッピングを実行できるように Databricks 接続を作成します。

注: ソーシャルメディア web サイトや Teradata など、他のソースまたはターゲットへの接続の作成に関する
詳細については、対応する PowerExchange アダプタユーザーガイドを参照してください。
各データソースのサポート対象バージョンについては、Informatica Product Availability Matrix を参照してく
ださい。
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［接続エクスプローラ］ビュー
リレーショナルデータベース接続の表示およびリレーショナルデータオブジェクトの作成には、［接続エクスプ
ローラ］ビューを使用します。
以下の図に、Developer ツールでの［接続エクスプローラ］ビューを示します。

［接続エクスプローラ］ビューでは、以下のタスクを実行できます。
• ［接続の作成］ボタンを使用してデータベース接続を作成します。
• ビューに接続を追加する。［接続の選択］ボタンをクリックして 1 つ以上の接続を選択し、［接続エクスプロ

ーラ］ビューに追加します。
• リレーショナルデータベースに接続する。データベースを右クリックして、［接続］をクリックします。
• リレーショナルデータベースから切断する。データベースを右クリックして、［切断］をクリックします。
• リレーショナルデータオブジェクトの作成。リレーショナルデータベースに接続し、テーブルが表示される

ようにデータベースを拡大します。テーブルを右クリックし、［プロジェクトに追加］をクリックして［新
しいリレーショナルデータオブジェクト］ダイアログボックスを開きます。

• 接続の更新。接続を右クリックして、［更新］をクリックします。
• デフォルトスキーマのみ表示。接続を右クリックして、［デフォルトのスキーマのみを表示］をクリックし

ます。デフォルトでは有効になっています。
• ［接続エクスプローラ］ビューからの接続の削除。接続はモデルリポジトリに残ります。接続を右クリック

して、［削除］をクリックします。

接続管理
［設定］ダイアログボックスまたは［接続エクスプローラ］ビューで接続を作成および管理します。

接続の作成
データベース、ソーシャルメディア、または Web サービス接続を作成します。物理データオブジェクトのイン
ポート、データのプレビュー、データのプロファイリング、またはマッピングを行う前に、接続を作成します。
作成後に［接続エクスプローラ］ビューでデータベース接続を追加することもできます。
1. Developer ツールバーで［接続の作成］ボタンをクリックします。 

［新しい<接続タイプ>接続］ダイアログボックスが表示されます。
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2. 作成する接続のタイプを選択します。 
• データベース接続を選択するには、［データベース］を選択します。
• ソーシャルメディア接続を選択するには、［ソーシャルメディア］を選択します。
• Web サービス接続を選択するには、［Web サービス接続］を選択します。

3. 次の情報を入力します。 
プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要が
あります。128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? / 

ID Data Integration Service が接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別され
ません。 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、接
続を作成した後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明（オプション）。
場所 接続が存在するドメイン。
タイプ 接続タイプ。

4. ［次へ］をクリックします。 
5. 接続のプロパティを設定します。 
6. ［テスト接続］をクリックして、入力した接続のプロパティが正しく、接続できることを確認します。 
7. ［完了］をクリックします。 
8. データベース接続を作成する際に、［接続の追加］ダイアログボックスが表示されます。［接続エクスプロ

ーラ］ビューに接続を追加するように選択することができます。 
新しい接続が［接続エクスプローラ］ビューに表示されます。

接続の表示
Informatica ドメインの使用可能な接続を表示および管理できます。
1. Developer ツールバーの［接続の表示］をクリックします。 

［設定］ダイアログボックスが表示されます。
2. 接続のタイプを選択します。 

• 非 Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［接続］を選択します。
• Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［Web サービス］ > ［接続］を選択します。

3. ［使用可能な接続］リストのドメインを展開して使用可能な接続を表示します。 
接続リストの追加、編集、削除、コピー、更新を行うこともできます。

接続の作成
計算クラスタ、データベース、エンタープライズアプリケーション、ファイルシステム、非リレーショナルデ
ータベース、NoSQL データベース、ソーシャルメディアアプリケーション、または Web サービスにアクセス
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するための接続を作成します。物理データオブジェクトのインポート、データのプレビュー、データのプロフ
ァイリング、またはマッピングを行う前に、接続を作成します。
1. ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。 
2. 作成する接続のタイプを選択します。 

• 非 Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［接続］を選択します。
• Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［Web サービス］ > ［接続］を選択します。

3. ［使用可能な接続］リストでドメインを展開します。 
4. ［使用可能な接続］リストで接続タイプを選択して、［追加］をクリックします。 

［新しい<接続タイプ>接続］ダイアログボックスが表示されます。
5. 次の情報を入力します。 

プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要が
あります。128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? / 

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されませ
ん。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接続を
作成してから変更できません。デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明（オプション）。
場所 接続が存在するドメイン。
タイプ Oracle、Twitter、または Web サービスなど、特定の接続タイプ。

6. ［次へ］をクリックします。 
7. 接続のプロパティを設定します。 
8. ［テスト接続］をクリックして、入力した接続のプロパティが正しく、データベース、アプリケーション、

ファイルシステム、または URI に接続できることを確認します。 
注: ［テスト接続］は Databricks ではサポートされていません。

9. ［完了］をクリックします。 
接続を作成したら、［接続エクスプローラ］ビューに追加できます。

接続の編集
接続名、説明、および接続プロパティを編集できます。
1. ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。 
2. 編集する接続のタイプを選択します。 

• 非 Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［接続］を選択します。
• Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［Web サービス］ > ［接続］を選択します。

3. ［使用可能な接続］リストでドメインを展開します。 
4. ［使用可能な接続］で接続を選択して、［編集］をクリックします。 

［接続の編集］ダイアログボックスが表示されます。
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5. 必要に応じて、接続名と説明を編集します。 
注: 接続名を変更する場合、その接続を使用するすべてのアプリケーションを再デプロイする必要があり
ます。 接続パラメータを使用するパラメータファイルもすべて更新する必要があります。

6. ［次へ］をクリックします。 
7. 必要に応じて、接続のプロパティを編集します。 
8. ［テスト接続］をクリックして、入力した接続のプロパティが正しく、データベースに接続できることを確

認します。 
9. ［OK］をクリックして、［接続の編集］ダイアログボックスを閉じます。 

10. ［OK］をクリックして、［設定］ダイアログボックスを閉じます。 

接続のコピー
ドメイン内、またはドメイン間で接続をコピーできます。
1. ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。 
2. コピーする接続のタイプを選択します。 

• 非 Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［接続］を選択します。
• Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［Web サービス］ > ［接続］を選択します。

3. ［使用可能な接続］リストでドメインを展開します。 
4. ［使用可能な接続］で接続を選択して、［コピー］をクリックします。 

［接続のコピー］ダイアログボックスが表示されます。
5. 接続名および ID を入力し、ドメインを選択します。 

名前と ID は、ドメイン内で一意である必要があります。
注: Hadoop、HDFS、HBase、Hive、または Databricks 接続を別のドメインにコピーする前に、その接
続に関連付けられているクラスタ構成に一致する名前を使用してドメイン内にクラスタ構成を作成します。
例えば、接続が XYZ という名前のクラスタ構成に関連付けられている場合は、ターゲットドメインに XYZ
という名前のクラスタ構成を作成します。

6. ［OK］をクリックして、［接続のコピー］ダイアログボックスを閉じます。 
7. ［OK］をクリックして、［設定］ダイアログボックスを閉じます。 

接続の削除
［設定］ダイアログボックスで接続を削除すると、モデルリポジトリから接続が削除されます。

1. ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。 
2. 削除する接続のタイプを選択します。 

• 非 Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［接続］を選択します。
• Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［Web サービス］ > ［接続］を選択します。

3. ［使用可能な接続］リストでドメインを展開します。 
4. ［使用可能な接続］で接続を選択して、［削除］をクリックします。 
5. ［OK］をクリックして、［設定］ダイアログボックスを閉じます。 
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接続リストの更新
ドメインの接続の最新のリストを確認するには、接続リストを更新します。
1. ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。 
2. 更新する接続のタイプを選択します。 

• 非 Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［接続］を選択します。
• Web サービス接続を選択するには、［Informatica］ > ［Web サービス］ > ［接続］を選択します。

3. ［使用可能な接続］リストでドメインを選択します。 
4. ［更新］をクリックします。 
5. ［使用可能な接続］リストでドメインを展開して、接続の最新のリストを表示します。 
6. ［OK］をクリックして、［設定］ダイアログボックスを閉じます。 

接続の切り替え
リレーショナルデータオブジェクトまたはカスタマイズデータオブジェクトの接続を切り替えて、異なるリレ
ーショナルデータベース接続を使用できます。 複数のデータオブジェクトの接続を同時に切り替えることもで
きます。 接続を切り替えると、新しい接続を使用するために各マッピングを更新する必要がないため、時間と
労力が節約されます。
接続を切り替えた後に、Developer tool はデータオブジェクトに基づいてすべての読み取り、書き込み、およ
びルックアップトランスフォーメーションのデータオブジェクトの接続の詳細を更新します。 Developer tool
は、新しい接続が参照するデータベースに基づいてデータオブジェクトのデータベースタイプも更新します。
次のいずれかの接続タイプに接続を切り替えることができます。
• IBM DB2
• Microsoft SQL Server
• ODBC
• Oracle
接続を切り替えるとき、Developer tool はメタデータの互換性を検証しません。 このため、接続を切り替える
前に、新しい接続が参照するデータベースに、接続を切り替えるデータオブジェクトと同じカラムとメタデー
タを持つテーブルが含まれることを確認する必要があります。 新しく参照されるデータベースに同じカラムと
メタデータが含まれていない場合、データの消失またはデータの矛盾が発生する可能性があります。
例
Developer tool で Oracle リレーショナルデータオブジェクトを作成して、書き込みトランスフォーメーショ
ンとして複数のマッピングに追加しました。
Oracle データベースを IBM DB2 データベースに移行します。 Developer tool で既存のマッピングを更新し
て、データを IBM DB2 データベースに書き込みます。
各マッピングで書き込みトランスフォーメーションが基にしているデータオブジェクトを置き換える代わりに、
Oracle データオブジェクトの接続を IBM DB2 の接続に切り替えることができます。 新しい接続はデータを書
き込む IBM DB2 データベースを指しています。 Oracle リレーショナルデータオブジェクトを含むマッピング
を実行すると、データ統合サービスは新しい IBM DB2 接続を使用してマッピングを実行します。
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接続を切り替える前に
接続を切り替える前に、以下の要件が満たされていることを確認します。
• 接続を切り替えるデータオブジェクトに対する書き込み権限がある。
• 新しい接続が参照するデータベースに、接続を切り替えるデータオブジェクトと同じカラムとメタデータを

持つテーブルが含まれる。 テーブル内のカラムの精度とスケールがデータオブジェクトのそれらよりも低
い場合、データの損失や不整合が発生する可能性があります。

• 接続を切り替えるデータオブジェクトに、保存されていない変更が含まれない。 保存されていない変更が
含まれる場合、Developer tool は接続を切り替えません。

• 接続を切り替えるカスタマイズデータオブジェクトに、異なるデータベースタイプのリレーショナルデータ
オブジェクトが含まれない。 含まれる場合、接続を切り替えるときに Developer tool はエラーを表示しま
せん。 ただし、そのカスタマイズデータオブジェクトを使用してマッピングを実行した場合、マッピング
は失敗します。

• 元の接続と新しい接続の参照先のテーブル名が大文字小文字を含め正確に一致する。 引用識別子および大
文字小文字の混在したテーブル名が接続でサポートされる場合、Developer tool は大文字小文字を区別し
てテーブル名を処理します。

• 接続を切り替えるデータオブジェクトがバージョン管理されたリポジトリに保存されている場合、そのオブ
ジェクトがチェックアウトされている。

接続の切り替え
リレーショナルデータオブジェクトまたはカスタマイズデータオブジェクトの接続を切り替えて別のリレーシ
ョナルデータベース接続を使用し、同時に既存のマッピングで新しい接続が使用されるように更新できます。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、接続を切り替えるデータオブジェクトを右クリックします。 

1 つのプロジェクトまたは複数のプロジェクトの別々のフォルダにある複数のデータオブジェクトを選択
できます。
接続を選択して、その接続を使用するすべてのリレーショナルデータオブジェクトおよびカスタマイズデ
ータオブジェクトの接続を同時に切り替えることもできます。

2. ［接続の切り替え］をクリックします。 
［接続の切り替え］ダイアログボックスが表示され、選択したデータオブジェクトが表示されます。
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3. ［追加］をクリックして、接続を切り替えるデータオブジェクトのリストを更新します。 
オブジェクトを削除するには、オブジェクトを選択して［削除］をクリックします。

4. ［新しい接続］フィールドの横にある［参照］をクリックします。 
Developer tool で、データオブジェクトに使用できる接続が表示されます。

5. データオブジェクトに使用する新しい接続を選択して、［OK］をクリックします。 
6. ［接続の切り替え］をクリックします。 

新しい接続が参照するデータベースに、接続を切り替えるデータオブジェクトと同じカラムとメタデータ
を持つテーブルが含まれることを確認するように求めるメッセージが表示されます。

7. ［OK］をクリックして、データオブジェクトの接続を切り替えます。 
接続が正常に切り替えられたことを示すメッセージが表示されます。 Developer tool は、そのデータオブ
ジェクトに関連付けられているすべての Developer tool オブジェクトのデータオブジェクトの接続の詳細
およびデータベースタイプを更新します。 そのデータオブジェクトを含むマッピングを実行すると、デー
タ統合サービスが新しい接続を使用します。

接続を切り替えた後に
接続を切り替えた後、データオブジェクトプロパティを確認し、必要に応じて手動でプロパティを編集します。
接続の切り替え後、次のタスクを実行します。
• データ型マッピングの検証。
• テーブル所有者名の検証。
• ルックアップトランスフォーメーションの検証。
• ヒントの再設定。
• データオブジェクトの同期。

データ型マッピングの検証
接続を切り替える際に、Developer tool は元の接続および新しい接続が参照するデータベース間のデータ型の
最適な一致を特定します。 マッピング内のデータオブジェクトおよびトランスフォーメーションのデータ型
が、データオブジェクトに基づいてそれぞれ設定されます。 マッピングを実行する前に、データ型を確認して
必要な場合はそれらを手動で更新します。
例えば、Oracle から Microsoft SQL Server に接続を切り替えるとします。 固定精度のデータ型の場合、デフ
ォルトでは、Developer tool は Microsoft SQL Server データベースの精度に基づいて精度を設定します。 一
方、可変精度のデータ型の場合、Developer tool は Oracle データベースに基づいて精度およびスケールを設
定します。 Timestamp with Time Zone のようなデータ型の場合、Developer tool は、データ型を Varchar 
(0,0)、または Microsoft SQL Server データベースが Varchar としてサポートしている同等のデータ型に設定
します。

テーブルオーナー名の確認
接続を切り替える場合、Developer tool によりデータオブジェクトのテーブル所有者名が保持されます。 必要
に応じてデータオブジェクトプロパティのテーブル所有者名を手動で編集できます。
テーブル所有者名を空白に設定し接続を切り替えると、新規の接続が指すデータベースのデフォルトスキーマ
またはパブリックスキーマにそのテーブルが存在する場合のみ、データを正常にプレビューできます。 そうで
ない場合、データプレビューは失敗します。 データを正常にプレビューするには、データオブジェクトのラン
タイムプロパティのテーブル所有者名を手動で更新する必要があります。
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ルックアップトランスフォーメーションの検証
接続を切り替えた後、必要に応じて、データオブジェクトに基づきルックアップトランスフォーメーションの
ルックアップキャッシュを再構築し、ルックアップ条件の検証を行います。
次のタスクを実行します。
ルックアップキャッシュの再構築

ルックアップキャッシュを保持し、関連付けられたデータオブジェクトの接続の切り替えを行うようにデ
ータ統合サービスを設定する場合、ルックアップトランスフォーメーションを更新して新規の接続に基づ
くルックアップキャッシュを再構築する必要があります。 再構築しないと、マッピング実行時にキャッシ
ュファイルが異なるデータベース接続で作成されたというエラーが発生します。

ルックアップ条件の検証
接続を切り替えると、Developer tool は元の接続と新規の接続が指すデータベース間で最適なデータ型の
一致を識別し、データ型を適切に設定します。 接続を切り替えると、ルックアップ条件は、データ型が変
更になるため、有効ではないことがあります。 ルックアップ条件を検証し手動で更新する必要がありま
す。
例えば、IBM DB2 ソーステーブル、ルックアップテーブル、およびターゲットテーブルを含むマッピング
を作成するとします。 ソーステーブルおよびルックアップテーブルの Integer カラムでルックアップ条件
を設定します。 IBM DB2 から Oracle へルックアップテーブルの接続を切り替えると、ルックアップテー
ブルの Integer カラムのトランスフォーメーションデータ型が Decimal に変更されます。 Integer カラム
を Decimal カラムと比較できないため、ルックアップ条件は無効になります。

ヒントの再設定
カスタマイズデータオブジェクトの接続を切り替えた場合、Developer tool では、そのカスタマイズデータオ
ブジェクトに設定されたヒントを保持しません。 このため、ヒントを手動で再設定する必要があります。

データオブジェクトの同期
接続を切り替えると、Developer tool はアクティブな参照キー制約のみを保持します。
複数のデータオブジェクトの接続を同時に切り替える場合、データオブジェクトを同期して、正確なキーリレ
ーションを維持する必要があります。
データオブジェクトに複数のテーブルが含まれ、それらのテーブル間に循環参照キー制約がある場合に、テー
ブルのサブセットの接続を別のデータベースタイプに切り替えると、Developer テーブルはエラーを表示する
ことなく接続を切り替えます。 ただし、データオブジェクトのキーリレーションを表示すると、Developer 
tool には、元のデータベースを参照するキーリレーションが表示されます。 キーリレーションを更新し、新し
いデータベースを参照させるには、データオブジェクトを同期する必要があります。

サードパーティ製 JDBC ドライバ
JDBC を介してソース、ターゲット、およびルックアップに接続する場合は、サードパーティ製の JDBC タイ
プ 4 のドライバをインストールして設定します。
Developer ツールでメタデータをインポートするいは、サードパーティ製の JDBC ドライバ jar ファイルを次
の場所にコピーします。
<Informatica インストールディレクトリ>\clients\externaljdbcjars
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データのプレビュー、プロファイル、またはマッピングを実行するには、JDBC ドライバ jar ファイルを次の場
所にコピーします。
<Informatica インストールディレクトリ>\externaljdbcjars

環境 SQL
Integration Service は自動コミットモードで環境 SQL を実行し、SQL の発行後にトランザクションを閉じま
す。読み込みまたは書き込み処理中に開いているトランザクションに依存しない SQL コマンドを使用します。
たとえば、ソースデータベースが読み取り専用モードに設定されており、ソース接続内にトランザクションを
読み取り専用に設定する環境 SQL 文を作成した場合、Integration Service はこの SQL の実行後にコミットを
発行するため、読み取り専用モードでソースを読み取ることができません。
接続環境 SQL またはトランザクション環境 SQL を設定できます。
ソース、ターゲット、ルックアップ、およびストアドプロシージャの接続に対して、環境 SQL を使用します。
SQL 構文が有効でない場合、Integration Service はデータベースに接続せず、セッションは失敗します。
注: 接続オブジェクトに「環境 SQL」が含まれていると、接続は「接続環境 SQL」を使用します。 

接続環境 SQL
このカスタム SQL 文字列は、以降のトランザクションの環境を設定します。Integration Service は、データ
ベースに接続するたびに、接続環境 SQL を実行します。接続環境 SQL をターゲット接続内に設定し、そのパ
イプラインに 3 つのパーティションを設定した場合、Integration Service は、ターゲットデータベースへのそ
れぞれの接続に 1 回ずつ、SQL を合計で 3 回実行します。読み込みまたは書き込み処理中に開いているトラン
ザクションに依存しない SQL コマンドを使用します。
たとえば、接続期間に対して引用識別子パラメータを設定するには、以下の SQL 文を使用します。
SET QUOTED_IDENTIFIER ON
SQL 文は以下の場合に使用します。
• 二重引用符がオブジェクト識別子となるよう接続環境を設定する場合。
• ターゲットロードタイプを［ノーマル］に設定し、Microsoft SQL Server ターゲット名にスペースが含ま

れる場合。

トランザクション環境 SQL
このカスタム SQL 文字列も環境を設定しますが、Integration Service はトランザクション環境 SQL を各トラ
ンザクションの開始時に実行します。
読み込みまたは書き込み処理中に開いているトランザクションに依存する SQL コマンドを使用します。たとえ
ば、トランザクション環境 SQL として次の文を使用して、セッションが文字を処理する方法を変更できます。
ALTER SESSION SET NLS_LENGTH_SEMANTICS=CHAR
このコマンドは、各トランザクションの前に実行する必要があります。パラメータを接続ごとに 1 回設定する
だけでは不十分であるため、このコマンドは接続環境 SQL には適していません。
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環境 SQL の設定に関するガイドライン
SQL 文を作成するときは、以下のガイドラインに従ってください。
• 接続オブジェクトに関連付けられているデータベースで有効な任意の SQL コマンドを入力することができ

ます。Integration Service では、データベース側で許されているとしても、ネストされたコメントは許さ
れません。

• SQL エディタで SQL を入力するときは、SQL 文を入力します。
• 複数の文を区切るにはセミコロン（;）を使用します。
• /*...*/内のセミコロンは無視されます。
• コメントの外部でセミコロンを使用する必要がある場合は、バックスラッシュ（\）でセミコロンをエスケ

ープします。
• パラメータおよび変数は、環境 SQL で使用できます。パラメータファイルで定義可能なパラメータまたは

変数タイプを使用します。SQL 文内にパラメータまたは変数を入力したり、パラメータまたは変数を環境
SQL として使用することができます。たとえば、接続またはトランザクション環境 SQL としてセッション
パラメータ$ParamMyEnvSQL を使用したり、パラメータファイル内の SQL 文に$ParamMyEnvSQL を設
定できます。

• DB2 接続の接続環境 SQL 内で、sqlid を使用してテーブルオーナ名を設定できます。ただし、ターゲットイ
ンスタンス内のテーブルオーナー名により、環境 SQL 内の SET sqlid 文が無効になります。SET sqlid 文に
指定されているテーブルオーナー名を使用するには、［ターゲット名のプレフィックス］に名前を入力しな
いでください。
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第  5  章

物理データオブジェクト
この章では、以下の項目について説明します。
• 物理データオブジェクトの概要, 64 ページ
• 物理データオブジェクトのタイプ, 65 ページ
• リレーショナルデータオブジェクト, 65 ページ
• カスタマイズデータオブジェクト, 69 ページ
• ターゲットテーブルの作成または置換, 74 ページ
• カスタムクエリ, 77 ページ
• 非リレーショナルデータオブジェクト, 90 ページ
• WSDL データオブジェクトの概要 WSDL データオブジェクト, 91 ページ
• 同期化, 96 ページ
• 物理データオブジェクトのトラブルシューティング, 99 ページ

物理データオブジェクトの概要
物理データオブジェクトは、データソースからの読み取り、データソースのルックアップ、またはデータソー
スへの書き込みに使用されるデータの物理的な表現です。データオブジェクトソースが変更された場合、物理
データオブジェクトを同期させることができます。物理データオブジェクトを同期化すると、Developer ツー
ルによってオブジェクトメタデータが再インポートされます。
物理データオブジェクトは、プロジェクトやフォルダー内に作成できます。プロジェクトやフォルダー内の物
理データオブジェクトは再利用可能なオブジェクトです。再利用可能なオブジェクトはどのタイプのマッピン
グ、マップレット、またはプロファイルでも使用できますが、マッピング、マップレット、またはプロファイ
ル内のデータオブジェクトを変更することはできません。物理データオブジェクトを更新するには、プロジェ
クトまたはフォルダー内のオブジェクトを編集します。
物理データオブジェクトは、マッピング、マップレット、またはプロファイルに含めることができます。物理
データオブジェクトは、読み取り、書き込み、またはルックアップトランスフォーメーションとして、マッピ
ングまたはマップレットに追加できます。物理データオブジェクトを論理データオブジェクトマッピングに追
加して、論理データオブジェクトにマッピングできます。
SQL データサービスを定義する際に、物理データオブジェクトを仮想テーブルマッピングに含めることもでき
ます。また、Web サービスを定義する際に、操作マッピングに物理データオブジェクトを含めることもできま
す。
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物理データオブジェクトのタイプ
データを読み取る/書き込むデータソースの種類に基づいて、さまざまな種類の物理データオブジェクトを作成
できます。
物理データオブジェクトには、次のようなタイプがあります。
リレーショナルデータオブジェクト

ソースとしてリレーショナルテーブル、ビュー、またはシノニムを使用する物理データオブジェクト。 例
えば、Oracle ビューからリレーショナルデータオブジェクトを作成できます。
オブジェクトタイプに応じて、マッピングまたはマップレットにソース、ターゲット、またはルックアッ
プトランスフォーメーションとしてリレーショナルデータオブジェクトを追加できます。

カスタマイズデータオブジェクト
ソースとして 1 つ以上の関連するリレーショナルリソースまたはリレーショナルデータオブジェクトを使
用する物理データオブジェクト。 リレーショナルリソースには、テーブル、ビュー、およびシノニムが含
まれます。 例えば、プライマリキー-外部キーリレーションを持つ 2 つの Microsoft SQL Server テーブル
から、カスタマイズデータオブジェクトを作成できます。
データの結合、行のフィルタリング、ポートのソート、または再利用可能なデータオブジェクトでカスタ
ムクエリの実行を行う場合は、カスタマイズデータオブジェクトを作成します。

非リレーショナルデータオブジェクト
ソースとして非リレーショナルデータベースリソースを使用する物理データオブジェクト。 例えば、VSA
ソースから非リレーショナルデータオブジェクトを作成できます。

フラットファイルデータオブジェクト
ソースとしてフラットファイルを使用する物理データオブジェクト。 区切りフラットファイルまたは固定
長フラットファイルから、フラットファイルデータオブジェクトを作成できます。

WSDL データオブジェクト
ソースとして WSDL ファイルを使用する物理データオブジェクト。

Informatica PowerExchange®アダプタは、SAP、Salesforce、Netezza などの物理データオブジェクトを作
成するために使用できる多くのデータソースへのアクセスも可能にします。

リレーショナルデータオブジェクト
リレーショナルデータオブジェクトは、リレーショナルテーブル、ビュー、またはシノニムをソースとして持
つ物理データオブジェクトです。リレーショナルデータオブジェクトは、マッピング、マップレット、または
プロファイルに含めることができます。
リレーショナルデータオブジェクトは、データベース内のリソースを説明するものです。リポジトリにリレー
ショナルデータオブジェクトを追加する場合、ソースデータベースからリレーショナルデータオブジェクトを
インポートします。リポジトリにリレーショナルデータオブジェクトをインポートした後、その定義を変更で
きます。ポートの追加と削除や、プライマリキーの定義ができるほか、リポジトリ内の複数のリレーショナル
データオブジェクト間のリレーションを設定できます。デフォルトの接続、データベースの所有者、およびリ
ソース名の変更またはパラメータ化ができます。
リレーショナルデータオブジェクトをマッピング、マップレット、またはプロファイルに追加する場合、読み
取りオブジェクトまたは書き込みオブジェクトのどちらを作成するかを示します。オブジェクトがソース、タ
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ーゲット、またはルックアップテーブルのいずれであるかに基づいて、異なるランタイムプロパティを設定で
きます。
以下の図に、エディタで開いているサンプルのリレーショナルデータオブジェクトを示します。

ソースデータベース内でのリレーションの有無にかかわらず、リレーショナルデータオブジェクト間の、プラ
イマリキー-外部キーのリレーションを作成できます。
複数のリレーショナルデータオブジェクトを、ソースとしてマッピングまたはマップレットに含めることがで
きます。 同時に複数のリレーショナルデータオブジェクトを追加する場合、以下のどちらかの方法でオブジェ
クトを追加するように Developer ツールにメッセージが表示されます。
• 関連するデータオブジェクトとして。 複数のリレーショナルリソースを持つ読み取りトランスフォーメー

ションが 1 つ作成されます。読み取りトランスフォーメーションは、カスタマイズデータオブジェクトと同
じ機能を持ちます。

• 独立したデータオブジェクトとして。 リレーショナルデータオブジェクトごとに読み取りトランスフォー
メーションが 1 つ作成されます。読み取りトランスフォーメーションは、リレーショナルデータオブジェク
トと同じ機能を持ちます。

次のタイプのリレーショナルデータオブジェクトをインポートすることができます。
• DB2 for i5/OS
• DB2 for z/OS
• HAWQ
• IBM DB2
• JDBC
• Microsoft SQL Server
• Netezza
• ODBC
• Oracle
• SAP HANA
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リレーショナルデータオブジェクトのインポート
リレーショナルデータオブジェクトをインポートし、マッピング、マップレット、またはプロファイルに追加
します。
リレーショナルデータオブジェクトをインポートする前に、データベースへの接続を設定する必要があります。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、プロジェクトまたはフォルダを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［データオブジェクト］をクリックします。 

［新規］ダイアログボックスが表示されます。
3. ［リレーショナルデータオブジェクト］を選択して、［次へ］をクリックします。 

［新しいリレーショナルデータオブジェクト］ダイアログボックスが表示されます。
4. ［接続］オプションの横にある［参照］をクリックして、データベースへの接続を選択します。 
5. ［既存のリソースからデータオブジェクトを作成］をクリックします。 
6. ［リソース］オプションの隣にある［参照］をクリックします。 

［リソースの選択］ダイアログボックスが表示されます。
7. インポートする必要のあるテーブル、ビュー、同義語を選択します。 
8. データオブジェクトをフィルタリングするときは、［フィルタ］セクションで名前を入力し、［検索］をク

リックします。 
大文字小文字を区別してオブジェクト名で検索するときは名前を二重引用符で囲みます（""）。

9. インポートするリソースと同じ名前の物理データオブジェクトがすでに存在する場合、［インポートの競合
の解決］ダイアログボックスが表示されます。インポートの競合の解決方法を選択します。別の名前で物
理データオブジェクトを作成するか、既存のオブジェクトを再利用するか、または既存のオブジェクトを
置き換えることができます。 

［すべての競合に適用する］を選択すると、同じ解決方法がすべてのインポート競合に適用されます。
10. 物理データオブジェクトの名前を入力します。 
11. ［場所］オプションの横にある［参照］をクリックして、リレーショナルデータオブジェクトをインポート

するプロジェクトを選択します。 
12. ［完了］をクリックします。 

データオブジェクトが、［Object Explorer］ビューのプロジェクトまたはフォルダーにある［物理データ
オブジェクト］の下に表示されます。

キーのリレーション
リレーショナルデータオブジェクト間にはキーリレーションを作成できます。 キーリレーションを使用する
と、リレーショナルデータオブジェクトをカスタマイズデータオブジェクトでデータソースとして使用する場
合、またはマッピングやマプレットで読み取りトランスフォーメーションとして使用する場合に、リレーショ
ナルデータオブジェクトを結合できます。
リレーショナルデータオブジェクトをインポートする場合、データベースに定義されているプライマリキー情
報は保持されまます。 関連するリレーショナルデータオブジェクトを同時にインポートする場合、外部キーと
キーリレーションも保持されます。 ただし、関連するリレーショナルデータオブジェクトを個別にインポート
する場合は、オブジェクトをインポートした後にキーリレーションを再作成する必要があります。
リレーショナルデータオブジェクト間にキーリレーションを作成するには、最初に、参照先オブジェクトにプ
ライマリキーを作成します。 次に、外部キーを含むリレーショナルデータオブジェクトにリレーションを作成
します。
作成したキーリレーションは、リレーショナルデータオブジェクトのメタデータに存在します。 ソースのリレ
ーショナルリソースを変更する必要はありません。
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リレーショナルデータオブジェクトのキーの作成
キーカラムは、リレーショナルデータオブジェクトの各行を識別するために作成します。 リレーショナルデー
タオブジェクトごとに 1 つのプライマリキーを作成できます。
1. リレーショナルデータオブジェクトを開きます。 
2. ［キー］ビューを選択します。 

以下の図に、エディタ内で開いているリレーショナルデータオブジェクト例の［キー］ビューを示します。

3. ［追加］をクリックします。 
［新しいキー］ダイアログボックスが表示されます。

4. キー名を入力します。 
5. キーがプライマリキーの場合、［プライマリキー］を選択します。 
6. キーカラムを選択します。 
7. ［OK］をクリックします。 
8. リレーショナルデータオブジェクトを保存します。 

リレーショナルデータオブジェクト間のリレーションの作成
リレーショナルデータオブジェクト間にはキーリレーションを作成できます。 リレーショナルデータオブジェ
クトとカスタマイズデータオブジェクト間にキーリレーションを作成することはできません。
参照するリレーショナルデータオブジェクトにはプライマリキーが必要です。
1. 外部キーを作成するリレーショナルデータオブジェクトを開きます。 
2. ［リレーション］ビューを選択します。 
3. ［追加］をクリックします。 

［新しいリレーション］ダイアログボックスが表示されます。
4. 外部キーの名前を入力します。 
5. 参照先リレーショナルデータオブジェクトからプライマリキーを選択します。 
6. ［OK］をクリックします。 
7. ［リレーション］プロパティで、外部キーカラムを選択します。 
8. リレーショナルデータオブジェクトを保存します。 
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カスタマイズデータオブジェクト
カスタマイズデータオブジェクトは、1 つ以上のリレーショナルソースを持つ物理データオブジェクトです。
データ統合サービスでのソースデータの読み込み時に、データのジョイン、行のフィルタリング、ポートのソ
ート、カスタムクエリの実行を行う場合は、カスタマイズデータオブジェクトを作成します。カスタマイズデ
ータオブジェクトは、マッピング、マップレット、またはプロファイルで再利用することができます。
カスタマイズデータオブジェクトはプロジェクトまたはフォルダーに作成できます。カスタマイズデータオブ
ジェクトは、マッピング、マップレット、またはプロファイルから変更することはできません。 プロジェクト
またはフォルダ内のカスタマイズデータオブジェクトを変更すると、そのオブジェクトを使用するすべてのマ
ッピング、マップレット、およびプロファイル内でオブジェクトが更新されます。
以下の図に、エディタ内で開いているカスタムデータオブジェクト例を示します。

カスタマイズデータオブジェクトは、以下のタスクを実行するために作成します。
• カスタムクエリを作成し、データ統合サービスでソースデータを読み込むためのデフォルトクエリと置き換

える。 デフォルトクエリは、データ統合サービスがソースから読み込む各カラムを参照する SELECT 文で
す。

• データオブジェクトのパラメータを定義する。接続を表すカスタマイズデータオブジェクトに、パラメータ
を定義して割り当てることができます。接続名、テーブル所有者、およびテーブル名のパラメータを定義で
きます。カスタマイズデータオブジェクトを使用するマッピングを実行するとき、ランタイムの接続パラメ
ータに対して個別に値を定義することができます。

• 同じソースデータベースから生成されたソースデータを結合する。データベース内にリレーションが存在す
るかどうかにかかわらず、プライマリキー-外部キーのリレーションで複数のテーブルを結合できます。

• オブジェクトをソースと同期するときにキーリレーションを保持する。複数のテーブルを含むカスタマイズ
データオブジェクトを作成し、データベースに存在しないキーリレーションを定義する場合、データオブジ
ェクトを同期するときにリレーションを保持することができます。

• ソースから個別の値を選択する。［個別に選択］を選択すると、データ統合サービスは SELECT DISTINCT
文をデフォルトの SQL クエリに追加します。
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• データ統合サービスがソースデータを読み込むときに行をフィルタする。フィルタ条件を含めると、データ
統合サービス はデフォルトクエリに WHERE 句を追加します。

• ソート済みポートを指定する。ソート済みポートに対して数値を指定すると、データ統合サービスは
ORDER BY 句をデフォルトの SQL クエリに追加します。

• デフォルトのインナージョインの代わりにアウタージョインを指定する。ユーザ定義ジョインを含めると、
データ統合サービスは SQL クエリのメタデータで指定された結合情報を置き換えます。

• マッピング実行前およびマッピング実行後 SQL コマンドを追加する。データ統合サービスは、ソースデー
タベースに対してマッピング実行前の SQL コマンドを実行した後、ソースを読み込みます。 また、ターゲ
ットへ書き込みをした後にソースデータベースに対してマッピング実行後 SQL コマンドを実行します。

以下のタイプの接続およびオブジェクトからカスタマイズデータオブジェクトを作成できます。
• DB2 i5/OS 接続
• DB2 z/OS 接続
• IBM DB2 接続
• JDBC 接続
• Microsoft SQL Server 接続
• ODBC 接続
• Oracle 接続
• リレーショナルデータオブジェクト
カスタム SQL クエリを介して、ソースをカスタマイズデータオブジェクトに追加できます。

キーのリレーション
ソースがリレーショナルリソースの場合、カスタマイズデータオブジェクトのソース間にキーリレーションを
作成できます。 キーリレーションを使用して、カスタマイズデータオブジェクト内のソースを結合することが
できます。
注: カスタマイズデータオブジェクトがソースとしてリレーショナルデータオブジェクトを使用する場合、カス
タマイズデータオブジェクトにキーリレーションを作成することはできません。 代わりに、リレーショナルデ
ータオブジェクト間にキーリレーションを作成する必要があります。
リレーショナルデータオブジェクトをカスタマイズデータオブジェクトにインポートする場合、データベース
に定義されているプライマリキー情報は保持されます。 関連するリレーショナルリソース同士をカスタマイズ
データオブジェクトに同時にインポートする場合、キーリレーション情報も保持されます。 ただし、関連する
リレーショナルデータリソースを個別にインポートする場合は、オブジェクトをカスタマイズデータオブジェ
クトにインポートした後にキーリレーションを再作成する必要があります。
カスタマイズデータオブジェクトのソース間にキーリレーションが存在する場合、Data Integration Service
は、各ソースの関連キーに基づいてテーブルを結合します。 このデフォルトジョインは、WHERE 句に次の構
文を使用するインナー等価ジョインです。
Source1.column_name = Source2.column_name
ユーザー定義ジョインを入力するか、またはカスタムクエリを作成することで、デフォルトジョインをオーバ
ーライドできます
カスタマイズデータオブジェクトにキーリレーションを作成するには、最初に、参照先ソーストランスフォー
メーションにプライマリキーを作成します。 次に、外部キーを含むソーストランスフォーメーションにリレー
ションを作成します。
作成したキーリレーションは、カスタマイズデータオブジェクトのメタデータに存在します。 ソースのリレー
ショナルリソースを変更する必要はありません。
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カスタマイズデータオブジェクトの書き込みプロパティ
データ統合サービスは、データをリレーショナルリソースに書き込むときに書き込みプロパティを使用します。
書き込みプロパティを編集するには、［書き込み］ビューで入力トランスフォーメーションを選択し、［詳細］
プロパティを選択します。
以下の表に、カスタマイズデータオブジェクトに対して設定する書き込みプロパティを示します。

プロパティ 説明
Hive ターゲットパーテ
ィションを切り詰めます

データが挿入されている Hive ターゲットのパーティションを上書きします。こ
のオプションを有効にするには、ターゲットテーブルを切り詰めるオプション
も選択する必要があります。
外部のパーティション化されたテーブルおよび非パーティション化されたテー
ブルを切り詰めることができます。
デフォルトでは無効になっています。

ロードタイプ ターゲットロードのタイプ。［ノーマル］または［一括］を選択します。
［ノーマル］を選択した場合、データ統合サービスはターゲットを通常どおりに

ロードします。DB2、Sybase、Oracle、Microsoft SQL Server にロードする場合
には、［一括］を選択できます。他のデータベースタイプに［一括］を指定する
と、データ統合サービスがノーマルロードに戻します。バルクロードによって
マッピングのパフォーマンスは向上しますが、データベースロギングが発生し
ないので、リカバリ機能が制限されます。バルクロードを使用して Oracle ター
ゲットに書き込むときに、Oracle データベースの制約を無効化することでパフ
ォーマンスを最適化できます。
マッピングにアップデートストラテジトランスフォーメーションが含まれる場
合には、［ノーマル］モードを選択してください。［ノーマル］を選択したとき
に Microsoft SQL Server ターゲット名にスペースが含まれる場合は、接続オブ
ジェクトで以下の環境 SQL を設定します。
SET QUOTED_IDENTIFIER ON

更新オーバーライド ターゲットのデフォルトの UPDATE 文をオーバーライドします。
削除 削除のフラグが設定された行をすべて削除します。

デフォルトは［有効］です。
挿入 挿入のフラグが設定された行をすべて挿入します。

デフォルトは［有効］です。
ターゲットスキーマスト
ラテジ

リレーショナルまたは Hive ターゲットテーブルのターゲットスキーマストラテ
ジのタイプ。
次のいずれかのターゲットスキーマストラテジを選択します。
- 維持-既存のターゲットスキーマを維持。データ統合サービスは、既存のター

ゲットスキーマを維持します。
- 作成-実行時にテーブルを作成または置換。データ統合サービスは、実行時に

ターゲットテーブルを削除して、指定したターゲットテーブルに基づくテー
ブルで置換します。

- パラメータの割り当て。ターゲットスキーマストラテジの値を表すパラメー
タを割り当てておき、実行時にそのパラメータを変更できます。

作成または置換の DDL
クエリ

データ統合サービスがターゲットテーブルを作成または置換する際に基づく
DDL クエリ。
このオプションは［作成-実行時にテーブルを作成または置換］ターゲットスキ
ーマストラテジを選択したときに適用されます。
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プロパティ 説明
ターゲットテーブルの切
り詰め

データをロードする前にターゲットを切り詰めます。
デフォルトでは無効になっています。

アップデートストラテジ 既存の行のアップデートストラテジ。次のいずれかのストラテジを選択します。
- 更新時に更新。データ統合サービスは更新のフラグが設定された行をすべて

更新します。
- 挿入時に更新。データ統合サービスは更新のフラグが設定された行をすべて

挿入します。ターゲットの［挿入］オプションも選択する必要があります。
- 更新しない場合は挿入。更新のフラグが設定された行がターゲット内に存在

している場合、データ統合サービスは、これらの行を更新した後、挿入のマ
ークが付いている残りの行を挿入します。ターゲットの［挿入］オプション
も選択する必要があります。

PreSQL ソースを読み込む前にターゲットデータベースに対してデータ統合サービスが
実行する SQL コマンド。Developer tool では、SQL は検証されません。

PostSQL ソースを読み込んだ後にターゲットデータベースに対してデータ統合サービス
が実行する SQL コマンド。Developer tool では、SQL は検証されません。

カスタマイズデータオブジェクトの作成
マッピング、マップレット、またはプロファイルに追加するカスタマイズデータオブジェクトを作成します。 
カスタマイズデータオブジェクトを作成したら、ソースに追加します。
1. ［Object Explorer］ビューで、プロジェクトまたはフォルダを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［データオブジェクト］をクリックします。 

［新規］ダイアログボックスが表示されます。
3. ［リレーショナルデータオブジェクト］を選択して、［次へ］をクリックします。 

［新しいリレーショナルデータオブジェクト］ダイアログボックスが表示されます。
4. ［接続］オプションの横にある［参照］をクリックして、データベースへの接続を選択します。 
5. ［カスタマイズデータオブジェクトの作成］をクリックします。 
6. カスタマイズデータオブジェクトの名前を入力します。 
7. ［場所］オプションの横にある［参照］をクリックして、カスタマイズデータオブジェクトを作成するプロ

ジェクトを選択します。 
8. ［完了］をクリックします。 

カスタマイズデータオブジェクトが、［Object Explorer］ビューのプロジェクトまたはフォルダーに表示
されます。

カスタマイズデータオブジェクトにソースを追加します。 リレーショナルリソースまたはリレーショナルデー
タオブジェクトを、ソースとして追加できます。 カスタム SQL クエリを使用してソースを追加することもで
きます。

72       第 5 章: 物理データオブジェクト



カスタマイズデータオブジェクトへのリレーショナルリソースの追加
カスタマイズデータオブジェクトを作成したら、ソースに追加します。 リレーショナルリソースをソースとし
て使用できます。
リレーショナルリソースをカスタマイズデータオブジェクトに追加する前に、データベースへの接続を設定し
ます。
1. ［Object Explorer］ビューで、同一のリレーショナル接続でリレーショナルリソースを 1 つ以上選択しま

す。 
2. ［接続エクスプローラ］ビューを右クリックして、［プロジェクトに追加］を選択します。 

［プロジェクトに追加］ダイアログボックスが表示されます。
3. ［既存のカスタマイズされたデータオブジェクトに関連リソースとして追加］を選択して、［OK］をクリッ

クします。 
［データオブジェクトに追加］ダイアログボックスが表示されます。

4. カスタマイズデータオブジェクトを選択し、［OK］をクリックします。 
5. 複数のリソースをカスタマイズデータオブジェクトに追加する場合、書き込み先のリソースを選択するよ

うに求められます。 リソースを選択して［OK］をクリックします。 
マッピングのカスタマイズデータオブジェクトを書き込みトランスフォーメーションとして使用すると、
Developer ツールはデータをこのリソースに書き込みます。

リソースがカスタマイズデータオブジェクトに追加されます。

カスタマイズデータオブジェクトへのリレーショナルデータオブジェクトの追加
カスタマイズデータオブジェクトを作成したら、ソースに追加します。 リレーショナルデータオブジェクトを
ソースとして使用できます。
1. カスタマイズデータオブジェクトを開きます。 
2. ［読み取り］ビューを選択します。 
3. ［Object Explorer］ビューで、1 つのリレーショナル接続からリレーショナルデータオブジェクトを 1 つ

以上選択します。 
4. オブジェクトを［Object Explorer］ビューからカスタマイズデータオブジェクトの［読み取り］ビュー

にドラッグします。 
5. 複数のリレーショナルデータオブジェクトをカスタマイズデータオブジェクトに追加する場合、書き込み

先のオブジェクトを選択するように求められます。 オブジェクトを選択して［OK］をクリックします。 
マッピングのカスタマイズデータオブジェクトを書き込みトランスフォーメーションとして使用すると、
Developer ツールはデータをこのリレーショナルデータオブジェクトに書き込みます。

リレーショナルデータオブジェクトがカスタマイズデータオブジェクトに追加されます。

カスタマイズデータオブジェクトのキーの作成
ソーストランスフォーメーションの各行を識別するためのキーカラムを作成します。 各ソーストランスフォー
メーションごとに 1 つのプライマリキーを作成できます。
1. カスタマイズデータオブジェクトを開きます。 
2. ［読み取り］ビューを選択します。 
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3. キーを作成するソーストランスフォーメーションを選択します。 
ソースは、リレーショナルデータオブジェクトではなくリレーショナルリソースにする必要があります。 
ソースがリレーショナルデータオブジェクトの場合、リレーショナルデータオブジェクトにキーを作成す
る必要があります。

4. ［キー］プロパティを選択します。 
5. ［追加］をクリックします。 

［新しいキー］ダイアログボックスが表示されます。
6. キー名を入力します。 
7. キーがプライマリキーの場合、［プライマリキー］を選択します。 
8. キーカラムを選択します。 
9. ［OK］をクリックします。 

10. カスタマイズデータオブジェクトを選択します。 

カスタマイズデータオブジェクト内のリレーションの作成
カスタマイズデータオブジェクトにソース間のキーリレーションを作成できます。
参照するソーストランスフォーメーションにはプライマリキーが必要です。
1. カスタマイズデータオブジェクトを開きます。 
2. ［読み取り］ビューを選択します。 
3. 外部キーを作成するソーストランスフォーメーションを選択します。 

ソースは、リレーショナルデータオブジェクトではなくリレーショナルリソースにする必要があります。 
ソースがリレーショナルデータオブジェクトの場合、リレーショナルデータオブジェクトにリレーション
を作成する必要があります。

4. ［リレーション］プロパティを選択します。 
5. ［追加］をクリックします。 

［新しいリレーション］ダイアログボックスが表示されます。
6. 外部キーの名前を入力します。 
7. 参照先のソーストランスフォーメーションからプライマリキーを選択します。 
8. ［OK］をクリックします。 
9. ［リレーション］プロパティで、外部キーカラムを選択します。 

10. カスタマイズデータオブジェクトを選択します。 

ターゲットテーブルの作成または置換
Developer tool では、モデルリポジトリで 1 つ以上のリレーショナルデータオブジェクトの DDL スクリプト
を生成し、DDL スクリプトを実行してターゲットデータベースでテーブルの作成または置換ができます。デー
タベースにすでにターゲットが存在する場合、そのターゲットを削除して再作成できます。
設計時または実行時にターゲットテーブルを作成または置換できます。設計時にターゲットを作成または置換
するには、マッピング実行前に DDL スクリプトを作成して実行する必要があります。実行時にリレーショナル
ターゲットを作成または置換するように、マッピング内の書き込みトランスフォーメーションのターゲットス
キーマ戦略を設定できます。
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Developer tool ですべてのサポートされた接続タイプに対応したデータベース固有バージョンの DDL スクリ
プトが生成されます。JDBC または ODBC ターゲットを選択すると、Developer tool は ANSI SQL-92 generic
データ型形式を生成します。次のデータベースタイプの DDL スクリプトを生成できます。
• IBM DB2
• Greenplum
• Hive
• JDBC
• Microsoft SQL Server
• Netezza
• ODBC
• Oracle
• Teradata
注: OLE DB SQL Server 接続を使用する場合は、DDL スクリプトを生成できません。

ターゲットテーブルを作成または置換するためのルールおよびガイドライン
DDL スクリプトを生成および実行する場合は、以下のルールとガイドラインを考慮します。
• 同じソーステーブル名を持つ複数のオブジェクトを選択しないようにします。 同じソーステーブル名を持

つ複数のオブジェクトを選択すると、DDL コードが失敗します。 同じソーステーブル名を持つ 3 つのオブ
ジェクトに［テーブルの削除］オプションおよび［テーブルの作成］オプションを選択した場合、DDL コ
ードは最初の［テーブルの削除］コマンドおよび［テーブルの作成］コマンドでは成功しますが、後続のコ
マンドでは失敗します。

• マッピングを実行する前に、データ型を確認して必要な場合はそれらを手動で更新します。 DDL スクリプ
トを生成するときに、Oracle の char および byte のセマンティクスは無視されます。 Oracle データベース
の char カラムおよび varchar2 カラムを含むテーブルを作成する場合は、char および byte セマンティク
スのためのストレージを定義できます。 Oracle テーブルのメタデータを Developer tool にインポートする
場合、char および byte セマンティクスは無視されます。 Oracle テーブルの DDL スクリプトを生成する場
合、Developer tool はデータ型を Char として定義します。

• ODBC 接続の DDL を生成する場合、Developer tool は DDL スクリプトを ANSI SQL-92 の汎用データ型形
式で作成します。 ANSI SQL-92 形式は、ターゲットデータベースでデータ型またはデータ長がサポートさ
れないことがあるため、一部のデータベースでは実行されない場合があります。

• Greenplum から Netezza にデータベーステーブルを移行するために DDL スクリプトを作成する場合、
Netezza データベースの NVARCHAR データ型では最大 16000 文字のみがサポートされるため、
NVARCHAR カラムに含めることができるのは 16000 文字のみです。

• DDL スクリプトを生成する際に、Developer tool は元の接続および新しい接続が参照するデータベース間
のデータ型の最適な一致を特定します。 データ型の精度およびスケールはデータベースによって異なりま
す。 Oracle データベースでは、Timestamp データ型のデフォルトの精度およびスケールは(29, 9)です。 
Oracle から Microsoft SQL Server への DDL スクリプトを生成する場合、Timestamp データ型の精度およ
びスケールは(26, 6)に減少します。 Oracle から DB2 への DDL スクリプトを生成する場合、Timestamp デ
ータ型の精度およびスケールは(27, 7)に減少します。
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設計時の DDL の生成と実行
DDL スクリプトを生成および実行する前に、ユーザーにターゲットデータベースにアクセスするための適切な
読み取り権限および書き込み権限があることを確認します。
1. Developer tool の［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、ターゲットデータベースにテーブルを作成

するリレーショナルデータオブジェクトを選択します。 複数のテーブルを作成する場合は、Shift キーと
Ctrl キーを押しながら、複数のデータオブジェクトを選択します。 

2. 選択したデータオブジェクトを右クリックして、［DDL の生成と実行］を選択します。 
［DDL の生成と実行］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［オブジェクトの選択］領域で、DDL を生成する［ターゲットデータベースタイプ］を選択します。 
4. ［DDL の生成］領域では、次のオプションを選択できます。 

• テーブルの削除。 データベースにテーブルを作成する前にテーブルを削除します。 このオプションは、
テーブルを置き換える場合に選択します。

• テーブルの作成。 ターゲットデータベースにテーブルを作成します。
• プライマリキー。 選択したデータオブジェクトに基づいてプライマリキーを作成します。
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• 外部キー。 選択したデータオブジェクトに基づいて外部キーを作成します。
• クリップボードにコピー。 DDL スクリプトをクリップボードにコピーします。
• 名前を付けて保存。 DDL スクリプトをファイルに保存します。

5. ［DDL の生成］領域で、［DDL の生成］をクリックします。 
選択したデータオブジェクトのために生成された DDL が［DDL の生成］領域に表示されます。
警告: ［DDL の生成］領域に生成された DDL スクリプトを編集した場合、その DDL スクリプトを実行し
たときにエラーが発生することがあります。

6. ［DDL の実行］領域で、［参照］をクリックしてターゲットデータベースの接続を選択します。 
［接続の選択］ダイアログボックスには、［オブジェクトの選択］領域で選択したターゲットデータベース

タイプに基づいてターゲットデータベースの接続が一覧表示されます。 例えば、ターゲットデータベース
タイプとして Oracle を選択した場合、Developer tool は Oracle の接続を表示します。

7. ［DDL の実行］をクリックします。 
8. ［閉じる］をクリックします。 

実行時での DDL の作成と実行
実行時にリレーショナルターゲットまたは Hive ターゲットを作成または置換するようにマッピング内の書き
込みトランスフォーメーションのターゲットスキーマ戦略を選択するときに、DDL クエリを定義できます。
データ統合サービスは、ユーザーが定義した DDL クエリに基づいてリレーショナルターゲットテーブルと
Hive ターゲットテーブルを作成または置換します。
テーブルをカスタマイズする DDL クエリを定義するか、データ統合サービスがターゲットテーブルを作成また
は置換するときにベースとする必要があるパーティションなど追加パラメータを指定できます。テーブルには、
DDL クエリで定義するカラムが含まれます。DDL クエリにはプレースホルダも入力できます。データ統合サー
ビスにより、実行時にプレースホルダが実際の値に置き換えられます。
詳細については、『Informatica Developer マッピングガイド』を参照してください。

DDL の生成エラー
DDL スクリプトを生成して実行するときに、エラーが発生する場合があります。 エラーの原因として以下のい
ずれかが考えられます。
• 選択したデータ型をターゲットデータベースがサポートしていない。
• 選択した物理データオブジェクトに循環依存関係が含まれる。
• 選択した物理データオブジェクトにカラムが含まれない。

カスタムクエリ
カスタム SQL クエリは、カスタマイズデータオブジェクト内のデフォルトの SQL クエリを上書きする
SELECT 文です。
カスタムクエリは、データ統合サービスがリレーショナルソースからデータを読み取るために使用するデフォ
ルトの SQL クエリをオーバーライドします。カスタムクエリは、ソースフィルタの入力、ソート済みポートの
使用、ユーザー定義ジョインの入力、または異なるポートの選択時に定義する単純クエリの設定もオーバーラ
イドします。
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データベース言語では有効であるがトランスフォーメーション言語では使用できない SQL 操作を実行するため
のカスタムクエリを作成できます。カスタマイズデータオブジェクトにカスタムクエリを定義する場合、複数
のマッピングまたはプロファイルでオブジェクトを再利用することができます。
カスタマイズデータオブジェクトにカスタムクエリを作成する場合のガイドラインは以下のとおりです。
• SELECT 文では、ソーストランスフォーメーションに表示される順序でカラム名を記述する必要がありま

す。
• データベース予約語はすべて引用符で囲んでください。
• ドル記号（$）の前にエスケープ文字を追加します。$の前にスラッシュ（\）文字がある場合、エスケープ

文字（\）をスラッシュとドル記号の両方に追加します。例えば、$を\$と入力し、\$を\\\$と入力します。
カスタマイズデータオブジェクトを使用して自己結合を実行する場合、自己結合を含むカスタム SQL クエリを
入力する必要があります。カスタムクエリが設定されたカスタマイズデータオブジェクトを、マッピングのソ
ースとして使用できます。ソースデータベースは、データをデータ統合サービスに渡す前にクエリを実行しま
す。ソースを空のカスタマイズデータオブジェクトに追加するカスタムクエリを作成できます。 カスタムクエ
リを使用して、デフォルトの SQL クエリをオーバーライドすることもできます。

カスタムクエリの最適化
データ統合サービスは、パフォーマンスを向上させるために、カスタムクエリをプッシュしてリレーショナル
データオブジェクトで実行できます。クエリがデータベースに対して有効なサブクエリを形成する場合は、カ
スタムクエリをプッシュするようにしてください。
カスタムクエリを使用してリレーショナルデータオブジェクトのデータを読み取ると、データ統合サービスは
データベース内でクエリを実行することによりクエリを最適化できます。クエリがデータベースに対して有効
なサブクエリを形成する場合、データ統合サービスはカスタムクエリをプッシュできます。カスタムクエリの
SQL 構文がデータベースに対するサブクエリとして有効ではない場合、結果のクエリは実行に失敗します。
IBM DB2 以外のリレーショナルデータベースに対してカスタムクエリをプッシュする場合は、カラム参照では
ない選択リストでそれぞれの式に対するエイリアスを指定する必要があります。これらのエイリアスにより、
データ統合サービスが選択リスト内の式を参照できるようになります。
エイリアスとサブクエリに対する有効な SQL 構文に関する詳細は、データベースのマニュアルを参照してくだ
さい。

デフォルトクエリ
Data Integration Service は、リレーショナルソースからデータを読み取るデフォルトの SQL クエリを生成し
ます。 カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタンスでデフォルト
クエリをオーバーライドすることができます。
単純クエリまたは詳細クエリでデフォルトクエリをオーバーライドすることができます。 単純クエリを使用し
て、個別の値の選択、ソースフィルタの入力、ポートのソート、またはユーザー定義ジョインの入力を行うこ
とができます。 ソースからデータを読み取るためのカスタム SQL クエリを作成するには、詳細クエリを使用
します。 カスタムクエリはデフォルトクエリおよび単純クエリをオーバーライドします。
テーブル名またはカラム名にデータベース予約語が含まれる場合、予約語ファイル reswords.txt を作成および
管理できます。 reswords.txt ファイルは、Data Integration Service がアクセスできる任意のマシンに作成し
ます。
Data Integration Service は、マッピングの実行時に reswords.txt ファイルを検索します。 ファイルが存在す
る場合、Data Integration Service はデータベースに対して SQL 文を実行する際に、一致した予約語を引用符
で囲みます。 デフォルトクエリをオーバーライドする場合、データベース予約語はすべて引用符で囲む必要が
あります。
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Data Integration Service は、デフォルトクエリを生成するときに以下の文字を含むテーブル名およびフィー
ルド名を二重引用符で区切ります。
/ + - = ~ ` ! % ^ & * ( ) [ ] { } ' ; ? , < > \ | <space>

予約語ファイルの作成
カスタマイズデータオブジェクトにデータベース予約語が含まれる場合、予約語ファイルを作成します。
予約語ファイルを使用するように Data Integration Service を設定するには、管理者特権が必要です。
1. 「reswords.txt」というファイルを作成します。 
2. 角括弧で囲んでデータベース名を入力して（例 [Oracle]）、各データベースのセクションを作成します。 
3. 予約語をデータベース名の下に追加します。 

以下に例を示します。
[Oracle]OPTIONSTARTwherenumber[SQL Server]CURRENTwherenumber
エントリでは、大文字と小文字は区別されません。

4. reswords.txt ファイルを保存します。 
5. Informatica Administrator で、［Data Integration Service］を選択します。 
6. カスタムプロパティを編集します。 
7. 以下のカスタムプロパティを追加します。 

名前 値
予約語ファイル <path>\reswords.txt

8. Data Integration Service をリスタートします。 

ヒント
データベースオプティマイザに対する指示として、ソースの SQL クエリにヒントを追加することができます。 
オプティマイザはヒントを使用して、ソースにアクセスするためのクエリ実行プランを選択します。

［ヒント］フィールドは、リレーショナルデータオブジェクトインスタンスまたはカスタマイズデータオブジェ
クトの［クエリ］ビューに表示されます。 ソースデータベースは、Oracle、Sybase、IBM DB2、または
Microsoft SQL Server でなければなりません。 それ以外のデータベースタイプでは、［ヒント］フィールドは
表示されません。
Data Integration Service によるソースクエリの生成時に、Developer ツールで入力した SQL ヒントがクエリ
に追加されます。 ヒントは Data Integration Service では解析されません。 ソースを含むマッピングを実行し
たときに、マッピングログにクエリとヒントが表示されます。
Data Integration Service によって SQL ヒントが挿入されるクエリ内の位置は、データベースタイプによって
異なります。 ヒントの構文については、データベースのマニュアルを参照してください。
Oracle
ヒントが SELECT/UPDATE/INSERT/DELETE キーワードのすぐ後に追加されます。
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SELECT /*+ <hints> */ FROM …
'+'はヒントの先頭を示します。
ヒントはコメント（/* ... */または--...行の末尾まで）に格納されます。
Sybase
ヒントがクエリのすぐ後に追加されます。 ヒントでプラン名を設定します。
SELECT … PLAN <plan>
select avg(price) from titles plan "(scalar_agg (i_scan type_price_ix titles )" 
IBM DB2
ヒントとして optimize-for 句を入力できます。 この句はクエリの末尾に追加されます。
SELECT … OPTIMIZE FOR <n> ROWS
optimize-for 句では、クエリで処理する行数をデータベースオプティマイザに示します。 これは行数の制限で
はありません。 データベースで処理する行数が<n>行を超えると、パフォーマンスが低下する可能性がありま
す。
Microsoft SQL Server
ヒントがクエリの末尾に OPTION 句の一部として追加されます。
SELECT … OPTION ( <query_hints> )

ヒントに関するルールとガイドライン
SQL クエリのヒントを設定するときは、次のルールとガイドラインに従います。
• プッシュダウンの最適化を有効にする場合やリレーショナルデータオブジェクトで準結合を使用する場合

は、元のソースクエリが変わります。 変更後のクエリにはヒントは適用されません。
• ヒントはジョインやフィルタのオーバーライドと組み合わせることができますが、SQL のオーバーライド

を設定した場合は SQL のオーバーライドが優先され、他のオーバーライドは適用されません。
• ［クエリ］ビューには、簡易ビューと詳細ビューがあります。 簡易ビューでフィルタ、ソート、またはジョ

インのオーバーライドを使用してヒントを入力した場合、完全なクエリオーバーライドは詳細ビューに表示
されます。

ヒントの作成
データベースオプティマイザにクエリプランの決定に関する指示を伝えるには、ヒントを作成します。
1. カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタンスを開きます。 
2. ［読み取り］ビューを選択します。 
3. ［出力トランスフォーメーション］を選択します。 
4. ［クエリ］プロパティを選択します。 
5. 単純クエリを選択します。 
6. ［ヒント］フィールドの横にある［編集］をクリックします。 

［ヒント］ダイアログボックスが表示されます。
7. ［SQL クエリ］フィールドにヒントを入力します。 

Developer ツールでは、ヒントは検証されません。
8. ［OK］をクリックします。 
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9. データオブジェクトを保存します。 

個別に選択
カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタンスのソースから、個別
選択オプションを使用して一意の値を選択できます。 個別に選択を有効にすると、SELECT DISTINCT 文がデ
フォルトの SQL クエリに追加されます。
個別選択オプションを使用して、ソースデータをフィルタします。 例えば、［個別に選択］オプションを使用
して、総売上高の一覧のテーブルから一意の顧客 ID を抽出できます。 マッピングでリレーショナルデータオ
ブジェクトを使用する場合、データフローの早い段階でデータがフィルタされるため、パフォーマンスが向上
します。

個別に選択の使用
［個別選択］プロパティを使用して、リレーショナルソースから一意の値を選択します。

1. カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタンスを開きます。 
2. ［読み取り］ビューを選択します。 
3. ［出力トランスフォーメーション］を選択します。 
4. ［クエリ］プロパティを選択します。 
5. 単純クエリを選択します。 
6. ［個別に選択］オプションを選択します。 
7. カスタマイズデータオブジェクトを選択します。 

フィルタ
カスタムクエリにフィルタ値を入力できます。 フィルタはクエリ SELECT 文の WHERE 句に変換されます。 
Data Integration Service がソースのテーブルから読み取る行数を減らすにはフィルタを使用します。

ソースフィルタの入力
Data Integration Service がリレーショナルリソースから読み取る行数を減らすには、ソースフィルタを入力
します。
1. カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタンスを開きます。 
2. ［読み取り］ビューを選択します。 
3. ［出力トランスフォーメーション］を選択します。 
4. ［クエリ］プロパティを選択します。 
5. 単純クエリを選択します。 
6. ［フィルタ］フィールドの横にある［編集］ボタンをクリックします。 

［SQL クエリ］ダイアログボックスが表示されます。
7. ［SQL クエリ］フィールドにフィルタ条件を入力します。 

［カラム］リストからカラムを選択することもできます。
8. ［OK］をクリックします。 
9. ［検証］をクリックしてフィルタ条件を検証します。 

10. データオブジェクトを保存します。 
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ソート済みポート
カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタンスのデフォルトクエリ
で行をソートできます。 ソート基準のポートを選択します。 Data Integration Service はそのポートをデフォ
ルトクエリの ORDER BY 句に追加します。
マッピングに以下のトランスフォーメーションを含めるときに、ソース行をソートしてパフォーマンスを向上
させることができます。
• アグリゲータ。アグリゲータトランスフォーメーションをソート済み入力用に設定すると、ソート済みポー

トを使ってソート済みデータを送ることができます。アグリゲータトランスフォーメーションの Group By
ポートは、カスタマイズデータオブジェクトのソート済みポートの順序と一致する必要があります。

• ジョイナ。ジョイナトランスフォーメーションをソート済み入力用に設定すると、ソート済みポートを使っ
てソート済みデータを送ることができます。各カスタマイズデータオブジェクト内のソート済みポートの順
序は同一に設定してください。

注: また、アグリゲータおよびジョイナトランスフォーメーションの前にソータートランスフォーメーションを
使用して、リレーショナルデータおよびフラットファイルデータをソートすることもできます。

カラムデータのソート
ソート済みポートを使用して、カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトイ
ンスタンスのカラムデータをソートします。 このデータオブジェクトをマッピングまたはマップレットで読み
取りトランスフォーメーションとして使用する場合、ソート済みデータを、読み取りトランスフォーメーショ
ンからトランスフォーメーションダウンストリームに送信できます。
1. カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタンスを開きます。 
2. ［読み取り］ビューを選択します。 

以下の図に、エディタ内で開いているカスタマイズデータオブジェクトの［読み取り］ビューを示します。

3. 出力トランスフォーメーションを選択します。 
4. ［クエリ］プロパティを選択します。 
5. 単純クエリを選択します。 
6. ［編集］ボタン（［ソート］フィールドの横）をクリックします。 

［ソート］ダイアログボックスが表示されます。
7. ソート済みポートとしてカラムを指定するには、［新規］ボタンをクリックします。 
8. カラムとソートタイプ（昇順または降順）を選択します。 
9. 手順 7～8 を繰り返して、ソートする他のカラムを選択します。 
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［ソート］ダイアログボックスに表示される順序に従って、カラムがソートされます。
10. ［OK］をクリックします。 

［クエリ］プロパティに、［ソート］フィールドのソースカラムが表示されます。
11. ［検証］をクリックしてソート構文を検証します。 
12. データオブジェクトを保存します。 

ユーザー定義ジョイン条件
ユーザー定義ジョインをカスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタ
ンスで設定できます。 ユーザー定義ジョインは、複数のソースのデータを同じデータオブジェクトに結合する
ための条件を定義します。
ユーザー定義ジョインをカスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタ
ンスに追加すると、マッピングの読み取りトランスフォーメーションとしてそのデータオブジェクトを使用で
きます。 ソースデータベースは、データを Data Integration Service に渡す前にジョインを実行します。 ソー
ステーブルのインデックスを作成すると、マッピングのパフォーマンスが向上します。
関連ソースからのデータを結合するにはユーザー定義ジョインを作成します。 ユーザー定義ジョインは、各ソ
ースの関連キーに基づいて作成されるデフォルトのインナージョインをオーバーライドします。 ユーザー定義
ジョインを入力する場合、結合条件を指定する WHERE 句の内容を入力します。 ユーザー定義ジョインがアウ
タージョインを実行すると、データベース構文に応じて WHERE 句または FROM 句にジョイン構文が挿入され
ます。
以下の環境では、ユーザー定義ジョインの入力が必要になることがあります。
• カラムがプライマリキーと外部キーの関係を持たない。
• 結合に使用するカラムのデータ型が一致しない。
• アウタージョインのような、別の種類の結合を指定したい。
カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトにユーザー定義ジョインを入力す
る場合のガイドラインは以下のとおりです。
• ユーザー定義ジョインには WHERE キーワードを含めないでください。
• データベース予約語はすべて引用符で囲んでください。
• Informatica ジョイン構文を使用し、［SQL 内の引用符を有効にする］が接続に対して有効になっている場

合、テーブル名や接続名を手動で入力するときは引用符で囲む必要があります。 ユーザー定義ジョインを
入力するときにテーブルやカラムを選択すると、Developer ツールによってテーブル名やカラム名が引用符
で囲まれます。

ユーザー定義ジョインは、データベースの関連リソースのデータを結合します。 異種データソースを結合する
場合、ソースからデータを読み取るマッピングでジョイナトランスフォーメーションを使用します。 自己結合
を実行するには、自己結合を含むカスタム SQL クエリを入力する必要があります。

ユーザー定義ジョインの入力
ユーザー定義ジョインをカスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトで設定し、
データオブジェクトソースの結合条件を定義します。
1. カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタンスを開きます。 
2. ［読み取り］ビューを選択します。 
3. ［出力トランスフォーメーション］を選択します。 
4. ［クエリ］プロパティを選択します。 

カスタムクエリ       83



5. 単純クエリを選択します。 
6. ［結合］フィールドの横にある［編集］ボタンをクリックします。 

［SQL クエリ］ダイアログボックスが表示されます。
7. ［SQL クエリ］フィールドにユーザー定義ジョインを入力します。 

［カラム］リストからカラムを選択することもできます。
8. ［OK］をクリックします。 
9. ［検証］をクリックしてユーザー定義ジョインを検証します。 

10. データオブジェクトを保存します。 

アウタージョインのサポート
カスタマイズデータオブジェクトを使用して、同じデータベース内の 2 つのソースのアウタージョインを実行
できます。 Data Integration Service では、アウタージョイン実行時に、1 つ目のソースリソースからすべて
の行を返し、2 番目のソースリソースからジョイン条件に一致する行を返します。
2 つのリソースを結合し、一方のリソースのすべての行を返したい場合には、アウタージョインを使用しま
す。 たとえば、登録済み顧客テーブルを月ごとの購入テーブルと結合して登録済み顧客の行動を調べたい場合
に、アウタージョインを使用することができます。登録済み顧客テーブルを月ごとの購入テーブルと結合し、
前月に何も購入しなかった顧客も含めて、登録済み顧客テーブルのすべての行を返すことができます。 
Normal ジョインを実行した場合、Data Integration Service はその月に何か購入した登録済み顧客のみ、およ
び登録済み顧客による購入のみを返します。
アウタージョインの場合、ジョイナトランスフォーメーションの Master Outer（マスターアウター）ジョイン
または Detail Outer（明細アウター）ジョインとして同じ結果を生成することができます。しかし、アウター
ジョインを使用するとデータフロー内の行数が削減され、パフォーマンスが向上します。
2 種類のアウタージョインを入力できます。
• レフト。Data Integration Service は、ジョイン構文の左辺のリソースからすべての行を、また、両方のリ

ソースからジョイン条件に一致する行を返します。
• ライト。Data Integration Service は、ジョイン構文の右辺のリソースからすべての行を、また、両方のリ

ソースからジョイン条件に一致する行を返します。
注: デフォルトクエリをオーバーライドする場合、ネストされたクエリ文でアウタージョインを使用します。
アウタージョインはユーザー定義ジョインまたはカスタム SQL クエリに入力できます。

Informatica ジョイン構文
ジョイン構文を入力する場合、Informatica ジョイン構文またはデータベース固有のジョイン構文を使用しま
す。Informatica ジョイン構文を使用すると、Data Integration Service はマッピング実行中に構文を変換して
ソースデータベースに渡します。
注: ジョイン条件については、必ずデータベース固有の構文を使用してください。
Informatica ジョイン構文を使用する場合、結合文全体を「{Informatica 構文}」のようにブレースで囲みま
す。データベース構文を使用する場合、ソースデータベースがサポートしている構文をブレースで囲まずに使
用します。
Informatica ジョイン構文を使用する場合、テーブル名をカラム名の前に付けます。 たとえば、
REG_CUSTOMER テーブルの FIRST_NAME という名前のカラムの場合、ジョイン構文には

「REG_CUSTOMER.FIRST_NAME」と入力します。また、テーブル名にエイリアスを使用している場合、Data 
Integration Service がエイリアスを確実に認識するように、Informatica ジョイン構文内でエイリアスを使用
します。
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1 つのデータオブジェクトでレフトアウタージョインまたはライトアウタージョインを Normal ジョインと組
み合わせることができます。 レフトアウタージョインとライトアウタージョインを組み合わせることはできま
せん。 複数の Normal ジョイン、および複数のレフトアウタージョインを使用します。一部のデータベースで
は、ライトアウタージョインの使用に制限があります。
ジョインを組み合わせる場合、Normal ジョインを最初に入力します。

Normal ジョイン構文
カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタンスの結合条件を使用し
て、Normal ジョインを作成できます。
アウタージョインを作成する場合、デフォルトジョインをオーバーライドする必要があります。 したがって、
Normal ジョインをジョインオーバーライドに含める必要があります。 Normal ジョインをジョインオーバー
ライドに含める場合、アウタージョインの前に Normal ジョインを記述します。 ジョインオーバーライドには
複数の Normal ジョインを入力することができます。
Normal ジョインを作成するには、以下の構文を使用します。
{ source1 INNER JOIN source2 on join_condition }
以下の表に、ジョインオーバーライド内の Normal ジョインの構文を示します。

構文 説明
source1 ソースリソース名。 Data Integration Service は、このリソースからジョイン条件に一致す

る行を返します。
source2 ソースリソース名。 Data Integration Service は、このリソースからジョイン条件に一致す

る行を返します。
join_condition ジョイン条件。ソースデータベースがサポートしている構文を使用してください。複数の

ジョイン条件を AND 演算子によって組み合わせることができます。

たとえば、登録済み顧客のデータを含む REG_CUSTOMER テーブルがあるとします。
CUST_ID FIRST_NAME LAST_NAME
00001 Marvin Chi
00002 Dinah Jones
00003 John Bowden
00004 J. Marks

毎月更新される PURCHASES テーブルに以下のデータが含まれているとします。
TRANSACTION_NO CUST_ID DATE AMOUNT
06-2000-0001 00002 6/3/2000 55.79
06-2000-0002 00002 6/10/2000 104.45
06-2000-0003 00001 6/10/2000 255.56
06-2000-0004 00004 6/15/2000 534.95
06-2000-0005 00002 6/21/2000 98.65
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TRANSACTION_NO CUST_ID DATE AMOUNT
06-2000-0006 NULL 6/23/2000 155.65
06-2000-0007 NULL 6/24/2000 325.45

6 月の各取り引きの顧客名を表示する行を返すには、次の構文を使用します。
{ REG_CUSTOMER INNER JOIN PURCHASES on REG_CUSTOMER.CUST_ID = PURCHASES.CUST_ID }
Data Integration Service は以下のデータを返します。
CUST_ID DATE AMOUNT FIRST_NAME LAST_NAME
00002 6/3/2000 55.79 Dinah Jones
00002 6/10/2000 104.45 Dinah Jones
00001 6/10/2000 255.56 Marvin Chi
00004 6/15/2000 534.95 J. Marks
00002 6/21/2000 98.65 Dinah Jones

Data Integration Service は、顧客 ID が一致する行を返します。 6 月に何も購入していない顧客は含まれませ
ん。非登録顧客による購入も含まれません。

レフトアウタージョイン構文
ジョインオーバーライドでレフトアウタージョインを作成することができます。1 つのジョインオーバーライ
ドに複数のレフトアウタージョインを入力することができます。他のジョインと共にレフトアウタージョイン
を使用する場合、文においては、レフトアウタージョインをすべてまとめて Normal ジョインの後に一覧表示
します。
レフトアウタージョインを作成するには、以下の構文を使用します。
{ source1 LEFT OUTER JOIN source2 on join_condition }
以下の表に、ジョインオーバーライド内のレフトアウタージョインの構文を示します。

構文 説明
source1 ソースリソース名。 レフトアウタージョインの場合、Data Integration Service はこの

リソースのすべての行を返します。
source2 ソースリソース名。 Data Integration Service は、このリソースからジョイン条件に一

致する行を返します。
join_condition ジョイン条件。ソースデータベースがサポートしている構文を使用してください。複

数のジョイン条件を AND 演算子によって組み合わせることができます。

たとえば、「Normal ジョイン構文」  (ページ 85)と同じ REG_CUSTOMER および PURCHASES テーブルを使用
した場合、以下のジョインオーバーライドによって、6 月に何か購入した顧客の数を求めることができます。
{ REG_CUSTOMER LEFT OUTER JOIN PURCHASES on REG_CUSTOMER.CUST_ID = PURCHASES.CUST_ID }
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Data Integration Service は以下のデータを返します。
CUST_ID FIRST_NAME LAST_NAME DATE AMOUNT
00001 Marvin Chi 6/10/2000 255.56
00002 Dinah Jones 6/3/2000 55.79
00003 John Bowden NULL NULL
00004 J. Marks 6/15/2000 534.95
00002 Dinah Jones 6/10/2000 104.45
00002 Dinah Jones 6/21/2000 98.65

Data Integration Service は REG_CUSTOMERS テーブル内の登録済み顧客をすべて返し、6 月に何も購入しな
かった顧客には NULL 値を使用します。 非登録顧客による購入は含まれません。
複数のジョイン条件を使用して、6 月において 1 回の購入金額が$100.00 を超える登録済み顧客の人数を求め
ることができます。
{REG_CUSTOMER LEFT OUTER JOIN PURCHASES on (REG_CUSTOMER.CUST_ID = PURCHASES.CUST_ID AND PURCHASES.AMOUNT > 100.00) }
Data Integration Service は以下のデータを返します。
CUST_ID FIRST_NAME LAST_NAME DATE AMOUNT
00001 Marvin Chi 6/10/2000 255.56
00002 Dinah Jones 6/10/2000 104.45
00003 John Bowden NULL NULL
00004 J. Marks 6/15/2000 534.95

同じ期間の返品に関する情報を組み込みたい場合、複数のレフトアウタージョインを使用することができます。
たとえば、RETURNS テーブルには以下のデータが含まれているとします。
CUST_ID CUST_ID RETURN
00002 6/10/2000 55.79
00002 6/21/2000 104.45

6 月に何か購入および返品した顧客の人数を求めるために、2 つのレフトアウタージョインを使用します。
{ REG_CUSTOMER LEFT OUTER JOIN PURCHASES on REG_CUSTOMER.CUST_ID = PURCHASES.CUST_ID LEFT OUTER JOIN RETURNS on REG_CUSTOMER.CUST_ID = PURCHASES.CUST_ID }
Data Integration Service は以下のデータを返します。
CUST_ID FIRST_NAME LAST_NAME DATE AMOUNT RET_DATE RETURN
00001 Marvin Chi 6/10/2000 255.56 NULL NULL
00002 Dinah Jones 6/3/2000 55.79 NULL NULL
00003 John Bowden NULL NULL NULL NULL
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CUST_ID FIRST_NAME LAST_NAME DATE AMOUNT RET_DATE RETURN
00004 J. Marks 6/15/2000 534.95 NULL NULL
00002 Dinah Jones 6/10/2000 104.45 NULL NULL
00002 Dinah Jones 6/21/2000 98.65 NULL NULL
00002 Dinah Jones NULL NULL 6/10/2000 55.79
00002 Dinah Jones NULL NULL 6/21/2000 104.45

Data Integration Service は、欠落値には NULL を使用します。

ライトアウタージョイン構文
ジョインオーバーライドでライトアウタージョインを作成することができます。ライトアウタージョインは、
ジョイン構文でリソースの順序を逆にした場合、レフトアウタージョインと同じ結果を返します。 ジョインオ
ーバーライドには、ライトアウタージョインを 1 つだけ使用します。複数のライトアウタージョインを作成す
る場合、ソースリソースの順序を逆にして、結合タイプをレフトアウタージョインに変更してみてください。
他のジョインと共にライトアウタージョインを使用する場合、ジョインオーバーライドの最後にライトアウタ
ージョインを入力します。
ライトアウタージョインを作成するには、以下の構文を使用します。
{ source1 RIGHT OUTER JOIN source2 on join_condition }
以下の表に、ジョインオーバーライドでのライトアウタージョインの構文を示します。

構文 説明
source1 ソースリソース名。 Data Integration Service は、このリソースからジョイン条件に一致す

る行を返します。
source2 ソースリソース名。 ライトアウタージョインの場合、Data Integration Service はこのリソ

ースのすべての行を返します。
join_condition ジョイン条件。ソースデータベースがサポートしている構文を使用してください。複数の

ジョイン条件を AND 演算子によって組み合わせることができます。

PreSQL コマンドおよび PostSQL コマンド
SQL コマンドをカスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタンスで作
成できます。SQL コマンドを使用して、insert、update、delete などの SQL 文を実行できます。Data 
Integration Service は、ソースのリレーショナルリソースに対して SQL コマンドを実行します。
マッピングを実行すると、データ統合サービスはソースデータベースに対して PreSQL コマンドを実行した後、
ソースを読み込みます。ソースを更新してからマッピングでソースを使用する必要がある場合に、PreSQL コ
マンドを使用できます。例えば、ソース内のレコードを削除してからソースデータベースの最新のレコードを
読み込むようにソースを更新する PreSQL コマンドを構成できます。マッピングを実行する際、マッピングが
使用するソースに最新のレコードが含まれます。
データ統合サービスは、ターゲットに書き込んでからソースデータベースに対して PostSQL コマンドを実行す
ることもできます。例えば、PostSQL コマンドを使用して、レコードがマッピングターゲットに読み込まれた
後でソース内のレコードを削除することができます。マッピングがターゲットに書き込んでからレコードを削
除するように PostSQL コマンドを構成できます。
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PreSQL および PostSQL コマンドを構成する場合は次のガイドラインに従ってください。
• そのデータベースタイプで有効な任意のコマンドを使用します。Data Integration Service では、データベ

ース側で許可されている場合も、ネストされたコメントは使用できません。
• 複数の文を区切るにはセミコロン（;）を使用します。Data Integration Service は各文の後にコミットを発

行します。
• Data Integration Service は、/* ... */内のセミコロンは無視されます。
• コメントの外部でセミコロンを使用する必要がある場合は、バックスラッシュ（\）でセミコロンをエスケ

ープします。セミコロンをエスケープすると、Data Integration Service はバックスラッシュを無視し、セ
ミコロンを文の区切り文字として使用しません。

• Developer tool は PreSQL および PostSQL コマンド内の SQL を検証しません。

マッピング実行前/実行後 SQL コマンドの追加
マッピング実行前および実行後の SQL コマンドを、カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデ
ータオブジェクトインスタンスに追加できます。 マッピングでこのデータオブジェクトを使用すると、Data 
Integration Service で SQL コマンドが実行されます。
1. カスタマイズデータオブジェクトを開きます。 
2. ［読み取り］ビューを選択します。 
3. 出力トランスフォーメーションを選択します。 
4. ［詳細］プロパティを選択します。 
5. ［PreSQL］フィールドにマッピング実行前 SQL コマンドを入力します。 
6. ［PostSQL］フィールドにマッピング実行後 SQL コマンドを入力します。 
7. カスタマイズデータオブジェクトを選択します。 

カスタムクエリの作成
カスタムクエリを作成し、ソースからデータを読み取るための特別な SELECT 文を発行します。 カスタムクエ
リは、データ統合サービスがソースデータを読み取るためのデフォルトクエリをオーバーライドします。
1. カスタマイズデータオブジェクトまたはリレーショナルデータオブジェクトインスタンスを開きます。 
2. ［読み取り］ビューを選択します。 
3. 出力トランスフォーメーションを選択します。 
4. ［クエリ］プロパティを選択します。 
5. 詳細クエリを選択します。 
6. ［カスタムクエリーを使用］を選択します。 

データ統合サービスがソースデータを読み取るために発行するクエリが表示されます。
7. クエリを変更するか、カスタムクエリで置き換えます。 
8. カスタムクエリをリレーショナルデータソースにプッシュする場合は、［カスタムクエリをデータベースに

プッシュ］を選択します。 
データ統合サービスは、デフォルトではカスタムクエリをデータベースにプッシュしません。クエリがデ
ータベースに対して有効なサブクエリを形成する場合は、カスタムクエリをプッシュするようにしてくだ
さい。

9. データオブジェクトを保存します。 
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非リレーショナルデータオブジェクト
非リレーショナルデータオブジェクトは、インポートしてマッピング、マプレット、またはプロファイルで使
用します。 非リレーショナルデータオブジェクトは、非リレーショナルデータソースを使用する物理データオ
ブジェクトです。
非リレーショナルデータオブジェクトは、以下の接続タイプにインポートできます。
• Adabas
• IMS
• シーケンシャル
• VSAM
非リレーショナルデータオブジェクトをインポートする場合、Developer ツールは PowerExchange データマ
ップからオブジェクトのメタデータを読み取ります。 データマップは非リレーショナルレコードをリレーショ
ナルテーブルにマッピングし、データへのアクセスに SQL 言語を使用できるようにします。 データマップを
作成するには、PowerExchange Navigator を使用します。
オブジェクトをインポートした後、そのオブジェクトの非リレーショナル操作を読み取り、書き込み、または
ルックアップトランスフォーメーションとしてマッピングおよびマプレットに追加できます。各非リレーショ
ナル操作は、データマップが定義するリレーショナルテーブルに対応します。 1 つ以上の非リレーショナルレ
コードのフィールドからリレーショナルテーブルのカラムへのマッピングを表示するには、［オブジェクトエク
スプローラ］ビューで非リレーショナル操作をダブルクリックします。
データマップの詳細については、『PowerExchange Navigator Guide』を参照してください。
注意: 
• Informatica 9.0.1 で作成した非リレーショナルデータオブジェクトを使用する場合、操作を実行する前に

アップグレードする必要があります。非リレーショナルデータオブジェクトをアップグレードするには、
infacmd pwx UpgradeModels コマンドを実行します。

• アップデートストラテジトランスフォーメーションを含み、データを非リレーショナルターゲットに書き込
むマッピングを実行する場合、マッピングはエラーメッセージとともに失敗する可能性があります。メッセ
ージは、ターゲットのデータマップにはキー定義があるにもかかわらず、ターゲットテーブルにキーがない
ことを示しています。

非リレーショナルデータオブジェクトのインポート
マッピング、マップレット、またはプロファイルで使用する 1 つ以上のリレーショナルデータオブジェクトを
インポートします。
非リレーショナルデータオブジェクトをインポートする前に、データベースまたはデータセットへの接続を設
定する必要があります。 オブジェクトのデータマップを作成する必要もあります。
1. ［Object Explorer］ビューで、プロジェクトまたはフォルダーを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［データオブジェクト］をクリックします。 
3. ［非リレーショナルデータオブジェクト］を選択して、［次へ］をクリックします。 

［新しい非リレーショナルデータオブジェクト］ダイアログボックスが表示されます。
4. オプションで、物理データオブジェクトの名前を入力します。 
5. ［接続］オプションの横にある［参照］をクリックして、接続を選択します。 
6. ［データマップ］オプションの横にある［参照］をクリックします。 

［データマップの選択］ダイアログボックスが表示されます。
7. 必要に応じて、フィルタ条件を入力します。 

90       第 5 章: 物理データオブジェクト



8. ［リソース］領域で、必要に応じて接続とスキーマを展開し、目的のデータマップを選択します。 
9. ［OK］をクリックして［データマップの選択］ダイアログボックスを閉じ、［完了］をクリックします。 

非リレーショナルデータオブジェクトと対応する非リレーショナル操作が、［Object Explorer］ビューの
プロジェクトまたはフォルダにある［物理データオブジェクト］の接続名の下に表示されます。

注: ［接続エクスプローラ］ビューを使用して、非リレーショナルデータオブジェクトをインポートすることも
できます。

非リレーショナルデータ操作からの読み取り、書き込み、またはルックアップトランスフォーメーションの作成
非リレーショナルデータ操作は、読み取り、書き込み、またはルックアップトランスフォーメーションとして、
マッピングまたはマプレットに追加できます。
1. 読み取り、書き込み、またはルックアップトランスフォーメーションを作成するマッピングまたはマプレ

ットを開きます。 
2. ［Object Explorer］ビューで、非リレーショナルデータオブジェクトを 1 つ以上選択します。 
3. 非リレーショナルデータ操作をマッピングエディタにドラッグします。 

［マッピングに追加］ダイアログボックスが表示されます。
4. ［読み取り］、［書き込み］、または［ルックアップ］オプションを選択します。 

［独立したデータオブジェクトとして］が自動的に選択されます。
5. ［OK］をクリックします。 

非リレーショナルデータ操作ごとに、読み取り、書き込み、またはルックアップトランスフォーメーショ
ンが作成されます。

WSDL データオブジェクトの概要 WSDL データオブジェクト
WSDL データオブジェクトは、WSDL ファイルをソースとして使用する物理データオブジェクトです。WSDL
データオブジェクトを使用して、Web サービスまたは Web サービスコンシューマトランスフォーメーション
を作成できます。WSDL データオブジェクトを作成するには、WSDL ファイルをインポートします。WSDL デ
ータオブジェクトは、WSDL ファイルをソースとして使用する物理データオブジェクトです。WSDL データオ
ブジェクトを使用して、Web サービスコンシューマトランスフォーメーションを作成できます。WSDL データ
オブジェクトを作成するには、WSDL ファイルをインポートします。
WSDL データオブジェクトをインポートした後に、概要ビューと詳細ビューで、全般プロパティと詳細プロパ
ティを編集できます。 WSDL ビューには、WSDL ファイルのコンテンツが表示されます。
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以下の図に、サンプルの WSDL データオブジェクトを示します。

WSDL をインポートする際には、以下のガイドラインを考慮してください。
• WSDL ファイルは WSDL 1.1 に準拠している必要があります。
• WSDL ファイルは有効でなければなりません。
• Web サービスまたは Web サービスコンシューマトランスフォーメーションに組み込む操作が、ドキュメン

ト/リテラルのエンコーディングを使用している必要があります。Web サービスコンシューマトランスフォ
ーメーションに組み込む操作が、ドキュメント/リテラルのエンコーディングを使用している必要がありま
す。WSDL ファイル内のすべての操作がドキュメント/リテラル以外のエンコーディングタイプを使用して
いる場合、WSDL のインポートは失敗します。

• WSDL ファイルで参照されているすべてのスキーマに Developer ツールからアクセスできる必要がありま
す。

• WSDL ファイルにスキーマが含まれている場合または外部スキーマがある場合は、Developer ツールで
WSDL データオブジェクト内に埋め込みスキーマが作成されます。

• WSDL ファイルに別の WSDL ファイルをインポートすると、Developer ツールによって両方の WSDL が結
合されて、WSDL データオブジェクトが作成されます。

• WSDL ファイルに複数の操作が定義されている場合は、Developer ツールによってすべての操作が WSDL
データオブジェクトに組み込まれます。WSDL データオブジェクトから Web サービスを作成する場合は、1
つ以上の操作を組み込むことができます。
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WSDL データオブジェクトの概要ビュー
WSDL データオブジェクトの概要ビューには、WSDL および WSDL 内の操作についての全般的な情報が表示さ
れます。
以下の表に、WSDL データオブジェクトに対して設定する全般プロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 WSDL データオブジェクトの名前。
説明 WSDL データオブジェクトの説明。

以下の表に、WSDL データオブジェクトで定義される操作のカラムを示します。

プロパティ 説明
操作 WSDL で操作のメッセージ形式とプロトコルが定義されている場所。
入力 操作入力に関連付けられた WSDL メッセージ名。
出力 操作出力に関連付けられた WSDL メッセージ名。
フォールト 操作フォールトに関連付けられた WSDL メッセージ名。

WSDL データオブジェクトの詳細ビュー
WSDL データオブジェクトの詳細ビューには、WSDL データオブジェクトの詳細プロパティが表示されます。
以下の表に、WSDL データオブジェクトの詳細プロパティを示します。

プロパティ 説明
Connection Web サービスコンシューマトランスフォーメーション用のデフォルトの Web サービス接

続。
ファイルの場所 WSDL ファイルが存在する場所。

WSDL データオブジェクトのインポート
WSDL から Web サービスを作成する場合、または Web サービスコンシューマトランスフォーメーションを作
成する場合は、WSDL データオブジェクトをインポートします。Web サービスコンシューマトランスフォーメ
ーションを作成する場合は、WSDL データオブジェクトをインポートします。WSDL データオブジェクトは、
WSDL ファイルから、または WSDL の場所を指す URI からインポートできます。WSDL データオブジェクト
は、SOAP 1.1 バインディング操作と SOAP 1.2DL バインディング操作またはそのいずれかを含む WSDL ファ
イルからインポートできます。
1. ［ファイル］ > ［新規］ > ［データオブジェクト］をクリックします。 
2. ［WSDL データオブジェクト］を選択し、［次へ］をクリックします。 

［新しい WSDL データオブジェクト］ダイアログボックスが表示されます。
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3. ［WSDL］オプションの横にある［参照］をクリックして、WSDL の場所を入力します。次に、［OK］をク
リックします。 
WSDL の場所を入力する際に、WSDL ファイルを参照するか、または WSDL の URI を入力できます。
注: URI に英語以外の文字が含まれていると、インポートが失敗する場合があります。 任意のブラウザの
アドレスバーに URI をコピーします。 ブラウザから場所をコピーします。 Developer ツールは、エンコ
ードされた URI をブラウザから受け付けます。

4. WSDL の名前を入力します。 
5. ［場所］オプションの横にある［参照］をクリックして、WSDL データオブジェクトをインポートするプロ

ジェクトまたはフォルダの場所を選択します。 
6. ［次へ］をクリックして、WSDL 内の操作を表示します。 
7. ［完了］をクリックします。 

Object Explorer ビューで、プロジェクトまたはフォルダー内の［物理データオブジェクト］の下にデー
タオブジェクトが表示されます。

WSDL の同期
WSDL ファイルを変更したときに WSDL データオブジェクトを同期できます。 WSDL データオブジェクトの同
期化では、WSDL ファイルからオブジェクトメタデータが再インポートされます。
WSDL データオブジェクトを使用して、Web サービスまたは Web サービスコンシューマトランスフォーメー
ションを作成できます。WSDL データオブジェクトを使用して、Web サービスコンシューマトランスフォーメ
ーションを作成します。WSDL データオブジェクトを更新すると、その WSDL を参照するオブジェクトが更新
され、オブジェクトを開くと更新済みとしてマークされています。Developer ツールが新旧の WSDL を比較す
るときは、名前属性によって WSDL コンポーネントを識別します。
名前属性が変更されていない場合、WSDL コンポーネントを参照するオブジェクトが更新されます。 たとえ
ば、WSDL ファイルを編集して、単純要素"CustID"の型を xs:string から xs:integer に変更します。 WSDL デ
ータオブジェクトを同期すると、その CustID 要素を参照するすべての Web サービスおよび Web サービスコ
ンシューマトランスフォーメーションの要素型が更新されます。WSDL データオブジェクトを同期すると、そ
の CustID 要素を参照するすべての Web サービスコンシューマトランスフォーメーションの要素型が更新され
ます。
名前属性が変更された場合、その WSDL コンポーネントを参照するオブジェクトを開くと変更済みとしてマー
クされています。 例えば、WSDL を編集して、要素の名前を「Resp」から「RespMsg」に変更します。それ
から、WSDL の同期を実行します。 その要素を参照する Web サービスを開くと、その要素名はエディタでア
スタリスク付きになり、Web サービスに変更が含まれることがわかります。 Developer ツールは Web サービ
スの要素名を更新しますが、新しい要素をポートにマップする方法を特定できません。 Resp 要素が入力トラ
ンスフォーメーションまたは出力トランスフォーメーションのポートにマップされている場合、RespMsg 要素
を適切なポートにマップする必要があります。
Developer ツールによって、WSDL データオブジェクトを更新する前に WSDL ファイルが検証されます。 
WSDL ファイルにエラーがある場合、Developer ツールはファイルをインポートしません。

WSDL データオブジェクトの同期
WSDL ファイルを変更したときに WSDL データオブジェクトを同期します。
1. ［Object Explorer］ビューの WSDL データオブジェクトを右クリックして、［同期］を選択します。 

［WSDL データオブジェクトの同期化］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［WSDL］フィールドの横にある［参照］をクリックして、WSDL の場所を入力します。 次に、［OK］を

クリックします。 
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WSDL の場所を入力する際に、WSDL ファイルを参照するか、または WSDL の URI を入力できます。
注: URI に英語以外の文字が含まれていると、インポートが失敗する場合があります。任意のブラウザのア
ドレスバーに URI をコピーします。ブラウザから場所をコピーします。Developer ツールは、エンコード
された URI をブラウザから受け付けます。

3. WSDL の名前と場所を確認します。 
4. ［次へ］をクリックして、WSDL 内の操作を表示します。 
5. ［完了］をクリックします。 

WSDL を参照するオブジェクトが更新され、オブジェクトを開くと更新済みとマークされています。

証明書管理
Developer ツールでは、クライアント認証を必要とする URL から WSDL データオブジェクトとスキーマオブ
ジェクトをインポートするために、証明書を使用する必要があります。
クライアント認証を必要とする URL をホストするサーバーが信頼されている証明書を使用している場合は、デ
フォルトで Developer ツールがその URL からオブジェクトをインポートします。 この URL をホストするサー
バーが信頼されていない証明書を使用している場合は、その証明書を Developer ツールに追加する必要があり
ます。 信頼されていない証明書を Developer ツールに追加しないと、Developer ツールではオブジェクトを
インポートできません。 オブジェクトのインポート元となる URL のサーバー管理者に、証明書ファイルとパ
スワードを要求してください。
Developer ツールに追加した証明書は、Developer ツールマシン上で実行するインポートに適用されます。 
Developer ツールでは、証明書がモデルリポジトリに保管されません。

Informatica Developer の証明書プロパティ
クライアント認証を必要とする URL から、信頼されていない証明書を使用してオブジェクトをインポートする
場合は、Developer ツールに証明書を追加します。
以下の表に、証明書のプロパティを示します。

プロパティ 説明
ホスト名 URL をホストするサーバーの名前。
ポート番号 URL のポート番号。
証明書ファイルのパス クライアント証明書ファイルの場所。
パスワード クライアント証明書ファイルのパスワード。

Informatica Developer への証明書の追加
証明書を追加する場合は、証明書プロパティを設定します。これは、クライアント認証を必要とする URL から
信頼されていない証明書を使用してオブジェクトをインポートする場合に、Developer ツールで使用されるも
のです。
1. ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。 
2. ［Informatica］ > ［Web サービス］ > ［証明書］を選択します。 
3. ［追加］をクリックします。 
4. 証明書プロパティを設定します。 
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5. ［OK］をクリックします。 

同期化
物理データオブジェクトのソースが変更されたときに、同期させることができます。 物理データオブジェクト
の同期化では、選択したソースからオブジェクトメタデータが再インポートされます。
すべての物理データオブジェクトを同期できます。 リレーショナルデータオブジェクトまたはカスタマイズデ
ータオブジェクトを同期する際、Developer ツールで定義したキーリレーションを保持するか上書きすること
ができます。
ソースの変更時に同期するようにカスタマイズデータオブジェクトを設定できます。 例えば、カスタマイズデ
ータオブジェクトでリレーショナルデータオブジェクトがソースとして使用されている場合に、そのリレーシ
ョナルデータオブジェクトにカラムを追加すると、 Developer ツールはそのカラムをカスタマイズデータオブ
ジェクトに追加します。 ソースの変更時にカスタマイズデータオブジェクトを同期するには、カスタマイズデ
ータオブジェクトの［概要］プロパティで［入力と出力を同期］オプションを選択します。
物理データオブジェクトを同期するには、［Object Explorer］ビューで右クリックして、［同期］を選択しま
す。

Informatica Developer でのフラットファイルデータオブジェクトの同期
Informatica Developer で、外部フラットファイルデータソースに加えられた変更をそのデータオブジェクト
に同期させることができます。データオブジェクトを同期させるには、［フラットファイルの同期］ウィザード
を使用します。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、フラットファイルデータオブジェクトを選択します。 
2. 右クリックし、［同期］を選択します。 

次の図は、データオブジェクトの同期オプションを示しています。
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［フラットファイルデータオブジェクトの同期］ウィザードが表示されます。
3. ［フラットファイルデータオブジェクトの同期］ウィザードで、［既存のフラットファイルを選択］フィー

ルドのフラットファイルパスを確認します。 
次の図は、フラットファイルデータオブジェクトの同期ウィザードを示しています。
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4. ［次へ］をクリックします。 
5. 必要に応じ、コードページ、形式、区切り形式プロパティ、およびカラムプロパティを選択します。 
6. ［完了］をクリックし、［OK］をクリックします。 

Informatica Developer でのリレーショナルデータオブジェクトの同期
Informatica Developer で、リレーショナルデータソースの外部データソース変更をそのデータオブジェクト
に同期させることができます。外部データソース変更には、カラムの追加、変更、削除や、ルールの変更など
があります。
1. ［Object Explorer］ビューで、リレーショナルデータオブジェクトを選択します。 
2. 右クリックし、［同期］を選択します。 

操作の確認を求めるメッセージが表示されます。
3. 同期プロセスを実行するには、［OK］をクリックします。 

同期プロセスのステータスメッセージが表示されます。
4. 「同期が完了しました」というメッセージが表示された時点で、［OK］をクリックします。 

このメッセージには、データオブジェクトに加えられたメタデータ変更の概要が示されます。

98       第 5 章: 物理データオブジェクト



物理データオブジェクトのトラブルシューティング
リレーショナルデータオブジェクトまたはカスタマイズデータオブジェクトのソースト
ランスフォーメーションのプレビューが失敗する。
リソースの所有者名が正しいことを確認します。
リレーショナルデータオブジェクトをインポートする際、ユーザー名とテーブルのインポート元のスキーマが
一致しない場合、Developer tool は所有者名をインポートします。ユーザー名とテーブルのインポート元スキ
ーマが一致しても、データベースのデフォルトスキーマ名が異なる場合、プレビューは失敗します。Data 
Integration Service が、テーブルが存在しないデータベースのデフォルトスキーマに対するクエリをプレビュ
ーするためです。
リレーショナルデータオブジェクトまたはソーストランスフォーメーションを更新し、正しいリソース所有者
名を入力します。所有者名は、リレーショナルデータオブジェクトまたはソーストランスフォーメーションの

［詳細］プロパティに表示されます。
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第  6  章

フラットファイルデータオブジェ
クト

この章では、以下の項目について説明します。
• フラットファイルデータオブジェクトの概要, 100 ページ
• ソースファイル名の生成, 101 ページ
• フラットファイルデータオブジェクトの概要プロパティ, 101 ページ
• フラットファイルデータオブジェクトの詳細プロパティ, 102 ページ
• 制御ファイル, 110 ページ
• 実行時のカラムの更新, 111 ページ
• 制御ファイルからのカラムメタデータの生成, 112 ページ
• Excel からフラットファイルデータオブジェクトへのコピー, 114 ページ
• フラットファイルデータオブジェクトの作成, 116 ページ

フラットファイルデータオブジェクトの概要
マッピング、マップレット、またはプロファイルに含めるフラットファイル物理データオブジェクトを作成し
ます。 フラットファイルデータオブジェクトは、読み取り、書き込み、およびルックアップトランスフォーメ
ーションとして、マッピングおよびマップレットに追加できます。 フラットファイルデータオブジェクトに対
してプロファイルを作成し、実行できます。
フラットファイルデータオブジェクトは区切り形式または固定長です。 バイナリデータを含まない固定長およ
び区切り形式のフラットファイルからフラットファイルデータオブジェクトを作成できます。
実行時にフラットファイルデータソースの変更に対応するようにフラットファイルデータオブジェクトを設定
できます。 また、フラットファイルまたは制御ファイルの情報を使用して、フラットファイルデータオブジェ
クトのカラム名を生成することもできます。 制御ファイルには、カラム名、精度、スケール、処理バイト数な
どの情報が含まれます。
フラットファイルデータオブジェクトを作成したら、以下の各ビューを使用してフラットファイルプロパティ
を設定します。

［概要］ビュー
フラットファイルデータオブジェクトの名前と説明を設定し、カラムプロパティを更新します。

［パラメータ］ビュー
フラットファイルデータオブジェクトのパラメータを作成します。
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［詳細］ビュー
データ統合サービスがフラットファイルに対してデータの読み取りや書き込みを実行するときに使用する、
フォーマットプロパティとランタイムプロパティを設定します。

フラットファイルデータオブジェクトを読み取りまたは書き込みトランスフォーメーションとしてマッピング
に追加すると、［プロパティ］ビューでフラットファイルデータオブジェクトのフォーマットプロパティとラン
タイムプロパティを確認できます。 マッピング内のフラットファイルプロパティは編集できません。

ソースファイル名の生成
ファイル名カラムをフラットファイルデータオブジェクトに追加できます。ファイル名カラムは、特定のデー
タレコードが含まれれるソースファイルを特定するのに役立ちます。これは、データソースが複数ある場合に
便利です。
ファイル名カラムはフラットファイルデータオブジェクトの［概要］ビューで設定できます。ファイル名カラ
ムは、フラットファイルデータオブジェクトのオプションのカラムです。フラットファイルデータオブジェク
トのファイル名カラムポートを使用して、ソースファイル名を各ソース行に書き込むようにマッピングを設定
できます。ファイル名カラムには、完全修飾パスおよびファイル名が含まれます。
ファイル名カラムポートはソースデータオブジェクトの最後のカラムとして表示されます。ソースデータオブ
ジェクトに追加できるファイル名カラムポートは 1 つのみです。ポートに「FileName」という名前が付いてい
て、ファイル名カラムポートの作成を試みると、ファイル名カラムポートは「FileName1」という名前になり
ます。
例えば、マッピングでファイルのリストが含まれるソースファイルが使用されているとします。ファイルリス
ト内のファイル名は組織の部署名を参照しています。例えば、SYSA_Finance.txt ファイルには経理部のデータ
が含まれています。このマッピングでは、文字列関数を使用してファイル名カラムの出力から部署名を抽出で
きます。抽出された部署名を使用して、各部署ごとにデータを処理することができます。

フラットファイルデータオブジェクトの概要プロパティ
Data Integration Service は、フラットファイルに対してデータの読み取りや書き込みを行う際に概要プロパ
ティを使用します。 概要プロパティには全般プロパティが含まれ、フラットファイルデータオブジェクトに適
用されます。 カラムのプロパティも含まれ、フラットファイルデータオブジェクト内のカラムに適用されま
す。 フラットファイルの概要プロパティは、Developer ツールにより［概要］ビューに表示されます。
以下の表に、フラットファイルに設定する全般プロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 フラットファイルデータオブジェクトの名前。
説明 フラットファイルデータオブジェクトの説明。
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以下の表に、フラットファイルに設定するカラムプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 カラムまたはファイル名カラムポートの名前。
ネイティブタイプ カラムのネイティブタイプ。
処理するバイト数（固定
長フラットファイル）

データ統合サービスがカラムに対して読み取りまたは書き込みを行うバイト数。

精度 数値データ型の最大有効桁数、または文字列データ型の最大文字数です。 数値
データ型の場合、精度にはスケールが含まれます。

スケール 数値の小数点以下の最大桁数です。
形式 数値データ型および日時データ型のカラム形式。

数値データ型の場合、1000 ごとの区切りと小数点記号を定義します。 デフォ
ルトは 1000 ごとの区切りなしで、小数点記号はピリオドです（.）。
数値データ型の場合、年、月、日、および時間の表示形式を定義します。 ま
た、フィールド幅も定義します。 デフォルトは、「A 19 YYYY-MM-DD 
HH24:MI:SS」です。

可視性 データ統合サービスがカラムに対してデータの読み取りおよび書き込みを実行
できるかどうかを決定します。
例えば、可視性が［読み取り］の場合、データ統合サービスはカラムからデー
タを読み取ることができます。 データをカラムに書き込むことはできません。
フラットファイルデータオブジェクトの場合、このプロパティは読み取り専用
です。可視性は常に［読み取りおよび書き込み］です。

説明 カラムの説明。

フラットファイルデータオブジェクトの詳細プロパティ
データ統合サービスは、フラットファイルに対してデータの読み取りや書き込みを行う際に詳細プロパティを
使用します。詳細プロパティには、フォーマットおよびランタイムプロパティが含まれています。 フラットフ
ァイルの詳細プロパティは、Developer tool により［詳細］ビューに表示されます。

［詳細］ビューには、折りたたみと展開が可能なプロパティセクションが含まれています。 表示されるカラム
形式セクションは、区切りカラム形式または固定長カラム形式のどちらを設定したかによって異なります。
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次の図は、［詳細］ビューのプロパティセクションを示しています。

フォーマットのプロパティ
Developer tool では、［詳細］ビューの［フォーマット］セクションにフラットファイルデータオブジェクト
のフォーマットプロパティが表示されます。
以下の表に、フラットファイルデータオブジェクトに設定するフォーマットプロパティを示します。

プロパティ 説明
コードページ フラットファイルデータオブジェクトのコードページ。

ソースファイルの場合、ターゲットコードページのサブセットであるソースコ
ードページを指定します。ルックアップファイルの場合、ソースコードページ
のスーパーセットかつターゲットコードページのサブセットであるコードペー
ジを指定します。ターゲットファイルの場合、ソースコードページのスーパー
セットであるコードページを指定します。
デフォルトは、「MS Windows Latin 1 (ANSI), superset of Latin 1」です。

日時フォーマット 日時の値の表示形式およびフィールド幅を定義します。
デフォルトは、「A 19 YYYY-MM-DD HH24:MI:SS」です。

1000 ごとの区切り文字 数値に対する 1000 の区切り記号。
デフォルトは［なし］です。

小数位の区切り文字 数値の小数点記号。
デフォルトはピリオド「.」です。

カラム形式 フラットファイルのフォーマット。区切り形式または固定長です。
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カラム形式: 区切りプロパティ
フラットファイルが区切り形式であれば、Developer tool は［詳細］ビューの［カラム形式: 区切り記号付き］
セクションに区切りプロパティを表示します。
以下の表に、フラットファイルデータオブジェクトに設定する区切りプロパティを示します。

プロパティ 説明
区切り文字 データのカラムを区切るために使用される文字。

区切り文字フィールドをクリックして文字を選択するかパラメータをプロパテ
ィに割り当てます。 区切り文字は印字可能であり、かつテキスト修飾子やエス
ケープ文字を選択した場合にはそれとは異なる文字である必要があります。
デフォルトは［カンマ］です。

テキスト修飾子 引用符はテキスト文字列の境界を定義します。引用符を選択すると、引用符で
囲まれた文字列内の区切り文字が無視されます。
デフォルトは［引用符なし］です。

次の行からインポートを
開始

データ統合サービスがデータのインポートを開始する行。ヘッダ行をスキップ
する場合には、このオプションを選択します。
デフォルトは 1 です。

行区切り文字 データ行を区切る文字の 8 進コード。デフォルトはラインフィード、\012 LF
（\n）です。

注: 行区切り文字は、ソースデータの読み取りに適用されます。データ統合サー
ビスは、ターゲットファイルに書き込むときには、常にデフォルトの区切り文
字\n を使用します。

エスケープ文字 区切り文字がエスケープ文字の直後にある場合に、引用符で囲まれていない文
字列の区切り文字をエスケープする文字。エスケープ文字を指定すると、デー
タ統合サービスは、文字列に含まれる通常の文字として区切り文字を読み込み
ます。
注: ソースファイルに引用符やエスケープ文字が含まれていないと、マッピング
のパフォーマンスをある程度向上できます。

データのエスケープ文字
を維持

出力文字列にエスケープ文字を含めます。
デフォルトでは無効になっています。

連続した区切り文字は 1
文字として扱う

データ統合サービスで、１つ以上の連続したカラム区切り文字が１つのカラム
区切り文字として扱われます。このオプションを選択しない場合、データ統合
サービスは 2 つの連続した区切り文字を 1 つの NULL 値として読み取ります。
デフォルトでは無効になっています。
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カラム形式: 固定幅プロパティ
フラットファイルが固定幅の場合、Developer tool の［詳細］ビューの［カラム形式: 固定幅］セクションに
固定幅プロパティが表示されます。
以下の表に、フラットファイルデータオブジェクトに設定する固定幅プロパティを示します。

プロパティ 説明
NULL 文字タイプ NULL 文字タイプ。テキストまたはバイナリです。
NULL 文字値 NULL 値を表す文字。NULL 文字には、ファイルコードページの任意の有効な文

字、または 0 - 255 の任意のバイナリ値を指定できます。
NULL 文字を繰り返す ソースファイルの場合、データ統合サービスは繰り返し NULL 文字を 1 つの

NULL 値として単一フィールドで読み取ります。
ターゲットファイルの場合、データ統合サービスは可能な限り多くの NULL 文
字をターゲットフィールドに書き込みます。このオプションを有効にしない場
合、データ統合サービスはフィールドの最初に 1 つの NULL 文字を入力して
NULL 値を表します。
デフォルトでは無効になっています。

次の行からインポートを
開始

データ統合サービスがデータのインポートを開始する行。ヘッダ行をスキップ
する場合には、このオプションを選択します。
デフォルトは 1 です。

レコード間でスキップす
るバイト数

行の最終カラムと次の行の最初のカラムの間のバイト数。データ統合サービス
は、指定されたバイト数を行の最後でスキップして、復帰文字や改行文字を読
み込まないようにします。
UNIX ファイルの場合は「1」、DOS ファイルの場合は「2」を入力します。
デフォルトは 2 です。

行順序あり データ統合サービスは、最後のカラムの改行文字または復帰文字をこのカラム
の末尾として読み取ります。ファイルで改行または復帰を使用して各行の最後
のカラムを短くしている場合に、このオプションを選択します。
デフォルトでは無効になっています。

後続のスペースを削除す
る

末尾の空白を文字列値から削除します。
デフォルトでは無効になっています。

ユーザー定義シフトステ
ート

［カラム］プロパティのソースカラムのシフトステートを選択できるようにしま
す。
ソースファイルにマルチバイトとシングルバイトデータの両方が含まれ、シフ
トインとシフトアウトキーが含まれない場合にこのオプションを選択します。
マルチバイトファイルソースにシフトキーが含まれない場合、フラットファイ
ルデータオブジェクトで各カラムにシフトキーを選択する必要があります。デ
ータ統合サービスが各文字を正しく読み取れるように、各カラムにシフトキー
を選択します。
デフォルトでは無効になっています。
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ランタイム:読み取りプロパティ
Developer tool では、［詳細］ビューの［ランタイム: 読み取り］セクションに、フラットファイルソースのラ
ンタイムプロパティが表示されます。 データ統合サービスは、フラットファイルからデータを読み取る際にこ
の情報を使用します。
以下の表に、フラットファイルデータオブジェクトに設定する読み取りプロパティを示します。

プロパティ 説明
入力タイプ ソース入力のタイプ。次のソース入力のタイプを選択できます。

- ファイル。フラットファイルのソースの場合に選択します。
- コマンド。シェルコマンドによって生成されたソースデータまたはファイル

リスト。
ソースタイプ 同じファイルプロパティを持つファイルのソースタイプを示します。次のいず

れかのソースタイプを選択できます。
- Direct。ソースデータを含むソースファイル。
- Indirect。ファイルのリストを含むソースファイル。データ統合サービスはフ

ァイルリストを読み取り、ファイル順に読み取ります。
- Directory。ディレクトリにあるソースファイル。ソースファイルのディレク

トリプロパティでディレクトリの場所を指定する必要があります。データ統
合サービスは、アルファベットの昇順にファイルを読み取ります。データ統
合サービスはサブディレクトリのファイルを読み取りません。

ソースファイル名 フラットファイルソースのファイル名。
ソースファイルのディレ
クトリ

フラットファイルのソースが存在するディレクトリ。Informatica サービスをホ
ストするマシンは、このディレクトリにアクセスできる必要があります。
デフォルトは SourceDir システムパラメータです。

同時読み込みのパーティ
ション化

複数のパーティションがソースファイルから入力行を読み取る順序。データ統
合サービスがマッピングにパーティションを作成しない場合、この値は無視さ
れます。
次のいずれかのオプションを選択します。
- スループットの最適化。データ統合サービスが入力行の順序を保持しませ

ん。
- 相対順序を維持。データ統合サービスが、パーティションごとに読み込まれ

る行に対し、入力行の順序を保持します。
- 絶対順序を維持。データ統合サービスは、すべてのパーティションで読み込

まれるすべての行に対して、入力行の順序を保持します。
PowerCenter Express はこのオプションに対応していません。値を選択しても、
データ統合サービスによって無視されます。

接続タイプ 接続のタイプ。次のオプションから選択します。
- なし。ソースファイルは接続を必要としません。
- Hadoop ファイルシステム。 ソースファイルは HDFS 内に存在します。
デフォルトは［なし］です。
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プロパティ 説明
コマンド ソースファイルデータを生成するために使用するコマンド。コマンドを使用し

てフラットファイルデータを生成または変換し、コマンドの標準出力をマッピ
ングの実行時にフラットファイルリーダーに送信できます。フラットファイル
リーダーは、標準出力をフラットファイルソースデータとして読み取ります。
コマンドを使用してソースデータを生成すると、フラットファイルソースをス
テージングする必要がなくなります。
コマンドまたはスクリプトを使用すると、マッピング前のコマンドを使用して
フラットファイルソースを生成する代わりに、データ統合サービスに直接ソー
スデータを送信できます。コマンドを使用してファイルリストを生成すること
もできます。
例えば、ファイルリストとしてディレクトリリストを使用するには、以下のコ
マンドを使用します。
cd MySourceFiles; ls sales-records-Sep-*-2005.dat

文字列の NULL の切り捨
て

最初の NULL 文字および最初の NULL 文字に続くすべての文字を文字列値から
取り除きます。
このオプションは、文字列に NULL 文字を含む区切りフラットファイルに対し
て有効にします。このオプションを有効にしない場合、データ統合サービスは
文字列に NULL 文字を含む行に対して行エラーを生成します。
デフォルトでは無効になっています。

行順序ありのバッファ長 データ統合サービスが読み取る 1 行のバイト数。
データ統合サービスは、このプロパティと合計の行サイズを使用して、行を削
除するかどうかを決定します。行が、行順序ありのバッファ長、または合計の
行サイズのどちらか大きい方のサイズを超える場合、データ統合サービスはそ
の行を削除してマッピングログファイルに書き込みます。行のサイズを決定す
るには、カラムの精度と区切り文字を追加して、その合計に各文字の最大バイ
ト数を掛けます。
デフォルトは 1024 です。

ランタイムカラム名の生
成

実行時にカラムメタデータを生成する方法を決定します。
次のいずれかのオプションを選択します。
- 自動（Field1、Field2...）。 データ統合サービスは、データ内のカラムの位置

に基づいて、カラムメタデータを取り込みます。 フラットファイルのカラム
メタデータは、フラットファイルデータオブジェクトの形式プロパティの

［開始インポート行］属性に指定された行を開始位置として、実行時に構築
されます。

- データファイルヘッダーから（最初の行）。 フラットファイルの先頭行にヘ
ッダ行があり、データ統合サービスはこのヘッダ行を使用してカラムメタデ
ータを決定します。

- 制御ファイルから。 データ統合サービスは、カラム名、精度、データ型、ス
ケール、処理バイト数など、制御ファイル内のデータに基づいてカラムメタ
データを構築します。

制御ファイル名 制御ファイルの名前。 制御ファイルからランタイムカラム名を生成する場合は
必須。

制御ファイルディレクト
リ

制御ファイルが存在するディレクトリ。 制御ファイルからランタイムカラム名
を生成する場合は必須。

デフォルトのフィールド
タイプ

実行時に生成される追加ポートのデータ型。

デフォルトの精度 実行時に生成される追加ポートの精度。
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プロパティ 説明
デフォルトのスケール 実行時に生成される追加ポートのスケール。
制約 データ行の各値が満足する必要のある条件式。 式エディタを使用して、TRUE

に評価される式を入力します。 データ統合サービスは、制約を読み取ると、
TRUE に評価されない行を削除します。
例えば、ソースフラットファイルに AGE カラムがあるとします。 このとき、
フラットファイルデータオブジェクトに対して「AGE < 70」という制約を設定
できます。 データ統合サービスは、ソースフラットファイルから制約「AGE < 
70」を満たす行を読み取ります。 データ統合サービスは「AGE >= 70」の行を
読み取ると、その行を削除します。

ランタイム:書き込みプロパティ
Developer tool では、［詳細］ビューの［ランタイム: 書き込み］セクションに、フラットファイルターゲット
のランタイムプロパティが表示されます。 データ統合サービスは、フラットファイルに対してデータの書き込
みを行う際にこの情報を使用します。
以下の表に、フラットファイルデータオブジェクトに設定する書き込みプロパティを示します。

プロパティ 説明
存在する場合は追加 ターゲットファイルおよび拒否ファイルに出力データを追加します。

このオプションを選択しない場合、データ統合サービスはターゲットファイル
および拒否ファイルを切り詰めてからデータを書き込みます。ファイルが存在
しない場合、データ統合サービスによって作成されます。
デフォルトでは無効になっています。

存在しない場合はディレ
クトリを作成

ターゲットディレクトリが存在しない場合は作成します。
デフォルトでは無効になっています。

ヘッダーのオプション ファイルターゲットにヘッダ行を作成します。以下のオプションを選択するこ
とができます。
- ヘッダなし。フラットファイルターゲットにヘッダ行を作成しません。
- 出力フィールド名。出力ポート名が指定されたファイルターゲットにヘッダ

行を作成します。
- ヘッダコマンド出力を使用。ヘッダ行を生成するには、［ヘッダコマンド］フ

ィールドでこのコマンドを使用します。たとえば、ファイルターゲットのヘ
ッダ行にデータを追加するコマンドを使用できます。

デフォルトは［ヘッダーなし］です。
ヘッダーコマンド ファイルターゲットにヘッダ行を生成するために使用するコマンド。
フッタのコマンド ファイルターゲットにフッタ行を生成するために使用するコマンド。
出力タイプ マッピングのターゲットのタイプ。ターゲットデータをフラットファイルに書

き込むためのファイルを選択します。データをコマンドに出力するコマンドを
選択します。
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プロパティ 説明
コマンド ターゲットデータの処理に使用するコマンド。

UNIX では、有効な任意の UNIX コマンドまたはシェルスクリプトを使用しま
す。例えば、UNIX 上のターゲットデータから圧縮ファイルを生成するには、次
のコマンドを使用します。
compress -c - > MyTargetFiles/MyCompressedFile.Z
Windows では、有効な任意の DOS コマンドまたはバッチファイルを使用しま
す。フラットファイルライターは、フラットファイルターゲットではなくコマ
ンドにデータを送信します。例えば、ファイルシステム内のステージングデー
タの回避やセキュリティ違反の回避には、Windows 上でターゲットコマンドと
して cmd を使用します。
データ統合サービスではなくコマンドにトランスフォーメーションタスクをプ
ッシュすれば、マッピングのパフォーマンスを向上させることができます。コ
マンドを使用してターゲットデータのソートや圧縮を行うこともできます。

マージコマンド すべてのターゲットパーティションのマージデータの処理に使用するマージコ
マンド。データ統合サービスは、マージデータを処理するためのコマンドに、
コンカレントマージタイプを使用する必要があります。コマンドでは、ターゲ
ットデータの順序が維持されない場合があります。
PowerCenter Express はこのオプションに対応していません。値を入れると、
データ統合サービスはこれを無視します。

出力ファイルディレクト
リ

フラットファイルターゲットの出力ディレクトリ。Informatica サービスをホス
トするマシンは、このディレクトリにアクセスできる必要があります。
複数のパーティションがフラットファイルターゲットに書き込む場合、パフォ
ーマンスを向上させるために、セミコロンで区切られた複数のディレクトリを
入力します。
デフォルトは TargetDir システムパラメータです。

出力ファイル名 フラットファイルターゲットのファイル名。
複数のパーティションがフラットファイルのターゲットに書き込む場合でター
ゲットデータをマージしないことにした場合は、各パーティションが
<output_file_name><partition_number>.out という形式で命名される出力ファイル
に別々に書き込みを行います。

マージタイプ データ統合サービスがパーティション化されたターゲットのデータに対して実
行するマージのタイプ。データ統合サービスがターゲットにパーティションを
作成しない場合、この値は無視されます。
次のいずれかのオプションを選択します。
- マージなし。データ統合サービスは、ターゲット出力を各パーティションの

個別のファイルに同時に書き込みます。
- 連続。データ統合サービスは各パーティションに対して出力ファイルを作成

してから、マッピングの最後にそれらを 1 つのマージファイルにマージしま
す。

- ファイルリスト。データ統合サービスは、各パーティションに対してターゲ
ットファイルを作成し、個々のファイルのパスを含むファイルリストを作成
します。

- 同時進行。データ統合サービスは、すべてのターゲットパーティションのデ
ータをマージファイルに同時に書き込みます。データ統合サービスによって
すべてのパーティションに対しマージファイルに同時に書き込まれるため、
統合ファイル内のデータのソート順は連続していない可能性があります。

PowerCenter Express はこのオプションに対応していません。マージタイプを
選択した場合、データ統合サービスはこれを無視します。
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プロパティ 説明
マージファイルディレク
トリ

すべてのターゲットパーティションに関するマージファイルのディレクトリ。
Informatica サービスをホストするマシンは、このディレクトリにアクセスでき
る必要があります。
PowerCenter Express はこのオプションに対応していません。値を入れると、
データ統合サービスはこれを無視します。
デフォルトは TargetDir システムパラメータです。

マージファイル名 すべてのターゲットパーティションに関するマージファイルの名前。デフォル
トは出力ファイル名です。
PowerCenter Express はこのオプションに対応していません。値を入れると、
データ統合サービスはこれを無視します。

接続タイプ 接続のタイプ。次のオプションから選択します。
- なし。ターゲットファイルは接続を必要としません。 ターゲットファイルの

場所は、出力ファイルディレクトリによって指定されます。
- Hadoop ファイルシステム。 ターゲットファイルは HDFS 内にあります。
デフォルトは［なし］です。

制御ファイル
データ統合サービスでは、制御ファイルに基づいてフラットファイルのカラムメタデータを更新できます。
制御ファイルは、フィールド名、データ型、精度、および位取りが含まれる単純なテキストファイルです。制
御ファイルの各行には 1 つのカラムのデータが含まれます。
実行時に制御ファイルからカラム名を生成するには、フラットデータオブジェクトの［詳細］プロパティで

［ランタイムカラム名の生成］プロパティの［制御ファイルから］を選択します。 読み取りトランスフォーメ
ーション設定して実行時にカラムメタデータを取得する必要もあります。
制御ファイルに次のデータ型を指定できます。
• Bigint
• 日付/時刻
• 10 進型
• 倍精度浮動小数点数型
• 整数型
• 文字列型
• Text
• TimestampwithTZ
制御ファイルを使用してフラットファイルデータオブジェクトに基づく読み取りトランスフォーメーションの
ランタイムカラム名の生成または、フラットファイルデータオブジェクトの作成ができます。 データ統合サー
ビスは制御ファイルに存在する情報を使用して、フラットファイルのカラムメタデータを構築します。カラム
名、精度、データ型、およびスケールの各属性はカンマで区切られます。 カラム間の情報は改行文字で区切ら
れます。
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実行時のカラムの更新
実行時のソースメタデータの変更に対応できるようにフラットファイルデータオブジェクトを設定できます。 
データ統合サービスは、カラムの数または順序がフラットファイルの物理データオブジェクトのカラムの数ま
たは順序と異なる場合に、フラットファイルからデータを読み取ることができます。
例えば、マッピングのソースが別の部門から提供されているとします。ソースの提供元の部門は、ソースファ
イルのカラムの順序を保証できません。場合により、その部門がファイルのカラムを変更していたり、追加の
カラムを含めていたりすることがあります。実行時のソースメタデータの変更を受け付けるようにフラットフ
ァイルデータオブジェクトを設定できます。
ランタイムカラム名は、ソースの任意の行、フラットファイルヘッダー、または制御ファイルから自動的に生
成できます。
入力ルールを使用すると、フラットファイルデータオブジェクトに基づいて読み取りトランスフォーメーショ
ンからマッピング内の次のトランスフォーメーションにランタイムカラムを射影できます。

［データオブジェクト］タブの［実行時に、データソースからデータオブジェクトのカラムを取得します］を選
択するように、読み取りトランスフォーメーションのデータオブジェクトプロパティを設定できます。 このプ
ロパティを設定すると、フラットファイルデータオブジェクトのオプションによって、データ統合サービスに
よるデータの処理方法が決まります。

ランタイムカラム名の自動生成
データ統合サービスでは、カラム位置に基づいて自動的にフラットファイルのカラムメタデータを更新できま
す。
データ統合サービスは、フラットファイルの形式プロパティにインポート開始のために指定する行に基づいて、
フラットファイルのカラムメタデータを動的に更新します。 カラム位置を変更せずに、デフォルトのデータ
型、精度、およびスケールがランタイムカラムのカラムメタデータに使用されます。
ランタイムに自動でカラム名を生成するには、フラットファイルデータオブジェクトの［詳細］プロパティの

［ランタイムカラム名の生成］プロパティで［自動（Field1、Field2...）］を選択します。 読み取りトランスフ
ォーメーション設定して実行時にカラムメタデータを取得する必要もあります。
例えば、フラットファイルデータオブジェクトを設定し、実行時に変更を受け入れます。 カラム位置に基づい
て、フラットファイルのデータによってカラムメタデータが決まります。カラム Dept、Name、Place を使用して、
フラットファイルデータオブジェクトを定義しました。 実行時にデータ統合サービスでフラットファイルのカ
ラムメタデータを動的に構築する必要があります。
入力ファイルには、以下の情報が含まれます。
HR,Bob,Chicago,US,87675Finance,Mary,California,US,65437,t567,4200

［形式］プロパティでフラットファイルデータオブジェクトを設定して、行 1 からデータのインポートが開始す
るようにしました。 最初の行に 5 つのカラムがあるため、データ統合サービスは 5 つのカラムがあるフラット
ファイルデータオブジェクトを処理します。 データ統合サービスは、位置に基づいて一意の名前（Field4 とお
よび Field5）で、フラットファイルデータオブジェクトに追加のランタイムカラムを作成します。 2 番目の行
で追加のカラムは処理されません。
マッピングにフラットファイルデータオブジェクトを追加する場合、読み取りトランスフォーメーションを設
定して実行時にカラムメタデータを取得します。 実行時にデータ統合サービスは、フラットファイルデータオ
ブジェクトを構築し、次の値を使用してフラットファイルの行を処理します。
Dept     Name   Place       Field4  Field5HR       Bob    Chicago     US      87675Finance  Mary   California  US      65437
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データファイルヘッダからのランタイムカラム名の生成
データ統合サービスでは、ヘッダー行を使用してカラムメタデータを決定できます。 フラットファイルの最初
の行がヘッダーです。
デフォルトのデータ型、精度、およびスケールがランタイムカラムのカラムメタデータに使用されますが、実
行時にカラム位置は変更できます。
実行時にデータファイルヘッダーからカラム名を生成するには、フラットデータオブジェクトの［詳細］プロ
パティで［ランタイムカラム名の生成］プロパティの［データファイルヘッダーから（最初の行）］を選択しま
す。 読み取りトランスフォーメーション設定して実行時にカラムメタデータを取得する必要もあります。
例えば、フラットファイルデータオブジェクトを設定し、実行時に変更を受け入れます。 フラットファイルの
データで、データファイルヘッダーに基づいてカラムメタデータを決定します。
カラム Name、Age、Dept があるフラットファイルデータオブジェクトを定義したとします。 フラットファイルデ
ータオブジェクトの詳細プロパティを設定し、データファイルヘッダーから実行時にカラム名を生成できます。
データフラットファイルには、以下の情報が含まれます。
Dept    Name  Place       Country  Phone_No.HR      Bob   Chicago     US       87675Finance Mary  California  US       65437     t567  4200 
マッピングにフラットファイルデータオブジェクトを追加する場合、読み取りトランスフォーメーションを設
定して実行時にカラムメタデータを取得します。 ランタイム中、データ統合サービスは、Dept、Name、Place、
Country および Phone_No のカラムがあるフラットファイルデータオブジェクトを生成します。 Age カラムがフラ
ットファイルヘッダー行に存在しないため、実行時に構成されるフラットファイルデータオブジェクトには Age
カラムがありません。
データ統合サービスは Country や Phone Number などのランタイムカラムをマッピングルールに基づいてダウンス
トリームのトランスフォーメーションにプロパゲートします。

制御ファイルからのカラムメタデータの生成
制御ファイルは単純なテキストファイルであり、それを基にしてフラットファイルデータオブジェクトを作成
できます。 制御ファイルを使用して、実行時にフラットファイルデータオブジェクトに基づいて読み取りトラ
ンスフォーメーションのカラムを更新することもできます。
データ統合サービスが実行時にカラムを生成するときは、フラットファイルデータオブジェクトのプロパティ
に指定されている小数点記号および桁区切り記号を使用します。 フラットファイルデータオブジェクトにカラ
ムが存在する場合、制御ファイルで指定する必要があるのは、カラムの名前のみです。
フラットファイルソースの［詳細］ビューのランタイムプロパティでソースタイプを間接として指定した場合、
実行時に制御ファイルを使用してカラム名を生成できます。
区切りフラットファイルまたは固定長フラットファイルの制御ファイルを作成できます。
フラットファイルデータオブジェクトのランタイムプロパティの制御ファイル名と制御ファイルディレクトリ
はパラメータ化できます。
データ統合サービスは、制御ファイルおよび入力データに指定したカラムメタデータに基づいて制御ファイル
を処理します。
実行時に制御ファイルからカラム名を生成し、ソースデータオブジェクトにファイル名カラムが含まれている
場合、データ統合サービスは検証エラーを重複するファイル名でログに記録します。
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制御ファイルの形式
区切りフラットファイルと固定長フラットファイルの制御ファイル形式は異なります。 制御ファイルを使用し
て、実行時にカラムメタデータを生成したり、フラットファイルデータオブジェクトを作成したりできます。
以下のいずれかの形式を使用して、制御ファイルを作成します。
区切り制御ファイル

区切り制御ファイルの各行の形式は以下のとおりです。
[column name],<data type>,<precision>,<scale>
区切りフラットファイルの制御ファイルの例を以下に示します。
Dept,String,10NamePlace,String,20CountryPhone number,string,30

固定長制御ファイル
固定長制御ファイルの各行の形式は以下のとおりです。
[column name],<data type>,<precision>,<scale>,<number of bytes to process>
区切りフラットファイルの制御ファイルの例を以下に示します。
Dept,String,10NamePlace,String,20CountryPhone number,string,30
固定長ソースの場合、制御ファイルには、処理バイト数用の追加カラムが含まれます。 処理バイト数を指
定しない場合、データ統合サービスは、精度に指定された値を処理バイト数として使用します。

ランタイムプロパティのパラメータ化
追加のカラムのデフォルトのスケール、精度、およびデータ型の値は、フラットファイルデータオブジェクト
のランタイムプロパティの制御ファイルからパラメータ化または指定できます。 フラットファイルデータオブ
ジェクトのランタイムプロパティの制御ファイル名と制御ファイルディレクトリはパラメータ化できます。 物
理データオブジェクトプロパティの［詳細］タブでパラメータを設定します。 物理データオブジェクトからト
ランスフォーメーションを作成するときに、マッピングパラメータを使用してパラメータのデフォルト値をオ
ーバーライドできます。

制御ファイルのランタイム処理
マッピングを開発する際には、フラットファイルからデータを読み取る方法を決めるデータオブジェクト読み
取りプロパティを定義します。 データ統合サービスは、制御ファイルに基づくフラットファイルデータオブジ
ェクトのカラムを処理できます。
データ統合サービスは、制御ファイルに基づいてカラムメタデータを構築する際に、以下のデータ処理基準を
適用します。
フラットファイルデータオブジェクトに指定されていないカラムプロパティについては、デフォルト値を適用
する

データ統合サービスは、制御ファイルにランタイムカラムプロパティが指定されていない場合、フラット
ファイルデータオブジェクトのデフォルトのランタイムプロパティを適用します。 また、制御ファイルの
追加カラムにデータ型、精度、スケールが指定されていない場合は、デフォルトのデータ型、精度、スケ
ールを使用します。

制御ファイルからのカラムメタデータの生成       113



制御ファイルには現れないがフラットファイルデータオブジェクトには存在するカラムについては、データを
NULL として処理する

制御ファイルにフラットファイルデータオブジェクトのカラムが存在しない場合、データ統合サービスは、
データプレビュー時にデータを NULL として処理します。 これらのカラムは制御ファイルに存在しないた
め、データ統合サービスが実行時に処理することはできません。

データ統合サービスは、ソースメタデータが制御ファイルと一致しない場合、マッピングに失敗する
制御ファイルに基づくソースメタデータが入力データと一致しない場合、データ統合サービスはデータの
処理に失敗します。例えば、ソースに制御ファイルのデータ型が含まれており、それがソース内のデータ
型と互換性がない場合、データ統合サービスはマッピングに失敗します。

制御ファイルに関するルールおよびガイドライン
制御ファイルを使用する場合、以下のガイドラインに従います。
• 制御ファイルは、データ統合サービスが実行されているマシンにアクセスできる必要があります。
• 制御ファイルをフラットファイルデータオブジェクトとしてインポート後、データオブジェクトのカラムの

データ型、精度、およびスケールは変更できません。 制御ファイルから追加のカラムのカラム位置および
カラムメタデータは変更できません。

• 制御ファイルに基づいて、実行時にカラム名を生成する場合、ルックアップキャッシュに制御ファイルのメ
タデータが反映されます。 マッピングを一度実行した後、追加のカラムがある同じ制御ファイルを更新す
る場合、ルックアップトランスフォーメーションの［ランタイム］プロパティから［ルックアップソースか
らの再キャッシュ］を選択する必要があります。

• 制御ファイルで日付形式のカラムを指定することはできません。データ統合サービスは、［詳細］ビューの
フラットファイルデータオブジェクトの詳細プロパティで設定されているフラットファイルの日付形式を使
用します。 フラットファイルソースに複数の日付形式がある場合、データ統合サービスはすべての日付の

［詳細］ビューに指定されている 1 つの日付形式のみを使用します。
• 制御ファイルでバイナリデータ型は指定できません。 制御ファイルに TimestampwithTZ データ型が含ま

れる場合、そのデータ型の精度が 36、スケールが 9 に設定されていることを確認します。

Excel からフラットファイルデータオブジェクトへのコピー
Excel でフラットファイルプロパティを設定してから、Developer tool のフラットファイルデータオブジェク
トにコピーできます。フラットファイルプロパティには、カラム名、ネイティブタイプ、精度、スケールなど
があります。多くのカラムのあるフラットファイルデータオブジェクトを作成または編集する必要がある場合
に、このような作業をお勧めします。
注: 各セルの値をフラットファイルデータオブジェクトにコピーする前に、その値が有効であることを確認する
必要があります。例えば、文字列タイプには「0」以外のスケール値を指定できません。精度値には文字を指定
できず、タイプ値には数値を指定できません。情報が適切でない場合は、エラーメッセージが表示されます。
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Excel でのフラットファイルデータオブジェクトの編集
フラットファイルデータオブジェクトの大部分を編集する場合、Developer tool ですべての値を変更する必要
はありません。代わりに、フラットファイルのカラムを Excel にコピーし、オートフィル機能を使用して、す
べての値を同時に変更してから、フラットファイルをもう一度 Developer tool に貼り付け（置換）できます。
1. Developer tool からメタデータをコピーするには、フラットファイルデータオブジェクト内を右クリック

して、［すべて選択］をクリックします。 
2. メタデータを Excel スプレッドシートにコピーします。 
3. Excel スプレッドシート内で変更します。 
4. Excel からメタデータをコピーします。 
5. 変更した内容でフラットファイルデータオブジェクトを更新するには、フラットファイルカラム内を右ク

リックして、［貼り付け（置換）］をクリックします。 

フラットファイルデータオブジェクトへのメタデータのコピー
Excel でメタデータを作成し、それを Developer tool のフラットファイルデータオブジェクトにコピーできま
す。
1. フラットファイルデータオブジェクトを含むマッピングを作成します。 
2. Excel でフラットファイルデータオブジェクトのメタデータを定義します。 
3. Excel からメタデータをコピーします。 
4. メタデータをフラットファイルデータオブジェクトに移動するには、カラム内を右クリックして、［貼り付

け（置換）］をクリックします。次の図は、Excel テーブルの例と、メタデータを Developer tool にコピ
ーした後に作成されるフラットファイルデータオブジェクトを示しています。 

メタデータを Developer tool にコピーした後も、フラットファイルデータオブジェクトを変更できます。

Excel でのデータオブジェクトの編集例
フラットファイルデータオブジェクトを作成しており、すべての精度値を 10 に変更する必要があります。各
フィールドを個別に変更するのではなく、Excel でグローバルに変更を行います。
メタデータを Developer tool から Excel にコピーし、それを変更してから、Developer tool のフラットファ
イルカラムにコピーします。Excel を使用すると、各フィールドを個別に変更する必要がなくなります。
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次の図は、フラットファイルを Excel に移動し、オートフィル機能を使用して特定の値を変更してから、メタ
データを Developer tool のフラットファイルデータオブジェクトにコピーするプロセスを示しています。 

フラットファイルデータオブジェクトの作成
フラットファイルデータオブジェクトは、空のデータオブジェクトとして、既存のフラットファイルまたは制
御ファイルから作成できます。 区切り形式または固定長のフラットファイルデータオブジェクトを任意の方法
で作成できます。
フラットファイルデータオブジェクトを作成する際には、以下の方法でデータオブジェクトを作成できます。
空のデータオブジェクトとして作成

Developer tool でデータオブジェクトのカラムと行を定義する場合は、空のフラットファイルデータオブ
ジェクトを作成します。

既存のフラットファイルから作成
データオブジェクトに含めるメタデータを定義したフラットファイルが用意されている場合は、その既存
のフラットファイルからフラットファイルデータオブジェクトを作成します。

制御ファイルから作成
制御ファイルに基づいてデータオブジェクトのカラムと行を定義する場合は、制御ファイルからフラット
ファイルデータオブジェクトを作成します。

空のフラットファイルデータオブジェクトの作成
Developer tool でデータオブジェクトのカラムと行を定義する場合は、空のフラットファイルデータオブジェ
クトを作成します。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、プロジェクトまたはフォルダを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［データオブジェクト］をクリックします。 
3. ［物理データオブジェクト］ > ［フラットファイルデータオブジェクト］を選択し、［次へ］をクリックし

ます。 
［新しいフラットファイルデータオブジェクト］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［空として作成］を選択します。 
5. データオブジェクトの名前を入力します。 
6. 必要に応じて、［参照］ボタンをクリックして、データオブジェクトのプロジェクトまたはフォルダーを選

択します。 
7. ［次へ］をクリックします。 
8. 処理するデータのコードページに一致するコードページを選択します。 
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9. ［区切り］または［固定長］を選択します。 
10. ［固定長］を選択した場合、［完了］をクリックします。［区切り］を選択し、［次へ］をクリックします。 
11. 次の区切り形式のプロパティを設定します。 

プロパティ 説明
区切り文字 データのカラムを区切るために使用される文字。エスケープ文字またはテキスト修飾子

と同じ区切り文字を入力すると、予期しない結果が生成されることがあります。
引用符 引用符はテキスト文字列の境界を定義します。引用符を選択すると、引用符で囲まれた

文字列内の区切り文字が無視されます。

12. ［完了］をクリックします。 
エディタに空のデータオブジェクトが開きます。 ［概要］ビューでデータオブジェクトのカラムを定義し
ます。

既存のフラットファイルからのフラットファイルデータオブジェクトの作成
データオブジェクトに含めるメタデータを定義したフラットファイルが用意されている場合は、その既存のフ
ラットファイルからフラットファイルデータオブジェクトを作成します。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、プロジェクトまたはフォルダを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［データオブジェクト］をクリックします。 
3. ［物理データオブジェクト］ > ［フラットファイルデータオブジェクト］を選択し、［次へ］をクリックし

ます。 
［新しいフラットファイルデータオブジェクト］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［既存のフラットファイルから作成］を選択します。 
5. ［参照］をクリックし、ファイルを含むディレクトリに移動します。 
6. ［開く］をクリックします。 

選択したファイルと同じ名前がデータオブジェクトに付けられます。
7. 必要に応じて、データオブジェクト名を編集します。 
8. 必要に応じて、［参照］ボタンをクリックして、データオブジェクトのプロジェクトまたはフォルダーを選

択します。 
9. ［次へ］をクリックします。 

10. 処理するデータのコードページに一致するコードページを選択します。 
11. ［区切り］または［固定長］を選択します。 
12. 必要に応じて、プレビューする行の最大数を編集します。 
13. ［次へ］をクリックします。 
14. フラットファイルが区切りまたは固定長のどちらであるかに応じて、フォーマットプロパティを設定しま

す。 
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• 区切りフラットファイルの場合は、次のプロパティを設定します。

プロパティ 説明
区切り文字 データのカラムを区切るために使用される文字。エスケープ文字またはテキスト修

飾子と同じ区切り文字を入力すると、予期しない結果が生成されることがあります。
引用符 引用符はテキスト文字列の境界を定義します。引用符を選択すると、引用符で囲ま

れた区切り文字が無視されます。
1 行目から
カラム名を
インポート

選択すると、Developer tool は最初の行のデータをカラム名として使用します。カ
ラム名が最初の行に含まれている場合に、このオプションを選択します。有効でな
いフィールド名にはプレフィックス「FIELD_」が付きます。

行区切り文
字

改行文字を指定します。リストから選択するか、文字を入力します。8 進コードの前
にはバックスラッシュ（\）をつけます。1 文字を使用するには、その文字を入力し
ます。
入力した文字の先頭にバックスラッシュが付いていない場合は、データ統合サービ
スは最初の文字だけを使用します。文字は 1 バイト文字とします。コードページ内
のそれ以外の文字には、そのバイトが含まれていてはいけません。デフォルトは、
改行、\012 LF（\n）です。

エスケープ
文字

引用符で囲まれていない文字列におけるカラム区切り文字の直前の文字、または引
用符で囲まれた文字列内における引用符の直前の文字。エスケープ文字を指定する
と、データ統合サービスは、区切り文字を普通の文字として読み込みます。

次の行から
インポート
を開始

データ統合サービスがファイルをインポートする際に、読み込みを開始する行番号。
例えば 2 行目から開始するように指定すると、1 行目をスキップしてから読み込みを
開始します。

連続した区
切り文字を
1 文字とし
て扱う

選択した場合、データ統合サービスは１つ以上の連続したカラム区切り文字を１つ
のカラム区切り文字として読み取ります。このオプションを選択しない場合、デー
タ統合サービスは 2 つの連続した区切り文字を 1 つの NULL 値として読み取ります。

データ内の
エスケープ
文字を維持

出力文字列にエスケープ文字を含めます。

• 固定長フラットファイルの場合は、次のプロパティを設定します。

プロパティ 説明
1 行目からカラム名をインポート 選択すると、Developer tool は最初の行のデータをカラム

名として使用します。カラム名が最初の行に含まれている
場合に、このオプションを選択します。

次の行からインポートを開始 データ統合サービスがファイルをインポートする際に、読
み込みを開始する行番号。例えば 2 行目から開始するよう
に指定すると、1 行目をスキップしてから読み込みを開始
します。

カラムの区切り 固定長ファイルのカラムの区切りを設定します。 ［区切り
の編集］をクリックしてカラムの境界線を編集します。ま
たは、表示される指示に従い、ファイルのプレビューウィ
ンドウでカラム間の境界線を操作します。カラムの境界線
はドラッグして移動できます。境界線を削除するには、こ
れをダブルクリックします。
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15. ［次へ］をクリックして、フラットファイルデータオブジェクトをプレビューします。 
16. ［完了］をクリックします。 

データオブジェクトがエディタに表示されます。

制御ファイルからのフラットファイルデータオブジェクトの作成
制御ファイルに基づいてデータオブジェクトのカラムと行を定義する場合は、制御ファイルからフラットファ
イルデータオブジェクトを作成します。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、プロジェクトまたはフォルダを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［データオブジェクト］をクリックします。 
3. ［物理データオブジェクト］ > ［フラットファイルデータオブジェクト］を選択し、［次へ］をクリックし

ます。 
［新しいフラットファイルデータオブジェクト］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［制御ファイルから作成］を選択します。 
5. ［参照］をクリックし、制御ファイルが含まれるディレクトリに移動します。 
6. ［開く］をクリックします。 

選択した制御ファイルと同じ名前がデータオブジェクトに付けられます。
7. 必要に応じて、データオブジェクト名を編集します。 
8. 必要に応じて、［参照］ボタンをクリックして、データオブジェクトのプロジェクトまたはフォルダーを選

択します。 
9. ［次へ］をクリックします。 

10. 処理するデータのコードページに一致するコードページを選択します。 
11. ［区切り］または［固定長］を選択します。 
12. ［固定長］を選択した場合、［完了］をクリックします。［区切り］を選択し、［次へ］をクリックします。 
13. 次の区切り形式のプロパティを設定します。 

プロパティ 説明
区切り文字 データのカラムを区切るために使用される文字。エスケープ文字またはテキスト修飾子

と同じ区切り文字を入力すると、予期しない結果が生成されることがあります。
引用符 引用符はテキスト文字列の境界を定義します。引用符を選択すると、引用符で囲まれた

文字列内の区切り文字が無視されます。

14. ［完了］をクリックします。 
データオブジェクトがエディタに表示されます。
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第  7  章

データの論理ビュー
この章では、以下の項目について説明します。
• データの論理ビューの概要, 120 ページ
• データの論理ビューの開発, 122 ページ
• 論理データオブジェクトモデル, 122 ページ
• 論理データオブジェクトモデルのプロパティ, 124 ページ
• 論理データオブジェクト, 130 ページ
• 論理データオブジェクトマッピング, 134 ページ

データの論理ビューの概要
データの論理ビューは、企業内に存在するデータを表すビューです。 データの論理ビューには、論理データモ
デル、論理データオブジェクト、および論理データオブジェクトマッピングが含まれます。
データの論理ビューは、以下の目的で使用します。
• 個々のビジネスニーズに対応しようとしてデータを定義しなおす手間を省くため、企業全体で共通のデータ

モデルを使用する。これは、データ属性に変更があったときに変更の適用が 1 回で済むことを意味していま
す。つまり、1 つのマッピングを使用して、このデータを使用するすべてのデータベースに変更を反映でき
るのです。

• 関連するデータのソースを見つけて、単一のビューに表示する。データは企業内のさまざまな場所（リレー
ショナルデータベースやフラットファイルなど）に存在しますが、1 つのビューからすべてのデータソース
にアクセスして表示することができます。

• 論理データをリレーショナルテーブルとして公開し、再利用を促進する。
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以下の図に、関連する論理データオブジェクト例を示します。

論理データオブジェクトモデルの例
論理データオブジェクトモデルを作成して、企業内の論理エンティティを示します。 例えば、論理データオブ
ジェクトモデルを作成して、異なるソースからのアカウントデータを単一のビューに表示します。
American Bank が California Bank を買収しました。 買収後、American Bank は以下の操作が必要になりま
した。
• 両行のデータを、上位 10 位の顧客レポートなどのビジネスインテリジェンスレポートに表示する。
• 両行のデータを中央のデータウェアハウスに統合する。
従来、American Bank は、開発環境でデータを中央のデータウェアハウスに統合し、データを検証して、その
データウェアハウスをプロダクション環境に移動していました。 このプロセスには数か月以上を要していまし
た。 また、American Bank では、ビジネスインテリジェンスレポートはプロダクション環境のデータウェア
ハウスに対して実行していました。
American Bank の開発者は Developer ツールを使用して、顧客、口座、支店、およびその他の企業内データ
のモデルを作成できます。 American Bank と California Bank のリレーショナルソースを、顧客の単一ビュー
にリンクします。 その結果、中央のデータウェアハウスを作成する前に、ビジネスインテリジェンスレポート
に使用可能なデータを作成できます。

データの論理ビューの概要       121



データの論理ビューの開発
企業におけるデータへのアクセス方法とデータの使用方法を表す、データの論理ビューを開発します。
データの論理ビューを開発した後、データサービスに追加して、仮想データをエンドユーザーが使えるように
します。
データの論理ビューを開発する前に、論理データオブジェクトマッピングで使用する物理データオブジェクト
を定義できます。 データ品質を分析するために物理データソースをプロファイルすることもできます。
1. 論理データモデルを作成またはインポートします。 
2. 必要に応じて、論理データオブジェクトを論理データオブジェクトモデルに追加して、オブジェクト間の

リレーションを定義します。 
3. 論理データオブジェクトに対してデータの読み取りまたは書き込みを行うための論理データオブジェクト

マッピングを作成します。論理データオブジェクトマッピングには、データを変換するためのトランスフｫ
ーメーションロジックを含めることができます。このトランスフォーメーションには、データを検証およ
びクレンジングするためのデータ品質トランスフォーメーションを含めることができます。 

4. 論理データオブジェクトマッピングの出力を表示します。 

論理データオブジェクトモデル
論理データオブジェクトモデルは、企業内のデータの構造および使用方法を表します。論理データオブジェク
トモデルは論理データオブジェクトを含み、オブジェクト間のリレーションを定義します。
論理データオブジェクトモデルを定義して、企業内のデータの統合モデルを作成します。企業のデータは、リ
レーショナルデータベースやフラットファイルなど、複数の異なるソースシステム内に存在します。論理デー
タオブジェクトモデルは、ソースシステムにかかわらず、ビジネスの観点からデータを表します。論理データ
オブジェクトモデルを作成して、データの検証、データ属性の記述、および属性間のリレーションの定義を行
います。
例えば、American Bank の顧客口座データが Oracle データベースに存在し、California Bank のデータが IBM 
DB2 データベースに存在する場合に、顧客と口座のリレーションを定義する、顧客口座の統合モデルを作成す
るには、このリレーションを定義する論理データオブジェクトモデルを作成します。
モデリングツールから論理データオブジェクトモデルをインポートすることができます。モデリングツールで
作成した XSD ファイルから論理データオブジェクトモデルをインポートすることもできます。または、
Developer ツールで論理データオブジェクトモデルを手動で作成することもできます。
論理データオブジェクトモデルはプロジェクトまたはフォルダーに追加して、モデルリポジトリ内に格納しま
す。
エンドユーザーが論理データオブジェクトに対して SQL クエリを実行できるようにするには、論理データオブ
ジェクトを SQL データサービスに含めます。論理データオブジェクトを仮想テーブルのソースにします。エン
ドユーザーが Web 経由で論理データオブジェクトにアクセスできるようにするには、論理データオブジェクト
を Web サービスに含めます。論理データオブジェクトを操作のソースにします。

論理データオブジェクトモデルの作成
論理データオブジェクトモデルを作成して、企業内のデータの構造および使用方法を定義します。論理データ
オブジェクトモデルを作成する際には、論理データオブジェクトを追加できます。物理データオブジェクトを
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各論理データオブジェクトに関連付けます。Developer ツールで、モデルの各論理データオブジェクトに対す
る論理データオブジェクト読み取りマッピングを作成します。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、プロジェクトまたはフォルダを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［論理データオブジェクトモデル］をクリックします。 

［新規］ダイアログボックスが表示されます。
3. ［論理データオブジェクトモデル］を選択し、［次へ］をクリックします。 

［新しい論理データオブジェクトモデル］ダイアログボックスが表示されます。
4. 論理データオブジェクトモデルの名前を入力します。 
5. 論理データオブジェクトを作成するには、［次へ］をクリックします。空の論理データオブジェクトモデル

を作成するには、［完了］をクリックします。 
［次へ］をクリックすると、論理データオブジェクトをモデルに追加するように求められます。

6. 論理データオブジェクトを作成するには、［新規］ボタンをクリックします。 
論理データオブジェクトがリストに追加されます。

7. ［名前］カラムに名前を入力します。 
8. 必要に応じて、［データオブジェクト］カラムの［オープン］ボタンをクリックして、物理データオブジェ

クトを論理データオブジェクトに関連付けます。 
［データオブジェクトの選択］ダイアログボックスが表示されます。

9. 物理データオブジェクトを選択し、［OK］をクリックします。 
10. 手順 6～9 を繰り返して、論理データオブジェクトを追加します。 
11. ［完了］をクリックします。 

論理データオブジェクトモデルがエディタに表示されます。

モデリングツールからの論理データオブジェクトモデルのインポート
モデリングツールまたは XSD ファイルから論理データオブジェクトモデルをインポートすることができます。 
企業内の既存の構造のモデルおよびデータを利用するには、論理データオブジェクトモデルをインポートしま
す。
1. 論理データオブジェクトモデルのインポート先のプロジェクトまたはフォルダーを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［論理データオブジェクトモデル］をクリックします。 

［新しい論理データオブジェクトモデル］ダイアログボックスが表示されます。
3. ［データモデルから論理データオブジェクトモデル］を選択します。 
4. ［次へ］をクリックします。 
5. ［モデルタイプ］フィールドで、論理データオブジェクトモデルのインポート元のモデリングツールを選択

します。 
6. 論理データオブジェクトモデルの名前を入力します。 
7. ［参照］をクリックして、論理データオブジェクトモデルの場所を選択します。 
8. ［次へ］をクリックします。 
9. インポートするファイルを参照し、選択して［オープン］をクリックします。 

10. インポートプロパティを設定します。 
11. ［次へ］をクリックします。 
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12. 論理データオブジェクトを論理データオブジェクトモデルに追加します。 
13. ［完了］をクリックします。 

論理データオブジェクトがエディタに表示されます。

論理データオブジェクトモデルのプロパティ
論理データオブジェクトモデルをモデリングツールからインポートする場合、このツールに関連付けられたプ
ロパティを指定します。

CA ERwin Data Modeler のインポートプロパティ
論理データオブジェクトモデルを CA ERwin Data Modeler からインポートする場合、インポートプロパティを
設定します。
以下の表に、モデルを CA ERwin Data Modeler からインポートする場合に設定するプロパティを示します。

プロパティ 説明
UDP のインポート ユーザー定義プロパティのインポート方法を指定します。

次のいずれかのオプションを選択します。
- メタデータとして: 明示的な値をプロパティ値オブジェクトとしてイ

ンポートします。 明示的な値はエクスポートされません。
- メタデータとして既定値を移行: 明示的な値および黙示的な値をプロ

パティ値オブジェクトとしてインポートします。
- 説明に既定値を移行: 黙示的な場合にも、プロパティ名と値をオブジ

ェクトの説明プロパティに追加します。
- 両方で既定値を移行: 黙示的な場合にも、UDP 値をメタデータとし

て、またオブジェクトの説明にインポートします。
デフォルトは［メタデータとして］です。

リレーション名のインポート ERwin からのリレーション名のインポート方法を指定します。
次のいずれかのオプションを選択します。
- リレーション名から
- リレーション説明から
デフォルトは［リレーション名から］です。

ID のインポート オブジェクトの一意の ID をネイティブ ID プロパティとして設定する
かどうかを指定します。

サブジェクト領域のインポート ERwin からのサブジェクト領域のインポート方法を指定します。
次のいずれかのオプションを選択します。
- 図としてインポート
- パッケージおよび図としてインポート
- パッケージおよび図としてインポート、各エンティティに対して 1

つのサブジェクト領域を想定しています
- サブジェクト領域をインポートしない
デフォルトは［図としてインポート］です。
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プロパティ 説明
カラム順序のインポート形式 テーブル内のカラムの位置のインポート方法を指定します。

次のいずれかのオプションを選択します。
- カラム順序: ERwin 物理ビューに表示されるカラムの順序。
- 物理的順序: SQL DDL で生成されたときの、データベース内のカラム

の順序。
デフォルトは［物理的順序］です。

所有者スキーマのインポート 所有者スキーマをインポートするかどうかを指定します。

IBM Cognos Business Intelligence Reporting - Framework Manager のインポートプロパティ
IBM Cognos Business Intelligence Reporting - Framework Manager から論理データオブジェクトモデルを
インポートする場合、インポートプロパティを設定します。
以下の表に、モデルを IBM Cognos Business Intelligence Reporting - Framework Manager からインポート
する場合に設定するプロパティを示します。

プロパティ 説明
フォルダの表示 Framework Manager のフォルダの表示方法を指定します。

次のいずれかのオプションを選択します。
- 無視: フォルダを無視します。
- フラット: フォルダを図として表しますが、階層は維持しません。
- 階層: フォルダを図として表し、階層も維持します。
デフォルトは［無視］です。

パッケージの表示 Cognos Framework Manager のパッケージの表示方法を指定します。
次のいずれかのオプションを選択します。
- 無視: サブジェクト領域を無視します。
- サブジェクト領域: パッケージをサブジェクト領域として表します。
- モデル: パッケージをモデルとして表します。
デフォルトは［無視］です。

リバースエンジニアリングのリレ
ーション

2 つの dbQueries 間のリレーションを参照整合性制約として計算する
かどうかを指定します。

テーブルデザインレベル インポートしたテーブルのデザインレベルの制御方法を指定します。
次のいずれかのオプションを選択します。
- 論理および物理: テーブルは、モデルの論理ビューと物理ビューの両

方で表示されます。
- 物理: テーブルはモデルの物理ビューで表示されます。
デフォルトは［物理］です。

使用方法プロパティを無視 queryItem の使用方法プロパティを使用するかどうかを指定します。
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SAP BusinessObjects Designer のインポートプロパティ
論理データオブジェクトモデルを SAP BusinessObjects Designer からインポートする場合、インポートプロ
パティを設定します。
以下の表に、モデルを SAP BusinessObjects Designer からインポートする場合に設定するプロパティを示し
ます。

プロパティ 説明
System BusinessObjects リポジトリの名前。

BusinessObjects versions 11.x および 12.x (XI)の場合、Central 
Management Server の名前を入力します。 BusinessObjects version 
5.x および 6.x の場合、Supervisor アプリケーションによって定義され
たリポジトリの名前を入力します。

認証モード ログイン認証モード。
このパラメータは、SAP BusinessObjects Designer 11.0 以降に適用さ
れます。
次のいずれかの認証モードを選択します。
- エンタープライズ: Business Objects Enterprise ログイン
- LDAP: LDAP サーバー認証
- Windows AD: Windows Active Directory サーバー認証
- Windows NT: Windows NT ドメインサーバー認証
- スタンドアロン: スタンドアロン認証
デフォルトは［エンタープライズ］です。

ユーザー名 BusinessObjects サーバーのユーザー名。 バージョン 11.x および 12.x 
(XI)の場合、BusinessObjects グループのメンバであることが必要で
す。

パスワード BusinessObjects サーバーのパスワード。
サイレント実行 対話式モードで実行するか、サイレントモードで実行するかを指定し

ます。
デフォルトは［サイレント］です。

実行後に閉じる Developer Tool がモデルのインポートを完了した後に
BusinessObjects を閉じるかどうかを指定します。

テーブルデザインレベル インポートしたテーブルのデザインレベルを指定します。
次のいずれかのオプションを選択します。
- 論理および物理: テーブルは、モデルの論理ビューと物理ビューの

両方で表示されます。
- 物理: テーブルはモデルの物理ビューで表示されます。
デフォルトは［物理］です。

結合を外部キーに変換 モデル内の単純な SQL 結合を外部キーリレーションに変換します。
データベースデザインツールなど、構造化リレーショナルメタデータ
のみをサポートするツールにモデルをエクスポートする場合、このパ
ラメータを選択します。
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プロパティ 説明
クラス表示 クラスおよびサブクラスのツリー構造をインポートする方法を指定し

ます。 Developer ツールは、CWM OLAP 標準の定義どおりに各クラス
をディメンションとしてインポートします。 また、Developer ツール
は、クラスおよびサブクラスを CWM 標準および UML 標準の定義どお
りにパッケージのツリーとしてインポートします。
次のいずれかのオプションを選択します。
- フラット構造: Developer ツールはパッケージを作成しません。
- 単純ツリー構造: Developer ツールは、サブクラスを持つ各クラスの

パッケージを作成します。
- 完全ツリー構造: Developer ツールは、各クラスのパッケージを作成

します。
デフォルトは［フラット構造］です。

値のリストを含める オブジェクトに関連付けられている値のリストをインポートする方法
を制御します。

次元プロパティのトランスフォー
メーション

次元名、説明、およびロールを、基本テーブルに変換する方法、およ
び属性名、説明、データ型を基本カラムに変換する方法を指定しま
す。
次のいずれかのオプションを選択します。
- 無効: プロパティ変換は発生しません。
- 有効: 次元オブジェクトとリレーションオブジェクト間に直接一致

がある場合にプロパティ変換が発生します。 Developer ツールは、
次元名をリレーション名に移行します。

- 有効（名前を保持）: 次元オブジェクトとリレーションオブジェク
ト間に直接一致がある場合にプロパティ変換が発生します。 
Developer ツールはリレーション名を保持します。

デフォルトは［無効］です。

SAP PowerDesigner CDM のインポートプロパティ
論理データオブジェクトモデルを SAP PowerDesigner CDM からインポートする場合、インポートプロパティ
を設定します。
次の表に、SAP PowerDesigner CDM からモデルをインポートする場合に設定するプロパティを示します。

プロパティ 説明
UDP のインポート ユーザー定義プロパティのインポート方法を指定します。

次のいずれかのオプションを選択します。
- メタデータとして: 明示的な値をプロパティ値オブジェクトとして

インポートします。 明示的な値はエクスポートされません。
- メタデータとして既定値を移行: 明示的な値および黙示的な値をプ

ロパティ値オブジェクトとしてインポートします。
- 説明に既定値を移行: 黙示的な場合にも、プロパティ名と値をオブ

ジェクトの説明プロパティに追加します。
- 両方で既定値を移行: 黙示的な場合にも、UDP 値をメタデータとし

て、またオブジェクトの説明にインポートします。
デフォルトは［メタデータとして］です。

関連クラスのインポート 関連クラスをインポートするかどうかを指定します。
ID のインポート オブジェクトの一意の ID をネイティブ ID プロパティとして設定する

かどうかを指定します。
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プロパティ 説明
説明フィールドに容量情報を追加
する

オカレンス数の情報をインポートして説明プロパティに追加します。

テキストの書式の削除 リッチテキスト書式を削除するか保持するかを指定します。
モデルが PowerDesigner 7.0 または 7.5 で生成された場合は、このオ
プションを選択します。
モデルが PowerDesigner 8.0 以上で生成された場合は、このオプショ
ンをクリアします。

SAP PowerDesigner PDM のインポートプロパティ
SAP PowerDesigner PDM から論理データオブジェクトモデルをインポートする場合、インポートプロパティ
を設定します。
次の表に、SAP PowerDesigner PDM からモデルをインポートする場合に設定するプロパティを示します。

プロパティ 説明
UDP のインポート ユーザー定義プロパティのインポート方法を指定します。

次のいずれかのオプションを選択します。
- メタデータとして: 明示的な値をプロパティ値オブジェクトとして

インポートします。 明示的な値はエクスポートされません。
- メタデータとして既定値を移行: 明示的な値および黙示的な値をプ

ロパティ値オブジェクトとしてインポートします。
- 説明に既定値を移行: 黙示的な場合にも、プロパティ名と値をオブ

ジェクトの説明プロパティに追加します。
- 両方で既定値を移行: 黙示的な場合にも、UDP 値をメタデータとし

て、またオブジェクトの説明にインポートします。
デフォルトは［メタデータとして］です。

ID のインポート オブジェクトの一意の ID をネイティブ ID プロパティとして設定する
かどうかを指定します。

説明フィールドに容量情報を追加
する

オカレンス数の情報をインポートして説明プロパティに追加します。

テキストの書式の削除 リッチテキスト書式を削除するか保持するかを指定します。
モデルが PowerDesigner 7.0 または 7.5 で生成された場合は、このオ
プションを選択します。
モデルが PowerDesigner 8.0 以上で生成された場合は、このオプショ
ンをクリアします。
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XSD のインポートプロパティ
モデリングツールでエクスポートした XSD ファイルから論理データオブジェクトモデルをインポートすること
ができます。
以下の表に、モデルを XSD ファイルからインポートする場合に設定するプロパティを示します。

プロパティ 説明
要素のコンテンツ名 XSD ファイル内の#PCDATA などのテキストコンテンツを保持するた

めの属性。
デフォルトは［メタデータとして］です。

縮小レベル クラスを縮小する状況を指定します。 選択した値によって、XSD ファ
イルの要素と属性のすべてがインポートされるか、または一部がイン
ポートされるかが決まります。
次のいずれかのオプションを選択します。
- なし: すべての XSD 要素はクラスになり、すべての XSD 属性は属性

になります。
- 空: 空のクラスのみが、親クラスに縮小されます。
- 単一属性: 属性が 1 つで、子がない XSD 要素のみが親クラスに縮小

されます。
- 子なし: 子がない XSD 要素のみが親クラスに縮小されます。
- すべて: すべての縮小可能な XSD 要素が親クラスに縮小されます。
デフォルトは［すべて］です。

星印を縮小 入力 xlink を持つ XML 要素を親クラスに縮小するかどうかを指定しま
す。

クラスタイプ 要素を親要素に縮小する場合にクラスタイプを作成するかどうかを指
定します。

Any 「xs:any」疑似要素に対するクラスまたはエンティティを作成するかど
うかを指定します。

ID の生成 プライマリキーと外部キーを作成するための追加の属性を生成するか
どうかを指定します。 デフォルトでは、追加の属性は生成されませ
ん。

置換グループのインポート方法 継承の表示方法を指定します。
次のいずれかのオプションを選択します。
- 汎化: 継承を汎化として表します。
- ロールダウン: サブクラスの継承された属性を複製します。
デフォルトは［ロールダウン］です。

インクルードパス インクルードされたスキーマファイルを含むディレクトリのパス（該
当する場合）。

UDP 名前空間 ユーザー定義プロパティとしてインポートされる属性を含む名前空
間。

論理データオブジェクトモデルのプロパティ       129



論理データオブジェクト
論理データオブジェクトは論理データオブジェクトモデル内のオブジェクトであり、企業の論理エンティティ
を表します。 論理データオブジェクトには属性とキーがあり、属性間のリレーションを表します。
相互に関係する論理データオブジェクトをデータオブジェクトモデルに含めます。 例えば、国立銀行の論理デ
ータオブジェクトモデルに、論理データオブジェクト「Customer（顧客）」と「Account（口座）」があるとし
ます。 論理データオブジェクトモデルは、顧客と口座のリレーションを表します。
このモデルでは、論理データオブジェクト Account は、属性 Account_Number（口座番号）を含みます。 口
座を一意に識別する Account_Number がプライマリキーです。 Customer データオブジェクトは各顧客の口
座を参照する必要があるため、Account には論理データオブジェクト Customer とのリレーションがありま
す。
物理データオブジェクトを論理データオブジェクトモデルエディタにドラッグして、論理データオブジェクト
を作成できます。 または、論理データオブジェクトを作成して、属性とキーを定義します。

論理データオブジェクトのプロパティ
論理データオブジェクトには、データオブジェクトを定義するプロパティと、論理データオブジェクトモデル
内の他の論理データオブジェクトへのリレーションが含まれます。
論理データオブジェクトのプロパティは、エディタ内のエディタタブにまとめられています。以下の図に、論
理データオブジェクトエディタを示します。
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次の表では、論理データオブジェクトエディタに表示される情報について説明します。

タブ名 説明
概要 ［全般］領域には、論理データオブジェクトの名前、説明、読み取りおよび書き込みマッピ

ング（該当する場合）が含まれます。
［属性］領域には、論理データオブジェクト内のデータの構造が表示されます。

キー 論理データオブジェクト内の 1 つ以上の属性をプライマリキーまたは一意キーに指定できま
す。

リレーショ
ン

論理データオブジェクト間の関連付け。

アクセス 論理データオブジェクトとデータオブジェクトの各属性に対するアクセスの種類。
読み取りマ
ッピング

論理データオブジェクトに関連付けられている論理データオブジェクト読み取りマッピン
グ。論理データオブジェクトに読み取りマッピングが含まれていない場合は、［読み取りマ
ッピング］タブは表示されません。

書き込みマ
ッピング

論理データオブジェクトに関連付けられている論理データオブジェクト書き込みマッピン
グ。論理データオブジェクトに書き込みマッピングが含まれていない場合は、［書き込みマ
ッピング］タブは表示されません。

属性のリレーション
リレーションは、1 つ以上の論理データオブジェクトのプライマリキー属性または外部キー属性間の関連付け
です。
属性間には以下のタイプのリレーションを定義できます。
識別

ある属性が他の属性との関連付けによって識別される、2 つの属性間のリレーション。
例えば、論理データオブジェクト Branch（支店）の Branch_ID（支店 ID）属性と、論理データオブジェ
クト Customer（顧客）の Branch_Location（支店の場所）属性間のリレーションは「識別」です。 支店
ID は、支店の場所に対して一意だからです。

非識別
一方の属性を他方の属性に依存せずに識別する、2 つの属性間のリレーション。
例えば、論理データオブジェクト Account（口座）の Account_Type（口座種別）属性と、論理データオ
ブジェクト Customer（顧客）の Account_Number（口座番号）属性間のリレーションは「非識別」で
す。 口座種別は、口座番号と関連付けなくても識別可能です。

リレーションを定義する際、論理データオブジェクトモデルでは、識別リレーションが実線で表されます。 非
識別リレーションは属性間の点線で表されます。

論理データオブジェクトの作成
論理データオブジェクトを論理データオブジェクトモデル内に作成し、企業の論理エンティティを定義できま
す。
1. ［ファイル］ > ［新規］ > ［論理データオブジェクト］をクリックします。 
2. 論理データオブジェクト名を入力します。 
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3. 論理データオブジェクトの論理データオブジェクトモデルを選択し、［完了］をクリックします。 
論理データオブジェクトが論理データオブジェクトモデルエディタに表示されます。

4. 論理データオブジェクトを選択し、［プロパティ］ビューをクリックします。 
5. ［全般］領域の［概要］タブで、必要に応じて論理データオブジェクトの名前と説明を編集できます。 
6. ［属性］領域の［概要］タブで、属性を作成し、そのデータ型と精度を指定できます。 

7. ［キー］タブで、必要に応じてデータオブジェクトのプライマリキーと一意キーを指定します。 
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8. ［リレーション］タブで、必要に応じて論理データオブジェクト間のリレーションを作成します。 

9. ［アクセス］タブで、必要に応じて論理データオブジェクトとデータオブジェクトの各属性のアクセスの種
類を編集します。 
デフォルトは［読み取り専用］です。
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10. ［読み取りマッピング］タブで、必要に応じて、論理データオブジェクト読み取りマッピングを作成しま
す。 

11. ［書き込みマッピング］タブで、必要に応じて、論理データオブジェクト書き込みマッピングを作成しま
す。 

12. 論理データオブジェクトを保存します。 

論理データオブジェクトマッピング
論理データオブジェクトマッピングは、論理データオブジェクトを 1 つ以上の物理データオブジェクトにリン
クするマッピングです。 論理データオブジェクトマッピングには、トランスフｫーメーションロジックを含め
ることができます。
論理データオブジェクトマッピングのタイプは以下のいずれかです。
• 読み取り
• 書き込み
各論理データオブジェクトを、1 つの論理データオブジェクト読み取りマッピングまたは 1 つの論理データオ
ブジェクト書き込みマッピングに関連付けることができます。

論理データオブジェクト読み取りマッピング
論理データオブジェクト読み取りマッピングには、入力として 1 つ以上の物理データオブジェクトが、また出
力として 1 つの論理データオブジェクトが含まれます。 マッピングには、データを変換するためのトランスフ
ｫーメーションロジックを含めることができます。
論理データオブジェクト読み取りマッピングは、基のデータソースにアクセスせずに、データにアクセスする
方法を提供します。 また、複数のソースのデータを 1 つのビューにまとめて表示することを可能にします。
例えば、American Bank に顧客の口座の論理データオブジェクトモデルがあり、この論理データオブジェクト
モデルには Customers（顧客）論理データオブジェクトが含まれているとします。
Customers 論理データオブジェクトにある 2 つのリレーショナルデータベースから顧客データを表示する場
合、論理データオブジェクト読み取りマッピングを使用してこのタスクを実行し、出力を［データビューア］
ビューで表示することができます。
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論理データオブジェクト書き込みマッピング
論理データオブジェクト書き込みマッピングは、入力として論理データオブジェクトを含みます。 このマッピ
ングにより、論理データオブジェクトからターゲットへの書き込みが可能になります。
マッピングには、データを変換するためのトランスフｫーメーションロジックを含めることができます。このマ
ッピングは基になるデータターゲットにアクセスすることなく実行されます。ターゲットへ書き込むことなく、
変換されたデータの単一ビューを提供します。

論理データオブジェクトマッピングの作成
論理データオブジェクトマッピングを作成して、物理データオブジェクトから論理データオブジェクトにデー
タをリンクし、データを変換することができます。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、マッピングを追加する論理データオブジェクトをダブルクリッ

クします。 
論理データオブジェクトエディタが開きます。

2. ［全般］領域の［概要］タブで、［追加］をクリックして読み取りマッピングまたは書き込みマッピングを
追加します。 
次の図に、［追加］ボタンを示します。

3. マッピングの名前を入力して［完了］をクリックします。 
マッピングが読み取りマッピングか書き込みマッピングかに応じて、論理データオブジェクトがマッピン
グ入力または出力としてエディタに表示されます。

4. 物理データオブジェクトから論理データオブジェクトにデータをリンクします。 
a. ［読み取りマッピング］タブまたは［書き込みマッピング］タブをクリックしてマッピングを編集し

ます。 
マッピングエディタパレットが開きます。

b. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、リンクする物理データオブジェクトを参照し、物理デー
タオブジェクトをマッピングエディタパレットにドラッグします。 

［マッピングに追加］ダイアログボックスが開きます。
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c. 読み取りマッピング、書き込みマッピング、またはルックアップマッピングの作成を選択します。 
d. 読み取りマッピングの作成を選択する場合は、読み取りマッピングのオブジェクトアクセスを関連デ

ータオブジェクトまたは独立したデータオブジェクトとして指定します。 
e. ［OK］をクリックします。 
以下の画像は、［顧客］フラットファイルデータオブジェクトをマッピングエディタパレットにドラッグ
し、読み取りマッピングとして指定した後の状態です。

5. 必要に応じて、マッピングに再利用可能なオブジェクトを追加します。 
論理データオブジェクトまたは他のモデルリポジトリオブジェクトを追加できます。
a. マッピングエディタを右クリックして［再利用可能なオブジェクトの追加］を選択します。 
b. モデルリポジトリからオブジェクトを 1 つ選択して［OK］をクリックします。 
c. 再利用可能なオブジェクトを読み取りマッピング、書き込みマッピング、またはルックアップマッピ

ングとして指定します。 
d. 再利用可能なオブジェクトを読み取りマッピングとして指定する場合は、読み取りマッピングのオブ

ジェクトアクセスを関連データオブジェクトまたは独立したデータオブジェクトとして指定します。 
e. ［OK］をクリックします。 

6. 必要に応じて、追加オブジェクトとトランスフォーメーションをマッピングに追加し、マッピングオブジ
ェクト間にリンクを作成してから、［データビューア］ビューをクリックしてマッピングを実行します。 
結果が［出力］セクションに表示されます。
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第  8  章

データの表示
この章では、以下の項目について説明します。
• データの表示の概要, 137 ページ
• 構成, 138 ページ
• データのエクスポート, 148 ページ
• オブジェクトの依存関係, 148 ページ
• ログ, 150 ページ
• 検証設定, 152 ページ
• Developer tool からのジョブの監視, 153 ページ

データの表示の概要
ユーザーは、マッピングの実行、プロファイル結果の表示、ソースデータの表示、トランスフォーメーション
のデータのプレビュー、SQL クエリの実行、Web サービスのメッセージのプレビュー、またはオブジェクトに
関する依存関係の表示を行うことができます。ユーザーは、マッピングの実行、プロファイル結果の表示、ソ
ースデータの表示、オブジェクトに関する依存関係の表示、またはトランスフォーメーションのデータのプレ
ビューを行うことができます。
マッピングを実行し、出力をソースからターゲットに移動してデータを変換します。コマンドラインまたは

［実行］ダイアログボックスからマッピングを実行できます。エディタにプロファイル結果を表示します。
［データビューア］ビューでソースデータの表示、トランスフォーメーションのデータのプレビュー、SQL ク

エリの実行、または Web サービスメッセージのプレビューを行います。［データビューア］ビューでソースデ
ータの表示またはトランスフォーメーションのデータのプレビューを行います。
注: データビューアでプレビューできる最大行数は 100,000 行です。
データを表示する前に、ドメインに複数のサービスが含まれている場合は、デフォルトのデータ統合サービス
を選択する必要があります。他のデータ統合サービスを追加して、データを表示するときに使用することもで
きます。設定を作成して、データを表示するときに Developer ツールで適用される設定を制御できます。
マッピング内の階層的データをプレビューできます。ソースとトランスフォーメーションをマッピング内のプ
レビューポイントとして選択できます。
階層型のデータをプレビューするときに、データ統合サービスはジョブをネイティブ環境で実行するか Spark
エンジン上で実行するかを決定します。マッピング内のプレビューポイントまたはいずれかのアップストリー
ムトランスフォーメーションに階層的データ型が含まれている場合、データ統合サービスはジョブを Spark エ
ンジンにプッシュします。そうではない場合、データ統合サービスはデータプレビューを実行します。プレビ
ューポイントは、データを表示するよう選択したマッピング内のオブジェクトです。
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データを［データビューア］ビューで表示する場合、データをファイルにエクスポートできます。ログイベン
トを表示するログにアクセスすることもできます。
また、モデルリポジトリのオブジェクトを表示、変更、削除するときに、オブジェクトの依存性の表示するこ
ともできます。［オブジェクトの依存関係］ビューで、オブジェクトの依存関係を表示することができます。

構成
構成とは、マッピングの実行、データのプレビュー、SQL クエリの実行、または Web サービスメッセージの
プレビュー時に、Developer ツールにより適用されるひとまとまりの設定です。構成とは、マッピングの実行
またはデータのプレビュー時に、Developer ツールにより適用されるひとまとまりの設定です。
構成は、デフォルトの Data Integration Service、ソースから読み取る行数、デフォルトの日付/時刻フォーマ
ット、および最適化レベルなどの設定を制御します。 作成した構成は、Developer ツールのインストールに適
用されます。
以下の構成を作成できます。
• データビューアの構成。 出力を［データビューア］ビューでプレビューする場合に Developer ツールが適

用する設定を制御します。
• マッピング構成。 マッピングを［実行設定］ダイアログボックスから、またはコマンドラインから実行す

る場合に Developer ツールが適用する設定を制御します。
• Web サービス設定。［データビューア］ビューで Web サービスの出力をプレビューする場合に、

Developer ツールにより適用される設定を制御します。

構成プロパティ
Developer ツールは、出力のプレビューまたはマッピングの実行時に構成プロパティを適用します。 ［データ
ビューア］ビューまたはマッピングの構成プロパティは、［実行］ダイアログボックスで設定します。
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Data Integration Service のプロパティ
Developer ツールでは、データビューア、マッピング、および Web サービス設定用の［Data Integration 
Service］タブが表示されます。Developer ツールでは、データビューアおよびマッピング設定用の［Data 
Integration Service］タブが表示されます。
以下の表に、Data Integration Service に対して構成するプロパティを示します。

プロパティ 説明
デフォルトのデータ統合
サービスの使用

マッピングの実行にデフォルトのデータ統合サービスを使用します。
デフォルトでは有効になっています。

データ統合サービス デフォルトのデータ統合サービスを使用しない場合に、マッピングを実行する
データ統合サービスを指定します。

使用可能なオペレーティ
ングシステムプロファイ
ル

データ統合サービスでオペレーティングシステムのプロファイルを使用できる
場合、マッピングを実行するためのオペレーティングシステムのプロファイル
を指定します。
Developer tool でこのプロパティが表示されるのは、管理者がオペレーティン
グシステムのプロファイルを少なくとも 1 つユーザーに割り当てた場合のみで
す。データ統合サービスはユーザーに割り当てられたデフォルトのオペレーテ
ィングシステムのプロファイルを使用してマッピングを実行します。オペレー
ティングシステムのプロファイルは、使用可能なオペレーティングシステムの
プロファイルのリストから変更できます。

ソースのプロパティ
Developer ツールでは、データビューア、マッピング、および Web サービス設定用の［ソース］タブが表示
されます。Developer ツールでは、データビューアおよびマッピング設定用の［ソース］タブが表示されま
す。
以下の表に、ソースに設定するプロパティを示します。

プロパティ 説明
すべての行の読み取り ソースからすべての行を読み取ります。

デフォルトでは有効になっています。
次の行数まで読み取る すべての行を読み取らない場合にソースから読み取る最大行数を指定します。

注: カスタマイズデータオブジェクトに書き込むマッピングにこのオプションを
指定すると、Data Integration Service はターゲットに書き込む前にターゲット
テーブルを切り詰めません。
デフォルトは 1000 です。

すべての文字を読み取る カラム内のすべての文字を読み取ります。
デフォルトでは無効になっています。

次の文字数まで読み取る すべての文字を読み取らない場合に各カラムに読み取る最大文字数を指定しま
す。SAP ソースの場合、このプロパティは無視されます。
デフォルトは 4000 です。
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結果のプロパティ
Developer ツールでは、データビューアおよび Web サービス設定用の［結果］タブが表示されます。
Developer ツールでは、データビューア設定用の［結果］タブが表示されます。
以下の表に、［データビューア］ビューの結果に対して構成するプロパティを示します。

プロパティ 説明
すべての行を表示 ［データビューア］ビューにすべての行を表示します。

デフォルトでは無効になっています。
次の行数まで表示 すべての行を表示しない場合に表示する、最大行数を指定します。

デフォルトは 1000 です。
すべての文字を表示 カラム内のすべての文字を表示します。

デフォルトでは無効になっています。
次の文字数まで表示 すべての文字を表示しない場合に各カラムで表示する、最大文字数を指定しま

す。
デフォルトは 4000 です。

メッセージのプロパティ
Developer ツールでは、Web サービス設定用の［メッセージ］タブが表示されます。
以下の表に、メッセージに設定するプロパティを示します。

プロパティ 説明
要求メッセージで読み取られる最大文字数 入力メッセージで処理する最大文字数を指定します。
要求メッセージで表示される最大文字数 出力メッセージで表示する最大文字数を指定します。
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詳細プロパティ
Developer ツールでは、データビューア、マッピング、および Web サービス設定用の［詳細］タブが表示さ
れます。Developer ツールでは、データビューアおよびマッピング設定用の［詳細］タブが表示されます。
以下の表に詳細プロパティを示します。

プロパティ 説明
デフォルトの日時形式 マッピングで文字列が日付に変換される場合に、データ統合サービスが使用す

る日付/時刻形式。
デフォルトは MM/DD/YYYY HH24:MI:SS です。

トレースレベルのオーバ
ーライド

マッピングの各トランスフォーメーションのトレースレベルをオーバーライド
します。トレースレベルは、データ統合サービスがマッピングログファイルに
送信する情報量を決定します。
以下のいずれかのトレースレベルを選択します。
- なし。データ統合サービスは、マッピングに設定されたトレースレベルを使

用します。
- Terse。データ統合サービスは、初期化情報、エラーメッセージ、および却下

されたデータの通知をログに記録します。
- ノーマル。データ統合サービスは、初期化情報、ステータス情報、検出され

たエラー、およびトランスフォーメーション行エラーが原因でスキップされ
た行をログに記録します。マッピングの結果を要約しますが、個別行のレベ
ルでは行いません。

- Verbose initialization。ノーマルトレースに加え、データ統合サービスによ
り、追加の初期化の詳細、インデックスおよび使用されたデータファイルの
名前、および詳細なトランスフォーメーション統計もログに記録されます。

- 冗長データ。データ統合サービスにより、Verbose 初期化トレースに加え、
マッピングに渡された各行がログに記録されます。また、カラムの精度に合
わせて文字列データを切り詰めた場所と、詳細なトランスフォーメーション
統計も記録します。

デフォルトは［なし］です。
ソート順 データ統合サービスがマッピングで文字データをソートする順番。

デフォルトは［バイナリ］です。
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プロパティ 説明
最適化レベル データ統合サービスがマッピングに適用する最適化の方法を制御します。

自動
データ統合サービスは、実行モードとマッピングコンテンツに基づいて最適
化を適用します。

なし
データ統合サービスは最適化は適用されません。

最小
データ統合サービスは初期プロジェクション最適化方式を適用します。

ノーマル
データ統合サービスは、初期プロジェクション、初期選択、ブランチ刈り込
み、プッシュイン、グローバル述部、述部の最適化方式を適用します。

完全
データ統合サービスは、コストベース、初期プロジェクション、初期選択、
ブランチ刈り込み、述部、プッシュイン、準結合、データシップ結合の最適
化方式を適用します。

デフォルトは［自動］です。
高精度 マッピングを高精度で実行します。

［高精度］を選択すると、データ値の精度が高くなります。15 桁以上の精度な
ど、マッピングが大きな数値を生成する場合や、正確な値を必要とする場合に

［高精度］を有効にします。［高精度］を有効にすると、桁数の多い数値で精度
の損失を防ぐことができます。
デフォルトでは有効になっています。

クライアントにログを送
信

Developer ツールでログファイルを表示できるようにします。このオプション
を無効にした場合、ログファイルは Administrator ツールで表示する必要があ
ります。
デフォルトでは有効になっています。

データビューアの構成
データビューア構成は、出力を［データビューア］ビューでプレビューする場合に Developer ツールが適用す
る設定を制御します。
以下のオブジェクトに対する出力をプレビューする場合に、データビューア構成を選択できます。
• カスタムデータオブジェクト
• 論理データオブジェクト
• 論理データオブジェクト読み取りマッピング
• 物理データオブジェクト
• マッピング内のソースとトランスフォーメーション
• 仮想ストアドプロシージャ
• 仮想テーブル
• 仮想テーブルマッピング
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データビューア構成の作成
データビューア構成を作成し、出力を［データビューア］ビューでプレビューする場合に Developer ツールが
適用する設定を制御します。
1. ［実行］ > ［実行ダイアログを開く］をクリックします。 

［実行設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［実行］をクリックします。 
3. ［新規］ボタンをクリックします（ ）。 
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［実行設定］ダイアログボックスの右側のパネルには、データビューアの設定プロパティが表示されます。

4. データビューアの設定の名前を入力します。 
5. データビューアの設定プロパティを設定します。 
6. ［適用］をクリックします。 
7. ［閉じる］をクリックします。 

データビューア構成が作成されます。

マッピング構成
マッピング設定は、マッピングを［実行設定］ダイアログボックスまたはコマンドラインから実行する場合に
Developer ツールが使用するマッピングのデプロイメントのプロパティを制御します。
Developer tool から実行しているマッピングにマッピング設定を適用するには、マッピングを［実行設定］ダ
イアログボックスから実行するか、詳細オプションを使用して実行します。［実行］メニューまたはマッピング
エディタから実行すると、Developer tool は、デフォルトのマッピングのデプロイメントのプロパティを使用
してマッピングを実行します。
コマンドラインから実行するマッピングにマッピングのデプロイメントのプロパティを適用するには、マッピ
ングをアプリケーションに追加するときにマッピング構成を選択します。選択したマッピング構成は、アプリ
ケーション内のすべてのマッピングに適用されます。
マッピングのデプロイメントのプロパティは、アプリケーションを編集するときに変更できます。管理者は
Administrator ツールを使用してマッピングのデプロイメントのプロパティを変更することもできます。変更
内容を有効にするには、アプリケーションを再デプロイする必要があります。
infacmd を使用してパラメータセットを使用する方法の詳細については、『Developer マッピングガイド』を
参照してください。
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マッピング構成の作成
マッピング構成を作成し、マッピングを実行するときに Developer tool が使用するマッピングのデプロイメン
トプロパティを制御します。
1. ［実行］ > ［実行ダイアログを開く］をクリックします。 

［実行設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［マッピング設定］をクリックします。 
3. ［新規］ボタンをクリックします（ ）。 
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［実行設定］ダイアログボックスの右側のパネルには、マッピング設定のプロパティが表示されます。

4. マッピング設定の名前を入力します。 
5. マッピング設定のプロパティを構成します。 
6. ［適用］をクリックします。 
7. ［閉じる］をクリックします。 

マッピング構成が作成されます。

Web サービスの設定
Web サービス設定では、［データビューア］ビューで Web サービスの出力をプレビューする場合に Developer
ツールによって適用される設定を制御します。
Web サービス設定を作成して、特定の Web サービスに使用する設定を制御します。操作マッピングまたは操
作マッピングのトランスフォーメーションの出力をプレビューする際に、Web サービス設定を選択できます。
注: プレビューするすべての Web サービスに適用する Web サービス設定を作成するには、［設定］ダイアログ
ボックスを使用してデフォルトの Web サービス設定を更新します。

Web サービス設定の作成
Web サービス設定を作成して、［データビューア］ビューで Web サービスの出力をプレビューする場合に
Developer ツールで適用される設定を制御します。
1. ［実行］ > ［実行ダイアログを開く］をクリックします。 

［実行］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［Web サービスの設定］をクリックします。 
3. ［新規］をクリックします。 
4. Web サービス設定の名前を入力します。 
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5. Web サービス設定のプロパティを設定します。 
6. ［適用］をクリックします。 
7. ［閉じる］をクリックします。 

デフォルトの構成プロパティの更新
データビューア、マッピング、および Web サービスのデフォルトの設定プロパティを更新できます。データビ
ューアおよびマッピングのデフォルトの設定プロパティを更新できます。
1. ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。 

［設定］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［Informatica］ > ［実行設定］をクリックします。 
3. ［データビューア］、［マッピング］、または［Web サービス］設定を選択します。 
4. ［データビューア］または［マッピング］設定を選択します。 

以下の図に、データビューアのデフォルトの設定プロパティを示します。

5. データビューア、マッピング、または Web サービスのデフォルトの設定プロパティを設定します。 
6. データビューアまたはマッピングのデフォルトの設定プロパティを設定します。 
7. ［OK］をクリックします。 

デフォルトの構成プロパティが更新されます。

構成のトラブルシューティング
同じ名前で大文字と小文字が異なる 2 つの設定を作成したが、Developer ツールを閉じて
再度開くと、1 つの設定が見つからない。
データビューア構成名とマッピング構成名では大文字と小文字が区別されません。 同じ名前で大文字と小文字
が異なる複数の構成を作成すると、Developer ツールはユーザーがセッションを終了した時点で構成の 1 つを
削除します。 Developer ツールはこの 2 つの構成名を一意とは見なしません。
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長い名前の構成を作成すると、ファイルを書き込めないというエラーメッセージが表示
される。
Developer ツールは、ビューア構成とマッピング構成を、Developer ツールを実行するマシン上のファイルに
格納します。 例えば 100 文字以上の長い名前の構成を作成すると、このファイルはハードウェアドライブに保
存されません。
この問題を回避するには、構成名を短くします。
カスタマイズされたデータオブジェクトのデータのマイプレビューが失敗しました。
カスタマイズされたデータオブジェクトがデータ型変換を実行し、プッシュダウン最適化がソースに設定され
ていない場合、Developer tool はデータビューアービューにデータを表示できません。
この問題を回避するには、プッシュダウン最適化を設定して、処理をソースにプッシュします。

データのエクスポート
［データビューア］ビューに表示するデータを、TXT ファイルや CSV ファイルなどのタブ区切りのフラットフ

ァイルにエクスポートできます。階層的データ型のデータを JSON ファイルにエクスポートできます。データ
のローカルコピーを作成するには、データをエクスポートします。
1. ［データビューア］ビューで、結果を右クリックして［データのエクスポート］選択します。 
2. ファイル名と拡張子を入力します。 
3. ファイルの保存先を選択します。 
4. ［OK］をクリックします。 

オブジェクトの依存関係
オブジェクトを変更または削除する前に、モデルリポジトリ内でそのオブジェクトの影響を受けるすべてのオ
ブジェクトに関して、オブジェクトの依存関係を確認することができます。選択したオブジェクトに依存して
いるすべてのオブジェクトと、そのオブジェクトが依存しているオブジェクトに関して、オブジェクトの依存
関係を確認することができます。
例えば、複数のアプリケーションでデプロイされたデータオブジェクトを削除する必要があります。しかし、
このデータオブジェクトを削除することでデプロイ済みのアプリケーションに影響が及ぶかどうかが分かって
いません。このような場合に、オブジェクトの依存関係を表示することで、このデータオブジェクトがデプロ
イ済みのアプリケーションに影響を及ぼすかどうかを判定することができます。データオブジェクトを削除し
たら、アプリケーションをデプロイしなおすことができます。

［オブジェクトの依存関係］ビューで、オブジェクトの依存関係を表示することができます。読み取り権限のな
いプロジェクト内に依存オブジェクトがある場合、Developer ツールでは［オブジェクトの依存関係］ビュー
にそのオブジェクトが表示されません。Developer ツールに、Developer ツールがオブジェクトにアクセスで
きないことを伝えるメッセージが表示されます。
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オブジェクトの依存関係の表示
［オブジェクトの依存関係］ビューの中のオブジェクトに関して、オブジェクトの依存関係を表示することがで

きます。ユーザーは、［Object Explorer］ビューから選択するオブジェクトに関して、または［接続エクスプ
ローラ］ビューから選択した接続に関して、そのオブジェクトの依存性を表示できます。
次のタスクを実行すると、オブジェクトの依存性を表示することができます。
循環依存の関係の表示。

2 つのオブジェクトが相互依存している場合、循環依存性が生じます。例えば、オブジェクト A はオブジ
ェクト B に依存し、オブジェクト B はオブジェクト A に依存するとします。オブジェクトの依存関係ツリ
ーで同じオブジェクトが 2 回出てくることを検知した場合、Developer ツールはオブジェクトの 2 回目以
降のインスタンスを表示しません。その代わり、Developer ツールは循環依存が発生していることを示す
丸のアイコンをオブジェクトに追加します。

ダウンストリームまたはアップストリームの依存関係の表示。
選択されたオブジェクトに依存するオブジェクトを確認するには、ダウンストリームの依存関係を表示し
ます。デフォルトでは Developer ツールにダウンストリームの依存関係が表示されます。
選択されたオブジェクトが依存するオブジェクトを確認するには、アップストリームの依存関係を表示し
ます。

オブジェクトの依存関係のフィルタリング。
オブジェクトの依存関係にフィルタリングを実行して依存するオブジェクトのリストを絞り込むことがで
きます。オブジェクトタイプでのフィルタリングと、プロジェクトでのフィルタリングを選ぶことができ
ます。例えば、特定のオブジェクトがワークフローに影響を及ぼすかを知る必要があるとします。この場
合は、オブジェクトタイプでフィルタリングしてワークフローを選択します。

オブジェクトの依存関係の履歴の表示。
オブジェクトの依存関係のうち直近の 10 件に関する履歴を表示します。

オブジェクトの依存関係の表示
依存関係を表示する際、フィルタを適用したり、履歴をクリアしたり、特定の依存性に関する詳細を選択した
りすることができます。
1. ［Object Explorer］ビューまたは［接続エクスプローラ］ビューで、オブジェクトまたは接続を右クリッ

クしてから［依存関係の検索］をクリックします。 
［オブジェクトの依存関係］ビューには、オブジェクトの依存関係ツリーの中で選択されたオブジェクトま

たは接続に関するオブジェクトの依存関係がリスト表示されます。
2. オブジェクトの依存関係ツリー内のオブジェクトまたは接続を選択すると、オブジェクトまたは接続のプ

ロパティを表示できます。 
3. 必要に応じて依存性をフィルタリングする場合は、［フィルタ］アイコンをクリックして、オブジェクトま

たはプロジェクトのタイプでフィルタリングするように選択します。 
4. 次のタイプの依存関係を表示できます。 

• 循環。Developer ツールは循環依存が発生していることを示す丸のアイコンをオブジェクトに追加し
ます。

• アップストリーム。アップストリームの依存関係を表示する場合は、［アップストリームの依存関係］
アイコンをクリックします。

• ダウンストリーム。ダウンストリームの依存関係を表示する場合は、［ダウンストリームの依存関係］
アイコンをクリックします。

5. 必要に応じて依存関係の履歴を表示する場合は、［履歴］アイコンをクリックして、オブジェクトの依存関
係の履歴を表示します。 必要に応じて、［履歴のクリア］をクリックして履歴をクリアします。 
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オブジェクトの依存関係のフィルタリング
オブジェクトに依存関係ツリーを［タイプ］および［プロジェクト］でフィルタリングできます。フィルタさ
れた結果で、オブジェクトの一部が親オブジェクトに直接的に依存しないものであることがあります。これら
のオブジェクトにはプラス（+）アイコンが表示され、オブジェクトの依存関係ツリー内の親オブジェクトへの
絶対パスが非表示になります。このパスを拡大して親オブジェクトまでのすべてのオブジェクトレベルを挿入
することもできます。
1. ［オブジェクトの依存関係］ビューで、［フィルタ］アイコンをクリックします。 

［フィルタ］ダイアログボックスが開きます。
2. ［タイプ］タブでのデフォルトの選択を受け入れて、オブジェクトタイプでフィルタ表示します。 
3. 必要があれば、［プロジェクト］タブをクリックして、モデルリポジトリ内のすべてのプロジェクトでフィ

ルタリングするか、または各プロジェクトでフィルタリングするかを選択します。 
• モデルリポジトリ内のすべてのプロジェクトでフィルタリングする場合は、すべてのプロジェクトを含

めるオプションを選択します。
• 各プロジェクトでフィルタリングする場合は、開いたプロジェクトを含めるオプションを選択します。

4. オブジェクトタイプまたはプロジェクトを個別に選択するのか、すべてのオブジェクトタイプまたはプロ
ジェクトを選択するのか、あるいは選択してあったオブジェクトタイプとプロジェクトをクリアするのか
を指定します。 
• オブジェクトタイプまたはプロジェクトを個別に選択する場合は、オブジェクトタイプまたはプロジェ

クトをそれぞれ選択します。
• すべてのオブジェクトタイプまたはプロジェクトを選択する場合は、［すべて選択］をクリックします。
• 選択してあったオブジェクトタイプとプロジェクトをクリアする場合は、［すべて選択解除］をクリッ

クします。
5. ［OK］をクリックします。 

フィルタリングされたオブジェクトの依存関係ツリーに［オブジェクトの依存関係］ビューが表示されま
す。

6. 必要に応じて、オブジェクトの名前に対してプラス（+）のアイコンが表示された場合に、そのオブジェ
クトを右クリックし、［パスを拡大］をクリックして、親のオブジェクトまでのすべてのオブジェクトレベ
ルを挿入します。 

ログ
Data Integration Service は、マッピングやプロファイルの実行、データのプレビュー、または SQL クエリの
実行時に、ログイベントを生成します。Data Integration Service は、マッピングやプロファイルの実行、ま
たはデータのプレビュー時に、ログイベントを生成します。ログイベントには Data Integration Service によ
って実行されるタスク、エラー、ロード要約についての情報とトランスフォーメーション統計が含まれます。
Developer ツールで生成されたログを表示して、ローカルディレクトリに保存できます。

［データビューア］ビューの［ログの表示］ボタンからログイベントを表示できます。
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以下の図に、［データビューア］ビューの［ログの表示］ボタンを示します。

［実行］ > ［マッピングの実行］からマッピングを実行する場合、［進捗状況］ビューでログイベントを表示で
きます。Developer ツールでログイベントを開くには、マッピング実行のリンクをクリックして、［ログに移
動］を選択します。
以下の図に、［進行状況］ビューのマッピング実行のリンクを示します。

プロファイルを実行する場合、Monitoring ツールからログイベントを表示できます。
ログをファイルに保存するには、［ファイル］ > ［名前を付けてコピーを保存］をクリックして、ディレクトリ
を選択します。デフォルトでは、ログファイルは次のディレクトリに保存されます。c:\[TEMP]\AppData\Local
\Temp

ログファイル形式
ログファイルの情報は、実行時のイベントのシーケンスによって異なります。ログに送信される情報量は、ト
レースレベルによって決まります。
Data Integration Service は、マッピングやプロファイルの実行、データのプレビュー、または SQL クエリの
実行時に、以下の情報でログファイルを更新します。
Data Integration Service は、マッピングやプロファイルの実行、またはデータのプレビュー時に、以下の情
報でログファイルを更新します。
論理 DTM メッセージ

マッピングのコンパイル、最適化、変換の準備に関する情報が含まれます。ログイベントおよび情報量は、
設定されている構成のプロパティによって異なります。
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データ変換マネージャ（DTM）メッセージ
ソースへの接続の確立、データの読み取り、データのトランスフォーム、ターゲットへのデータのロード
に関する情報が含まれます。

ロード要約およびトランスフォーメーション統計メッセージ
ソースから読み取られた行数、ターゲットに出力された行数、拒否された行数、および実行時間に関する
情報が含まれます。

検証設定
［検証ログ］ビューに表示されるエラーメッセージの数を制限できます。［検証ログ］ビューでオブジェクトま

たはオブジェクトタイプ別にエラーメッセージをグループ化することもできます。

エラーメッセージのグループ化
［検証ログ］ビューのエラーメッセージをグループ化して、メッセージをオブジェクトまたはオブジェクトタイ

プ別に分類します。これを行わなかった場合、メッセージはアルファベット順に表示されます。
［検証ログ］ビューのエラーメッセージをグループ化するには、［メニュー］ > ［グループ別］を選択し、［オブ

ジェクト］または［オブジェクトタイプ］を選択します。
エラーメッセージのグループを削除するには、［メニュー］ > ［グループ別］ > ［なし］を選択します。エラー
メッセージはグループ化が解除され、［検証ログ］ビューでアルファベット順に一覧表示されます。

エラーメッセージの制限
［検証ログ］ビューに表示されるエラーメッセージの数を制限できます。この制限により、グループに表示され

るメッセージ数や［検証ログ］ビューに表示されるメッセージの合計数が決まります。エラーメッセージはア
ルファベット順に一覧表示され、制限を適用すると、下から上に向かって削除されます。
1. ［ウィンドウ］ > ［設定］をクリックします。 

［設定］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［Informatica］ > ［検証］を選択します。 
3. 必要に応じて、エラーの上限を設定し、表示される項目数を設定します。 

デフォルトは 100 です。
4. デフォルト値に戻すには、［デフォルトの復元］をクリックします。 
5. ［適用］をクリックします。 
6. ［OK］をクリックします。 
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Developer tool からのジョブの監視
Developer tool から Monitoring ツールにアクセスし、アプリケーションとジョブのステータスを監視できま
す。 管理者は、Administrator ツールでアプリケーションとジョブを監視することもできます。
アプリケーションとジョブを監視して、オブジェクトのプロパティ、ランタイム統計、およびランタイムレポ
ートを表示します。
ジョブを監視する場合、ジョブのサマリ統計または実行統計を表示できます。 ［サマリ統計］ビューにドメイ
ン内のジョブのステータス概要が図で表示されます。

［実行統計］ビューにジョブの全般のプロパティおよびステータス情報が表示されます。 例えば、ジョブの開
始者やジョブの完了に要した時間を表示できます。 マッピングジョブを監視する場合、ジョブ実行のスループ
ットおよびリソースの使用状況統計も表示できます。
Developer tool からアプリケーションとジョブを監視するには、［進行状況］ビューを開き、［表示］メニュー 
> ［ジョブの監視］をクリックします。アプリケーションを実行するデータ統合サービスを選択して、［OK］
をクリックします。Monitoring ツールが開きます。
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第  9  章

アプリケーションデプロイメント
この章では、以下の項目について説明します。
• アプリケーションデプロイメントの概要, 154 ページ
• n アプリケーションの作成, 155 ページ
• アプリケーションのプロパティ, 156 ページ
• アプリケーションへのデプロイメント, 158 ページ
• アーカイブファイルへのデプロイメント, 160 ページ
• リソースパラメータを使用したデプロイメント, 160 ページ
• ランタイムオブジェクトの表示, 162 ページ
• アプリケーションの再デプロイメント, 162 ページ
• アプリケーションの状態情報, 163 ページ
• アプリケーションの作成、デプロイ、更新の方法, 164 ページ

アプリケーションデプロイメントの概要
アプリケーションは、物理データオブジェクト、論理データオブジェクト、データサービス、マッピング、マ
ップレット、トランスフォーメーション、Web サービス、ワークフローを含むことができるデプロイ可能なオ
ブジェクトです。
Developer tool の外部からアプリケーションオブジェクトにアクセスできるようにするには、そのオブジェク
トを含むアプリケーションをデプロイします。新規アプリケーションを作成するか、オブジェクトをデプロイ
するときにアプリケーションを作成できます。アプリケーションをデプロイすると、そのアプリケーションオ
ブジェクトにはデータ構造の変更は反映されなくなります。
アプリケーションオブジェクトは次の方法でデプロイできます。
データ統合サービスにデプロイする。

アプリケーションをデータ統合サービスにデプロイすると、アプリケーションが実行され、エンドユーザ
ーがアプリケーションに接続できるようになります。
アプリケーション内のオブジェクトのタイプに応じて、適切な権限のあるエンドユーザーはオブジェクト
に対してクエリを実行したり、Web サービスにアクセスしたり、コマンドラインからマッピングやワーク
フローを実行したりすることができます。また、ユーザーがサードパーティのクライアントツールでオブ
ジェクトをクエリできるようにオブジェクトをデプロイすることもできます。
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ネットワークファイルシステムにデプロイする。
オブジェクトをネットワークファイルシステムにデプロイすると、Developer tool によってアプリケーシ
ョンアーカイブファイルが作成されます。バージョン管理システムにオブジェクトをアーカイブする場合
は、オブジェクトをアーカイブファイルにデプロイします。
管理者がオブジェクトをデータ統合サービスにデプロイすることが組織で必要とされている場合、管理者
は Administrator ツールを使用してアプリケーションアーカイブファイルをデータ統合サービスにデプロ
イできます。
また、アプリケーションアーカイブファイルからモデルリポジトリ内のプロジェクトまたはフォルダへオ
ブジェクトをインポートすることもできます。

アプリケーションオブジェクトまたはアプリケーションアーカイブファイルをデータ統合サービスにデプロイ
後、Developer tool を使用してランタイムアプリケーションに接続し、ランタイムオブジェクトの読み取り専
用コピーを表示できます。

n アプリケーションの作成
アプリケーションを作成してデプロイし、アプリケーションに含まれるマッピングおよびその他のオブジェク
トを実行します。
オブジェクトをデータ統合サービスにデプロイするときにアプリケーションを作成するか、新規アプリケーシ
ョンを作成できます。新規アプリケーションの作成時に、アプリケーションに含めるオブジェクトを選択しま
す。
マッピング、ワークフロー、データオブジェクト、パラメータセットなどのオブジェクトを追加できます。論
理データオブジェクトをアプリケーションに直接追加することはできません。しかし、論理データオブジェク
トを含む Web サービスおよび SQL データサービス用のアプリケーションは作成できます。
アプリケーションの作成時に、完全なアプリケーションか差分アプリケーションを作成できます。完全なアプ
リケーションとは、アプリケーションを更新するたびに再デプロイする必要があるアプリケーションです。差
分アプリケーションとは、アプリケーションパッチをデプロイすることによって更新できるアプリケーション
です。パッチでは、他のアプリケーションオブジェクトが実行されている状態でアプリケーションオブジェク
トを更新できますが、完全なアプリケーションを再デプロイする場合と比べて実行に時間がかかることがあり
ます。
アプリケーションを作成すると、Developer tool がアプリケーションを検証します。アプリケーションの有効
性は、アプリケーションに含まれるオブジェクトの有効性によって左右されます。例えば、マッピングを含む
アプリケーションが有効であるためには、マッピング内のオブジェクト間のリンク設定が有効である必要があ
ります。アプリケーションが有効でない場合は、［検証ログ］ビューまたはエラーダイアログボックスにエラー
が表示されます。

完全なアプリケーション
完全なアプリケーションとは、データ統合サービスにデプロイできるアプリケーションです。アプリケーショ
ンまたはアプリケーションオブジェクトを編集するたびに、アプリケーションを再デプロイして変更を適用す
る必要があります。
注: アプリケーションを再デプロイしている間は、アプリケーションに含まれるすべてのオブジェクトにアクセ
スできません。
例
検索機能を実行するマッピングと、ショッピングカートに選択した検索結果を入れる別のマッピングを作成し
ます。この 2 つのマッピングを含むアプリケーションを作成し、データ統合サービスにアプリケーションをデ
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プロイします。アプリケーションオブジェクトの出力をテストしたら、オブジェクトに変更を加えます。アプ
リケーションを更新するには、アプリケーションを再デプロイします。アプリケーションはアプリケーション
アーカイブファイルにもデプロイします。管理者はアーカイブファイルをバージョン管理システムにチェック
インします。

差分アプリケーション
差分アプリケーションとは、データ統合サービスにデプロイでき、アプリケーションパッチをデプロイするこ
とによって更新できるアプリケーションです。
パッチには、更新するオブジェクトやデプロイされた差分アプリケーションに追加するオブジェクトが含まれ
ます。パッチをデプロイすると、データ統合サービスがパッチのコンテンツに基づいて、デプロイされたアプ
リケーションを更新します。
パッチを使用することで、アプリケーションのアップタイムが向上します。例えば、ストリーミングマッピン
グを含むアプリケーションがあるとします。このストリーミングマッピングがデータを処理し続けている状態
で、アプリケーション内の他のオブジェクトを更新できます。
アプリケーションパッチの詳細については、 第 10 章, 「アプリケーションパッチのデプロイメント」  (ページ
173)を参照してください。
注: 差分アプリケーションには、Web サービス、SQL データサービス、REST Web サービスを含めることはで
きません。
例
100 個のマッピングと、それらのマッピングを含む差分アプリケーションを作成します。次に、そのアプリケ
ーションをデータ統合サービスにデプロイします。アプリケーションオブジェクトの出力をテストした後、い
くつかのオブジェクトを変更します。
ランタイムアプリケーション内のオブジェクトを更新するために、変更したオブジェクトを含むアプリケーシ
ョンパッチを作成します。そのアプリケーションパッチをデータ統合サービスにデプロイすると、サービスが
パッチを差分アプリケーションに適用してオブジェクトを更新します。この間、他のユーザーが実行している
可能性があるその他のアプリケーションオブジェクトを停止する必要はありません。アプリケーションとアプ
リケーションパッチはアプリケーションアーカイブファイルにもデプロイします。管理者はアーカイブファイ
ルをバージョン管理システムにチェックインします。

アプリケーションのプロパティ
アプリケーションを作成すると、アプリケーションエディタでプロパティを編集できます。

アプリケーション全般のプロパティ
以下の表に、［概要］タブで設定できるアプリケーション全般のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 アプリケーションの名前。
説明 オプション。アプリケーションの説明。
アプリケーションタイプ アプリケーションのタイプ。完全または差分。
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マッピングのデプロイメントのプロパティ
以下の表では、アプリケーションがマッピングを含む場合に［詳細］タブで設定できるマッピングのデプロイ
メントのプロパティを示します。

プロパティ 説明
デフォルトの日時形式 マッピングで文字列が日付に変換される場合に、データ統合サービスが使用す

る日付/時刻形式。
デフォルトは MM/DD/YYYY HH24:MI:SS です。

トレースレベルのオーバ
ーライド

マッピングの各トランスフォーメーションのトレースレベルをオーバーライド
します。トレースレベルは、データ統合サービスがマッピングログファイルに
送信する情報量を決定します。
以下のいずれかのトレースレベルを選択します。
- なし。トランスフォーメーションごとに設定したトレースレベルはオーバー

ライドされません。
- 簡易。データ統合サービスは、初期化、エラーメッセージ、および拒否され

たデータの通知に関する情報にログに記録します。
- ノーマル。データ統合サービスは、初期化、ステータス、検出されたエラー、

およびトランスフォーメーション行エラーが原因でスキップされた行に関す
る情報をログに記録します。データ統合サービスは、個別の行レベルではな
くマッピング結果を要約します。

- 詳細 - 初期化。ノーマルトレースに加え、データ統合サービスにより、追加
の初期化の詳細、インデックスおよび使用されたデータファイルの名前、お
よび詳細なトランスフォーメーション統計もログに記録されます。

- 詳細 - データ。データ統合サービスにより、詳細 - 初期化トレースに加え、
マッピングに渡された各行がログに記録されます。ログには、データ統合サ
ービスがカラムの精度に合わせて文字列データを切り詰めた場所を記録しま
す。このログには、詳細なトランスフォーメーション統計が含まれます。デ
ータ統合サービスではトランスフォーメーションを処理する際にブロック中
のすべての行の行データが書き込まれます。

注: ワークフローログ内の Spark エンジンの情報を表示するには、Developer 
tool で［詳細 - 初期化］または［詳細 - データ］を選択します。
デフォルトは［なし］です。

ソート順 データ統合サービスがマッピングで文字データをソートする順番。
デフォルトは［バイナリ］です。

アプリケーションのプロパティ       157



プロパティ 説明
最適化レベル データ統合サービスがマッピングに適用する最適化の方法を制御します。

自動
データ統合サービスは、実行モードとマッピングコンテンツに基づいて最適
化を適用します。

なし
データ統合サービスは最適化は適用されません。

最小
データ統合サービスは初期プロジェクション最適化方式を適用します。

ノーマル
データ統合サービスは、初期プロジェクション、初期選択、ブランチ刈り込
み、プッシュイン、グローバル述部、述部の最適化方式を適用します。

完全
データ統合サービスは、コストベース、初期プロジェクション、初期選択、
ブランチ刈り込み、述部、プッシュイン、準結合、データシップ結合の最適
化方式を適用します。

デフォルトは［自動］です。
高精度 マッピングを高精度で実行します。

［高精度］を選択すると、データ値の精度が高くなります。15 桁以上の精度な
ど、マッピングが大きな数値を生成する場合や、正確な値を必要とする場合に

［高精度］を有効にします。［高精度］を有効にすると、桁数の多い数値で精度
の損失を防ぐことができます。
デフォルトでは有効になっています。

アプリケーションへのデプロイメント
アプリケーションとして、またはアプリケーションの一部であるデータサービスとしてオブジェクトをデプロ
イすることができます。
Web サービスまたは SQL データサービスとしてデプロイできるオブジェクトもあります。最初に、アプリケ
ーションを作成してオブジェクトを追加します。次に、アプリケーションをデプロイすると、Developer tool
によってオブジェクトに基づいてサービスを作成するように求められます。サービスがアプリケーションに追
加されます。
また、ユーザーがサードパーティのクライアントツールでオブジェクトをクエリできるようにオブジェクトを
デプロイすることもできます。
データ統合サービスにアプリケーションをデプロイすると、ユーザーは、マッピング、ワークフロー、および
アプリケーションに含まれる他のオブジェクトにアクセスできるようになります。
アプリケーションをデプロイすると、データ統合サービスによってアプリケーションオブジェクトが実行され
ます。
マッピングまたはワークフローをデプロイすると、Developer tool によってアプリケーションを作成するよう
に求められます。
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デプロイするアプリケーションにパラメータセットを追加することができます。パラメータセットはモデルリ
ポジトリ内のオブジェクトであり、マッピングおよびワークフローで使用するパラメータとパラメータ値を含
みます。データ統合サービスでワークフローまたはマッピングを実行するときにパラメータ値を使用するには、
ワークフローまたはマッピングと一緒にパラメータセットをデプロイします。アプリケーションに複数のパラ
メータセットを追加すると、マッピングまたはワークフローの実行ごとに異なるパラメータセットを使用でき
ます。
同じ名前の完全なアプリケーションを同じデータ統合サービスにデプロイすると、データ統合サービスは、デ
プロイされたアプリケーションとアプリケーション内のすべてのオブジェクトを上書きします。
Web サービスとしてのオブジェクトのデプロイ
以下のオブジェクトを Web サービスとしてデプロイできます。
• マップレット
• Web サービスコンシューマトランスフォーメーションを除くトランスフォーメーション
• フラットファイルデータオブジェクト
• リレーショナルデータオブジェクト
• 論理データオブジェクト
Web サービスとしてオブジェクトをデプロイすると、Developer tool によって、オブジェクトに基づいて
Web サービスを作成し、この Web サービスを含むアプリケーションを作成するように求められます。
Web サービスとしてオブジェクトをデプロイする場合は、以下の情報を入力します。

プロパティ 説明
名前 Web サービスの名前。
場所 アプリケーションを格納するモデルリポジトリプロジェクトフォルダ。
名前空間 ユーザーがアクセスできる Web サービスの URL。データ統合サービスは、

WSDL ファイルで定義されている URL をオーバーライドします。
プレフィックス ターゲット名前空間のプレフィックス。

SQL データサービスとしてのオブジェクトのデプロイ
以下のデータオブジェクトを SQL データサービスとしてデプロイできます。
• 物理データオブジェクト
• 論理データオブジェクト
SQL データサービスとしてデータオブジェクトをデプロイすると、Developer tool によって、オブジェクトに
基づいて SQL データサービスを作成し、このサービスを含むアプリケーションを作成するように求められま
す。
SQL データサービスとしてオブジェクトをデプロイする場合は、以下の情報を入力します。

プロパティ 説明
名前 Web サービスの名前。
場所 アプリケーションを格納するモデルリポジトリプロジェクトフォルダ。
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アーカイブファイルへのデプロイメント
アーカイブファイルには、アプリケーションオブジェクトとメタデータが XML 形式で保存されます。
次のタイプのアーカイブファイルを作成できます。
アプリケーションアーカイブファイル

アプリケーションアーカイブファイルは、アプリケーションのアプリケーションオブジェクトとメタデー
タについてのすべての情報を保存する XML ファイルです。ファイルの拡張子は.iar です。

アプリケーションパッチアーカイブファイル
アプリケーションパッチアーカイブファイルは、アプリケーションパッチに関する情報を保存する XML フ
ァイルです。このファイルには、パッチに含まれるアプリケーションオブジェクト、パッチの説明、対応
する差分アプリケーションの名前、パッチが状態情報を保持するか破棄するかに関する情報が保存されま
す。ファイルの拡張子は.piar です。

以下の理由により、アーカイブファイルを作成する場合があります。
• アプリケーションまたはアプリケーションパッチをデプロイする。組織で、アプリケーションまたはアプリ

ケーションパッチをデータ統合サービスにデプロイする機能が管理者に限定されている場合、管理者はアー
カイブファイルをデータ統合サービスにデプロイできます。
アプリケーションをデプロイする場合は、管理者は Administrator ツールまたは infacmd dis 
deployApplication を使用できます。アプリケーションパッチをデプロイする場合は、管理者が infacmd 
tools patchApplication を使用できます。

• アプリケーションまたはアプリケーションパッチをモデルリポジトリにインポートする。管理者は
infacmd tools importObjects を使用してアーカイブファイルをモデルリポジトリにインポートできます。
モデルリポジトリ内にすでにあるオブジェクトを含むアーカイブファイルをインポートする場合、
Developer tool によって新しいプロジェクトフォルダが作成されます。
注: アプリケーションをインポートするモデルリポジトリのリリースバージョンには、そのアプリケーショ
ンをアーカイブファイルにエクスポートした元のバージョンとの互換性が必要です。

• 別のシステムにファイルをアーカイブします。例えば、モデルリポジトリがバージョン管理システムに統合
されていない場合、管理者はプロジェクト監査やオブジェクトのリカバリを行うためにアーカイブファイル
をバージョン管理システムにチェックインできます。

リソースパラメータを使用したデプロイメント
ソース、ルックアップ、またはターゲットトランスフォーメーションにリソースパラメータを持つマッピング
をデプロイする場合、アプリケーションがマッピングを実行するために必要なデータオブジェクトのリストを
表示できます。
リソースパラメータ値のデータオブジェクトは、アプリケーションを作成したり、マッピングをデプロイした
りするときに確認できます。データオブジェクトを表示するには、［アプリケーションの作成］ダイアログボッ
クスまたは［デプロイメント］ダイアログボックスの［依存］リンクをクリックします。データオブジェクト
を表示するときに、アプリケーションからデータオブジェクトを除外することを選択できます。ランタイムに、
リソースパラメータの値を別のデータオブジェクトに変更します。
アプリケーションからデータオブジェクトを除外するには、［含める/除外する］チェックボックスをクリアし
ます。
マッピングには複数のマップレットを含めることができ、マップレットには他のマップレットを含めることが
できます。別のパラメータがパラメータ階層内でリソースパラメータ値をオーバーライドする場合は、依存関
係リストにリソースパラメータ値は表示されません。
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以下の図は、［デプロイメント］ダイアログボックスの［依存］リンクを示しています。

［依存］リンクをクリックすると、［追加の依存関係］ダイアログボックスが表示されます。Developer tool に
は、アプリケーションがマッピングを実行するために必要なデータオブジェクトのリストが表示されます。
以下の図は、［追加の依存関係］ダイアログボックスを示しています。
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ランタイムオブジェクトの表示
ランタイムアプリケーションに接続して、デプロイ済みアプリケーション内のランタイムオブジェクトの読み
取り専用コピーを表示します。
次の図は、［Object Explorer］ビューのランタイムアプリケーションを示しています。

ランタイムオブジェクトを［エディタ］で開くと、アプリケーションまたはアプリケーションパッチが正常に
デプロイされたことを確認できます。アプリケーションの再デプロイまたはアプリケーションパッチのデプロ
イ後に、ランタイムアプリケーションを更新して、更新されたオブジェクトを表示できます。
テストの結果または新しいリリースの要件に基づいて、対応する設計時オブジェクトの編集中にランタイムオ
ブジェクトを参照することもできます。ランタイムオブジェクトは対応する設計時オブジェクトのデータ構造
内の変更から分離されているため、ランタイムオブジェクトを変更せずに設計時オブジェクトの編集を続ける
ことができます。

アプリケーションの再デプロイメント
アプリケーションのコンテンツを変更した後で、変更を適用するアプリケーションを再デプロイできます。
以下の理由により、アプリケーションを再デプロイする場合があります。
• 完全なアプリケーション内のアプリケーションオブジェクトを編集、追加、または削除し、それらの変更を

デプロイされた完全なアプリケーションに適用したい。
• 差分アプリケーション内のアプリケーションオブジェクトを削除し、それらの変更をデプロイされた差分ア

プリケーションに適用したい。
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• 差分アプリケーションのアプリケーションパッチに多数のオブジェクトが含まれており、ユーザーがパッチ
をデプロイするのは非効率である。パッチに多数のオブジェクトが含まれている場合、パッチの継承、ある
いはランタイムアプリケーション内の影響を受けるオブジェクトの数が多いことが原因で、パッチのデプロ
イが非効率になる可能性があります。

編集したアプリケーションをデプロイする場合は、アプリケーションの状態情報の保持または破棄を選択しま
す。状態情報は、マッピングプロパティ、マッピング出力、およびランタイムオブジェクトのプロパティを参
照しています。
アプリケーションを再デプロイする場合は、アプリケーションを停止するよう選択する必要があります。実行
中のオブジェクトを強制終了する代わりに、アプリケーションの名前を変更するか、アプリケーションを別の
サービスにデプロイすることもできます。
アプリケーションを更新してネットワークファイルシステムにエクスポートする場合、アプリケーションアー
カイブファイルを置換するか、デプロイメントを取り消すことができます。アプリケーションアーカイブファ
イルを上書きする場合は、アプリケーション内のオブジェクトが置換され、オブジェクトのプロパティがリセ
ットされます。

アプリケーションの状態情報
アプリケーションを再デプロイまたはアプリケーションパッチをデプロイすることにより、デプロイ済みアプ
リケーションを更新するときに、デプロイ済みアプリケーションの状態情報を保持するか破棄するかを選択で
きます。
状態情報は、マッピングプロパティと、マッピング出力やシーケンスジェネレータトランスフォーメーション
などのランタイムオブジェクトのプロパティを参照しています。状態情報を保持すると、デプロイしたアプリ
ケーションでこれらの設定およびプロパティが保持されます。状態情報を破棄すると、デプロイしたアプリケ
ーションでこれらの設定およびプロパティの状態が破棄されます。
例: 設定可能なプロパティの保持または破棄
アプリケーションには、設定可能なランタイムプロパティを使用したマッピングが含まれます。［高精度］プロ
パティを True に設定します。アプリケーションをデプロイしたら、マッピングを編集して［高精度］プロパ
ティを False に変更します。アプリケーションを再デプロイし、［状態情報を保持する］にチェックを入れる
と、データ統合サービスはデプロイしたアプリケーションの状態情報を保持し、ランタイムプロパティへの変
更が認識されません。プロパティへの変更を有効にするには、［状態情報を保持する］のチェックを解除する必
要があります。
例: シーケンスの保持または破棄
マッピングには、ターゲットテーブルの行に対して一意のキーを生成するシーケンスジェネレータトランスフ
ォーメーションが含まれます。マッピングを含むアプリケーションをデプロイしたら、マッピングが実行され、
シーケンスジェネレータトランスフォーメーションは 1～2000 の行に対するキーを生成します。次にマッピン
グが実行されると、シーケンスジェネレータトランスフォーメーションは 2001 以降のキーを生成しようとし
ますが、シーケンスが 10000 から開始されるように設定します。新しい開始値を指定できるようにシーケンス
ジェネレータトランスフォーメーションを編集します。アプリケーションを再デプロイし、［状態情報を保持す
る］にチェックを入れると、データ統合サービスはデプロイしたアプリケーションの状態情報を保持し、設定
への変更が認識されません。マッピングが再度実行されると、シーケンスは 2001 から再開します。設定への
変更を有効にするには、［状態情報を保持する］のチェックを解除する必要があります。
注: アプリケーションの状態を保持または破棄しても、シーケンスジェネレータトランスフォーメーションの

［リセット］プロパティには影響しません。
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アプリケーションの作成、デプロイ、更新の方法
マッピングと他のオブジェクトを作成および編集し、アプリケーションにデプロイしてエンドユーザーが使用
できるようにします。
以下の画像に、アプリケーションの開発およびデプロイのプロセスを示します。

1. マッピング、ワークフロー、トランスフォーメーション、および他のオブジェクトを作成し、データにア
クセスしてデータを変換します。

2. アプリケーションを作成し、そのアプリケーションにオブジェクトを追加します。
3. アプリケーションをデータ統合サービスに直接デプロイする、またはアプリケーションアーカイブファイ

ルにデプロイするよう選択します。
• データ統合サービスでオブジェクトを実行できるように、アプリケーションをデータ統合サービスに直

接デプロイします。
• 管理者がファイルをアーカイブできるように、アプリケーションをアプリケーションアーカイブファイ

ルにデプロイします。
4. このアーカイブファイルをデータ統合サービスにデプロイします。
5. アプリケーションをテストして、組織の要件を満たしていることを確認します。
アプリケーションをテストしたら、アプリケーションオブジェクトを編集し、デプロイされたアプリケーショ
ンを更新して、アプリケーションをメンテナンスできます。アプリケーションオブジェクトを編集しやすくす
るために、ランタイムアプリケーションに接続して、ランタイムオブジェクトの設計方法を確認できます。
次の図に、アプリケーションがどのようにメンテナンスされるかを示します。

164       第 9 章: アプリケーションデプロイメント



1. 出力が要件を満たしていない場合、アプリケーション内のオブジェクトを編集します。
2. アプリケーションの再デプロイまたはアプリケーションパッチのデプロイによりアプリケーションのオブ

ジェクトを更新するよう選択します。アプリケーションが差分アプリケーションである場合のみ、アプリ
ケーションパッチをデプロイできます。

3. パッチをデプロイするよう選択する場合、差分デプロイメントウィザードを使用してパッチを作成します。
4. パッチをデータ統合サービスにデプロイし、必要に応じてアプリケーションパッチをアーカイブファイル

にデプロイします。
アプリケーションパッチの作成とデプロイ方法の詳細については、「アプリケーションパッチのデプロイメン
ト」の章を参照してください。
注: また、管理者はアプリケーションをデプロイし、コマンドラインまたは Administrator ツールを使用して
他の管理タスクを実行できます。これらのタスクの詳細については、『Informatica アプリケーションサービス
ガイド』を参照してください。

アプリケーションの作成
アプリケーションの作成時に、アプリケーションに含めるオブジェクトを選択します。1 つ以上のオブジェク
トをデプロイして、エンドユーザーがサードパーティのツールを使用してデータにアクセスできるように、ア
プリケーションを作成します。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、プロジェクトまたはフォルダを選択します。 
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2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［アプリケーション］をクリックします。 
［新しいアプリケーション］ダイアログボックスが表示されます。

3. アプリケーションの名前を入力します。 
アプリケーション名は、アプリケーションをデプロイするときのセッションログファイル名の一部です。
アプリケーションによっては、セッションログファイル名に、アプリケーション名、機能名、接続 ID、お
よび日付と時刻が含まれる場合があります。
セッションログファイル名は、ログファイルのパスのログディレクトリのパスに含まれています。
Windows オペレーティングシステムでは、ログファイルのパスは 259 文字に制限されます。アプリケー
ションに名前を付ける場合は長さの制限を考慮してください。

4. ［参照］をクリックし、アプリケーションの場所を選択します。 
アプリケーションはプロジェクトまたはフォルダ内に作成する必要があります。

5. アプリケーションのタイプを選択します。［完全］または［差分］を選択できます。 
アプリケーションを作成した後は、アプリケーションタイプを編集することはできません。

6. ［追加］ボタンをクリックし、アプリケーションにオブジェクトを追加します。 
［オブジェクトの追加］ダイアログボックスが表示されます。

7. 1 つ以上のオブジェクトを選択し、［OK］をクリックします。 
選択したオブジェクトが［新しいアプリケーション］ダイアログボックスに一覧表示されます。

8. ［完了］をクリックし、アプリケーションを作成します。 
アプリケーションを作成したら、そのアプリケーションをデータ統合サービスまたはアプリケーションアーカ
イブファイルにデプロイします。
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アプリケーションのデプロイ
アプリケーションを作成したら、そのアプリケーションをデータ統合サービスにデプロイしてアプリケーショ
ンオブジェクトを実行します。または、アプリケーションをアプリケーションアーカイブファイルにデプロイ
します。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューでアプリケーションを右クリックし、［デプロイメント］を選択し

ます。 
［デプロイメント］ダイアログボックスが表示されます。

2. アプリケーションをデプロイする際は次のオプションのいずれかを選択します。 
• アプリケーションをデータ統合サービスにデプロイするには、［サービスにデプロイ］を選択します。

- 必要に応じて、［参照］をクリックしてドメインを選択します。
- アプリケーションをデプロイするデータ統合サービスを選択します。

• アプリケーションをアプリケーションアーカイブファイルにデプロイするには、［アプリケーションア
ーカイブファイルとしてエクスポート］を選択します。［参照］ボタンをクリックし、ファイルの保存
先となるディレクトリを選択します。

アプリケーションをデータ統合サービスにデプロイした場合、データ統合サービスはそのアプリケーションと
それに含まれるオブジェクトを実行します。アプリケーションオブジェクトの出力をテストし、要件に対する
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出力を検証できます。必要に応じて、アプリケーションオブジェクトを編集し、デプロイされたアプリケーシ
ョンを更新します。
アプリケーションをアプリケーションアーカイブファイルにデプロイした場合、そのファイルを保存して、別
のモデルリポジトリにインポートできるようにしたり、後でそのファイルからアプリケーションをデータ統合
サービスにデプロイしたりすることができます。

オブジェクトのデプロイ
オブジェクトをデータ統合サービスにアプリケーションとしてデプロイするか、オブジェクトをアプリケーシ
ョンアーカイブファイルにデプロイしてオブジェクトをアプリケーションとしてエクスポートします。
1. 実行可能なオブジェクトまたはフラットファイルデータオブジェクトのデプロイを選択します。 

• マッピング、ワークフロー、または他の実行可能なオブジェクトをデプロイするには、オブジェクトを
右クリックして［デプロイメント］を選択します。

• フラットファイルオブジェクトをデプロイするには、オブジェクトを右クリックして、オブジェクトを
Web サービス、SQL データサービス、REST Web サービスとしてデプロイします。

アプリケーションを作成するように求められます。
2. アプリケーション名を入力します。 
3. アプリケーションの場所を選択するには、デフォルトの場所を受け入れるか、［参照］をクリックして別の

場所を選択します。 
4. アプリケーションのタイプを選択します。［完全］または［差分］を選択できます。 

フラットファイルオブジェクトを Web サービス、SQL データサービス、REST Web サービスとしてデプ
ロイする場合、アプリケーションは差分アプリケーションにすることはできません。
アプリケーションを作成した後は、アプリケーションタイプを編集することはできません。

5. アプリケーションにオブジェクトを追加するには、［追加］ボタンをクリックしてオブジェクトを選択しま
す。 

6. ［次へ］をクリックします。 
7. アプリケーションをデプロイする際は次のオプションのいずれかを選択します。 

• アプリケーションをデータ統合サービスにデプロイするには、［サービスにデプロイ］を選択します。
- Developer tool に複数ドメインの接続情報が含まれている場合、［参照］をクリックしてドメインを

選択します。
- アプリケーションをデプロイするデータ統合サービスを選択します。

• アプリケーションをアプリケーションアーカイブファイルにデプロイするには、［アプリケーションア
ーカイブファイルとしてエクスポート］を選択します。［参照］ボタンをクリックし、ファイルの保存
先となるディレクトリを選択します。

8. Web サービスにオブジェクトをデプロイするには、以下の手順を実行します。 
a. Web サービスのプロパティを設定します。 
b. Web サービスに操作を追加するには、［次へ］をクリックします。 

デフォルトでは、Web サービスとしてデプロイするオブジェクトごとに操作が作成されます。
c. プロパティを表示および設定する各操作、操作入力、および操作出力を選択します。 
d. ［完了］をクリックします。 

9. SQL データサービスにオブジェクトをデプロイするには、以下の手順を実行します。 
a. SQL データサービスの名前を入力します。 
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b. デフォルトの場所を受け入れるか、または［参照］をクリックし、SQL データサービスのモデルリポ
ジトリおよびプロジェクトフォルダの場所を選択します。 

c. ［次へ］をクリックします。 
［SQL データサービスに仮想テーブルを追加］ダイアログボックスが表示されます。

d. ［追加］ボタンをクリックします。 
e. 仮想テーブルの名前を入力します。 
f. ［データオブジェクト］カラムの［開く］ボタンをクリックします。 

［データオブジェクトの選択］ダイアログボックスが表示されます。
g. 物理データオブジェクトを選択し、［OK］をクリックします。 
h. ［仮想スキーマ］カラムに仮想スキーマの名前を入力します。 
i. ［データアクセス］カラムで［読み取り］を選択し、仮想テーブルとデータオブジェクトをリンクし

ます。仮想テーブルとデータオブジェクトをリンクしない場合は、［なし］を選択します。 
10. オブジェクトを REST Web サービスにデプロイするには、以下の手順を実行します。 

a. REST Web サービスのプロパティを設定します。 
b. 定義に含めるカラムを選択します。 
c. HTTP メソッドを選択します。 

11. ［完了］をクリックします。 
Developer tool によって、アプリケーションがデータ統合サービスにデプロイされます。データ統合サービス
は、アプリケーションおよびアプリケーションに含まれるオブジェクトを実行します。
アプリケーションオブジェクトの出力をテストし、要件に対する出力を検証できます。必要に応じて、アプリ
ケーションオブジェクトを編集し、デプロイされたアプリケーションを更新します。

アプリケーションアーカイブのインポート
以前にアーカイブファイルにデプロイされたアプリケーションまたはアプリケーションパッチをインポートし、
モデルリポジトリでファイルコンテンツを使用できるようにします。
別のモデルリポジトリからアーカイブされたファイルやバージョン管理システムから取得されたファイルをイ
ンポートする場合、アーカイブファイルを作成するために使用したアプリケーションとアプリケーションオブ
ジェクトをインポートできます。
1. ［ファイル］ > ［インポート］をクリックします。 

インポートウィザードが表示されます。
2. ［Informatica］ > ［アプリケーションアーカイブ］を選択します。 
3. ［次へ］をクリックします。 
4. ［参照］をクリックし、アーカイブファイルを選択します。アプリケーションアーカイブファイルをインポ

ートするには、.iar 拡張子を使用します。アプリケーションパッチアーカイブファイルをインポートする
には、.piar 拡張子を使用します。 
Developer tool でアーカイブファイルのコンテンツがリスト表示されます。

5. アプリケーションのインポート先のモデルリポジトリを選択します。 
6. ［完了］をクリックします。 
アプリケーションがリポジトリにインポートされます。
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ランタイムアプリケーションへの接続
ランタイムアプリケーションに接続し、［エディタ］を使用してアプリケーション内のランタイムオブジェクト
を表示できるようにします。
1. ［ファイル］ > ［ランタイムアプリケーションに接続］をクリックします。 
2. ドメインを選択します。 
3. データ統合サービスを選択します。 
4. データ統合サービスでデプロイ済みアプリケーションを選択します。 
5. ［OK］をクリックします。 

［Object Explorer］ビューにランタイムアプリケーションが表示されます。アプリケーションを展開する
と、アプリケーション内のランタイムオブジェクトを表示できます。

アプリケーションの編集
アプリケーションオブジェクトを編集するか、オブジェクトを追加および削除するようにアプリケーションを
編集し、アプリケーションのプロパティを編集します。
1. アプリケーションオブジェクトを編集するには、［オブジェクトエクスプローラ］ビューからオブジェクト

を開きます。必要な変更を加えます。 
2. アプリケーションを編集するには、［オブジェクトエクスプローラ］でアプリケーションを右クリックし、

［開く］を選択します。 
アプリケーションエディタが表示されます。

3. ［追加］ボタンをクリックし、アプリケーションにオブジェクトを追加します。 
［オブジェクトの追加］ダイアログボックスが表示されます。

4. 1 つ以上のオブジェクトを選択し、［OK］をクリックします。 
5. 削除するオブジェクトを 1 つ以上選択し、［削除］ボタンをクリックします。 
6. アプリケーションを保存します。 
アプリケーションを編集してから、アプリケーションを更新し、デプロイされたアプリケーションにそれらの
変更がプロパゲートされるようにします。
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データ統合サービスへのアプリケーションの再デプロイ
アプリケーションをデータ統合サービスに再デプロイして、データ統合サービス上のランタイムアプリケーシ
ョンを設計時アプリケーションで置き換えます。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューでアプリケーションを右クリックし、［デプロイ］をクリックしま

す。 
［デプロイメント］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［サービスにデプロイ］を選択します。 
3. デフォルトのデータ統合サービスが設定されていない場合、［参照］をクリックしてドメインを選択しま

す。 
［ドメインの選択］ダイアログボックスが表示されます。

4. ドメインを選択して［OK］をクリックし、データ統合サービスを選択します。 
［ターゲット名］カラムには、同名のアプリケーションがデフォルトで表示されます。例えば、次の図に、

アプリケーション MyApplication のデプロイメントを示します。

5. ［ターゲット名］カラムをクリックし、データ統合サービス上で異なるターゲットアプリケーションを選択
します。 

6. アプリケーションの一部である実行中オブジェクトの状態を保持するには、［状態情報を保持する］を選択
します。 

アプリケーションの作成、デプロイ、更新の方法       171



7. 必要に応じて、［ターゲットアプリケーションを強制停止して実行中のオブジェクトを強制終了する］を選
択します。 
アプリケーションの状態が［実行中］でない場合に限り、アプリケーションを停止せずに再デプロイでき
ます。管理者がまだアプリケーションを停止していない場合は、管理者にアプリケーションを強制停止す
るかどうかを確認してください。

8. ［完了］をクリックします。 
アプリケーションを再デプロイしたら、組織またはプロジェクトの要件と比較して検証することができます。
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第  1 0  章

アプリケーションパッチのデプロ
イメント

この章では、以下の項目について説明します。
• アプリケーションパッチのデプロイメントの概要, 173 ページ
• アプリケーションオブジェクトインスタンス, 174 ページ
• アプリケーションオブジェクトの依存関係, 174 ページ
• 差分デプロイメントウィザード, 177 ページ
• アプリケーションパッチのタイプの選択, 181 ページ
• アプリケーションオブジェクトの影響の決定, 187 ページ
• パッチデプロイメント戦略の指定, 191 ページ
• アプリケーションパッチのデプロイ, 193 ページ
• アプリケーションパッチのデプロイメントに関するルールとガイドライン, 195 ページ

アプリケーションパッチのデプロイメントの概要
アプリケーションパッチは、デプロイされた差分アプリケーション内のオブジェクトを更新するために使用で
きるデプロイ可能なオブジェクトです。
アプリケーションパッチを設計する際には、アプリケーションオブジェクトの設計時インスタンスとランタイ
ムインスタンス、アプリケーションオブジェクト間の依存関係を考慮し、作成するアプリケーションパッチの
タイプを決定する必要があります。一部のアプリケーションオブジェクトが、更新する他のオブジェクトと関
係がある場合があります。また、他のアプリケーションオブジェクトが、更新するオブジェクトによって影響
を受ける場合があります。
パッチタイプを使用して、関係するオブジェクトをどのように継承するかを選択し、デプロイ済みのアプリケ
ーションに対してパッチでどの程度の影響を与えるかを決定できます。パッチの継承とオブジェクトの影響を
管理するために、差分デプロイメントウィザード内のツールを使用してパッチのコンテンツを把握し、データ
統合サービスがそれらのコンテンツをデプロイされたアプリケーションに適用する方法を把握できます。
注: アプリケーションパッチを使用して次のタスクを実行することはできません。
• アプリケーションの説明、デフォルトの日時形式、ソート順など、アプリケーションおよびマッピングのデ

プロイメントのプロパティを更新する。
• Web サービス、データサービス、REST Web サービスをデプロイされたアプリケーションに追加する。
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• デプロイされたアプリケーションからアプリケーションオブジェクトを削除する。

アプリケーションオブジェクトインスタンス
アプリケーション内のアプリケーションオブジェクトは、設計時インスタンスとランタイムインスタンスを持
ちます。
アプリケーションオブジェクトの設計時インスタンスとは、開発者が Developer tool で作成し編集したアプリ
ケーションオブジェクトを表します。このオブジェクトを含むアプリケーションをデータ統合サービスにデプ
ロイするときに、このアプリケーションオブジェクトのランタイムインスタンスを生成します。オブジェクト
のランタイムインスタンスには、設計時インスタンスのデータ構造の変更は反映されません。そのため、ラン
タイムオブジェクトを変更することなく、Developer tool で引き続き設計時オブジェクトを編集できます。
差分デプロイメントウィザードは、アプリケーションオブジェクトの設計時インスタンスとランタイムインス
タンスの両方を使用し、デプロイされたアプリケーションにパッチコンテンツを適用する方法を決定します。
例えば、このウィザードは選択したオブジェクトの設計時インスタンスとランタイムインスタンスの依存関係
セットに基づいて、パッチが他のオブジェクトをどのように継承するかを決定し、アプリケーションオブジェ
クトのランタイムインスタンスを取得して、ランタイムインスタンスへの影響を決定します。

アプリケーションオブジェクトの依存関係
アプリケーションパッチに含めるよう選択したアプリケーションオブジェクトが、そのオブジェクトの依存関
係セットに基づいて他のアプリケーションオブジェクトと関係がある場合があります。
アプリケーション内のオブジェクトには次の依存関係を含めることができます。
直接

直接依存関係とは、選択したオブジェクトが使用するアプリケーションオブジェクトであり、その直接依
存関係に対するあらゆる直接依存関係も含まれます。
以下の表に、各オブジェクトタイプの直接依存関係を示します。

オブジェクト 可能な直接依存関係
ワークフロー - Mapping

- マップレット
- 再利用可能なトランスフォーメーション
- 論理データオブジェクト
- 物理データオブジェクト

Mapping - マップレット
- 再利用可能なトランスフォーメーション
- 論理データオブジェクト
- 物理データオブジェクト

マップレット - 再利用可能なトランスフォーメーション
- 論理データオブジェクト
- 物理データオブジェクト
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オブジェクト 可能な直接依存関係
再利用可能なトランスフォ
ーメーション

- 論理データオブジェクト
- 物理データオブジェクト

論理データオブジェクト - 物理データオブジェクト
物理データオブジェクト - 物理データオブジェクトは直接依存関係を持つことはできません。
パラメータセット - パラメータセットは直接依存関係を持ったり、直接依存関係になるこ

とはできません。

間接
間接依存関係とは、選択したオブジェクトが使用するアプリケーションオブジェクトであるか、または選
択したオブジェクトの直接依存関係を使用するアプリケーションオブジェクトです。間接依存関係には、
その間接依存関係に対するあらゆる直接依存関係も含まれます。

リモート
リモート依存関係とは、選択したオブジェクトの間接依存関係の間接依存関係であるアプリケーションオ
ブジェクトです。リモート依存関係には、そのリモート依存関係に対するあらゆる直接依存関係も含まれ
ます。

アプリケーションパッチは、選択したオブジェクトの依存関係に基づいて、他のアプリケーションオブジェク
トを継承します。例えば、選択したオブジェクトの直接依存関係と間接依存関係を継承するアプリケーション
パッチを作成できます。
アプリケーションパッチでマップレット、再利用可能なトランスフォーメーション、論理データオブジェクト
を選択することはできませんが、パッチはこれらのオブジェクトを継承できます。
例: 依存関係セット
次の図に、アプリケーションオブジェクト Mapping A の依存関係セットを示します。

アプリケーションオブジェクトの依存関係       175



以下の表に、マッピング Mapping A の依存関係セットを示します。

依存
タイ
プ

オブジェクト 説明

直接 Reusable 
Transformation A

マッピング Mapping A は再利用可能なトランスフォーメーションを使用する
ため、この再利用可能なトランスフォーメーションは直接依存関係です。

直接 Physical Data Object 
A

マッピング Mapping A は再利用可能なトランスフォーメーション Reusable 
Transformation A を通して最終的にこのデータオブジェクトを使用するた
め、この物理データオブジェクトは直接依存関係です。

間接 Workflow A このワークフローはマッピング Mapping A を使用するため、このワークフロ
ーは間接依存関係です。

間接 Mapping B マッピング Mapping B はマッピング Mapping A と再利用可能なトランスフォ
ーメーション Reusable Transformation A の直接依存関係を使用するため、
マッピング Mapping B は間接依存関係です。

間接 Physical Data Object 
B

この物理データオブジェクトはマッピング Mapping B に対する直接依存関係
であり、このマッピングはマッピング Mapping A に対する間接依存関係であ
るため、この物理データオブジェクトは間接依存関係です。

リモ
ート

Workflow B このワークフローはマッピング Mapping B に対する間接依存関係であり、こ
のマッピングはマッピング Mapping A に対する間接依存関係であるため、こ
のワークフローはリモート依存関係です。

リモ
ート

Mapping C このマッピングはワークフロー Workflow B に対する直接依存関係であり、
このワークフローはマッピング Mapping A に対するリモート依存関係である
ため、マッピング Mapping C はリモート依存関係です。

関係の優先度
物理データオブジェクト、マッピング、ワークフロー間の関係は、他のタイプのオブジェクト間の関係よりも
優先されます。
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例えば、次の図はデータオブジェクト Physical Data Object A の依存関係セットを示します。

マッピング Mapping A とデータオブジェクト Physical Data Object A 間の関係は次の関係よりも優先されるため、
マッピング Mapping A は間接依存関係です。
• データオブジェクト Physical Data Object A とマップレット Mapplet A 間の関係。
• マップレット Mapplet A とマッピング Mapping A 間の関係。
マッピング Mapping A は間接依存関係であり、その直接依存関係である Mapplet A はデータオブジェクト
Physical Data Object A に対する間接依存関係です。

差分デプロイメントウィザード
差分デプロイメントウィザードとは、アプリケーションパッチを作成するために使用するウィザードです。
ウィザードを実行するには、差分アプリケーションを右クリックし、［アプリケーションオブジェクトの更新］
を選択します。
アプリケーションパッチを作成するには、ウィザードの以下のページを使用します。
1. ［アプリケーションの選択］ページで、更新するランタイムアプリケーションを選択します。
2. ［ソースオブジェクトの選択］ページで、パッチに含めるオブジェクトを選択します。ランタイムアプリケ

ーションに対してパッチがどんな影響をどの程度及ぼすかをプレビューすることもできます。
3. ［パッチのデプロイメント戦略］ページで、パッチに関する追加の詳細を定義して、パッチのデプロイ方法

を決定します。
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アプリケーションの選択
［アプリケーションの選択］ページで、更新するランタイムアプリケーションを選択します。

次の図は、［アプリケーションの選択］ページを示しています。
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ソースオブジェクトの選択
［ソースオブジェクトの選択］ページで、作成するパッチのタイプとパッチに含めるオブジェクトを選択しま

す。
次の図は、［ソースオブジェクトの選択］ページを示しています。

各オブジェクトの［設計時の場所］カラムを使用して、設計時アプリケーション内のオブジェクトのパスを確
認できます。ウィザードでは、パッチタイプに応じて、［関連オブジェクト］カラムにオブジェクトの依存関係
がリスト表示されます。例えば、直接依存関係と間接依存関係を継承するパッチタイプの場合は、ウィザード
では各オブジェクトの直接依存関係と間接依存関係がリスト表示されます。
ページの右下では、ランタイムオブジェクトへの影響のサマリをプレビューできます。［更新］の統計には、変
更されるオブジェクトと影響を受けるオブジェクトの合計数が表示されます。［追加］の統計には、追加される
オブジェクトの合計数が表示されます。特定のランタイムオブジェクトの影響を確認するには、アプリケーシ
ョンをプレビューできます。
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次の図に、アプリケーションのプレビューを示します。

オブジェクト名を照合し、実行時の場所と設計時の場所を照合すると、プレビュー内のランタイムオブジェク
トのリストと設計時オブジェクトを照合できます。各オブジェクトの［影響］には、そのオブジェクトが変更
されるか、影響を受けるか、追加されるかどうか、または変更されないかがリスト表示されます。
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パッチのデプロイメント戦略
［パッチのデプロイメント戦略］ページで、パッチを説明し、そのデプロイ方法を定義して、パッチの状態情報

を保持するかどうかを選択します。
次の図は、［パッチのデプロイメント戦略］ページを示しています。

デプロイメント戦略を選択するときは、パッチ履歴を使用して、ランタイムアプリケーションを更新するため
にデプロイされたパッチを確認することもできます。

アプリケーションパッチのタイプの選択
差分デプロイメントウィザードの使用時に、作成するアプリケーションパッチのタイプを選択できます。アプ
リケーションパッチのタイプによって、パッチが継承する依存関係のレベルが決まります。
パッチは直接依存関係、間接依存関係、リモート依存関係を継承できます。依存関係の各レベルで、パッチは
より多くのオブジェクトを継承します。継承されたオブジェクトはパッチに含められ、パッチがランタイムア
プリケーションに与える全体的な影響が大きくなります。アプリケーションの設計や更新するアプリケーショ
ンオブジェクトに応じて、継承する依存関係を選択できます。
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次の図に、ウィザードのパッチタイプのリストを示します。

パッチのデプロイ時に、選択したオブジェクトのランタイムインスタンスと、ランタイムアプリケーション内
の継承された依存関係を、データ統合サービスが置き換えます。これによりランタイムオブジェクトに影響が
及ぶ可能性があります。データ統合サービスは影響を受けるオブジェクトを、置き換えられたランタイムオブ
ジェクトを使用するように更新しますが、影響を受けるオブジェクトは設計時インスタンスには置き換えられ
ません。
アプリケーションに高依存オブジェクトが含まれる場合、アプリケーションパッチが継承する依存関係には、
ランタイムアプリケーション内の影響を受けるオブジェクトの数と逆の相関関係が生まれます。アプリケーシ
ョンパッチが継承する依存関係が少ない場合に、ランタイムアプリケーションに影響を受けるオブジェクトが
多く含まれる可能性が発生します。
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例: 依存関係の継承
次の図に、選択したオブジェクトがマッピング Mapping A である場合にパッチが継承する直接依存関係と間接依
存関係を示します。

パッチは以下の直接依存関係と間接依存関係を継承します。
• 直接依存関係。パッチは再利用可能なトランスフォーメーション Reusable Transformation A とデータオブジ

ェクト Physical Data Object A を継承します。これらのオブジェクトは選択したマッピング Mapping A に対す
る直接依存関係であるためです。

• 間接依存関係。パッチはマッピング Mapping A とデータオブジェクト Physical Data Object B を継承します。
これらのオブジェクトは選択したマッピング Mapping A に対する間接依存関係であるためです。

このパッチはワークフロー Workflow B とマッピング Mapping C は継承しません。これらのオブジェクトは選択し
たマッピング Mapping A に対するリモート依存関係であるためです。

直接依存関係のみの継承
設計時アプリケーションとランタイムアプリケーションについての完全な情報を持っていない場合は、直接依
存関係のみを継承するパッチを作成すると、ランタイムアプリケーション内のオブジェクトへの影響を最小限
に抑えることができます。

例
他の 30 人のユーザーとアプリケーションを共有しています。更新が必要なアプリケーションオブジェクトは、
Kafka データオブジェクトからデータを読み取る 1 個のストリーミングマッピングです。ランタイムアプリケ
ーション内のマッピングをテストした後、Developer tool でマッピングを編集し、パッチをデプロイしてラン
タイムアプリケーション内のマッピングを更新します。
アプリケーションパッチを作成するときに、マッピングを選択し、直接依存関係のみを継承するように選択し
ます。マッピングを選択すると、パッチはこのマッピングが使用するデータオブジェクトを継承します。
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次の図に、差分デプロイメントウィザードに継承がどのように表示されるかを示します。

次の図に、選択されたオブジェクトと継承された直接依存関係を示します。

直接および間接の依存関係の継承
多数のその他のアプリケーションオブジェクトで使用されているアプリケーションオブジェクトを編集すると
きに、直接依存関係と間接依存関係を継承し、変更が親オブジェクトにプロパゲートされるように選択できま
す。

例
同じリレーショナルデータオブジェクトを使用する複数のマッピングを含むアプリケーションがあるとします。
各マッピングは最終的に、別の目的でそのデータオブジェクト内のデータを変換します。マッピングの実行を
スケジュールするには、アプリケーションをデータ統合サービスにデプロイします。
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その後で、Developer tool を使用して、リレーショナルデータオブジェクトとリレーショナルデータベースを
同期します。同期されたデータをランタイムアプリケーション内のマッピングにプロパゲートするために、直
接依存関係と間接依存関係を継承するパッチを作成します。
パッチを作成するときに、そのデータオブジェクトを使用するマッピングのいずれか 1 つを選択します。パッ
チはそのデータオブジェクトを使用する他のすべてのマッピングを継承します。次の図に、差分デプロイメン
トウィザードに継承がどのように表示されるかを示します。

次の図に、選択されたオブジェクトと継承された間接依存関係を示します。

直接、間接、およびリモートの依存関係の継承
設計時アプリケーションとランタイムアプリケーションに関する完全な情報を持っている場合は、直接、間接、
およびリモートの依存関係を継承できます。
アプリケーションの唯一の開発者または担当部門の管理者がアプリケーションに関する完全な情報を持ってい
て、設計時アプリケーションを変更する際に、それらすべての変更をランタイムアプリケーションにプロパゲ
ートし、ランタイムアプリケーションが設計時アプリケーションをミラーリングするようにしたい場合などが
これに該当します。
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例
別のデータオブジェクトを共有するマッピングを実行するワークフローが含まれるアプリケーションを管理し
ています。アプリケーションをデプロイして出力をテストした後、データオブジェクトのいずれかを編集しま
す。
データオブジェクトの変更を、そのデータオブジェクトを使用するその他すべてのアプリケーションオブジェ
クトにプロパゲートするには、直接、間接、およびリモートの依存関係を継承するパッチを作成します。その
データオブジェクトを選択するときに、パッチがそのデータオブジェクトを使用するすべてのワークフローと
マッピングを継承します。
次の図に、差分デプロイメントウィザードに継承がどのように表示されるかを示します。
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次の図に、選択されたオブジェクトと継承された直接、間接、およびリモートの依存関係を示します。

注: データオブジェクト Physical Data Object A の変更を、ランタイムアプリケーション内のそのデータオブジ
ェクトを使用するすべてのマッピングとワークフローにプロパゲートするために、直接依存関係のみを継承す
るパッチを使用することもできます。データオブジェクトを選択した場合、ウィザードによって、影響を受け
るマッピングとワークフローが特定され、データ統合サービスがパッチのデプロイメント時にマッピングとワ
ークフローを更新します。
ただし、直接、間接、およびリモートの依存関係を継承するパッチでは、オブジェクトがどのように更新され
るかがより明確に示されます。また、ランタイムアプリケーション内の更新されるオブジェクトが、設計時ア
プリケーション内のオブジェクトと同じ方法でデータを変換することがより高い確率で保証されます。

アプリケーションオブジェクトの影響の決定
アプリケーションパッチを作成してデプロイするときに、パッチがランタイムアプリケーションに与える影響
が、変更するオブジェクトや影響を受けるオブジェクトにまで拡大します。複数のユーザーでアプリケーショ
ンを共有している場合、パッチは他のユーザーがメンテナンスしているオブジェクトに影響を与える可能性が
あります。
パッチがランタイムアプリケーションにどの程度の影響を与えるのかを把握するために、次のタスクを実行で
きます。
• オブジェクトの影響をプレビューする。オブジェクトの影響は、各アプリケーションオブジェクトがどのよ

うに影響を受けるのかを示したサマリになります。
• 影響を受けるオブジェクトを特定する。影響を受けるオブジェクトは、他のユーザーに属しているオブジェ

クトである場合があります。影響を受けるオブジェクトを特定することで、他のユーザーのオブジェクトが
どのように変更される可能性があるか把握できます。

• パッチのスコープを確認する。スコープは、パッチにより影響を受けるオブジェクトの数を示した数値のサ
マリになります。
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オブジェクトの影響のプレビュー
差分デプロイメントウィザードは、アプリケーションパッチにオブジェクトが追加され、パッチがそれらのオ
ブジェクトの依存関係を継承している場合のランタイムアプリケーションへの影響を分析します。各アプリケ
ーションオブジェクトへの影響をプレビューして、パッチのデプロイ後にオブジェクトのランタイムインスタ
ンスがどのように変わるかを把握できます。
プレビューでは、各アプリケーションオブジェクトに対する次のタイプの影響がリスト表示されます。
• 変更。ランタイムアプリケーション内にオブジェクトのランタイムインスタンスが存在しています。データ

統合サービスはランタイムインスタンスを設計時インスタンスで置き換えます。
• 影響。オブジェクトの依存関係が変更されるため、ウィザードはランタイムアプリケーションからオブジェ

クトを取得します。データ統合サービスは、ランタイムアプリケーション内の影響を受けるオブジェクト
が、変更された依存関係を使用するように更新しますが、オブジェクトは置き換えません。

• 追加。ランタイムアプリケーション内にオブジェクトのランタイムインスタンスが存在しません。そのた
め、データ統合サービスはランタイムアプリケーション内にオブジェクトのランタイムインスタンスを作成
します。

• 変更なし。オブジェクトは変更されたり、影響を受けたり、ランタイムアプリケーションに追加されたりし
ません。

次の図に、Developer tool でオブジェクトの影響をプレビューできる場所を示します。

影響を受けるオブジェクトの特定
影響を受けるオブジェクトとは、デプロイされたアプリケーションをメンテナンスするために差分デプロイメ
ントウィザードがランタイムアプリケーションから取得するオブジェクトです。影響を受けるオブジェクトを
所有するユーザーは、データ統合サービスがパッチを適用している間はそれらのオブジェクトを実行できませ
ん。
ウィザードは、ユーザーがアプリケーションパッチを設計するときに、影響を受けるオブジェクトを取得しま
す。オブジェクトの影響をプレビューすると、影響を受けるオブジェクトを確認できます。
ウィザードは、次の理由により、影響を受けるオブジェクトを取得します。
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変更のプロパゲート
アプリケーションパッチ内のオブジェクトを選択し、そのパッチが他のアプリケーションオブジェクトを
継承している場合、ウィザードはそれらのオブジェクトの変更がランタイムアプリケーション内の親オブ
ジェクトにどのようにプロパゲートされるかを決定する必要があります。ウィザードは、変更の影響を受
ける親オブジェクトを特定します。
パッチをデプロイするとき、データ統合サービスは影響を受けるオブジェクトのランタイムインスタンス
を置き換えません。しかし、影響を受けるオブジェクトを、それらの実行時の直接依存関係に対する変更
を使用するように更新します。
注: ワークフローが影響を受けるオブジェクトである場合、ワークロードは次回の実行時に更新されます。
例えば、マッピングを変更し、マッピングタスクでこのマッピングを使用するワークフローを変更した場
合、このワークフローは以降の実行でこの変更されたマッピングを使用します。

有効性
ウィザードは、データ統合サービスがパッチを適用した後もランタイムアプリケーション内のアプリケー
ションオブジェクトが有効であるか確認する必要があります。ウィザードは、影響を受けるオブジェクト
に変更がどのようにプロパゲートされるかを決定した後、影響を受けるオブジェクトを検証します。影響
を受けるオブジェクトが変更されたオブジェクトと互換性がない場合、影響を受けるオブジェクトが有効
でなくなる可能性があります。

どのアプリケーションパッチのタイプでも、影響を受けるオブジェクトになる可能性があります。例えば、直
接、間接、リモートの依存関係を継承するパッチを作成する場合、リモート依存関係がパッチが継承する直接
依存関係を持っている可能性があります。この直接依存関係がランタイムアプリケーション内の別のオブジェ
クトで使用されている場合、親オブジェクトが影響を受けるオブジェクトになります。
データ統合サービスが影響を受けるオブジェクトを更新した後で、影響を受けるオブジェクトのデータがアプ
リケーションの設計と一貫性がない可能性があります。マップレットを使用するマッピングを含むランタイム
アプリケーションがあるとします。変更されたマップレットが別のトランスフォーメーションを使用する場合、
影響を受けるマッピングは有効である可能性がありますが、予測できない方法でデータを変換する可能性もあ
ります。
可能な限り、更新するオブジェクトを選択するか、または影響を受けるオブジェクトの数が最小限になり、ラ
ンタイムアプリケーション内のオブジェクトが設計時アプリケーション内のオブジェクトと同じ方法でデータ
を変換することが保証されるようにオブジェクトを継承するアプリケーションパッチを設計するようにしてく
ださい。
例: 変更のプロパゲートと有効性
データオブジェクトを変更するパッチをデプロイします。ウィザードはデータオブジェクトの変更を、そのデ
ータオブジェクトを使用するその他のランタイムオブジェクトにプロパゲートします。その結果、そのデータ
オブジェクトを使用する、影響を受けるランタイムマッピングは、データ統合サービスがパッチを適用した後
は、変更されたデータオブジェクトを使用します。
マッピングがこの変更されたデータオブジェクトを使用し、データオブジェクトに含まれる行数がパッチ適用
前と比べて少ない場合、マッピングが有効でなくなる可能性があります。アップストリームトランスフォーメ
ーションとダウンストリームトランスフォーメーション間のリンクの数が少なくなるため、データオブジェク
トはマッピング内のトランスフォーメーションと互換性がない可能性があります。影響を受けるマッピングが
有効でない場合、パッチをデプロイすることはできません。

削除したオブジェクト
設計時アプリケーションからアプリケーションオブジェクトを削除してパッチをデプロイしても、データ統合
サービスはランタイムアプリケーションからそのオブジェクトを削除しません。場合によっては、影響を受け
るオブジェクトを削除している可能性があります。
このウィザードが、削除したオブジェクトを影響を受けるオブジェクトとして特定した場合、ウィザードは削
除したオブジェクトの子オブジェクトの変更を、削除したオブジェクトにプロパゲートするよう試みます。ま
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た、ウィザードは削除したオブジェクトの検証も試みます。削除したオブジェクトが有効でない場合、パッチ
をデプロイすることはできません。
削除したオブジェクトが実行中でない場合は、アプリケーションを再デプロイしてランタイムアプリケーショ
ンからオブジェクトを削除してください。

例.影響を受けるオブジェクトの特定
次の例は、差分デプロイメントウィザードがランタイムアプリケーションから取得した、影響を受けるオブジ
ェクトを特定する方法を示しています。
アプリケーションに 2 つのマッピング Mapping A と Mapping B が含まれていて、それらのマッピングが物理デー
タオブジェクト Data Object A を共有しているとします。また、アプリケーションにはマッピング Mapping B を
使用するワークフロー Workflow B も含まれています。このアプリケーションをデプロイした後で、マッピング
Mapping A を編集し、ランタイムアプリケーション内のこのマッピングを更新することにしました。
直接依存関係のみを継承するパッチを作成し、マッピング Mapping A を選択します。マッピングを選択している
ため、パッチはこのマッピングが使用するデータオブジェクト Data Object A を継承します。
ウィザードはデータ統合サービスがこのマッピングとこのデータオブジェクトのランタイムインスタンスを置
き換えることを想定しているため、ウィザードはランタイムアプリケーション内でこのマッピングまたはこの
データオブジェクトを使用するすべての親オブジェクトを特定します。マッピング Mapping B はこのデータオブ
ジェクトを使用します。そのため、ウィザードはこのマッピングを影響を受けるオブジェクトとしてマークし
ます。
マッピング Mapping B はランタイムアプリケーション内で更新され、ワークフロー Workflow B はマッピング
Mapping B を使用するため、ワークフロー Workflow B も影響を受けるオブジェクトです。
次の図に、設計時と実行時の状況、選択したマッピング、パッチが継承する依存関係、影響を受けるオブジェ
クトを示します。

注: オブジェクト Mapping B と Workflow B のランタイムインスタンスは、それぞれの設計時インスタンスには置
き換えられません。設計時アプリケーション内のマッピング Mapping B を編集した場合、Mapping B のランタイ
ムインスタンスは設計時インスタンスとは異なります。
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オブジェクトの影響の範囲の特定
デプロイされたアプリケーションにアプリケーションパッチが与える影響の範囲を特定し、パッチのデプロイ
メントの間にダウンタイムが発生するオブジェクトの数を把握できます。アプリケーションに複数のユーザー
がいる場合、範囲が大きくなると、ユーザーが使用できるオブジェクトの数が少なくなります。
影響を特定するには、次のオブジェクトタイプに基づいて、影響のサマリにある値を使用します。
• 選択したオブジェクト。パッチ内に登場する選択したオブジェクトとパッチが継承するオブジェクトの合計

数。最大値は、設計時アプリケーション内のアプリケーションオブジェクトの数です。
• 更新されるオブジェクト。変更される、または影響を受けるオブジェクトの合計数。最大値は、ランタイム

アプリケーション内のアプリケーションオブジェクトの数です。
• 追加されるオブジェクト。実行にアプリケーションに追加されるオブジェクトの数。
注: 設計時アプリケーションにランタイムアプリケーションとは異なる依存関係セットが含まれている場合、選
択したオブジェクトの数が、更新されるオブジェクトの数と異なる場合があります。
次の図に、差分デプロイメントウィザードがサマリを表示する場所を示します。

パッチデプロイメント戦略の指定
組織のポリシーに応じて、パッチデプロイメント戦略を指定し、アプリケーションパッチのコンテンツをエン
ドユーザーに提供する方法を決定します。
アプリケーションパッチは次の方法でデプロイできます。
• データ統合サービスにデプロイする。パッチをデータ統合サービスにデプロイすると、データ統合サービス

がパッチのコンテンツに基づいて、対応する差分アプリケーションを自動的に更新します。影響を受けない
オブジェクトは実行を続け、影響を受けるオブジェクトはパッチのコンテンツに応じて更新されます。
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• アーカイブファイルにデプロイする。パッチをアーカイブファイルにデプロイすると、パッチをローカルマ
シンにファイルとして保存して、そのファイルをバージョン管理システムに格納できます。そのパッチは後
でデータ統合サービスにデプロイできます。

パッチをデプロイしてもアプリケーションの状態は変更されません。例えば、停止中のアプリケーションが実
行を始めたりはしません。
デプロイメントをキャンセルした場合、データ統合サービスがパッチのコンテンツをデプロイされたアプリケ
ーションに部分的に適用する可能性があります。デプロイメントをキャンセルしても、差分アプリケーション
はロールバックされません。

パッチのデプロイメント戦略のプロパティ
［パッチのデプロイメント戦略］ページで、全般プロパティおよびデプロイメントオプションを設定できます。

ランタイムアプリケーションのパッチ履歴も確認できます。
次の表に、設定可能な全般プロパティを示します。

全般プロパ
ティ

説明

パッチ名 パッチの名前。
パッチの説
明

オプション。パッチの説明。パッチの説明は 270 文字以下にする必要があります。

状態情報の
保持

オプション。状態情報が保持されるか破棄されるかを示します。状態情報は、マッピングプ
ロパティと、マッピング出力やシーケンスジェネレータトランスフォーメーションなどのラ
ンタイムオブジェクトのプロパティを参照しています。
デフォルトでは、状態情報は保持されます。
注: アプリケーションの状態を保持または破棄しても、シーケンスジェネレータトランスフ
ォーメーションの［リセット］プロパティには影響しません。
状態情報の詳細については、「アプリケーションの状態情報」  (ページ 163)を参照してくださ
い。

以下の表に、パッチデプロイメントの選択オプションを示します。

デプロイメントオプション 説明
データ統合サービスにデプロイ パッチをデータ統合サービスにデプロイするには、このオプションを選

択します。
ファイルにデプロイ パッチをアプリケーションパッチアーカイブファイルにデプロイするに

は、このオプションを選択します。

以下の表に、パッチ履歴内の各パッチに関して確認できるプロパティを示します。

パッチプロパティ 説明
名前 デプロイされたパッチの名前。
説明 デプロイされたパッチの説明。パッチの作成時間がパッチの説明の冒頭に付加されま

す。

注: デフォルトで、パッチ履歴には、パッチの一覧が作成時間別に表示されます。
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アプリケーションパッチのデプロイ
差分アプリケーション内のオブジェクトを編集する場合、アプリケーションパッチを作成してデプロイするこ
とで、デプロイしたアプリケーションのオブジェクトを更新できます。アプリケーションパッチをデータ統合
サービスまたはアプリケーションパッチアーカイブファイルにデプロイします。
1. ［オブジェクトエクスプローラ］ビューで、差分アプリケーションを右クリックし、［アプリケーションオ

ブジェクトの更新］を選択します。 
差分デプロイメントウィザードの［アプリケーションの選択］ページが表示されます。

2. ［アプリケーションの選択］ページで、［参照］をクリックし、データ統合サービス上の更新するランタイ
ムアプリケーションを選択します。 

3. ［次へ］をクリックします。 
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ウィザードがランタイムアプリケーションを取得します。その後、［ソースオブジェクトの選択］ページが
表示されます。

4. ［ソースオブジェクトの選択］ページで、データ統合サービスでランタイムアプリケーションで置き換えた
い設計時アプリケーション内のオブジェクトを選択します。 

5. 次のいずれかのアプリケーションパッチタイプを選択します。 
• 直接依存関係。パッチは選択したオブジェクトの直接依存関係を継承します。
• 直接および間接の依存関係。パッチは選択したオブジェクトの直接依存関係と間接依存関係を継承しま

す。
• 直接、間接、およびリモートの依存関係。パッチは選択したオブジェクトの直接依存関係、間接依存関

係、およびリモート依存関係を継承します。
デフォルトは［直接および間接の依存関係］です。
依存関係が［関連オブジェクト］カラムに表示されます。例えば、直接依存関係と間接依存関係を継承す
るアプリケーションパッチの場合は、このカラムには選択したオブジェクトの直接依存関係と間接依存関
係がリスト表示されます。

6. ランタイムアプリケーション内の各オブジェクトの影響を確認するには、［アプリケーションのプレビュ
ー］を選択します。 

7. ［次へ］をクリックします。 
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［パッチのデプロイメント戦略］ページが表示されます。

8. パッチの名前を入力します。 
9. 必要に応じて、パッチの説明を入力します。 

10. 必要に応じて、状態情報を保持することを選択します。 
状態情報を保持しないことを選択すると、状態情報は破棄されます。

11. 次のいずれかのデプロイメントオプションを選択します。 
• データ統合サービスにデプロイアプリケーションパッチをデータ統合サービスにデプロイします。デー

タ統合サービスはアプリケーションパッチをランタイムアプリケーションに適用します。
• ファイルにデプロイアプリケーションパッチをアーカイブファイルにデプロイします。パッチをアーカ

イブファイルにデプロイする場合、ファイルを保存するローカルマシンのディレクトリを選択します。
12. パッチ履歴を確認します。 

パッチ履歴には、差分アプリケーションを更新するためにデプロイされたアプリケーションパッチのリス
トが表示されます。

アプリケーションパッチのデプロイメントに関するルールとガイドライン
アプリケーションパッチをデプロイして差分アプリケーションを更新する場合は次のツールとガイドラインを
参考にしてください。
• ［オブジェクトエクスプローラ］ビューからアプリケーションオブジェクトを更新するように選択した場合

は、差分デプロイメントウィザードがアプリケーションの依存関係の構築を開始します。［進捗状況］ビュ
ーで進捗状況を確認できますが、操作をキャンセルすることはできません。

• パッチを作成する際に、差分デプロイメントウィザードではアプリケーション内のオブジェクトではないオ
ブジェクトは一切リストに表示されません。

アプリケーションパッチのデプロイメントに関するルールとガイドライン       195



例えば、アプリケーションにマッピングが含まれていて、そのマッピングがデータの変換に使用するデータ
オブジェクトは除外されている可能性があります。この場合、データオブジェクトはアプリケーションオブ
ジェクトではありません。パッチの作成時は、データオブジェクトを確認することはできませんが、ウィザ
ードで、アプリケーション内オブジェクト間の依存関係が認識されればデータオブジェクトか処理されま
す。

• 設計時アプリケーション内のアプリケーションオブジェクトの名前またはプロジェクトを変更し、そのオブ
ジェクトをアプリケーションパッチを使用して更新した場合、ランタイムアプリケーション内でそのオブジ
ェクトが別のパスに複製されます。

• ユーザーがパッチを初めてデプロイしたときにランタイムアプリケーションのアプリケーションの説明が空
である場合、差分デプロイメントウィザードがアプリケーションのパッチ履歴を使用して、説明を更新しま
す。追加のパッチをデプロイすると、ウィザードはその説明にパッチ名を追加します。ユーザーがいずれか
のクライアントを使用してアプリケーションの説明を編集しない限り、ウィザードはパッチ名を追加し続け
ます。
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第  1 1  章

継続的統合と継続的配信（CI/CD）
この章では、以下の項目について説明します。
• CI/CD の概要, 197 ページ
• 継続的統合, 198 ページ
• 継続的配信, 199 ページ
• 自動化された統合プロセスのサンプル, 200 ページ
• 自動化された配信プロセスのサンプル, 202 ページ
• 一般的な統合および配信操作のリファレンス, 203 ページ

CI/CD の概要
CI/CD、つまり継続的統合（continuous integration）と継続的配信（continuous delivery）は、CI/CD パイ
プラインでの統合と配信の操作を自動化することです。統合と配信の操作はそれぞれ、データ統合サービスの
REST API または infacmd コマンドラインプログラムを使用して自動化できます。
CI/CD パイプラインには、オブジェクト設計の際に開発者が使用する統合操作と、オブジェクトをプロダクシ
ョン環境に配信する配信操作が含まれます。REST API または infacmd を使用すると、以下の方法で統合と配
信を自動化できます。
• 開発者がオブジェクトに対して行うすべての変更をデプロイしてテストします。開発者は、オブジェクトが

テストに合格したかどうかと、オブジェクトに必要な変更の種類に関するフィードバックを即座に受け取り
ます。

• テストに合格したオブジェクトをプロダクション環境に配信します。組織の要件に基づいて、プロダクショ
ン環境にオブジェクトを配信する前に、QA や UAT などの追加要件にオブジェクトを配信することができま
す。

継続的統合と継続的配信は完全にログに記録され、チーム全体が確認できるため、チームのメンバは手動によ
る作業を避けて時間を配分できます。

REST API または infacmd の使用
データ統合サービスの REST API または infacmd コマンドラインプログラムのどちらを使用して統合と配信の
操作を自動化するかを決定するには、組織の要件を査定します。
REST API と infacmd には以下の違いがあります。
• infacmd を使用したほうが、REST API よりも多くのユースケースを実現できます。例えば、infacmd コマ

ンドを使用してアプリケーションをバックアップすることができます。
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• infacmd を使用するには、Informatica サービスまたは infacmd ユーティリティをインストールする必要
があります。これに対して、REST API にはセットアップ要件がないため、クライアントマシンに
Informatica サービスがインストールされていない環境でも REST API を実行できます。

データ統合サービスの REST API の詳細については、『Informatica アプリケーションサービスガイド』を参照
してください。
infacmd コマンドラインプログラムの詳細については、『Informatica コマンドリファレンス』を参照してくだ
さい。

継続的統合
継続的統合を使用すると、開発者がオブジェクトに対して行ったすべての変更が開発環境でデプロイされテス
トされてから、オブジェクトの追加環境への配信が承認されます。
継続的統合を設定するために、以下のタスクを自動化できます。
• オブジェクトをデプロイして正常性テストを実行する。
• バージョン管理操作を実行してオブジェクトを開発者に割り当てる。
• オブジェクトのロックによる競合を検出して解決する。

オブジェクトのデプロイ
開発者がオブジェクトに対して行ったすべての変更がデプロイされテストされるように継続的統合を設定しま
す。
テスト用にオブジェクトを分離するには、オブジェクトをアプリケーションアーカイブファイルに、さらにデ
ータ統合サービスにデプロイします。オブジェクトがデータ統合サービスにデプロイされると、開発者は、テ
スト結果に干渉することなく、Developer tool でオブジェクトへのアクセスおよび編集を続けることができま
す。
以下の図は、オブジェクトのデプロイ方法を示しています。

1. 自動化されたプロセスにより、オブジェクトがアプリケーションパッチアーカイブファイルにデプロイ
されます。

2. 自動化されたプロセスにより、このアーカイブファイルがデータ統合サービスにデプロイされます。
オブジェクトがデプロイされたら、正常性テストを実行してマッピングが正常に実行されることを確認できま
す。さらにテストを行うために、サードパーティのツールを使用してマッピング出力が正しいことを確認でき
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ます。テスト結果に基づいて、追加環境へのオブジェクトの配信を承認することや、オブジェクトを編集のた
めに開発者に割り当てることができます。

オブジェクトの割り当て
チームベース開発環境で、継続的統合を設定してオブジェクトを開発者に割り当てることができます。
例えば、マッピングの正常性テストが失敗した場合に、最後にマッピングを変更した開発者に編集用のマッピ
ングを割り当てることができます。マッピングを割り当てるには、REST API［バージョン管理操作の実行］または
コマンド infacmd mrs reassignCheckedOutObject を使用できます。
オブジェクトを開発者に割り当てたり、オブジェクトをある開発者から別の開発者に再割り当てするには、バ
ージョン管理操作を実行できる必要があります。モデルリポジトリが、GIT、SVN、Perforce などのバージョ
ン管理システムと統合されていることを確認してください。
モデルリポジトリをバージョン管理システムと統合する方法の詳細については、『Informatica アプリケーショ
ンサービスガイド』を参照してください。

オブジェクト競合の解決
オブジェクトに変更が必要な場合に、インテントベースのロックを使用するように継続的統合を設定し、オブ
ジェクト間の競合を検出して解決し、開発者のコラボレーションを促進することができます。
インテントベースのロックを使用すると、他の開発者はオブジェクトに変更を保存できなくなります。ロック
により、同じオブジェクトへのアクセスが必要な開発者間で競合が発生する場合があります。
例えば、ある開発者が、あるオブジェクトを休暇前にロックしたとします。このロックにより、そのオブジェ
クトへのアクセスを必要とする他の開発者に競合が生じます。このような競合を解決するために、サードパー
ティのツールを使用して従業員の作業スケジュールを読み込み、競合の可能性を検出し、infacmd コマンドに
ロジックを渡してロックされたオブジェクトを一覧表示し、必要に応じてオブジェクトのロックを解除するこ
とができます。

継続的配信
オブジェクトが開発環境でのテストに合格すると、そのオブジェクトは継続的にプロダクション環境に配信さ
れます。組織の要件に基づいて、プロダクション環境にオブジェクトを配信する前に、QA や UAT など追加の
環境への継続的配信を設定できます。
継続的配信を簡素化するために、アーカイブファイルを使用して、開発環境でテストおよび承認されたオブジ
ェクトと追加の環境に配信されるオブジェクトの間に一貫性を作成することができます。一貫性を作成するに
は、継続的配信を設定してオブジェクトを 1 つのアーカイブファイルにデプロイし、そのアーカイブファイル
をバージョン管理システムに保存して、アーカイブファイルを各環境にデプロイします。
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以下の図は、開発環境、QA 環境、UAT 環境およびプロダクション環境へのアプリケーションパッチアーカイ
ブファイルのデプロイ方法を示しています。

1. オブジェクトがアプリケーションパッチアーカイブファイルにデプロイされます。
2. アーカイブファイルはバージョン管理システムに保存されています。
3. 同じアーカイブファイルが、開発環境、QA 環境、UAT 環境およびプロダクション環境にデプロイされま

す。

自動化された統合プロセスのサンプル
この節では、開発環境で開発者がマッピングに対して行ったすべての変更がデプロイされテストされるように
継続的統合を設定する方法を示します。
以下のタスクを行うように継続的統合を設定します。
1. デプロイメント用にマッピングを準備する。
2. マッピングをデータ統合サービスにデプロイする。
3. 正常性テストを実行する。
4. 編集用にマッピングを準備する。

手順 1。デプロイメント用にマッピングを準備
テスト用にマッピングをデプロイする前に、変更されたマッピングを特定し、デプロイメント用にマッピング
をマークします。
以下の統合操作を行うように継続的統合を設定します。
1. 変更されたマッピングを特定する。

変更されたマッピングを特定するには、各設計時マッピングを、対応するランタイムマッピング（データ
統合サービスにデプロイされたもの）と、継続的に比較します。
マッピングを比較するには、クエリを REST API Compare two queried mappings またはコマンド infacmd dis 
compareMapping に渡します。
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2. タグを割り当ててデプロイメント用にマッピングをマークする。
設計時マッピングと対応するランタイムマッピングの間の違いが比較レポートで特定された場合は、デプ
ロイメント用にマッピングをマークするタグを設計時マッピングに割り当てます。
例えば、タグ DeploymentInProgress をマッピングに割り当てます。このタグを、REST API Assign tags to 
design-time objects またはコマンド infacmd dis tag に渡すことができます。

手順 2。データ統合サービスへのマッピングのデプロイ
デプロイメント用にマッピングを準備したら、変更されたマッピングをアプリケーションパッチアーカイブフ
ァイルに、さらにデータ統合サービスにデプロイします。
以下の統合操作を行うように継続的統合を設定します。
1. クエリを実行してデプロイメント用にマークされたマッピングを特定する。

デプロイメントが必要なマッピングを特定するには、タグ DeploymentInProgress が付いた設計時オブジェク
トをクエリします。クエリを、REST API［設計時オブジェクトの取得］またはコマンド infacmd dis 
queryDesignTimeObjects に渡します。

2. マッピングをアプリケーションパッチアーカイブファイルにデプロイする。
クエリで少なくとも 1 つのマッピングが返された場合は、そのマッピングをアプリケーションパッチアー
カイブファイルにデプロイします。
クエリを、REST API［設計時オブジェクトをアーカイブファイルにデプロイ］またはコマンド infacmd dis 
deployObjectsToFile に渡します。この REST API 要求または infacmd コマンドにより、アーカイブファイ
ルがデータ統合サービスマシンに保存されます。

3. アーカイブファイルをデータ統合サービスにデプロイする。
アーカイブファイルを、開発環境のデータ統合サービスにデプロイします。アーカイブファイルの場所を、
REST API［アプリケーションの更新］またはコマンド infacmd tools patchApplication に渡します。

手順 3。正常性テストの実行
データ統合サービスでマッピングが更新されたら、正常性テストを実行してマッピングが正常に動作すること
を確認します。
以下の統合操作を行うように継続的統合を設定します。
1. デプロイ済みのマッピングが正常に動作することを確認する。

デプロイ済みのマッピングが正常に動作することを確認するには、以下の作業を実行します。
1. デプロイ済みのマッピングを実行するには、REST API Run a deployed mapping またはコマンド infacmd 

ms runMapping を使用します。
2. 組織の要件に基づいて正常性テストを実行します。例えば、サードパーティツールのスクリプトを使

用して統合タスクを自動化する場合は、マッピングターゲット内のデータを読み込むテストケースを
作成し、マッピング出力が正しいことを確認できます。

2. 追加の変更が必要なマッピングをマークするタグを割り当てる。
追加の変更が必要なマッピングをマークするには、タグ RequiresChanges を、REST API Assign tags to 
design-time objects またはコマンド infacmd dis tag に渡します。
変更が必要なマッピングからタグ DeploymentInProgress を削除することもできます。タグ
DeploymentInProgress を、REST API Remove tags from design-time objects またはコマンド infacmd dis untag
に渡します。
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3. 正常に実行されたマッピングを承認するタグを割り当てる。
正常に実行されたマッピングを承認するには、タグ ReadyForDelivery を、REST API Replace repository 
object tags またはコマンド infacmd dis replaceAllTag に渡します。この REST API 要求または infacmd コ
マンドにより、マッピングに割り当てられているすべてのタグが、タグ ReadyForDelivery に置き換えられ
ます。

手順 4。編集用にマッピングを準備
更新されたマッピングがテストに失敗した場合は、マッピングを編集用に準備します。
以下の統合操作を行うように継続的統合を設定します。
1. 編集用にマッピングを適切な開発者に割り当てる。

マッピングを適切な開発者に割り当てるには、以下の作業を実行します。
1. REST API Get design-time objects またはコマンド infacmd dis queryDesignTimeObjects を使用して、タ

グ RequiresChanges が付いている設計時マッピングをクエリします。
2. 使用するサードパーティツールによっては、クエリ結果を解析して、各マッピングを最後に変更した

開発者のユーザー名を取得できます。
3. 編集用にマッピングを開発者に割り当てるには、REST API Perform version control operations または

コマンド infacmd mrs reassignCheckedOutObject を使用します。
注: バージョン管理操作は、モデルリポジトリがバージョン管理システムと統合されている場合にの
み実行できます。

2. テスト結果について開発者に通知する。
必要に応じて、サードパーティツールを使用して、変更が必要なマッピングについて開発者に通知するこ
とができます。
例えば、REST API Get design-time objects またはコマンド infacmd dis queryDesignTimeObjects を使用して、
タグ RequiresChanges が付いている設計時マッピングをクエリできます。
次に、サードパーティツールでスクリプトを実行して、以下の作業を実行できます。
1. クエリ結果を読み取って応答を解析し、マッピングを最後に変更した開発者のユーザー名を取得す

る。
2. そのユーザー名に関連付けられている電子メールアドレスを従業員データベースで検索する。
3. テストに失敗したマッピングに関する情報とマッピングが失敗した理由を伝える電子メールメッセー

ジを生成する。

自動化された配信プロセスのサンプル
この節では、開発環境でマッピングが承認されたときにマッピングをプロダクション環境にデプロイするよう
に継続的配信を設定する方法を示します。
以下の配信操作を行うように継続的配信を設定します。
1. 配信が承認されたマッピングを特定する。

配信が承認されたマッピングを特定するには、以下の作業を実行します。
1. 開発環境内のマッピングにタグ ReadyForDelivery が付いているものがあるかどうかを継続的にチェッ

クします。
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2. 設計時マッピングをクエリして、タグ ReadyForDelivery の有無を確認します。
3. クエリを、REST API Get design-time objects またはコマンド infacmd dis queryDesignTimeObjects に渡

します。
2. マッピングをアプリケーションパッチアーカイブファイルにデプロイする。

クエリで少なくとも 1 つのマッピングが返された場合は、そのマッピングをアプリケーションパッチアー
カイブファイルにデプロイします。
クエリを、REST API Deploy design-time objects to an archive file またはコマンド infacmd dis 
deployObjectsToFile に渡します。この REST API 要求または infacmd コマンドにより、アーカイブファイ
ルがデータ統合サービスマシンに保存されます。

3. アーカイブファイルをデータ統合サービスにデプロイする。
アーカイブファイルを、プロダクション環境のデータ統合サービスにデプロイします。アーカイブファイ
ルの場所を、REST API Update an application またはコマンド infacmd tools patchApplication に渡します。

一般的な統合および配信操作のリファレンス
継続的統合と継続的配信の設定に使用できる一般的な統合および配信の操作を参照してください。
REST API 要求の詳細については、次のいずれかの場所を参照してください。
• データ統合サービスプロセスのプロパティまたは REST Operations Hub サービスプロセスのプロパティ経

由でアクセスする REST API のドキュメント。
• 『Informatica アプリケーションサービスガイド』。
infacmd コマンドの詳細については、『Informatica コマンドリファレンス』を参照してください。
オブジェクトに関する情報の取得
次の表に、オブジェクトに関する情報を取得するために自動化できる操作を示します。

操作 REST API infacmd...
設計時オブジェクトのクエリ 設計時オブジェクトの取得 dis queryDesignTimeObjects
ランタイムオブジェクトのクエリ ランタイムオブジェクトの取得 dis queryRunTimeObjects
アプリケーションの一覧表示 ランタイムオブジェクトの取得 dis listApplications
アプリケーションオブジェクトの一
覧表示

ランタイムオブジェクトの取得 dis listApplicationObjects

パラメータセットの一覧表示 ランタイムオブジェクトの取得 dis listParameterSets
アプリケーションパッチの一覧表示 - dis listPatchNames
マッピングの比較 クエリされた 2 つのマッピングの比

較
dis compareMapping
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オブジェクトのタグ付け
次の表に、オブジェクトにタグ付けするために自動化できる操作を示します。

操作 REST API infacmd...
オブジェクトのタグ付け 設計時オブジェクトへのタグの割り当て dis tag
オブジェクトタグの置き換え リポジトリオブジェクトタグの置き換え dis replaceAllTag
オブジェクトのタグ解除 設計時オブジェクトからタグを削除 dis untag

競合の検出と解決
次の表に、競合を検出および解決するために自動化できる操作を示します。

操作 REST API infacmd...
オブジェクトのロック解除 - mrs unlockObject
ロックされたオブジェクトの一覧表示 - mrs listLockedObjects

バージョン管理操作の実行
次の表に、バージョン管理操作を実行するために自動化できる操作を示します。

操作 REST API infacmd...
オブジェクトのチェックイン バージョン管理操作の実行 mrs checkInObject
オブジェクトのチェックアウト バージョン管理操作の実行 -
チェックアウトの取り消し バージョン管理操作の実行 mrs undoCheckout
チェックアウトされたオブジェクトの再割
り当て

バージョン管理操作の実行 mrs reassignCheckedOutObject

チェックアウトされたオブジェクトの一覧
表示

設計時オブジェクトの取得 mrs listCheckedOutObjects

注: バージョン管理操作は、モデルリポジトリがバージョン管理システムと統合されている場合にのみ実行でき
ます。
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オブジェクトのデプロイ
次の表に、オブジェクトをデプロイするために自動化できる操作を示します。

操作 REST API infacmd...
アプリケーションアーカイブファイルへのオブジェ
クトのデプロイ

- tools deployApplication

アプリケーションパッチアーカイブファイルへのオ
ブジェクトのデプロイ

アーカイブファイルへの
設計時オブジェクトのデ
プロイ

dis deployObjectsToFile

データ統合サービスへのアプリケーションアーカイ
ブファイルのデプロイ

アプリケーションのデプ
ロイ

dis deployApplication

データ統合サービスへのアプリケーションパッチア
ーカイブファイルのデプロイ

アプリケーションの更新 tools patchApplication

データ統合サービスへのアプリケーションアーカイ
ブファイルの再デプロイ

アプリケーションのデプ
ロイ

dis updateApplication

デプロイ済みアプリケーションの管理
次の表に、デプロイ済みアプリケーションを管理するために自動化できる操作を示します。

操作 REST API infacmd...
アプリケーションの起動 アプリケーションの起動または停止 dis startApplication
アプリケーションの停止 アプリケーションの起動または停止 dis stopApplication
アプリケーションのバックアップ - dis backupApplication
アプリケーションの復元 - dis restoreApplication
アプリケーションの名前変更 - dis renameApplication
アプリケーションのデプロイ解除 アプリケーションのデプロイ解除 dis undeployApplication
デプロイ済みマッピングの実行 デプロイ済みマッピングの実行 ms runMapping
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第  1 2  章

オブジェクトのインポートとエク
スポート

この章では、以下の項目について説明します。
• オブジェクトのインポートとエクスポートの概要, 206 ページ
• オブジェクトのインポートとエクスポート, 207 ページ
• オブジェクトエクスポート, 208 ページ
• オブジェクトインポート, 209 ページ

オブジェクトのインポートとエクスポートの概要
プロジェクトの複数のオブジェクトを.xml ファイルにエクスポートできます。オブジェクトをインポートする
ときに、.xml ファイルで個々のオブジェクトまたはすべてのオブジェクトを選択できます。
オブジェクトを.xml ファイルにエクスポートしたり、その.xml ファイルからオブジェクトをインポートしたり
できます。オブジェクトをエクスポートすると、そのオブジェクトのメタデータが格納された.xml ファイルが
作成されます。この.xml ファイルを使用して、オブジェクトをプロジェクトまたはフォルダにインポートしま
す。オブジェクトのインポートとエクスポートは、infacmd コマンドを使用して行うこともできます。
オブジェクトのエクスポートとインポートで、次の作業を行えます。
メタデータのプロダクション環境へのデプロイメント

開発環境のリポジトリでマッピングのテストを終えた後で、そのマッピングを.xml ファイルにエクスポー
トし、そのファイルからプロダクション環境のリポジトリへマッピングをインポートできます。

メタデータのアーカイブ
不要になったオブジェクトをリポジトリから削除する前に、.xml ファイルへエクスポートできます。

メタデータの共有
第三者とメタデータを共有できます。例えば、テストまたは分析のためにマッピングを他の人に送信でき
ます。

リポジトリ間でのメタデータのコピー
同じクライアントからでは接続できないリポジトリの間でオブジェクトをコピーできます。このような場
合には、オブジェクトを.xml ファイルにエクスポートし、その.xml ファイルをコピー先のマシンに転送
します。そして、.xml ファイルからコピー先のリポジトリにオブジェクトをインポートします。同じバー
ジョンのリポジトリ間でオブジェクトをエクスポートおよびインポートできます。オブジェクトにタグが
含まれている場合は、Developer ツールによって自動的にリポジトリにインポートされます。
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infacmd を使用して、読み取り可能な.xml ファイルをエクスポートファイルから生成できます。オブジェクト
をリポジトリにインポートする前に、読み取り可能な.xml でオブジェクト名を編集したりエクスポート.xml を
更新したりすることもできます。
以前の Informatica リリースから.xml ファイルにエクスポートしたオブジェクトを現在のメタデータ形式にア
ップグレードしてから、アップグレードしたオブジェクトを現在のリリースにインポートできます。オブジェ
クトをインポートする前に、mrs UpgradeExportedObjects コマンドを使用して、エクスポートしたオブジェ
クトを現在のメタデータ形式にアップグレードします。

オブジェクトのインポートとエクスポート
プロジェクトやプロジェクト内のオブジェクトをインポートおよびエクスポートできます。 リポジトリ内のア
プリケーションアーカイブファイルをインポートおよびエクスポートすることもできます。
オブジェクトをエクスポートすると、依存オブジェクトもエクスポートされます。 依存オブジェクトは、別の
オブジェクトによって使用されるオブジェクトです。例えば、マッピング入力として使用される物理データオ
ブジェクトは、そのマッピングの依存オブジェクトです。 オブジェクトをインポートすると、すべての依存オ
ブジェクトがインポートされます。
プロジェクトまたはフォルダー内のオブジェクトをエクスポートまたはインポートするときは、モデルリポジ
トリサービスによってオブジェクト階層が保持されます。
以下の表に、エクスポートできるオブジェクトと依存オブジェクトを示します。

オブジェクト 依存関係
アプリケーション - SQL データサービス、マッピング、またはワークフローおよびその依存オブ

ジェクト
アプリケーション - マッピング、またはワークフローおよびその依存オブジェクト
プロジェクト - プロジェクトには他のオブジェクトは含まれますが、依存オブジェクトは含

まれません
フォルダー - フォルダーには他のオブジェクトは含まれますが、依存オブジェクトは含ま

れません
参照テーブル - 参照テーブルには依存オブジェクトは含まれません
コンテンツセット - コンテンツセットには依存オブジェクトは含まれません
物理データオブジェクト 

（カスタマイズデータオブ
ジェクト以外）

- 物理データオブジェクトには依存オブジェクトは含まれません

カスタマイズデータオブ
ジェクト

- 物理データオブジェクト

論理データオブジェクト
モデル

- 論理データオブジェクト
- 物理データオブジェクト
- 再利用可能なトランスフォーメーションとその依存オブジェクト
- マップレットとその依存オブジェクト
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オブジェクト 依存関係
トランスフォーメーショ
ン

- 物理データオブジェクト
- 参照テーブル
- コンテンツセット

トランスフォーメーショ
ン

- 物理データオブジェクト

マップレット - 論理データオブジェクト
- 物理データオブジェクト
- 再利用可能なトランスフォーメーションとその依存オブジェクト
- マップレットとその依存オブジェクト

マッピング - 論理データオブジェクト
- 物理データオブジェクト
- 再利用可能なトランスフォーメーションとその依存オブジェクト
- マップレットとその依存オブジェクト

SQL データサービス - 論理データオブジェクト
- 物理データオブジェクト
- 再利用可能なトランスフォーメーションとその依存オブジェクト
- マップレットとその依存オブジェクト

プロファイル - 論理データオブジェクト
- 物理データオブジェクト

スコアカード - プロファイルとその依存オブジェクト
Web サービス - 操作マッピング
ワークフロー - マッピングとその依存オブジェクト

オブジェクトエクスポート
オブジェクトをエクスポートすると、そのオブジェクトのメタデータが格納された XML ファイルが作成されま
す。
エクスポートするオブジェクトを選択できます。依存オブジェクトもすべてエクスポートするように選択する
必要があります。Developer ツールによってオブジェクトと依存オブジェクトがエクスポートされます。エク
スポートされるのは最後に保存されたバージョンのオブジェクトです。Developer ツールは、XML ファイルの
要素に Cyclic Redundancy Checking Value（CRCVALUE）コードを付加します。CRCVALUE コードが含まれ
る要素の属性を変更すると、オブジェクトをインポートできなくなります。属性を変更する場合は、infacmd 
xrf コマンドを使用します。
エクスポートするオブジェクトを選択できます。依存オブジェクトもすべてエクスポートするように選択する
必要があります。Developer ツールによってオブジェクトと依存オブジェクトがエクスポートされます。エク
スポートされるのは最後に保存されたバージョンのオブジェクトです。Developer ツールは、XML ファイルの
要素に Cyclic Redundancy Checking Value（CRCVALUE）コードを付加します。CRCVALUE コードが含まれ
る要素の属性を変更すると、オブジェクトをインポートできなくなります。
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オブジェクトのエクスポートは、infacmd tools ExportObjects コマンドを使用して行うこともできます。

オブジェクトのエクスポート
別のリポジトリのモデルリポジトリオブジェクトを使用するために、オブジェクトを XML メタデータファイル
としてエクスポートできます。
1. ［ファイル］ > ［エクスポート］をクリックします。 

［エクスポート］ウィザードが開きます。
2. ［Informatica］ > ［オブジェクトメタデータファイルのエクスポート］を選択します。 

［次へ］をクリックします。
3. ［参照］をクリックします。エクスポートするオブジェクトを含むリポジトリプロジェクトを選択します。 

［次へ］をクリックします。
4. エクスポートするオブジェクトを 1 つ以上選択してください。エクスポートプロセスを開始する前にリポ

ジトリオブジェクトをハイライトした場合は、ウィザードがオブジェクトを選択します。 
5. ファイル名と XML メタデータファイルの場所を入力します。Developer ツールは、選択したオブジェク

トをすべて 1 つのファイルにエクスポートします。 
［次へ］をクリックします。

6. ウィザードはメタデータオブジェクトが使用する依存オブジェクトを表示します。 
［次へ］をクリックし、依存オブジェクトを受け入れます。

7. 選択したオブジェクトに参照データオブジェクトが含まれる場合は、［コンテンツのエクスポート］オプシ
ョンを選択し、エクスポートの設定を確認します。 
• エクスポートする参照データファイルの名前と場所を確認します。Developer ツールサービスは参照

データファイルを 1 つの ZIP ファイルにエクスポートします。デフォルトの場合、ウィザードは ZIP
ファイルと XML メタデータファイルを同じディレクトリにエクスポートします。

• 参照データが使用するコードページを確認します。デフォルトのコードページは UTF-8 です。参照テ
ーブルデータをエクスポートする場合は、デフォルトのコードページを受け入れます。

• エクスポートする確率的なモデルデータを確認します。デフォルトの場合、ウィザードはすべてのモデ
ルデータをエクスポートします。選択したオブジェクトが確率的なモデルを含まない場合、エクスポー
トプロセスはオプションを無視します。

8. ［完了］をクリックし、選択したオブジェクトをエクスポートします。 
Developer ツールはオブジェクトメタデータを XML ファイルにエクスポートし、任意の依存参照データ
ファイルを ZIP ファイルにエクスポートします。

オブジェクトインポート
プロジェクトまたはプロジェクト内のオブジェクトをエクスポートファイルからインポートできます。オブジ
ェクトと依存オブジェクトをプロジェクトまたはフォルダにインポートできます。
プロジェクトまたは個別のオブジェクトをインポートできます。プロジェクト内のすべてのオブジェクトを再
利用する場合は、プロジェクトをインポートします。複数のプロジェクトにまたがってオブジェクトを再利用
する場合は、個々のオブジェクトをインポートします。
オブジェクトをインポートするときに、すべての依存オブジェクトが一覧表示されます。オブジェクトをイン
ポートする前に、各依存オブジェクトをターゲットに追加する必要があります。
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オブジェクトをインポートするときに、エクスポートファイル内のオブジェクトの名前がターゲットプロジェ
クトまたはフォルダ内のオブジェクトと同じである場合があります。名前の競合を解決する方法を選択できま
す。
オブジェクトのインポートは、infacmd tools ImportObjects コマンドを使用して行うこともできます。
以前のバージョンで作成したエクスポートファイルからオブジェクトをインポートすることはできません。

プロジェクトのインポート
XML ファイルからターゲットリポジトリにプロジェクトをインポートできます。また、プロジェクトのコンテ
ンツをターゲットリポジトリ内のプロジェクトにインポートすることもできます。
1. ［ファイル］ > ［インポート］をクリックします。 
2. ［Informatica］ > ［オブジェクトメタデータファイルのインポート（基本）］を選択します。 
3. ［次へ］をクリックします。 
4. ［参照］をクリックして、インポートするエクスポートファイルを選択します。 
5. ［次へ］をクリックします。 
6. ［ソース］ペインでプロジェクトまたは［<project name>プロジェクトコンテンツ］を選択します。 

• ［ソース］ペインでプロジェクトを選択した場合は、［ターゲット］ペインでプロジェクトをインポート
する モデルリポジトリサービスを選択します。

• ［ソース］ペインでプロジェクトコンテンツを選択した場合は、［ターゲット］ペインでプロジェクトコ
ンテンツをインポートするプロジェクトを選択します。

7. ［ターゲットに追加］をクリックして、プロジェクトをターゲットに追加します。 
ヒント: プロジェクトを［ソース］ペインから［ターゲット］ペインのリポジトリにドラッグすることも
できます。また、［ソース］ペインのプロジェクトコンテンツを［ターゲット］ペインのプロジェクトにド
ラッグすることもできます。

8. ［解決］をクリックして、重複するオブジェクトの処理方法を指定します。 
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インポートするオブジェクトの名前を変更するか、インポートするオブジェクトで既存のオブジェクトを
上書きするか、既存のオブジェクトを再利用することができます。 デフォルトでは、重複するすべてのオ
ブジェクトの名前が変更されます。

9. ［次へ］をクリックします。 
インポート中の参照テーブルデータが一覧表示されます。追加の参照テーブル設定を指定します。

10. ［次へ］をクリックします。 
インポート対象オブジェクトの概要が表示されます。［ソースとターゲットのオブジェクトのリンク］をク
リックし、ソースとターゲットのどちらかのオブジェクトを選択すると、［ソース］および［ターゲット］
の表示ペインにあるオブジェクトがリンクされます。例えば、このオプションを選択してから［ソース］
ペインでオブジェクトを選択すると、［ターゲット］ペインにある同じオブジェクトが選択されます。

11. ［追加のインポート設定］ペインで、インポートファイルからターゲットドメインへの接続をマッピングし
ます。オブジェクトの既存のタグを上書きするかどうかを選択することもできます。 

12. ［完了］をクリックします。 
重複するプロジェクトの名前を変更した場合は、モデルリポジトリサービスによってオブジェクト名に番号が
付加されます。 プロジェクトの名前はインポート後に変更できます。

オブジェクトのインポート
XML ファイルまたはアプリケーションアーカイブファイルからオブジェクトをインポートできます。オブジェ
クトと依存オブジェクトをプロジェクトにインポートします。
1. ［ファイル］ > ［インポート］をクリックします。 
2. ［Informatica］ > ［オブジェクトメタデータファイルのインポート（詳細）］を選択します。 
3. ［次へ］をクリックします。 
4. ［参照］をクリックして、インポートするエクスポートファイルを選択します。 

オブジェクトインポート       211



5. ［次へ］をクリックします。 
6. ［ソース］ペインで、インポートするオブジェクトを選択します。 
7. ［ターゲット］ペインで、オブジェクトのインポート先のプロジェクトを選択します。 
8. ［ターゲットに追加］をクリックして、オブジェクトをターゲットに追加します。 

［ターゲットへの自動一致］をクリックすると、現在のソース選択の下位オブジェクトがターゲット選択の
名前、タイプ、親階層を基準にして個別に照合され、一致するオブジェクトが追加されます。
フォルダーまたはプロジェクトのすべてのオブジェクトをインポートする場合は、インポート先のフォル
ダーまたはプロジェクトを選択して［ターゲットにコンテンツを追加］をクリックします。
ヒント: オブジェクトを［ソース］ペインから［ターゲット］ペインの必要なプロジェクトにドラッグす
ることもできます。ソースとターゲットでオブジェクト階層を維持するには、Ctrl キーを押しながらドラ
ッグします。

9. クリックして、重複するオブジェクトの処理方法を指定します。 
インポートするオブジェクトの名前を変更するか、インポートするオブジェクトで既存のオブジェクトを
上書きするか、既存のオブジェクトを再利用することができます。デフォルトでは、重複するすべてのオ
ブジェクトの名前が変更されます。

10. ［次へ］をクリックします。 
インポートファイルの依存オブジェクトが一覧表示されます。

11. 依存オブジェクトをターゲットフォルダーまたはプロジェクトに追加します。 
12. ［次へ］をクリックします。 

インポート中の参照テーブルデータが一覧表示されます。追加の参照テーブル設定を指定します。
13. ［次へ］をクリックします。 
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インポート対象オブジェクトの概要が表示されます。［ソースとターゲットのオブジェクトのリンク］をク
リックし、ソースおよびターゲットのどちらかのオブジェクトを選択すると、［ソース］および［ターゲッ
ト］の表示ペインにあるオブジェクトがリンクされます。例えば、このオプションを選択してから［ソー
ス］ペインでオブジェクトを選択すると、［ターゲット］ペインにある同じオブジェクトが選択されます。

14. ［追加のインポート設定］ペインで、インポートファイルからターゲットドメインへの接続をマッピングし
ます。オブジェクトの既存のタグを上書きするかどうかを選択することもできます。 

15. ［完了］をクリックします。 
重複するプロジェクトの名前を変更するように選択した場合は、インポートウィザードによって、インポート
するプロジェクトに「<Original Name>_<number of the copy>」という名前が付けられます。プロジェクト
の名前はインポート後に変更できます。

以前の Informatica リリースからのオブジェクトのインポート
以前の Informatica リリースからエクスポートしたオブジェクトを現在のメタデータ形式にアップグレードし
てから、アップグレードしたオブジェクトを現在の Informatica リリースにインポートできます。現在のリリ
ースにオブジェクトをインポートする前に、エクスポートしたオブジェクトを現在のメタデータ形式にアップ
グレードする必要があります。
複数の Informatica リリースがインストールされている企業では、以前の Informatica リリースから現在の
Informatica リリースにオブジェクトをインポートする場合があります。例えば、以前の Informatica リリー
スの開発ドメインからオブジェクトをエクスポートし、そのオブジェクトを現在の Informatica リリースのテ
ストドメインにインポートする場合があります。
Informatica 10.1 または 10.1.1 のモデルリポジトリから、オブジェクトメタデータを含む.xml ファイルにオ
ブジェクトをエクスポートします。エクスポートしたオブジェクトを現在のメタデータ形式にアップグレード
するには、mrs UpgradeExportedObjects コマンドを使用します。このコマンドを実行するときに、エクスポ
ートしたオブジェクトを含む.xml ファイルのパスとファイル名を指定する必要があります。
mrs UpgradeExportedObjects コマンドを実行する前に、.xml ファイルを変更しないでください。このコマン
ドを実行する前にファイルを変更すると、ファイル内のオブジェクトが正常にアップグレードされないことが
あります。
mrs UpgradeExportedObjects コマンドでは、オブジェクトをアップグレードした後に、アップグレードした
オブジェクトを含む.xml ファイルを生成します。.xml ファイルのファイル名とパスを指定する必要がありま
す。.xml ファイルを現在の Informatica リリースのリポジトリにインポートできます。
mrs UpgradeExportedObjects コマンドを実行するには、Informatica 10.2 のモデルリポジトリサービスにア
クセスする必要があります。このコマンドを実行するときに、ドメイン内で実行されている Informatica 10.2
のモデルリポジトリサービスのサービス名を指定する必要があります。
mrs UpgradeExportedObjects コマンドの詳細については、『Informatica コマンドリファレンス』を参照し
てください。
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付 録  A

データ型リファレンス
この付録では、以下の項目について説明します。
• データ型リファレンスの概要, 214 ページ
• トランスフォーメーションデータ型, 215 ページ
• 複合ファイルデータ型とトランスフォーメーションデータ型, 229 ページ
• フラットファイルとトランスフォーメーションデータ型, 236 ページ
• DB2 for LUW とトランスフォーメーションデータ型, 238 ページ
• DB2 for i5/OS および DB2 for z/OS のデータ型とトランスフォーメーションデータ型, 239 ページ
• JDBC のデータ型とトランスフォーメーションのデータ型, 241 ページ
• Microsoft SQL Server のデータ型とトランスフォーメーションデータ型, 242 ページ
• 非リレーショナルのデータ型とトランスフォーメーションのデータ型, 245 ページ
• ODBC データ型とトランスフォーメーションデータ型, 248 ページ
• Oracle のデータ型およびトランスフォーメーションデータ型, 250 ページ
• SAP HANA およびトランスフォーメーションデータ型, 253 ページ
• XML データ型とトランスフォーメーションデータ型, 255 ページ
• データの変換, 257 ページ

データ型リファレンスの概要
マッピングを作成する場合は、ソースからのデータ読み込み、変換、ターゲットへの書き込みを Data 
Integration Service に実行させるための指示セットを作成します。 データ統合サービスは、マッピング内の最
初のトランスフォーメーションから始まるマッピング内のデータフロー、およびマッピング内の各ポートに割
り当てられているデータ型に基づいて、データを変換します。
Developer tool には、次の 2 種類のデータ型が表示されます。
ネイティブデータ型

ネイティブデータ型は、物理データオブジェクトとして使用されるリレーショナルテーブルまたはフラッ
トファイルに固有です。ネイティブデータ型は、物理データオブジェクトカラムのプロパティに表示され
ます。

トランスフォーメーションデータ型
トランスフォーメーションデータ型は、トランスフォーメーションに表示されるデータ型のセットです。
ANSI SQL-92 汎用データ型に基づく内部データ型で、プラットフォーム間でデータを移動するときデータ
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統合サービスによって使用されます。トランスフォーメーションデータ型は、マッピング内のすべてのト
ランスフォーメーションに表示されます。
トランスフォーメーションデータ型には、次のデータ型があります。
• プリミティブデータ型。単一のカラム位置にある 1 つのデータ値を表します。
• 複合データ型。単一のカラム位置にある複数のデータ値を表します。Spark エンジンで実行されるマッ

ピングで複合データ型を使用して、複合ファイルの階層データを処理します。
データ統合サービスは、ソースデータを読み取るときに、ネイティブデータ型を対応するトランスフォーメー
ションデータ型に変換してから、データのトランスフォームを実行します。データ統合サービスは、ターゲッ
トに書き込むときに、トランスフォーメーションデータ型を対応するネイティブデータ型に変換します。
マルチバイト文字セットを指定した場合、データ型は 3 バイトまで文字を格納する追加スペースをデータベー
ス内に割り当てます。

トランスフォーメーションデータ型
以下の表に、トランスフォーメーションのデータ型を示します。

データ
型

サイズ（バイト数） 説明

Array 文字数に制限はありません。 複合データ型。
複雑なソースとターゲットを持つ配列を使用でき
ます。

Bigint 8 バイト -9,223,372,036,854,775,808～
9,223,372,036,854,775,807
精度 19、位取り 0。
整数値。

Binary 精度 1～104,857,600 バイト
COBOL またはフラットファイルソースでバイナリ
データは使用できません。
フラットファイルソースでバイナリデータは使用
できません。

Date/Time 16 バイト 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999 年 12 月 31 日
精度 29、位取り 9

（精度はナノ秒まで）
日付値と時刻値が結合されたデータ型。
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データ
型

サイズ（バイト数） 説明

Decimal 8 バイト（高精度がオフまたは 28
より大きい場合）
8 バイト（高精度がオフまたは 38
より大きい場合）
16 バイト（精度が 18 以下で高精度
がオンの場合）
20 バイト（精度が 18 より大きく、
28 以下の場合）
24 バイト（精度が 28 より大きく、
38 以下の場合）

宣言された精度と位取りを持つ 10 進型の値。位取
りは、精度以下にする必要があります。
精度 1 から 28 桁、位取り 0 から 28
最大 38 桁の精度をサポートするトランスフォーメ
ーションでは、精度が 1～38 桁、スケールが 0～38
になります。 
最大 28 桁の精度をサポートするトランスフォーメ
ーションでは、精度が 1～28 桁、スケールが 0～28
になります。 
この最大桁数を上回る精度を指定した場合、デー
タ統合サービスは 10 進値を高精度モードの倍精度
浮動小数点数に変換します。 
最大 38 桁の精度をサポートするトランスフォーメ
ーションでは、精度が 1～38 桁、スケールが 0～38
になります。 
最大 28 桁の精度をサポートするトランスフォーメ
ーションでは、精度が 1～28 桁、スケールが 0～28
になります。 
この最大桁数を上回る精度を指定した場合、デー
タ統合サービスは 10 進値を高精度モードの倍精度
浮動小数点数に変換します。 

Double 8 バイト 倍精度の浮動小数点数値。
精度と位取りは編集できます。スケールは精度以
下にする必要があります。

Integer 4 バイト -2,147,483,648～2,147,483,647
精度 10、位取り 0
整数値。

Map 文字数に制限はありません。 複合データ型。
複雑なソースとターゲットを持つマップを使用で
きます。

Nstring Unicode モード: （精度+ 1）* 2
ASCII モード: 精度+ 1

1～104,857,600 文字
固定長または可変長文字列。

Ntext Unicode モード: （精度+ 1）* 2
ASCII モード: 精度+ 1

1～104,857,600 文字
固定長または可変長文字列。

Real 8 バイト 精度 7、位取り 0
倍精度の浮動小数点数値。

Small Integer 4 バイト -32,768 および 32,767
精度 5、位取り 0
整数値。

String Unicode モード: （精度+ 1）* 2
ASCII モード: 精度+ 1

1～104,857,600 文字
固定長または可変長文字列。
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データ
型

サイズ（バイト数） 説明

構造 文字数に制限はありません。 複合データ型
複雑なソースとターゲットを持つ構造を使用でき
ます。

Text Unicode モード: （精度+ 1）* 2
ASCII モード: 精度+ 1

1～104,857,600 文字
固定長または可変長文字列。

timestampWi
thTZ

40 バイト 西暦 1947 年 8 月 1 日～西暦 2040 年 12 月 31 日
-12:00～+14:00
精度 36、スケール 9。

（精度はナノ秒まで）
Timestamp with Time Zone データ型では、次のタ
イムゾーン地域はサポートされません。
- AFRICA_CAIRO
- AFRICA_MONROVIA
- エジプト
- AMERICA_MONTREAL

Integer データ型
ソースからターゲットに整数データを渡して、整数データでトランスフォーメーションを実行できます。トラ
ンスフォーメーション言語は、Bigint、Integer、および Small Integer のデータ型をサポートします。
ソースからターゲットに整数データを渡して、整数データでトランスフォーメーションを実行できます。トラ
ンスフォーメーション言語は、Bigint および Integer のデータ型をサポートします。
トランスフォーメーションの integer データ型は正確な値を表します。

計算における整数値
計算に整数値を使用する場合、PowerCenter 統合サービスでは、計算の前に整数値が浮動小数点数に変換され
ることがあります。 例えば、MOD(12.00, 5)を評価する場合、PowerCenter 統合サービスは、除算を実行する
前に整数値「5」を浮動少数点数に変換します。 PowerCenter 統合サービスでは、高精度が有効にされている
かどうかに応じて、整数値が Double 値または Decimal 値に変換されます。
計算に整数値を使用する場合、データ統合サービスでは、計算の前に整数値が浮動小数点数に変換されること
があります。 例えば、MOD(12.00, 5)を評価する場合、データ統合サービスは、除算を実行する前に整数値

「5」を浮動少数点数に変換します。 データ統合サービスでは、高精度が有効にされているかどうかに応じて、
整数値が Double 値または Decimal 値に変換されます。
計算に整数値を使用する場合、データ統合サービスでは、計算の前に整数値が浮動小数点数に変換されること
があります。 例えば、MOD(12.00, 5)を評価する場合、データ統合サービスは、除算を実行する前に整数値

「5」を浮動少数点数に変換します。 データ統合サービスでは、高精度が有効にされているかどうかに応じて、
整数値が Double 値または Decimal 値に変換されます。
PowerCenter 統合サービスは、次の算術演算の整数値を変換します。
データ統合サービスは、次の算術演算の整数値を変換します。
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データ統合サービスは、次の算術演算の整数値を変換します。

算術演算 高精度の無効 高精度の有効
小数点を使用できない関数と計算。
たとえば、整数の加算、減算、乗算、および
CUME、MOVINGSUM、SUM などの関数。

変換なし 1 Decimal

小数点を使用できる非科学関数と計算。
たとえば、整数の除算、および AVG、MEDIAN、
PERCENTILE などの関数。

Double Decimal

すべての科学関数、EXP 関数、LN 関数、LOG
関数、POWER 関数、および SQRT 関数。

Double ダブル

1. 計算が範囲外の結果を算出した場合、統合サービスは行エラーを書き込みます。

トランスフォーメーションの Double データ型は最大 15 桁の精度をサポートし、Bigint データ型は最大 19 桁
の精度をサポートします。 このため、精度が 15 桁より大きい Bigint 値となる計算では、精度の損失が発生す
ることがあります。
例えば、式トランスフォーメーションには以下の計算が含まれています。
POWER( BIGINTVAL, EXPVAL )
PowerCenter 統合サービスでは、計算を開始する前に、POWER 関数への入力を Double 値に変換します。 
BIGINTVAL ポートに Bigint 値 9223372036854775807 が含まれている場合、PowerCenter 統合サービスはこ
の値を 9.22337203685478e+18 に変換し、最後の 4 桁の精度が失われます。 EXPVAL ポートに値 1.0 が含まれ
ており、結果ポートが Bigint の場合、計算結果の 9223372036854780000 が最大 Bigint 値を超えているため、
行エラーが作成されます。
結果が Decimal 値となる計算で Integer データ型を使用し、高精度を有効にする場合、PowerCenter 統合サ
ービスでは、整数値が Decimal 値に変換されます。
データ統合サービスでは、計算を開始する前に、POWER 関数への入力を Double 値に変換します。 
BIGINTVAL ポートに Bigint 値 9223372036854775807 が含まれている場合、データ統合サービスはこの値を
9.22337203685478e+18 に変換し、最後の 4 桁の精度が失われます。 EXPVAL ポートに値 1.0 が含まれてお
り、結果ポートが Bigint の場合、計算結果の 9223372036854780000 が最大 Bigint 値を超えているため、行
エラーが作成されます。
結果が Decimal 値となる計算で Integer データ型を使用し、高精度を有効にする場合、データ統合サービスで
は、整数値が Decimal 値に変換されます。
データ統合サービスでは、計算を開始する前に、POWER 関数への入力を Double 値に変換します。 
BIGINTVAL ポートに Bigint 値 9223372036854775807 が含まれている場合、データ統合サービスはこの値を
9.22337203685478e+18 に変換し、最後の 4 桁の精度が失われます。 EXPVAL ポートに値 1.0 が含まれてお
り、結果ポートが Bigint の場合、計算結果の 9223372036854780000 が最大 Bigint 値を超えているため、行
エラーが作成されます。
結果が Decimal 値となる計算で Integer データ型を使用し、高精度を有効にする場合、データ統合サービスで
は、整数値が Decimal 値に変換されます。
最大 28 桁精度の Decimal データ型をサポートするトランスフォーメーションの場合、結果で高精度モードの
28 桁を超える値が出ない限り計算の精度は失われません。 この場合、PowerCenter 統合サービスは Double
型で結果を保存します。ポート精度が 28 桁以下で、結果が高精度モードの 28 桁より大きい場合、
PowerCenter 統合サービスは行を拒否します。
最大 28 桁精度の Decimal データ型をサポートするトランスフォーメーションの場合、結果で高精度モードの
28 桁を超える値が出ない限り計算の精度は失われません。 この場合、データ統合サービスは結果を Double 型
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として保存します。ポート精度が 28 桁以下で、結果が高精度モードの 28 桁より大きい場合、データ統合サー
ビスは行を拒否します。
最大 38 桁精度の Decimal データ型をサポートするトランスフォーメーションの場合、結果で高精度モードの
38 桁を超える値が出ない限り計算の精度は失われません。 この場合、データ統合サービスは結果を Double 型
として保存します。ポート精度が 38 桁以下で、結果が高精度モードの 38 桁より大きい場合、データ統合サー
ビスは行を拒否します。
最大 38 桁精度の Decimal データ型をサポートするトランスフォーメーションの場合、結果で高精度モードの
38 桁を超える値が出ない限り計算の精度は失われません。 この場合、データ統合サービスは結果を Double 型
として保存します。ポート精度が 38 桁以下で、結果が高精度モードの 38 桁より大きい場合、データ統合サー
ビスは行を拒否します。

式の整数定数
Integration Service では、計算結果が整数の場合でも、式の定数を浮動小数点数として解釈します。例えば、
式 INTVALUE+1000 では、高精度が有効でない場合、Integration Service は整数値「1000」を Double 値に変
換します。 高精度が有効な場合は、値「1000」を 10 進数値に変換します。値 1000 を整数値として処理する
には、Integer データ型で変数ポートを作成して定数を保持し、式を変更して 2 つのポートを追加します。

NaN 値
NaN（非数）とは、通常、特に浮動小数点数の計算で、無効な入力オペランドでの演算の結果として返される
値のことです。例えば、ゼロをゼロで除算する演算の場合、結果として NaN が返されます。
NaN の表示は、オペレーティングシステムおよびプログラミング言語によって異なります。例えば、以下のリ
ストのような NaN の表示があります。
nanNaNNaN%NANNaNQNaNSqNaNsNaN1.#SNAN1.#QNAN
Integration Service は、Win64EMT プラットフォームでは QNAN 値を 1.#QNAN に変換します。1.#QNAN は、
NaN の有効な表示です。

フラットファイルへの整数値の書き込み
整数値を固定長のフラットファイルに書き込む場合、ファイルライターではデータが範囲内であることが確認
されません。例えば、ターゲットカラムのフィールド長が少なくとも 13 の場合、ファイルライターによりタ
ーゲットの Integer カラムに結果 3,000,000,000 が書き込まれます。ファイル writer では、結果が整数値の有
効範囲外であるため、行は拒否されません。

Binary データ型
マッピングにバイナリデータが含まれている場合、統合サービスがデータをソースからターゲットに移動する
ために必要なメモリを割り当てることができるように、トランスフォーメーションの Binary データ型の精度を
設定します。
COBOL またはフラットファイルソースで Binary データ型は使用できません。
フラットファイルソースで Binary データ型は使用できません。
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Date/Time データ型
Date/Time データ型は、グレゴリオ暦の西暦 1 年から西暦 9999 年までの年を扱います。西暦 9999 より先の
年はエラーになります。
Date/Time データ型は、ナノ秒単位の精度で日付をサポートします。データ型の精度は 29 で、位取りは 9 で
す。ネイティブデータ型の中には、精度が低いものがあります。日付の値を含むソースをインポートする際、
インポートプロセスはソースカラムから正しい精度をインポートします。例えば、Microsoft SQL Server の
Datetime データ型の精度は 23 で、位取りは 3 です。日時の値を含む Microsoft SQL Server ソースをインポ
ートする場合、マッピングソースの日付カラムは精度が 23 で、位取りが 3 になります。
Integration Service は、マッピングソースに指定されている精度で、ソースから日時の値を読み込みます。
Integration Service は、日時の値を変換する際、29 桁までの精度をサポートします。例えば、ミリ秒の精度
で日時の値をインポートする場合、式トランスフォーメーションの ADD_TO_DATE 関数を使用して日付にナノ
秒を追加することができます。
より短い精度をサポートするターゲットカラムに日付/時刻値を書き込むと、Integration Service はターゲッ
トカラムの精度まで値を切り詰めます。より長い精度をサポートするターゲットカラムに日付/時刻値を書き込
むと、Integration Service は日時の値でサポートされていない部分にゼロを挿入します。

Timestamp with Time Zone
Timestamp with Time Zone は、タイムゾーンのオフセット（TIME ZONE_HOUR: TIME ZONE_MINUTE）が
含まれる Timestamp データ型のバリアントです。夏時間やタイムゾーンの地域名がこれに含まれる場合があ
ります。 タイムゾーンのオフセットは、ローカルタイムゾーンと UTC（Coordinated Universal Time: 協定世
界時）の差（時分単位）です。
例えば、「16-JUN-08 07.01.25.376000 PM -06:00」のようなタイムスタンプがあります。 この例では、

「-06:00」がタイムゾーンのオフセットです。
また、「05-JUN-2008 07:01:25.376000 PM America/Los_Angeles」のようなタイムスタンプがあります。 こ
の例では、「America/Los_Angeles」がタイムゾーンの地域名です。
Timestamp with Time Zone データ型を Developer tool にインポートすると、関連付けられたトランスフォ
ーメーションデータ型は timestampWithTZ になります。
timestampWithTZ の精度は 36 で、スケールは 9 です。 Timestamp with Time Zone の置換値の範囲
は、-12:00 < UTC < +14:00 です。
データ統合サービスは、Timestamp with Time Zone データ型を Oracle およびフラットファイルデータオブ
ジェクト内で処理できます。 Timestamp with Time Zone データ型は、1947 年 8 月～2040 年 12 月の日付に
のみ適用されます。
Timestamp with Time Zone データ型は、Developer tool 内では、以下のタイムゾーン地域をサポートしませ
ん。
• AFRICA_CAIRO
• AFRICA_MONROVIA
• エジプト
• AMERICA_MONTREAL
Timestamp with Time Zone データ型は、タイムゾーンデータベースバージョン 2015b の IANA 標準を使用し
ます。 Timestamp with Time Zone データ型を使用する場合は、データの破損を防ぐため、Oracle サーバー
とクライアントに Oracle DST パッチ 24 が適用されていることを確認します。 データオブジェクトのキャッシ
ュを有効にする場合、データオブジェクトのキャッシュで使用するデータベースサーバーに Oracle DST パッ
チ 24 が適用されていることを確認します。
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パッチが適用されていない場合は、Oracle Web サイトから Oracle DST パッチ 24 をダウンロードしてくださ
い。 Oracle サーバーで Oracle DST パッチ 24 が使用されていることを確認するには、Oracle サーバーのコマ
ンドプロンプトで以下のコマンドを実行します。
SELECT VERSION FROM v$timezone_file;
バージョンが 24 として表示されることを確認できます。 Oracle サーバーで以下のコマンドを実行してもバー
ジョンを確認できます。
SELECT TZ_VERSION FROM registry$database;
TZ_VERSION が 24 として表示されることを確認できます。

Timestamp with Local Time Zone
Timestamp with Local Time Zone は、タイムスタンプデータがデータベースタイムゾーンに正規化される場
合の Timestamp データ型のバリアントです。 タイムゾーンの置換はカラムデータの一部ではありません。 デ
ータ統合サービスがデータを読み取る場合、Oracle はデータ統合サービスのタイムゾーンのデータを返しま
す。
Timestamp with Local Time Zone データ型を Developer tool にインポートする場合、関連付けられるトラン
スフォーメーションのデータ型は日付/時刻です。
例えば、「04-APR-10 10.27.451 AM」などです。
Timestamp (9) with Local Time Zone の精度は 29、スケールは 9 です。 これは、日付/時刻（29,9）トランス
フォーメーションデータ型にマッピングされます。
データ統合サービスが Timestamp with Local Time Zone データを読み取る、または書き込む場合にデフォル
トのセッションタイムゾーンを設定するには、ORA_SDTZ 環境変数を指定します。 ORA_SDTZ 環境変数を次
の値に設定できます。
• オペレーティングシステムローカルタイムゾーン（「OS_TZ」）
• データベースタイムゾーン（「DB_TZ」）
• UTC からの絶対オフセット（例:「-05:00」）
• タイムゾーン地域名（例:「America/Los_Angeles」）

Oracle でサポートされているタイムゾーン
次のインストール場所で、タイムゾーンファイルに Oracle でサポートされているすべてのタイムゾーン

（AFRICA_CAIRO、AFRICA_MONROVIA、EGYPT、および AMERICA_MONTREAL の 4 つのタイムゾーンを除
く）のリストが格納されていることを確認できます。
<Informatica インストールディレクトリ>/services/shared/timezones/timezones.txt
後に Oracle でタイムゾーンが追加サポートされたときに、それに準じてタイムゾーンを追加する場合は、新し
いタイムゾーンを含む新しいファイルを同じインストール場所に配置します。

Decimal および Double データ型
10 進型データおよび倍精度浮動小数点数型データをソースからターゲットに渡して、10 進型データおよび倍
精度浮動小数点数型データに対するトランスフォーメーションを実行することができます。
トランスフォーメーション言語では以下のデータ型をサポートしています。
Decimal

精度 1 から 28 桁、位取り 0 から 28。位取りが精度より大きい 10 進型の値、および負の精度を持つ 10 進
型の値は使用できません。トランスフォーメーションには 10 進型のデータ型に割り当てられている範囲
がすべて表示されますが、PowerCenter 統合サービスは最大 28 桁までの精度しかサポートしません。
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最大 38 桁の精度をサポートするトランスフォーメーションでは、精度が 1～38 桁、スケールが 0～38 に
なります。 最大 28 桁の精度をサポートするトランスフォーメーションでは、精度が 1～28 桁、スケール
が 0～28 になります。 精度より大きなスケールや負の精度を持つ 10 進型の値は使用できません。 トラン
スフォーメーションには 10 進型のデータ型に割り当てた任意の範囲が表示されますが、データ統合サー
ビスでは、トランスフォーメーションに応じて、最大 38 桁または 28 桁の精度のみサポートします。 
高精度を有効にし、ポート精度が 38 桁または 28 桁（トランスフォーメーションに依存）より高い場合、
データ統合サービスは結果を Double 型として保存します。
高精度を有効にし、ポート精度が 28 桁より高い場合、PowerCenter 統合サービスは結果を Double 型と
して保存します。
最大 38 桁の精度をサポートするトランスフォーメーションでは、精度が 1～38 桁、スケールが 0～38 に
なります。 最大 28 桁の精度をサポートするトランスフォーメーションでは、精度が 1～28 桁、スケール
が 0～28 になります。 精度より大きなスケールや負の精度を持つ 10 進型の値は使用できません。 トラン
スフォーメーションには 10 進型のデータ型に割り当てた任意の範囲が表示されますが、データ統合サー
ビスでは、トランスフォーメーションに応じて、最大 38 桁または 28 桁の精度のみサポートします。 
高精度を有効にし、ポート精度が 38 桁または 28 桁（トランスフォーメーションに依存）より高い場合、
データ統合サービスは結果を Double 型として保存します。

Double
倍精度の浮動小数点数値。
精度と位取りは編集できます。スケールは精度以下にする必要があります。

計算における Decimal 値と Double 値
以下の表に、PowerCenter 統合サービスで高精度設定に基づいて 10 進値がどのように処理されるかを示しま
す。
以下の表に、データ統合サービスで高精度設定に基づいて 10 進値がどのように処理されるかを示します。
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以下の表に、データ統合サービスで高精度設定に基づいて 10 進値がどのように処理されるかを示します。

ポートのデータ型 精度 高精度オフ 高精度オン
Decimal 0～15 Decimal Decimal
Decimal 15～28

最大 38 桁の精度を持
つ Decimal データ型
をサポートするトラ
ンスフォーメーショ
ンの場合、15～38。
最大 28 桁の精度を持
つ Decimal データ型
をサポートするトラ
ンスフォーメーショ
ンの場合、15～28。
最大 38 桁の精度を持
つ Decimal データ型
をサポートするトラ
ンスフォーメーショ
ンの場合、15～38。
最大 28 桁の精度の
Decimal データ型を
サポートするトラン
スフォーメーション
の場合、15～ 28。

Double Decimal

Decimal 28 より大きい
最大 38 桁の精度を持
つ Decimal データ型
をサポートするトラ
ンスフォーメーショ
ンの場合、38 より大
きい。
最大 28 桁の精度を持
つ Decimal データ型
をサポートするトラ
ンスフォーメーショ
ンの場合、28 より大
きい。
最大 38 桁の精度を持
つ Decimal データ型
をサポートするトラ
ンスフォーメーショ
ンの場合、38 より大
きい。
最大 28 桁の精度を持
つ Decimal データ型
をサポートするトラ
ンスフォーメーショ
ンの場合、28 より大
きい。

Double Double

高精度を有効にすると、PowerCenter 統合サービスは式関数の数値定数を Decimal 型に変換します。高精度
を有効にしないと、PowerCenter 統合サービスは数値定数を Double 型に変換します。
高精度を有効にすると、データ統合サービスは式関数の数値定数を Decimal 型に変換します。高精度を有効に
しないと、データ統合サービスは数値定数を Double 型に変換します。
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高精度を有効にすると、データ統合サービスは式関数の数値定数を Decimal 型に変換します。高精度を有効に
しないと、データ統合サービスは数値定数を Double 型に変換します。
数値の最大精度を、トランスフォーメーションに応じて、28 または 38 桁よりも大きくすることができます。
トランスフォーメーション関数を使用して計算またはトランスフォーメーションを実行する前に、大きい数字
を切り詰めるか、丸めます。
最大 38 桁の精度の Decimal データ型をサポートするトランスフォーメーションでは、Decimal データ型を使
用し、高精度を有効にして、最大 38 桁の精度を保証します。
最大 38 桁の精度の Decimal データ型をサポートするトランスフォーメーションでは、Decimal データ型を使
用し、高精度を有効にして、最大 38 桁の精度を保証します。
最大 28 桁の精度の Decimal データ型をサポートするトランスフォーメーションでは、Decimal データ型を使
用し、高精度を有効にして、最大 28 桁の精度を保証します。
ルックアップ条件や結合条件など、等価条件で使用するデータに倍精度浮動小数点数型のデータ型を使用しな
いでください。
ルックアップ条件や結合条件など、等価条件で使用するデータに倍精度浮動小数点数型のデータ型を使用しな
いでください。
ルックアップ条件や結合条件など、等価条件で使用するデータに倍精度浮動小数点数型のデータ型を使用しな
いでください。

Decimal 値と Double 値の精度の損失
計算結果が最大許容桁数を超える精度の値になる場合、Decimal と Double のデータ型を計算に使用すると精
度の損失が発生する可能性があります。
精度が最大許容桁数を超える場合、データ統合サービスは結果を Double として保存します。
精度が最大許容桁数を超える場合、データ統合サービスは結果を Double として保存します。
精度が最大許容桁数を超える場合、PowerCenter 統合サービスは結果を Double として保存します。
精度の損失は、中間結果の精度または位取りに変更があった場合は中間計算中にも発生する可能性があります。
中間結果の精度と位取りは、最終結果の精度または位取りに影響する可能性があります。
高精度が無効になっている場合の精度の損失
高精度を無効にすると、PowerCenter 統合サービスは 10 進値を倍精度浮動小数点数に変換します。10 進値が
15 桁を超える精度を持つ場合には、精度の損失が発生します。例えば、Decimal（20,0）を使って数値
40012030304957666903 を渡すマッピングがあるとします。高精度を無効にすると、PowerCenter 統合サー
ビスは 10 進値を倍精度浮動小数点数に変換し、4.00120303049577 x 1019 を渡します。
高精度を無効にすると、データ統合サービスは 10 進値を倍精度浮動小数点数に変換します。10 進値が 15 桁
を超える精度を持つ場合には、精度の損失が発生します。例えば、Decimal（20,0）を使って数値
40012030304957666903 を渡すマッピングがあるとします。高精度を無効にすると、データ統合サービスは
10 進値を倍精度浮動小数点数に変換し、4.00120303049577 x 1019 を渡します。
高精度を無効にすると、データ統合サービスは 10 進値を倍精度浮動小数点数に変換します。10 進値が 15 桁
を超える精度を持つ場合には、精度の損失が発生します。例えば、Decimal（20,0）を使って数値
40012030304957666903 を渡すマッピングがあるとします。高精度を無効にすると、データ統合サービスは
10 進値を倍精度浮動小数点数に変換し、4.00120303049577 x 1019 を渡します。
中間の計算を含むトランスフォーメーションで式を使用すると、追加の精度の損失が発生する可能性がありま
す。高精度を無効にすると、データ統合サービスは中間結果を double に変換し、低精度の中間結果を使用し
て式で次の計算を実行します。その結果、データ統合サービスは、引数の順序に基づいて、式に対して異なる
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出力を生成する可能性があります。例えば、高精度を無効にすると、tan(90*$pi /180)の出力は tan(90/180*
$pi)の出力と異なります。データ統合サービスは、これらの式で次のように中間計算を実行します。
tan(90*$pi/180) = tan(1.5707963267950003) = -9.649380295141232E12
tan(90/180*$pi) = tan(1.570796326795) = -9.670099380792184E12

Double 値の丸め処理方式
システムの実行時ライブラリと、データベースが double データタイプ計算を行うコンピュータシステムの違
いにより、予想外の結果になる場合があります。double データタイプは IEEE 794 標準に準拠します。データ
ベースクライアントライブラリへの変更、データベースの異なるバージョン、システム実行時ライブラリへの
変更は、算術的に同等な値のバイナリ表現に影響します。また、多くのシステム実行時ライブラリは偶数丸め
方法や対称算術法を実装しています。偶数丸め方法は、数字が次の上下の数の中間にある場合、偶数の最小位
ビットの最も近い値に丸められます。例えば、偶数丸め方法では、0.125 は 0.12 に丸められます。対称算術法
では末尾桁が 5 以上の場合は次の桁に丸められます。例えば、対称算術法では 0.125 は 0.13 に丸められ、
0.124 は 0.12 に丸められます。
プラットフォームの違いによる計算結果への影響を少なくするため、Integration Service は有効桁数 15 桁の
Double データタイプの値を格納しています。 例えば、Windows で計算すると、数値 
1234567890.1234567890 が返され、同じ計算を UNIX で実行すると、1234567890.1234569999 が返される場
合、Integration Service はこの数値を 1234567890.1234600000 に変換します。

String データ型
トランスフォーメーションデータ型には、次の string データ型が含まれます。
• Nstring
• Ntext
• String
• Text
Nstring、Ntext、String、および Text データ型は 104,857,600 文字までの同精度をサポートしますが、統合
サービスは、ソースからターゲットに文字列データを移動する場合には String を、テキストデータを移動する
場合には Text を使用します。一部のデータベースではテキストデータと文字列データの格納方法が異なるた
め、Integration Service ではこの 2 つの文字データタイプを区別する必要があります。 ソース修飾子で
String を表示する場合は、ターゲットカラムを String に設定します。同様に、Text を表示する場合は、ター
ゲットカラムを Text、Long、または Long Varchar（ソースデータベースに応じたデータタイプ）に設定しま
す。
String および Text データ型は 104,857,600 文字までの同精度をサポートしますが、統合サービスは、ソース
からターゲットに文字列データを移動する場合には String を、テキストデータを移動する場合には Text を使
用します。一部のデータベースではテキストデータと文字列データの格納方法が異なるため、Integration 
Service ではこの 2 つの文字データタイプを区別する必要があります。通常、Char や Varchar などのサイズの
小さい string データ型は、トランスフォーメーション内で String として表示されますが、Text、Long、およ
び Long Varchar などのサイズの大きな文字列データ型は Text として表示されます。
一般には、サイズの小さい文字列データ型（Char や Varchar など）はソース修飾子、ルックアップおよびス
トアドプロシージャトランスフォーメーションでは String として表示され、サイズの大きなテキストデータ型

（Text、Long、Long Varchar など）はソース修飾子トランスフォーメーションでは Text として表示されます。
トランスフォーメーション内では、Nstring、Ntext、String、および Text を相互に入れ替えて使用できます。
しかし、ソース修飾子、ルックアップ、およびストアドプロシージャトランスフォーメーションではターゲッ
トデータ型は一致していなければなりません。データベースドライバは、データが正確に渡されるように、
string データ型とトランスフォーメーションデータ型を一致させる必要があります。例えば、ルックアップテ
ーブルの Nchar は、ルックアップトランスフォーメーションの Nstring と一致しなければなりません。
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トランスフォーメーション内では、String および Text を相互に入れ替えて使用できます。ただし、ルックア
ップトランスフォーメーションでは、対象のデータ型が一致している必要があります。データベースドライバ
は、データが正確に渡されるように、string データ型とトランスフォーメーションデータ型を一致させる必要
があります。例えば、ルックアップテーブルの Varchar は、ルックアップトランスフォーメーションの String
と一致しなければなりません。

複合データ型
複合データ型を使用して、トランスフォーメーション内の 1 つの行またはカラムの位置に複数のデータ値を表
します。複合データ型を使用すると、Spark エンジンで実されるマッピングで、階層データを直接読み取り、
処理し、書き込むことができます。
階層データを処理するには複合データ型をマッピング内の複合ポートに割り当てます。階層データの複合ポー
トを処理するポートを呼び出します。Developer tool のポートタイプ設定で複合ポートからのデータを処理す
るために使用する複合データ型を指定します。
Spark エンジンで実行されるマッピングのトランスフォーメーションで次の複合データ型を使用できます。
array

配列は、要素の順序付けられたコレクションです。要素には、integer や string などのプリミティブデー
タ型、または array、struct、map などの複合データ型を指定できます。配列内のすべての要素は、同じ
データ型である必要があります。

map
マップには、キーと値のペアの順序付けされないコレクションが含まれています。値部分にはプリミティ
ブデータ型、または複合データ型を指定できます。値には 1 つのデータ型のみ指定できます。

struct
構造体は、さまざまなデータ型の要素のコレクションです。struct データ型は、概念上はテーブルの行と
似ています。このデータ型には、それぞれ定義済みのデータ型を持つ、固定された数の名前付きフィール
ドが含まれます。

複合データ型には、プリミティブデータ型または複合データ型を含めることができます。複合データ型内に含
まれる文字数に制限はありません。
複合ポートではネストされたデータ型を使用できます。ネストされたデータ型は、他の複合データ型を含む複
合データ型です。例えば、構造体の配列、または他の構造体の配列を含む構造体を作成できます。ネストされ
たデータ型には、最大 10 レベルのネストを含めることができます。

array データ型
array データ型は、要素の順序付けられたコレクションを表します。配列データを渡す、生成する、または処
理するには、array データ型をポートに割り当てます。
配列は、0 から始まるインデックス付きリストです。配列インデックスは、配列要素の位置を示します。例え
ば、配列インデックス 0 は、配列の最初の要素を示します。トランスフォーメーション言語には、配列データ
を生成して処理する配列要素と関数にアクセスするための演算子があります。
配列は、1 次元または多次元にすることができます。1 次元配列は線形配列です。多次元配列は配列の配列で
す。array トランスフォーメーションデータ型は、最大 5 つの次元を持つことができます。
形式
array <data_type> []
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このデータ型の引数を次の表に示します。

引数 説明
array 配列のカラムまたはポートの名前。
data_type 配列内の要素のデータ型。

要素は、プリミティブデータ型または複合データ型にすることができます。配列内のすべての
要素は、同じデータ型である必要があります。

[] 添字として表される配列の次元。
単一の添字[]は、1 次元配列を表します。2 つの添字[][]は、2 次元配列を表します。
各次元の要素は、同じデータ型です。

配列の要素には名前がありません。配列内の要素の数は、各行によって異なる場合があります。
配列の例
1 次元配列

次の配列カラムは、顧客の電話番号を含む文字列要素の 1 次元配列を表します。
custphone string[]
次の例は、custphone 列のデータ値を示しています。

custphone
[205-128-6478,722-515-2889]
[107-081-0961,718-051-8116]
[107-031-0961,NULL]

2 次元配列
次の配列カラムは、顧客の作業と個人の電子メールアドレスを含む文字列要素の 2 次元配列を表します。
email_work_pers string[][]
次の例は、email_work_pers 列のデータ値を示しています。

email_work_pers
[john_baer@xyz.com,jbaer@xyz.com][john.baer@fgh.com,jbaer@ijk.com]
[bobbi_apperley@xyz.com,bapperl@xyz.com][apperlbob@fgh.com,bobbi@ijk.com]
[linda_bender@xyz.com,lbender@xyz.com][l.bender@fgh.com,NULL]
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Map データ型
map データ型は、キーと値のペア要素の順序が指定されていないコレクションを表します。マップ要素は、1
つのものを別のものにマップするキーと値のペアです。マップデータを渡す、生成する、または処理するには、
ポートに map データ型を割り当てます。
キーはプリミティブデータ型である必要があります。この値は、プリミティブデータ型または複合データ型に
することができます。複合データ型の値を持つ map データ型は、ネストされたマップになります。ネストさ
れたマップには、最大で 3 つのレベルの map データ型ネストを含めることができます。
注: Spark エンジンを使用すると、マップデータ内でキーを重複させることができます。
トランスフォーメーション言語には、マップ要素にアクセスするための添字演算子が含まれます。また、マッ
プデータを生成して処理するための関数も含まれます。
形式
map <primitive_type -> data_type>
このデータ型の引数を次の表に示します。

引数 説明
map マップカラムまたはポートの名前。
primitive_type マップ要素内のキーのデータ型。

キーはプリミティブデータ型である必要があります。
data_type マップ要素内の値のデータ型。

この値は、プリミティブデータ型または複合データ型にすることができます。

マップの例
次のマップカラムは、顧客 ID と顧客名をマッピングするための整数キーと文字列値を持つマップデータを表し
ます。
custid_name <integer -> string>
次の例は、custid_name カラムのデータ値を示しています。

custid_name
<26745 -> 'John Baer'>
<56743 -> 'Bobbi Apperley'>
<32879 -> 'Linda Bender'>

Struct データ型
struct データ型は、異なるデータ型の要素のコレクションを表します。struct データ型には、データの構造を
定義するスキーマが関連付けられています。構造データを渡す、生成、または処理するには、struct データ型
をポートに割り当てます。
struct データ型のスキーマによって、構造データの要素名と要素数が決まります。スキーマは、構造データ内
の要素の順序も決定します。Informatica は、構造データのスキーマを表す複合データ型定義を使用します。
トランスフォーメーション言語には、構造要素にアクセスするための演算子があります。また、構造データを
生成および処理したり、データのスキーマを変更するための関数もあります。
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形式
struct {element_name1:value1 [, element_name2:value2, ...]}
構造のスキーマは次の形式で表されます。
schema {element_name1:data_type1 [, element_name2:data_type2, ...]}
このデータ型の引数を次の表に示します。

引数 説明
struct 構造のカラムまたはポートの名前。
schema データの構造の定義、

shema は、構造要素の名前とデータ型を決定する名前と型のペアです。
element_name 構造要素の名前。
value 構造要素の値。
data_type 要素値のデータ型。

要素の値は、プリミティブデータ型または複合データ型にすることができます。構造の各要
素は、異なるデータ型を持つことができます。

構造の例
次のスキーマは、顧客の住所を格納する構造データです。
address {st_number:integer,st_name:string,city:string,state:string,zip:string}
次の例は、cust_address カラムの構造データ値を示しています。

cust_address
{st_number:154,st_name:Addison Ave,city:Redwood City,state:CA,zip:94065}
{st_number:204,st_name:Ellis St,city:Mountain View,state:CA,zip:94043}
{st_number:357,st_name:First St,city:Sunnyvale,state:CA,zip:94085}

複合ファイルデータ型とトランスフォーメーションデータ型
マッピングで複合データ型を使用して複合ファイル内の階層データを処理できます。
Spark および Databricks Spark エンジンで実行されるマッピングでは次の複合ファイルで複合データ型を使
用できます。
• Avro
• JavaScript Object Notation (JSON)
• Optimized Row Columnar（ORC）
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• Parquet

Avro のデータ型とトランスフォーメーションデータ型
Avro データ型は、データ統合サービスがプラットフォーム間のデータ移動に使用するトランスフォーメーショ
ンデータ型にマッピングされます。
次の表で、データ統合サービスでサポートされる Avro のデータ型と、それに対応するトランスフォーメーシ
ョンのデータ型を比較します。

Avro データ
型

トランスフォーメーショ
ンデータ型

範囲

Array Array 文字数に制限はありません。
Boolean Integer TRUE（1）または FALSE（0）
Byte Binary 精度 4000。
Date Date/Time 1 月 1 日、0001～12 月 31 日、9999。
Decimal Decimal 宣言された精度と位取りを持つ 10 進型の値。位取りは、精度

以下にする必要があります。
最大 38 桁の精度をサポートするトランスフォーメーションで
は、精度が 1～38 桁、スケールが 0～38 になります。 
最大 28 桁の精度をサポートするトランスフォーメーションで
は、精度が 1～28 桁、スケールが 0～28 になります。 
この最大桁数を上回る精度を指定した場合、データ統合サービ
スは 10 進値を高精度モードの倍精度浮動小数点数に変換しま
す。 

Double ダブル 精度 15。
固定長 Binary 1～104,857,600 バイト。
Float Double 精度 15。
Int Integer -2,147,483,648～2,147,483,647 精度 10、スケール 0。
Long Bigint -9,223,372,036,854,775,808 to 9,223,372,036,854,775,807。

精度 19、スケール 0。
マップ Map 文字数に制限はありません。
Record Struct 文字数に制限はありません。
String String 1～104,857,600 文字。
Time Date/Time 1 日のうちの時間。精度はマイクロ秒まで。
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Avro データ
型

トランスフォーメーショ
ンデータ型

範囲

タイムスタン
プ

Date/Time 1 月 1 日、0001 00:00:00～12 月 31 日、9999 23:59:59.997。
精度はマイクロ秒まで。

Union ["primitive_type|
complex_type", "null"]ま
たは["null", 
"primitive_type|
complex_type"]の共有体
で表される対応するデー
タ型。

プリミティブデータ型または複合データ型に依存します。

Avro Union データ型
共有体は、フィールドが複数のデータ型を持つ可能性があることを示します。例えば、共有体はフィールドが
string または null であることを示す場合があります。共有体は、データ型を含む JSON 配列として表されま
す。
Developer tool は、["primitive_type|complex_type", "null"]または["null", "primitive_type|
complex_type"]の共有体のみを解釈します。Avro データ型は、対応するトランスフォーメーションデータ型
に変換されます。
Avro のタイムスタンプデータ型のサポート
次の表に、Avro ファイル形式のタイムスタンプデータ型のサポート状況を示します。

タイムスタンプデータ型 Native Spark
Timestamp_micros ○ はい
Timestamp_millis ○ ×
Time_millis ○ ×
Time_micros ○ ×

サポートされていない Avro データ型
Developer tool でサポートされていない Avro のデータ型は以下のとおりです。
• Enum
• Null
• Timestamp_tz
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JSON のデータ型とトランスフォーメーションデータ型
JSON データ型は、データ統合サービスがプラットフォーム間のデータ移動に使用するトランスフォーメーシ
ョンデータ型にマッピングされます。
次の表で、データ統合サービスでサポートされる JSON のデータ型と、それに対応するトランスフォーメーシ
ョンのデータ型を比較します。

JSON トランスフォーメーション 範囲
Array Array 文字数に制限はありません。
Double Double 精度 15。
Integer Integer -2,147,483,648～2,147,483,647。

精度 10、位取り 0 を選択します。
Object Struct 文字数に制限はありません。
String String 1～104,857,600 文字。

注: JSON データ型を使用すると、Spark エンジンのみで実行されるマッピング内で複合ファイルオブジェクト
の読み取りと書き込みが可能になります。
サポートされていない JSON のデータ型
Developer tool でサポートされていない JSON のデータ型は以下のとおりです。
• Date
• Decimal
• タイムスタンプ
• Enum
• 共有体

ORC のデータ型とトランスフォーメーションデータ型
ORC ファイルのデータ型は、データ統合サービスがプラットフォーム間のデータ移動に使用するトランスフォ
ーメーションデータ型にマッピングされます。
以下の表は、データ統合サービスでサポートされる ORC ファイルのデータ型と、対応するトランスフォーメー
ションデータ型を示しています。

ORC ファイルのデータ型 トランスフォーメーションデータ型 範囲と内容
BigInt BigInt -9223372036854775808～

9,223,372,036,854,775,807。
Boolean Integer TRUE（1）または FALSE

（0）。
Char String 1～104,857,600 文字。
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ORC ファイルのデータ型 トランスフォーメーションデータ型 範囲と内容
Date Date/Time 1 月 1 日、0001～12 月 31

日、9999。
Double ダブル 精度 15 桁。
Float Double 精度 15 桁。
Integer Integer -2,147,483,648～

2,147,483,647。
SmallInt Integer -32,768～32,767。
String String 1～104,857,600 文字。
タイムスタンプ Date/Time 1 月 1 日、0001 00:00:00～

12 月 31 日、9999 
23:59:59.997。
精度はマイクロ秒まで。

TinyInt Integer -128～127。
Varchar String 1～104,857,600 文字。

Spark エンジンまたは Databricks Spark エンジンでマッピングを実行して ORC ファイルをターゲットに書き
込むと、データ統合サービスは、Char および Varchar データ型のデータを String として書き込みます。
注: ORC データ型を使用すると、Spark エンジンのみで実行されるマッピング内で複合ファイルオブジェクト
の読み取りと書き込みが可能になります。
サポートされていない ORC のデータ型
Developer tool でサポートされていない JSON のデータ型は以下のとおりです。
• マップ
• リスト
• 構造
• 共有体

Parquet のデータ型とトランスフォーメーションデータ型
Parquet のデータ型は、データ統合サービスがプラットフォーム間のデータ移動に使用するトランスフォーメ
ーションデータ型にマッピングされます。
次の表で、データ統合サービスでサポートされる Parquet のデータ型と、それに対応するトランスフォーメー
ションのデータ型を比較します。

Parquet トランスフォーメーション 範囲
Binary Binary 1～104,857,600 バイト
Binary (UTF8) String 1～104,857,600 文字
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Parquet トランスフォーメーション 範囲
Boolean Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
Date Date/Time 1 月 1 日、0001～12 月 31 日、9999。
Decimal Decimal 宣言された精度と位取りを持つ 10 進型

の値。位取りは、精度以下にする必要
があります。
最大 38 桁の精度をサポートするトラン
スフォーメーションでは、精度が 1～
38 桁、スケールが 0～38 になります。 
最大 28 桁の精度をサポートするトラン
スフォーメーションでは、精度が 1～
28 桁、スケールが 0～28 になります。 
この最大桁数を上回る精度を指定した
場合、データ統合サービスは 10 進値を
高精度モードの倍精度浮動小数点数に
変換します。 

Double Double 精度 15。
Float Double 精度 15。
Int32 Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
Int64 Bigint -9,223,372,036,854,775,808 to 

9,223,372,036,854,775,807
精度 19、位取り 0。

マップ マップ 文字数に制限はありません。
Struct Struct 文字数に制限はありません。
Time Date/Time 1 日のうちの時間。精度はマイクロ秒

まで。
タイムスタン
プ

Date/Time 1 月 1 日、0001 00:00:00～12 月 31 日、
9999 23:59:59.997。
精度はマイクロ秒まで。

group (LIST) Array 文字数に制限はありません。

Parquet ファイルの読み取りまたは書き込みを行うために指定する Parquet スキーマは小文字である必要があ
ります。Parquet は大文字と小文字を区別するスキーマではありません。
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Parquet のタイムスタンプデータ型のサポート
次の表に、Parquet ファイル形式のタイムスタンプデータ型のサポート状況を示します。

タイムスタンプデータ型 Native Spark
Timestamp_micros ○ はい
Timestamp_millis ○ ×
Time_millis ○ ×
Time_micros ○ いいえ
int96 ○ はい

サポートされていない Parquet のデータ型
Developer tool でサポートされていない Parquet のデータ型は以下のとおりです。
• Timestamp_nanos
• Time_nanos
• Timestamp_tz

データ型のルールとガイドライン
データ型については、次のルールおよびガイドラインを考慮します。
• Avro データ型のサポート:

- Cloudera CDH 6.1 ディストリビューションのみのネイティブ環境または Spark エンジンでマッピングを
実行するときは、Date、Decimal、Timestamp データ型が該当します。

- Cloudera CDH 6.1 ディストリビューションのみのネイティブ環境でマッピングを実行するときは、Time
データ型が該当します。

• Parquet データ型のサポート:
- CDH 6.1、HDP 3.1、HDI 4.0 ディストリビューションのネイティブ環境および Blaze エンジンでマッピン

グを実行するときは、Date、Time、Timestamp データ型の till マクロが該当します。
- CDH 6.1、HDP 3.1、HDI 4.0 ディストリビューションの Spark エンジンでマッピングを実行するときは、

Date および Timestamp データ型の till マクロが該当します。
- EMR 5.23、MapR6.1、HDP 2.6 ディストリビューションのネイティブ環境または Blaze エンジンでマッピ

ングを実行するときは、Date、Time_Millis、Timestamp_Millis データ型が該当します。
- EMR 5.23、MapR6.1、HDP 2.6 ディストリビューションの Spark エンジンでマッピングを実行するとき

は、Date および Timestamp_Millis データ型が該当します。
- Cloudera CDH 6.1、CDH 6.3、HDP 2.6、HDP 3.1、EMR 5.20、EMR 5.23、MapR 6.1、Dataproc 1.4、

HDI 4.0 ディストリビューションのネイティブ環境および Blaze エンジンでマッピングを実行するときは、
Decimal データ型が該当します。

- Databricks Spark エンジンでマッピングを実行するときは、Date、Time、Timestamp、Decimal データ
型が該当します。

• ネイティブ環境でマッピングを実行し、ソースで Time データ型を使用すると、データ統合サービスは誤っ
た日付の値をターゲットに書き込みます。
例えば、次の Time データ型がソースで使用されている場合、
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1980-01-09 06:56:01.365235000
ターゲットでは次の誤った日付の値が生成されます。
1899-12-31 06:56:01.365235000

• ネイティブ環境でマッピングを実行し、ソースで Date データ型を使用すると、データ統合サービスは誤っ
た時間の値をターゲットに書き込みます。
例えば、次の Date データ型がソースで使用されている場合、
1980-01-09 00:00:00
ターゲットでは次の誤った時間の値が生成されます。
1980-01-09 05:30:00

• Date、Time、Timestamp、Decimal データ型の読み取りと書き込みを行うマッピングを実行するには、
developerCore.ini ファイルで-DINFA_HADOOP_DIST_DIR オプションを更新します。developerCore.ini ファイル
は、次のディレクトリにあります。
<クライアントインストールディレクトリ>\clients\DeveloperClient\
以下のパスを developerCore.ini ファイルに追加します。
-DINFA_HADOOP_DIST_DIR=hadoop\CDH_6.1
PowerExchange for HDFS を除くすべてのファイルベースの PowerExchange アダプタに関して、
developerCore.ini を更新します。

• ネイティブ環境で Decimal データ型に最大 38 桁の精度を使用するには、データ統合サービスの
EnableSDKDecimal38 カスタムプロパティを true に設定します。EnableSDKDecimal38 カスタムプロパティは、
PowerExchange for HDFS を除くすべてのファイルベースの PowerExchange アダプタに該当します。

フラットファイルとトランスフォーメーションデータ型
フラットファイルのデータ型は、データ PowerCenter 統合サービスがプラットフォーム間のデータ移動に使
用するトランスフォーメーションデータ型にマッピングされます。
次の表で、フラットファイルのデータ型とトランスフォーメーションのデータ型を比較します。

フラットファイル
のデータ型

トランスフォーメ
ーションデータ型

範囲

Bigint Bigint 精度 19、位取り 0
Datetime Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999 年 12 月 31 日（精度はナノ

秒まで）
Double Double 精度 15
Int Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
Nstring String 1～104,857,600 文字
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フラットファイル
のデータ型

トランスフォーメ
ーションデータ型

範囲

Number Decimal 精度 1～28、位取り 0～28
最大 38 桁の精度をサポートするトランスフォーメーションで
は、精度が 1～38 桁、スケールが 0～38 になります。 
最大 28 桁の精度をサポートするトランスフォーメーションで
は、精度が 1～28 桁、スケールが 0～28 になります。 
この最大桁数を上回る精度を指定した場合、データ統合サー
ビスは 10 進値を高精度モードの倍精度浮動小数点数に変換し
ます。 
最大 38 桁の精度をサポートするトランスフォーメーションで
は、精度が 1～38 桁、スケールが 0～38 になります。 
最大 28 桁の精度をサポートするトランスフォーメーションで
は、精度が 1～28 桁、スケールが 0～28 になります。 
この最大桁数を上回る精度を指定した場合、データ統合サー
ビスは 10 進値を高精度モードの倍精度浮動小数点数に変換し
ます。 
精度が 15 より大きい場合、データ統合サービスは低精度モー
ドで Decimal 値を Double に変換します。

String String 1～104,857,600 文字
TimestampWithTZ timestampWithTZ 西暦 1947 年 8 月 1 日～西暦 2040 年 12 月 31 日

-12:00～+14:00
精度 36、スケール 9。

（精度はナノ秒まで）
Timestamp with Time Zone データ型では、次のタイムゾーン
地域はサポートされません。
- AFRICA_CAIRO
- AFRICA_MONROVIA
- エジプト
- AMERICA_MONTREAL
注: TimestampWithTZ は、ネイティブ環境のみで使用できま
す。

フラットファイルの数値カラムから数値以外のデータを読み込むと、データ PowerCenter 統合サービスはそ
の行を削除し、ログにメッセージを書き込みます。また、フラットファイルの日時カラムから日時以外のデー
タを読み込むと、データ PowerCenter 統合サービスはその行を削除し、ログにメッセージを書き込みます。
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DB2 for LUW とトランスフォーメーションデータ型
DB2 for LUW のデータ型は、データ統合サービスがプラットフォーム間でデータを移動するために使用するト
ランスフォーメーションデータ型にマップされます。
次の表に、DB2 for LUW のデータ型とトランスフォーメーションデータ型の比較を示します。

データ型 範囲 トランスフォー
メーション

範囲

Bigint -9,223,372,036,854,775,808 to 
9,223,372,036,854,775,807

Bigint -9,223,372,036,854,775,808 to 
9,223,372,036,854,775,807
精度 19、位取り 0

Blob 1～2,147,483,647 バイト Binary 1～104,857,600 バイト
Char 1～254 文字 String 1～104,857,600 文字
ビットデータの
Char

1～254 バイト Binary 1～104,857,600 バイト

Clob 1～2,447,483,647 バイト Text 1～104,857,600 文字
Date 西暦 0001 年～西暦 9999 年

精度 19、位取り 0（精度は日
付まで）

Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦
9999 年 12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
Dbclob 1～1073741823 バイト Dbclob 1～104,857,600 バイト
Decimal 精度 1～31、位取り 0～31 Decimal 精度 1～31、位取り 0～31

精度 1～31、位取り 0～31
精度 1～28、位取り 0～28

Float 精度 1～15 Double 精度 15
Graphic 1～127 バイト Graphic 1～127 バイト
Integer -2,147,483,648～2,147,483,647 Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
Long Varchar 32700 バイト Long Varchar 32700 バイト
Long Vargraphic 163350 バイト Long Vargraphic 163350 バイト
数値 精度 1～31、位取り 0～31 Decimal 精度 1～28、位取り 0～28
Smallint -32,768～32,767 Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
Time1 24 時間制の時刻

精度 19、位取り 0
（精度は秒まで）

Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦
9999 年 12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
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データ型 範囲 トランスフォー
メーション

範囲

タイムスタンプ 26 バイト
精度 26、位取り 6

（精度はマイクロ秒まで）

Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦
9999 年 12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）

Varchar 4,000 文字まで String 1～104,857,600 文字
ビットデータの
Varchar

4,000 バイトまで Binary 1～104,857,600 バイト

Vargraphic 1～16336 バイト Vargraphic 1～16336 バイト
1. データ統合サービスで DB2 の Time データ型をトランスフォーメーションの Date/Time データ型に変換
すると、日付値が時刻値に追加されます。

DB2 for i5/OS および DB2 for z/OS のデータ型とトランスフォーメーションデータ型
DB2 for i5/OS および DB2 for z/OS のデータ型は、IBM DB2 のデータ型と同じ方法で、トランスフォーメーシ
ョンのデータ型に対応します。データ統合サービスは、トランスフォーメーションのデータ型を使用して、プ
ラットフォーム間のデータ移動を行います。
以下の表に、DB2 for i5/OS および DB2 for z/OS のデータ型と、トランスフォーメーションのデータ型の比較
を示します。

データ型 範囲 トランスフ
ォーメーシ
ョン

範囲

Bigint -9,223,372,036,854,775,808～
9,223,372,036,854,775,807

Bigint -9,223,372,036,854,775,808～
9,223,372,036,854,775,807
精度 19、位取り 0

Char 1～254 文字 String 1～104,857,600 文字
ビットデータの
Char

1～254 バイト Binary 1～104,857,600 バイト

Date 西暦 0001 年～西暦 9999 年
精度 19、位取り 0（精度は日付
まで）

Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999
年 12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
Decimal 精度 1～31、位取り 0～31 Decimal 精度 1～28、位取り 0～28

精度 1～31、位取り 0～31
精度 1～31、位取り 0～31

Float 精度 1～15 Double 精度 15
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データ型 範囲 トランスフ
ォーメーシ
ョン

範囲

Integer -2,147,483,648～2,147,483,647 Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
精度 10、位取り 0

Smallint -32,768～32,767 Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
精度 10、位取り 0

Time1 24 時間制の時刻
精度 19、位取り 0

（精度は秒まで）

Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999
年 12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）

Timestamp2 26 バイト
精度 26、位取り 6

（精度はマイクロ秒まで）

Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999
年 12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）

Varchar 4,000 文字まで String 1～104,857,600 文字
ビットデータの
Varchar

4,000 バイトまで Binary 1～104,857,600 バイト

1. データ統合サービスで DB2 の Time データ型をトランスフォーメーションの Date/Time データ型に変換
すると、日付値が時刻値に追加されます。
2. DB2 for z/OS バージョン 10 の拡張精度タイムスタンプはトランスフォーメーションのデータ型に以下の
ように対応します。
- 位取りが 6 の場合、精度は 26 でトランスフォーメーションのデータ型は date/time です。
- 位取りが 0 の場合、精度は 19 でトランスフォーメーションのデータ型は string です。
- 位取りが 1～5 または 7～12 の場合、精度は 20 以上でトランスフォーメーションのデータ型は string で

す。

DB2 for i5/OS および DB2 for z/OS のサポートされていないデータ型
Developer ツールは DB2 for i5/OS および DB2 for z/OS の一部のデータ型をサポートしていません。
Developer ツールは DB2 for i5/OS および DB2 for z/OS の large object（LOB）データ型はサポートしていま
せん。 LOB カラムはリレーショナルテーブルオブジェクト内ではサポートされないものとして、ネイティブタ
イプである varchar、および精度と位取りが 0 で表示されます。 カラムは、カスタマイズされたデータオブジ
ェクトまたは出力にマッピングには投影されません。
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JDBC のデータ型とトランスフォーメーションのデータ型
データ統合サービスでデータを JDBC ソースから読み取るときは、ネイティブデータタイプが対応する JDBC
データ型に変換され、その後、トランスフォーメーションデータ型に変換されます。トランスフォーメーショ
ンデータ型は、プラットフォーム間でのデータの移動に使用されます。
以下の表は、JDBC データ型とトランスフォーメーションデータ型を比較します。

JDBC データ型 トランスフォーメー
ション

範囲

Bigint Bigint -9,223,372,036,854,775,808 to 
9,223,372,036,854,775,807
精度 19、位取り 0

Binary* バイナリ 1～104,857,600 バイト
Bit Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
Blob* バイナリ 1～104,857,600 バイト
ブール Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
Char* String 1～104,857,600 文字
Clob* テキスト 1～104,857,600 文字
日付 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
Decimal Decimal 精度 1～28、位取り 0～28
ダブル ダブル 精度 15
Float Double 精度 15
Integer Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
Long VarBinary* バイナリ 1～104,857,600 バイト
Long Varchar* テキスト 1～104,857,600 文字
Numeric Decimal 精度 1～28、位取り 0～28
Real ダブル 精度 15
Smallint Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
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JDBC データ型 トランスフォーメー
ション

範囲

Time 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日
（精度はナノ秒まで）

タイムスタンプ 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日
（精度はナノ秒まで）

Tinyint Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
精度 10、位取り 0

Varchar* String 1～104,857,600 文字
Varbinary* バイナリ 1～104,857,600 バイト
*ポートのデータサイズが 100 MB を超えている場合、デフォルトで Developer ツールはポート精度を 4000
に設定します。より大きいサイズのデータを処理するには、ポート精度を大きくします。

Microsoft SQL Server のデータ型とトランスフォーメーションデータ型
Microsoft SQL Server のデータ型は、データ統合サービスがプラットフォーム間のデータ移動に使用するトラ
ンスフォーメーションデータ型に対応します。
次の表で、Microsoft SQL Server のデータ型とトランスフォーメーションデータ型を比較します。

Microsoft SQL 
Server

範囲 トランスフ
ォーメーシ
ョン

範囲

Binary 1～8,000 バイト Binary 1～104,857,600 バイト
bigint -9,223,372,036,854,775,808 - 

9,223,372,036,854,775,807
bigint -9,223,372,036,854,775,808～

9,223,372,036,854,775,807
精度 19、位取り 0

Bit 1 ビット String 1～104,857,600 文字
Char 1～8,000 文字 String 1～104,857,600 文字
Date 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999 年

12 月 31 日
Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦

9999 年 12 月 31 日
Datetime 西暦 1753 年 1 月 1 日～西暦 9999 年

12 月 31 日
精度 23、位取り 3

（精度は 3.33 ミリ秒まで）

Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦
9999 年 12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
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Microsoft SQL 
Server

範囲 トランスフ
ォーメーシ
ョン

範囲

日時 2 西暦 0001 年 1 月 1 日 00:00:00
～
西暦 9999 年 12 月 31 日
23:59:59.9999999

タイムスタ
ンプ

精度 22～27

Decimal 精度 1～38、位取り 0～38 Decimal 精度 1～28、位取り 0～28
最大 38 桁の精度をサポートす
るトランスフォーメーションで
は、精度が 1～38 桁、スケール
が 0～38 になります。 
この最大桁数を上回る精度を指
定した場合、データ統合サービ
スは 10 進値を高精度モードの
倍精度浮動小数点数に変換しま
す。 
最大 38 桁の精度をサポートす
るトランスフォーメーションで
は、精度が 1～38 桁、スケール
が 0～38 になります。 
この最大桁数を上回る精度を指
定した場合、データ統合サービ
スは 10 進値を高精度モードの
倍精度浮動小数点数に変換しま
す。 

Float -1.79E+308～1.79E+308 Double 精度 15
Image 1～2,147,483,647 バイト Binary 1～104,857,600 バイト
Int -2,147,483,648～2,147,483,647 Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
通貨 -922,337,203,685,477.5807～

922,337,203,685,477.5807
Decimal 精度 1～28、位取り 0～28

nchar 1 - 4000 文字 String 1～104,857,600 文字
ntext 1 - 1,073,741,823 バイト Text 1～104,857,600 文字
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Microsoft SQL 
Server

範囲 トランスフ
ォーメーシ
ョン

範囲

Numeric 精度 1～38、位取り 0～38 Decimal 精度 1～28、位取り 0～28
最大 38 桁の精度をサポートす
るトランスフォーメーションで
は、精度が 1～38 桁、スケール
が 0～38 になります。 
最大 28 桁の精度をサポートす
るトランスフォーメーションで
は、精度が 1～28 桁、スケール
が 0～28 になります。 
この最大桁数を上回る精度を指
定した場合、データ統合サービ
スは 10 進値を高精度モードの
倍精度浮動小数点数に変換しま
す。 
最大 38 桁の精度をサポートす
るトランスフォーメーションで
は、精度が 1～38 桁、スケール
が 0～38 になります。 
最大 28 桁の精度をサポートす
るトランスフォーメーションで
は、精度が 1～28 桁、スケール
が 0～28 になります。 
この最大桁数を上回る精度を指
定した場合、データ統合サービ
スは 10 進値を高精度モードの
倍精度浮動小数点数に変換しま
す。 

nvarchar 1 - 4000 文字 String 1～104,857,600 文字
Real -3.40E+38～3.40E+38 Double 精度 15
Smalldatetime 西暦 1900 年 1 月 1 日～西暦 2079 年

6 月 6 日
精度 19、位取り 0

（精度は分まで）

Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦
9999 年 12 月 31 日（精度はナ
ノ秒まで）

Smallint -32,768～32,768 Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
精度 10、位取り 0

Smallmoney -214,748.3648～214,748.3647 Decimal 精度 1～28、位取り 0～28
Sysname 1～128 文字 String 1～104,857,600 文字
Text 1～2,147,483,647 文字 Text 1～104,857,600 文字
タイムスタンプ 8 バイト Binary 1～104,857,600 バイト
Tinyint 0～255 Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
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Microsoft SQL 
Server

範囲 トランスフ
ォーメーシ
ョン

範囲

Uniqueidentifier 精度 38、位取り 0 String Uniqueidentifier データを正常
に移動または変更するために、
データが次の形式であることを
確認します。
xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-
xxxxxxxxxxxx
x は、0～9 の範囲の 16 進数ま
たは a～f です。

Varbinary 1～8,000 バイト Binary 1～104,857,600 バイト
Varchar 1～8,000 文字 String 1～104,857,600 文字

Uniqueidentifier データタイプ
Uniqueidentifier は、グローバル一意識別子（GUID）を格納するための Microsoft SQL Server のデータタイ
プです。16 バイトのデータを格納できます。
Developer ツールは Uniqueidentifier データタイプを文字列として扱います。Uniqueidentifier データを移動
または変更するには、Uniqueidentifier カラムを文字列カラムに接続します。Uniqueidentifier データを正常
に移動または変更するために、データが次の形式であることを確認します。
xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx
x は、0～9 の範囲の 16 進数または a～f です。
例えば、6F9619FF-8B86-D011-B42D-00C04FC964FF は有効な Uniqueidentifier 値です。
Developer ツールでは、36 文字に 16 バイトの Uniqueidentifier データを格納できます。ただし、
Uniqueidentifier データは 2 つの中括弧内に表示できるため、Developer ツールでは 2 つの追加文字を精度に
割り当てて、中括弧に対応しています。Uniqueidentifier カラムを文字列カラムに接続する際、
Uniqueidentifier データを正常に移動または変更するために、文字列カラムの精度を 38 に設定します。

非リレーショナルのデータ型とトランスフォーメーションのデータ型
非リレーショナルのデータ型は、Data Integration Service がプラットフォーム間のデータ移動に使用するト
ランスフォーメーションのデータ型に対応します。
非リレーショナルのデータ型は、以下のタイプのデータ型に適用されます。
• Adabas
• IMS
• シーケンシャル
• VSAM
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以下の表に、非リレーショナルのデータ型とトランスフォーメーションのデータ型の比較を示します。

非リレーショナ
ル 

精度 トランスフォー
メーション

範囲

BIN 10 バイナリ 1～104,857,600 バイト
CHAR 10 String 1～104,857,600 文字

固定長または可変長文字列。
DATE 10 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日

結合された日時の値、ナノ秒単位の精度。
DOUBLE 18 Double 精度 15 桁

倍精度浮動小数点数値。
FLOAT 7 Double 精度 15 桁

倍精度浮動小数点数値。
NUM8 3 Integer 精度 10、位取り 0

整数値。
NUM8U 3 Integer 精度 10、位取り 0

整数値。
NUM16 5 Integer 精度 10、位取り 0

整数値。
NUM16U 5 Integer 精度 10、位取り 0

整数値。
NUM32 10 Integer 精度 10、位取り 0

整数値。
NUM32U 10 Double 精度 15 桁

倍精度浮動小数点数値。
NUM64 19 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28

宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、
精度以下にする必要があります。負の位取りを持つ値
または 28 より大きい精度が宣言された値を渡した場
合、倍精度に変換されます。

NUM64U 19 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28
宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、
精度以下にする必要があります。負の位取りを持つ値
または 28 より大きい精度が宣言された値を渡した場
合、倍精度に変換されます。

NUMCHAR 100 String 1～104,857,600 文字
固定長または可変長文字列。
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非リレーショナ
ル 

精度 トランスフォー
メーション

範囲

PACKED 15 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28
宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、
精度以下にする必要があります。負の位取りを持つ値
または 28 より大きい精度が宣言された値を渡した場
合、倍精度に変換されます。

TIME 5 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日
結合された日時の値、ナノ秒単位の精度。

TIMESTAMP 5 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日
結合された日時の値、ナノ秒単位の精度。

UPACKED 15 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28
宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、
精度以下にする必要があります。負の位取りを持つ値
または 28 より大きい精度が宣言された値を渡した場
合、倍精度に変換されます。

UZONED 15 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28
宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、
精度以下にする必要があります。負の位取りを持つ値
または 28 より大きい精度が宣言された値を渡した場
合、倍精度に変換されます。

VARBIN 10 バイナリ 1～104,857,600 バイト
VARCHAR 10 String 1～104,857,600 文字

固定長または可変長文字列。
ZONED 15 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28

宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、
精度以下にする必要があります。負の位取りを持つ値
または 28 より大きい精度が宣言された値を渡した場
合、倍精度に変換されます。
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ODBC データ型とトランスフォーメーションデータ型
ODBC データ型は、データ統合サービスがプラットフォーム間のデータ移動に使用するトランスフォーメーシ
ョンデータ型にマッピングされます。
次の表では、Microsoft Access、Excel などの ODBC データ型をトランスフォーメーションデータ型と比較し
ます。

データ型 トランスフォーメー
ション

範囲

Bigint Bigint -9,223,372,036,854,775,808 to 
9,223,372,036,854,775,807
精度 19、位取り 0

バイナリ Binary 1～104,857,600 バイト
Bit String 1～104,857,600 文字
文字 String 1～104,857,600 文字
日付 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999 年 12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
Decimal Decimal 精度 1～28、位取り 0～28

最大 38 桁の精度をサポートするトランスフォーメー
ションでは、精度が 1～38 桁、スケールが 0～38 に
なります。 
この最大桁数を上回る精度を指定した場合、データ統
合サービスは 10 進値を高精度モードの倍精度浮動小
数点数に変換します。 
最大 38 桁の精度をサポートするトランスフォーメー
ションでは、精度が 1～38 桁、スケールが 0～38 に
なります。 
この最大桁数を上回る精度を指定した場合、データ統
合サービスは 10 進値を高精度モードの倍精度浮動小
数点数に変換します。 

Double Double 精度 15
Float Double 精度 15
Integer Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
Long Varbinary Binary 1～104,857,600 バイト
Nchar String 1～104,857,600 文字
Nvarchar String 1～104,857,600 文字
Ntext Text 1～104,857,600 文字
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データ型 トランスフォーメー
ション

範囲

Numeric Decimal 精度 1～28、位取り 0～28
最大 38 桁の精度をサポートするトランスフォーメー
ションでは、精度が 1～38 桁、スケールが 0～38 に
なります。 
この最大桁数を上回る精度を指定した場合、データ統
合サービスは 10 進値を高精度モードの倍精度浮動小
数点数に変換します。 
最大 38 桁の精度をサポートするトランスフォーメー
ションでは、精度が 1～38 桁、スケールが 0～38 に
なります。 
この最大桁数を上回る精度を指定した場合、データ統
合サービスは 10 進値を高精度モードの倍精度浮動小
数点数に変換します。 

Real Double 精度 15
Smallint Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
テキスト テキスト 1～104,857,600 文字
Time Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999 年 12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
タイムスタンプ Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999 年 12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
Tinyint Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
Varbinary Binary 1～104,857,600 バイト
Varchar String 1～104,857,600 文字
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Oracle のデータ型およびトランスフォーメーションデータ型
Oracle のデータ型は、データ統合サービスがプラットフォーム間のデータ移動に使用するトランスフォーメー
ションのデータ型に対応します。
次の表で、Oracle のデータ型とトランスフォーメーションデータ型を比較します。

Oracle 範囲 トランスフォーメーション 範囲
Blob 4GB まで Binary 1～104,857,600 バ

イト
Char（L） 1～2,000 バイト String 1～104,857,600 文

字
Clob 4GB まで Text 1～104,857,600 文

字
Date 紀元前 4712 年 1 月 1 日～

西暦 4712 年 12 月 31 日
精度 19、位取り 0

Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1
日～西暦 9999 年 12
月 31 日

（精度はナノ秒ま
で）

Float 精度 1～15、位取り 0 Double 精度 15、位取り 0
Long 2GB まで Text 1～104,857,600 文

字
マッピングに Long
データが含まれて
いる場合、統合サ
ービスはそれをト
ランスフォーメー
ションの文字列デ
ータ型に変換し、
104,857,600 文字に
切り詰めます。

Long Raw 2GB まで Binary 1～104,857,600 バ
イト

Nchar 1～2,000 バイト String 1～104,857,600 文
字

Nclob 4GB まで Text 1～104,857,600 文
字

Number 精度 1～38 Double 精度 15

250        付録 A: データ型リファレンス



Oracle 範囲 トランスフォーメーション 範囲
Number（P,S） 精度 1～38、

位取り 0～38
Decimal 精度 1 から 28 桁、

位取り 0 から 28
最大 38 桁の精度を
サポートするトラ
ンスフォーメーシ
ョンでは、精度が 1
～38 桁、スケール
が 0～38 になりま
す。 
この最大桁数を上
回る精度を指定し
た場合、データ統
合サービスは 10 進
値を高精度モード
の倍精度浮動小数
点数に変換します。 
最大 38 桁の精度を
サポートするトラ
ンスフォーメーシ
ョンでは、精度が 1
～38 桁、スケール
が 0～38 になりま
す。 
この最大桁数を上
回る精度を指定し
た場合、データ統
合サービスは 10 進
値を高精度モード
の倍精度浮動小数
点数に変換します。 

Nvarchar2 1～4,000 バイト String 1～104,857,600 文
字

RAW 1～2,000 バイト Binary 1～104,857,600 バ
イト

タイムスタンプ 紀元前 4712 年 1 月 1 日～
西暦 9999 年 12 月 31 日
精度 19～29、位取り 0～9

（精度はナノ秒まで）

Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1
日～西暦 9999 年 12
月 31 日

（精度はナノ秒ま
で）

Oracle のデータ型およびトランスフォーメーションデータ型        251



Oracle 範囲 トランスフォーメーション 範囲
Timestamp with 
Time Zone

紀元前 4712 年 1 月 1 日～
西暦 9999 年 12 月 31 日
-12:00～+14:00
精度 26 - 36、位取り 0 - 9

（精度はナノ秒まで）

timestampWithTZ 西暦 1947 年 8 月 1
日～西暦 2040 年 12
月 31 日
-12:00～+14:00
精度 36、スケール
9。

（精度はナノ秒ま
で）
Timestamp with 
Time Zone データ
型では、次のタイ
ムゾーン地域はサ
ポートされません。
- AFRICA_CAIRO
- AFRICA_MONROV

IA
- エジプト
- AMERICA_MONTR

EAL
Timestamp with 
Local Time 
Zone

紀元前 4712 年 1 月 1 日～
西暦 9999 年 12 月 31 日
精度 19～29、位取り 0～9

（精度はナノ秒まで）

Date/Time 西暦 0001 年 1 月 1
日～西暦 9999 年 12
月 31 日

（精度はナノ秒ま
で）

Varchar 1～4,000 バイト String 1～104,857,600 文
字

Varchar2 1～4,000 バイト String 1～104,857,600 文
字

XMLType 4GB まで Text 1～104,857,600 文
字

Number（P,S）データ型
Developer tool は、負の位取りを持つ Oracle Number(P,S)値をサポートしています。
ただし、精度 38 より大きい位取り、または負の精度を持つ Number（P,S）値はサポートしていません。
ただし、精度 38 より大きい位取り、または負の精度を持つ Number（P,S）値はサポートしていません。
ただし、精度 28 より大きい位取り、または負の精度を持つ Number（P,S）値はサポートしていません。
負の位取りの Oracle Number をインポートした場合、Developer tool には Decimal データ型として表示され
ます。ただし、データ統合サービスにより倍精度に変換されます。
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Char、Varchar、Clob データタイプ
データ統合サービスでは、Unicode データ移動モードを使用する場合、Oracle データベースのカラムに設定し
た長さのセマンティクスに応じて、Char カラム、Varchar カラム、および Clob カラムの精度が読み込まれま
す。
バイトセマンティクスを使用してカラム長を決定する場合は、データ統合サービスは精度をバイト数として読
み込みます。Char セマンティクスを使用する場合は、データ統合サービスは精度を文字数として読み込みま
す。

サポートされていない Oracle のデータ型
Developer tool は Oracle の一部のデータ型をサポートしていません。
Developer tool でサポートされていない Oracle のデータ型は以下のとおりです。
• Bfile
• Interval Day to Second
• Interval Year to Month
• Mslabel
• Raw Mslabel
• Rowid

SAP HANA およびトランスフォーメーションデータ型
SAP HANA データ型は、Data Integration Service がプラットフォーム間のデータ移動に使用するトランスフ
ォーメーションのデータ型に対応します。
以下の表に、SAP HANA データ型およびトランスフォーメーションデータ型の比較を示します。

SAP HANA デー
タ型

範囲 トランス
フォーメ
ーション
データ型

範囲

英数字 精度 1 - 127 Nstring 1～104,857,600 文字
Bigint -9,223,372,036,854,775,808 to 

9,223,372,036,854,775,807
Bigint -9,223,372,036,854,775,808 to 

9,223,372,036,854,775,807
精度 19、位取り 0

バイナリ バイナリデータのバイトの格納に
使用

Binary 1～104,857,600 バイト

Blob 2GB まで Binary 1～104,857,600 バイト
Clob 2GB まで Text 1～104,857,600 文字
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SAP HANA デー
タ型

範囲 トランス
フォーメ
ーション
データ型

範囲

Date 西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999
年 12 月 31 日
精度 10、位取り 0

Date/
Time

西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999 年
12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
Decimal（精度, 
位取り）または
Dec (p, s)

精度 1 - 34 Decimal 精度 1～28、位取り 0～28
最大 38 桁の精度をサポートするトラ
ンスフォーメーションでは、精度が 1
～38 桁、スケールが 0～38 になりま
す。 
最大 28 桁の精度をサポートするトラ
ンスフォーメーションでは、精度が 1
～28 桁、スケールが 0～28 になりま
す。 
この最大桁数を上回る精度を指定し
た場合、データ統合サービスは 10 進
値を高精度モードの倍精度浮動小数
点数に変換します。 
最大 38 桁の精度をサポートするトラ
ンスフォーメーションでは、精度が 1
～38 桁、スケールが 0～38 になりま
す。 
最大 28 桁の精度をサポートするトラ
ンスフォーメーションでは、精度が 1
～28 桁、スケールが 0～28 になりま
す。 
この最大桁数を上回る精度を指定し
た場合、データ統合サービスは 10 進
値を高精度モードの倍精度浮動小数
点数に変換します。 

ダブル 単精度 64 ビット浮動小数点数を
指定

Double 精度 15

Float 精度 1 - 53 Double 精度 15
Integer -2,147,483,648～2,147,483,647 Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

精度 10、位取り 0
NClob 2GB まで Ntext 1～104,857,600 文字
Nvarchar 精度 1 - 5000 Nstring 1～104,857,600 文字
Real 単精度 32 ビット浮動小数点数を

指定
Real 精度 7、位取り 0

Seconddate 0001-01-01 00:00:01 - 9999-12-31 
24:00:00

Date/
Time

西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999 年
12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
Shorttext 可変長文字列を指定、このデータ

型ではテキスト検索および文字列
検索機能をサポート

Nstring 1～104,857,600 文字
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SAP HANA デー
タ型

範囲 トランス
フォーメ
ーション
データ型

範囲

Smalldecimal 精度 1 - 16 Decimal 精度 1～28、位取り 0～28
Smallint -32,768～32,767 Small 

Integer
精度 5、位取り 0

Text 可変長文字列を指定、このデータ
型ではテキスト検索機能をサポー
ト

Text 1～104,857,600 文字

時間 24 時間制の時刻 Date/
Time

西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999 年
12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
タイムスタンプ 0001-01-01 00:00:00.0000000 - 

9999-12-31 23:59:59.9999999
Date/
Time

西暦 0001 年 1 月 1 日～西暦 9999 年
12 月 31 日

（精度はナノ秒まで）
Tinyint 0～255 Small 

Integer
精度 5、位取り 0

Varchar 精度 1 - 5000 String 1～104,857,600 文字
Varbinary 1 - 5000 バイト Binary 1～104,857,600 バイト

XML データ型とトランスフォーメーションデータ型
XML のデータ型は、データ統合サービスがデータのプラットフォーム間の移動に使用するトランスフォーメー
ションデータ型にマッピングされます。
データ統合サービスは、W3C が 2001 年 5 月 2 日の勧告で指定した XML データ型をすべてサポートしていま
す。 しかし、データ統合サービスは XML の値の範囲全体には対応していない場合があります。XML データタ
イプの詳細については、次のサイトで XML データタイプの W3C 仕様を参照してください: 
http://www.w3.org/TR/xmlschema-2
以下の表に、XML データ型とトランスフォーメーションデータ型の比較を示します。

データ型 トランスフォー
メーション

範囲

anyURI String 1～104,857,600 文字
base64Binary バイナリ 1～104,857,600 バイト
boolean String 1～104,857,600 文字
byte Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
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データ型 トランスフォー
メーション

範囲

日付 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日（精度はナノ秒ま
で）

dateTime 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日（精度はナノ秒ま
で）

decimal Decimal 精度 1～28、位取り 0～28
double Double 15 桁精度
duration String 1～104,857,600 文字
ENTITIES String 1～104,857,600 文字
ENTITY String 1～104,857,600 文字
float Double 15 桁精度
gDay String 1～104,857,600 文字
gMonth String 1～104,857,600 文字
gMonthDay String 1～104,857,600 文字
gYear String 1～104,857,600 文字
gYearMonth String 1～104,857,600 文字
hexBinary バイナリ 1～104,857,600 バイト
ID String 1～104,857,600 文字
IDREF String 1～104,857,600 文字
IDREFS String 1～104,857,600 文字
整数型 Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
Integer Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
language String 1～104,857,600 文字
長整数型 Bigint -9,223,372,036,854,775,808 to 9,223,372,036,854,775,807
名前 String 1～104,857,600 文字
NCName String 1～104,857,600 文字
negativeInteger Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
NMTOKEN String 1～104,857,600 文字
NMTOKENS String 1～104,857,600 文字
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データ型 トランスフォー
メーション

範囲

nonNegativeInteg
er

Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

nonPositiveIntege
r

Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

normalizedString String 1～104,857,600 文字
NOTATION String 1～104,857,600 文字
positiveInteger Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
QName String 1～104,857,600 文字
short Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
string String 1～104,857,600 文字
時間 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日（精度はナノ秒ま

で）
トークン String 1～104,857,600 文字
unsignedByte Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
unsignedInt Integer -2,147,483,648～2,147,483,647
unsignedLong Bigint -9,223,372,036,854,775,808 to 9,223,372,036,854,775,807
unsignedShort Integer -2,147,483,648～2,147,483,647

データの変換
あるデータ型から別のデータ型にデータを変換できます。
別のデータ型に変換するには、以下のいずれかの方法を使用します。
• ポート間でデータを渡す（ポート対ポートのデータ変換）。
• トランスフォーメーション関数を使ってデータを変換する。
• トランスフォーメーション算術演算子を使ってデータを変換する。
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ポート対ポートのデータ変換
データ統合サービスは、ポートのデータ型に基づいてデータを変換します。データがポートを通過するたびに、
データ統合サービスはポートに割り当てられているデータ型を識別し、必要に応じてサポートされているデー
タ型に基づいてデータを変換します。

同じデータ型のポート間でデータを渡す
同じデータ型のポート間でデータを渡すためのマッピングを作成できます。同じデータ型のポート間でデータ
を渡す場合、データ統合サービスはデータまたはデータ型を変更せずにデータを渡します。
同じ数値データ型のポート間でデータを渡し、データがトランスフォーメーション間で転送される場合、デー
タ統合サービスは必ずしもデータの転送先のポートの精度と位取りにデータを変換しません。
以下の方法を使用すると、異なる精度、位取り、および精度モードの 10 進型データをポート間で転送できま
す。
10 進型データを低精度モードで渡す

低精度モードでデータを 10 進型ポートに渡す場合、データ統合サービスは精度 15 および位取り 0 ですべ
ての 10 進型ポートを倍精度浮動小数点数に変換します。例えば、低精度モードで 10 進型（14, 3）から
10 進型（9, 5）に値を渡すとします。データ統合サービスは、値を内部的に格納し、低精度モードでのデ
ータの切り詰めは行いません。

高精度モードで位取りを下げて 10 進型データを渡す
高精度モードで位取りを下げて 10 進型ポート間でデータを 10 進型ポートに渡す場合は、位取りが切り詰
められます。例えば、10 進型（18, 5）から 10 進型（18, 2）に値を渡すとします。18.01234 を渡す場合、
データ統合サービスはデータの位取りを切り詰めて、出力データは 18.01 になります。

高精度モードで精度を下げて 10 進型データを渡す
高精度モードで精度を下げてデータを 10 進型ポートに渡すことができます。例えば、高精度モードで 10
進型（19, 5）から 10 進型（17, 2）に値を渡すとします。出力フィールドに 17 桁を超える値が含まれる
場合、データ統合サービスはその行を拒否します。

異なるデータ型のポート間でデータを渡す
異なるデータ型のポート間でデータを渡す場合、データ統合サービスはトランスフォーメーション言語の変換
関数を使用してデータ型間の変換を行います。
例えば、文字列のポートを整数のポートに接続するとします。データ統合サービスがマッピングを実行する場
合は、TO_INTEGER 関数を使用して入力データを文字列データ型から整数データ型に変換します。
データ統合サービスがポート間の変換を実行する場合は、渡すデータが変換先のデータ型に対して有効である
必要があります。データ統合サービスが変換できない値があると、トランスフォーメーションの行エラーが発
生します。例えば、「9,000,000,000,000,000,000.777」という値を含む文字列のポートを Bigint 型のポートに
接続するとします。この場合、データ統合サービスは String の値を Bigint の値に変換できずに、エラーを返
します。
データ統合サービスは、トランスフォーメーション間、およびパイプライン内の最後のトランスフォーメーシ
ョンとターゲットとの間でポート対ポート変換を行います。
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以下の表に、データ統合サービスで実行されるポート対ポート変換を示します。

データ型 Bigint 整数
型

10 進
型

Double String、
Text

Date/
Time

Binary Timestamp 
with Time 
Zone

Bigint いいえ はい はい はい はい いいえ いいえ いいえ
Integer はい いい

え
はい はい はい いいえ いいえ いいえ

Decimal はい はい いい
え

はい はい いいえ いいえ いいえ

Double はい はい はい いいえ はい いいえ いいえ いいえ
String、Text はい はい はい はい はい はい いいえ はい
Date/Time いいえ いい

え
いい
え

いいえ はい はい いいえ いいえ

Binary いいえ いい
え

いい
え

いいえ いいえ いいえ はい いいえ

Timestamp 
with Time 
Zone

いいえ いい
え

いい
え

いいえ はい いいえ いいえ はい
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付 録  B

キーボードショートカット
この付録では、以下の項目について説明します。
• 詳細マッピングオプションのキーボードショートカット, 260 ページ
• オブジェクトのキーボードショートカット, 261 ページ
• ポートのキーボードショートカット, 262 ページ
• ［トランスフォーメーション］パレットのキーボードショートカット, 263 ページ
• ワークベンチのキーボードショートカット, 263 ページ

詳細マッピングオプションのキーボードショートカット
キーボードショートカットを使用して、［詳細オプションを使用してマッピングを実行］ダイアログボックスに
移動できます。
キーボードショートカットで次のタスクを実行できます。
マッピング設定の選択。

Shift+A を押します。
カスタムマッピング設定の指定。

Shift+C を押します。
デフォルトのデータ統合サービスの使用。

Shift+U を押します。
データ統合サービス。

Shift+I を押します。その他のオプションを表示するには、Shift+B を押します。
トレースレベルのオーバーライド。

Shift+T を押します。
最適化レベル。

Shift+Z を押します。
マッピングでのデフォルト値の適用。

Shift+D を押します。
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パラメータセットの適用。
Shift+S を押します。その他のオプションを表示するには、Shift+O を押します。

パラメータファイルの適用。
Shift+F を押します。その他のオプションを表示するには、Shift+O を押します。

オブジェクトのキーボードショートカット
キーボードショートカットを使用するとエディタ内のオブジェクトで作業ができます。
エディタのオブジェクトを選択した場合、オブジェクトの外観を変更したり、オブジェクトを移動できます。
オブジェクトが選択されているときには、緑色の境界線がオブジェクトの周囲に表示されます。オブジェクト
がフォーカスされていることを示す点線も選択したオブジェクトの周囲に表示されます。その他のオブジェク
トが選択できる状態でオブジェクトをフォーカスできます。エディタ内で複数のオブジェクトを選択する場合
に選択したオブジェクトから他のオブジェクトにフォーカスを移動します。
注: エディタ内のオブジェクトの移動順序は上から下、左から右です。
キーボードショートカットで次のタスクを実行できます。
オブジェクトを選択します。

エディタが選択されているときに、Tab を押します。このオブジェクトもフォーカスされています。Tab
を再度押して次のオブジェクトを選択します。

前のオブジェクトを選択します。
Shift+Tab を押します。

特定のオブジェクトを検索します。
Ctrl+O を押します。

次のオブジェクトをフォーカスします。
オブジェクトがフォーカスされているときに Ctrl+Tab を押すと、フォーカスを次のオブジェクトに移動
できます。前のオブジェクトは選択されたままです。Ctrl+Tab を再度押して次のオブジェクトをフォー
カスします。

複数のオブジェクトを個別に選択します。
オブジェクトがフォーカスされているときに Ctrl+Tab を押すと、フォーカスを次に選択するオブジェク
トに移動できます。次に Ctrl+Spacebar を押してフォーカスしたオブジェクトを選択します。この手順
を繰り返して複数のオブジェクトを個別に選択します。

選択したオブジェクトをアイコン化します。
Ctrl+I を押します。

選択したオブジェクトをリストアします。
Ctrl+R を押します。

選択したオブジェクトをサイズ変更します。
Ctrl+Shift を押し続けながら、Up、Down、Left、Right 方向キーを使用します。

選択したオブジェクトを移動します。
方向キーを使用すると、1 つまたは複数のオブジェクトをどの方向にも 1 ピクセルずつ移動できます。
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オブジェクトからエディタに移動します。
1 つまたは複数のオブジェクトが選択されているかフォーカスされているときに、Esc を押します。

ポートのキーボードショートカット
キーボードショートカットを使用してポートで作業ができます。
ポートを選択した場合、ポートを編集してそのポートを他のポートにリンクできます。ポートが選択された場
合、ポート全体が緑色で表示されます。ポートがフォーカスされていることを示す点線も選択したポートのポ
ート値の周囲に表示されます。その他のポートが選択できる状態でポートをフォーカスできます。複数のポー
トを個別に選択する場合に 1 つのポートから他のポートにフォーカスを移動します。
キーボードショートカットで次のタスクを実行できます。
ポートを選択します。

オブジェクトが選択され、フォーカスされているときに、Ctrl+G を押します。Up および Down 方向キー
を押して異なるポートを選択します。

複数のポートを選択します。
Shift+Up または Shift+Down を押します。

複数のポートを個別に選択します。
Ctrl キーを押し続けながら、Up および Down 方向キーを使用して選択するポートをフォーカスします。
Ctrl+Spacebar を押してポートを選択します。この手順を繰り返して複数のポートを個別に選択します。

次のポート値をフォーカスして編集します。
Tab を押します。

前のポート値をフォーカスして編集します。
Shift+Tab を押します。

ポートからオブジェクトに移動します。
Esc キーを押します。

2 つのオブジェクトのポートをリンクします。
最初のオブジェクトでリンクするポートを選択し、Ctrl+L を押します。選択したポートは強調表示されま
す。2 番目のオブジェクトに移動してリンクするポートを選択します。Ctrl+L を押してポートをリンクし
ます。

リンクモードを終了します。
Ctrl+Alt+L を押して最初のオブジェクトで選択したポートをクリアします。

リンクを選択します。
選択したポートで Ctrl+G を押して、そのポートからの出力リンクを選択します。

次のリンクを選択します。
Tab を押します。

前のリンクを選択します。
Shift+Tab を押します。
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［トランスフォーメーション］パレットのキーボードショートカット
キーボードショートカットを使用して［トランスフォーメーション］パレットを操作できます。
キーボードショートカットで次のタスクを実行できます。
エディタから［トランスフォーメーション］パレットに移動する。

エディタが選択されているときに、Ctrl+Shift+P を押します。
［トランスフォーメーション］パレットで移動する。

Tab キーを押すか、矢印キーの上向きまたは下向きを押します。
［トランスフォーメーション］パレットからエディタに移動する。

Esc キーを押します。

ワークベンチのキーボードショートカット
キーボードショートカットを使用してワークベンチ内のビューやエディタに移動できます。
エディタを選択した場合、エディタ内を移動できます。選択された場合、緑色の境界線がエディタの周囲に表
示されます。
エディタおよびビューをフォーカスできます。フォーカスされている場合、エディタまたはビューの周囲に青
色の境界線が表示されます。点線がフォーカスされているビューのタブの周囲に表示されます。ビューがフォ
ーカスされている場合、そのビューを選択したり、他のビューをフォーカスできます。
キーボードショートカットで次のタスクを実行できます。
ビューをフォーカスします。

エディタが選択されているときに、Shift+Tab を押します。Left および Right 方向キーを使用して同じ
エディタ内の他のビューをフォーカスします。また、Shift+Tab をワークベンチの別のビューがフォーカ
スされるまで押します。

ビューで最初の領域を選択します。
ビューがエディタ内でフォーカスされた場合、Ctrl+Tab を押します。Tab ボタンを 3 回押して次のウィ
ジェットを選択します。

ビューで前の領域を選択します。
Ctrl+Shift+Tab を押します。

マッピングの［プロパティ］ビューで、説明を選択して参照します。
Ctrl+A を押します。

エディタを最小化します。
ビューがフォーカスされた場合、Shift+Tab を押して［最小化］コントロールを選択し、次に Space キー
を押します。

エディタを最大化します。
ビューがフォーカスされている場合、Shift+Tab を押して［最小化］コントロールを選択します。Right
方向キーを使用して［最大化］コントロールを選択し、Space キーを押します。
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ワークベンチの領域を選択します。
エディタが選択されている場合、Ctrl+Tab を押して、ビューなど、ワークベンチのその他の領域を選択
します。Ctrl+Tab を再度押して次の領域を選択します。

ワークベンチの前の領域を選択します。
Ctrl+Shift+Tab を押します。

ダイアログボックスのエラーメッセージに移動します。
Ctrl+M を押します。
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付 録  C

接続プロパティ
この付録では、以下の項目について説明します。
• 接続プロパティの概要, 266 ページ
• Adabas 接続のプロパティ, 267 ページ
• Amazon Redshift 接続のプロパティ, 269 ページ
• Amazon S3 接続のプロパティ, 272 ページ
• ブロックチェーン接続プロパティ, 274 ページ
• , 275 ページ
• DataSift 接続プロパティ, 277 ページ
• Databricks 接続プロパティ, 277 ページ
• Facebook 接続プロパティ, 279 ページ
• Greenplum 接続プロパティ, 280 ページ
• Google Analytics 接続のプロパティ, 281 ページ
• Google BigQuery 接続のプロパティ, 282 ページ
• Google Cloud Spanner 接続のプロパティ, 284 ページ
• Google Cloud Storage 接続のプロパティ, 284 ページ
• Hadoop 接続プロパティ, 285 ページ
• HBase 接続プロパティ, 291 ページ
• HDFS 接続プロパティ, 292 ページ
• MapR-DB の HBase 接続のプロパティ, 294 ページ
• Hive 接続のプロパティ, 294 ページ
• HTTP 接続のプロパティ, 298 ページ
• IBM DB2 接続のプロパティ, 300 ページ
• IBM DB2 for i5/OS 接続のプロパティ, 303 ページ
• IBM DB2 for z/OS 接続のプロパティ, 307 ページ
• IMS 接続のプロパティ, 309 ページ
• JDBC 接続のプロパティ, 312 ページ
• JDBC V2 接続のプロパティ, 314 ページ
• JD Edwards EnterpriseOne 接続プロパティ, 316 ページ
• LDAP 接続プロパティ, 317 ページ
• LinkedIn 接続プロパティ, 318 ページ
• Microsoft Azure Blob ストレージ接続のプロパティ, 319 ページ
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• Microsoft Azure Cosmos DB SQL API 接続のプロパティ, 321 ページ
• Microsoft Azure Data Lake Storage Gen1 接続のプロパティ, 321 ページ
• Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 接続プロパティ, 322 ページ
• Microsoft Azure SQL Data Warehouse 接続プロパティ, 324 ページ
• MS SQL Server 接続のプロパティ, 325 ページ
• Netezza 接続のプロパティ, 329 ページ
• OData 接続のプロパティ, 330 ページ
• ODBC 接続のプロパティ, 331 ページ
• Oracle 接続のプロパティ, 333 ページ
• Salesforce 接続のプロパティ, 335 ページ
• Salesforce Marketing Cloud 接続のプロパティ, 336 ページ
• SAP 接続のプロパティ, 337 ページ
• シーケンシャル接続のプロパティ, 340 ページ
• Snowflake 接続プロパティ, 342 ページ
• Teradata Parallel Transporter 接続のプロパティ, 344 ページ
• Tableau 接続のプロパティ, 346 ページ
• Tableau V3 接続のプロパティ, 347 ページ
• Twitter 接続プロパティ, 348 ページ
• Twitter Streaming 接続プロパティ, 349 ページ
• VSAM 接続のプロパティ, 350 ページ
• Web Content-Kapow Katalyst 接続プロパティ, 352 ページ
• Web サービス接続のプロパティ, 353 ページ
• データベース接続における識別子のプロパティ, 355 ページ

接続プロパティの概要
接続プロパティを使用すると、Informatica クライアントでデータソースに接続できます。
この章では、Informatica クライアントで作成および管理できる各接続の接続プロパティについて説明します。
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Adabas 接続のプロパティ
Adabas データベースにアクセスするには Adabas 接続を使用します。 Adabas 接続は、メインフレームデー
タベースタイプの接続です。Adabas 接続は Developer ツールで作成します。Adabas 接続は、Administrator
ツールまたは Developer ツールで管理できます。
以下の表に、Adabas 接続のプロパティを示します。

オプション 説明
場所 Adabas に接続する PowerExchange リスナの場所のノード名。ノード名は、

PowerExchange の構成ファイル（dbmover.cfg）内の NODE 文の最初のパラメータ
で定義されます。

ユーザー名 データベースユーザー名。
サポートされている Linux または UNIX システムのデータベースで、PowerExchange 
LDAP ユーザー認証を有効にした場合、ユーザー名はエンタープライズユーザー名に
なります。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照して
ください。

パスワード データベースユーザー名のパスワードまたは有効な PowerExchange のパスフレー
ズ。
PowerExchange パスフレーズは 9～128 文字の長さで指定し、次の文字を含めること
ができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めることはで
きません。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を
SECURITY=(1,N)以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細については、

『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を参照してくださ
い。
IBM IRRPHREX 出口に指定できる文字は、PowerExchange パスフレーズに指定できる
文字に影響しません。
注: 有効な RACF のパスフレーズは最長 100 文字です。PowerExchange は、検証のた
めに RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレーズを切り捨てま
す。

コードページ 必須。データソースの読み取りや書き込みに使用するコードページの名前。通常この
値は ISO コードページの名前です（ISO-8859-6 など）。

パススルーセキュ
リティ有効

接続のパススルーセキュリティを有効にする。接続のパススルーセキュリティを有効
にすると、ドメインは、接続オブジェクトに定義されている資格情報ではなく、クラ
イアントのユーザー名とパスワードを使用して対応するデータベースにログインしま
す。
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オプション 説明
暗号化タイプ データ統合サービスが使用する暗号化のタイプ。 次のいずれかのオプションを選択

します。
- なし
- AES
デフォルトは［なし］です。
注: ［暗号化タイプ］および［レベル］接続プロパティを構成する代わりに、Secure 
Sockets Layer（SSL）認証を使用することをお勧めします。SSL 認証は複数の
Informatica 製品で使用されており、より厳格なセキュリティが提供されます。 
PowerExchange ネットワークへの SSL 認証の実装の詳細については、

『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
［暗号化］レベル ［暗号タイプ］で［AES］を選択した場合は、データ統合サービスが使用する暗号化

レベルを指定するために、次に挙げるオプションのいずれかを選択してください。
- 1. 128 ビットの暗号化キーを使用します。
- 2. 192 ビットの暗号化キーを使用します。
- 3. 256 ビットの暗号化キーを使用します。

［暗号化タイプ］に［AES］を選択しない場合、このオプションは無視されます。
デフォルトは 1 です。

ペーシングサイズ オプション。ソースシステムが PowerExchange リスナに渡すことができるデータ
量。ペーシングサイズは、外部アプリケーション、データベース、またはデータ統合
サービスのノードがボトルネックになっている場合に設定します。低い値を使用する
とパフォーマンスが向上します。
最小値およびデフォルト値は 0 です。値を 0 にするとパフォーマンスが最大になりま
す。

行として解釈 オプション。このオプションは、ペーシングサイズを行数で表示する場合に選択しま
す。このオプションをクリアすると、ペーシングサイズがキロバイト単位で表示され
ます。デフォルトではこのオプションが選択されていないため、ペーシングサイズは
キロバイトで表示されています。

圧縮 オプション。このオプションは、ソースデータの圧縮を有効にする場合に選択しま
す。データを圧縮することで、Informatica アプリケーションがネットワークで送信
するデータ量を減少させることができます。デフォルトではこのオプションが選択さ
れていないため、圧縮は無効になっています。

オフロード処理 オプション。バルクデータの処理をソースマシンからデータ統合サービスのマシンに
オフロードするかどうかを制御します。次のいずれかのオプションを選択します。
- AUTO。オフロード処理を使用するかどうかがデータ統合サービスによって決定さ

れます。
- はい。オフロード処理を使用します。
- いいえ。オフロード処理は使用しません。
デフォルトは［AUTO］です。

ワーカースレッド オプション。オフロード処理の有効時にデータ統合サービスがバルクデータを処理す
るために使用するスレッドの数。最適なパフォーマンスを得るためには、データ統合
サービスマシンで使用可能なプロセッサの数を超えないようにこの値を設定します。
有効な値は 1～64 です。デフォルトは 0 です。マルチスレッド処理は無効になりま
す。
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オプション 説明
配列サイズ オプション。ワーカースレッドのためのストレージアレイのレコード数。このオプシ

ョンは、［ワーカースレッド］オプションを 0 より大きな値に設定したときに適用さ
れます。有効な値は 1～5000 です。デフォルトは 25 です。

書き込みモード オプション。データ統合サービスが PowerExchange リスナにデータを送信する際の
モード。 次のうちいずれかの書き込みモードを選択します。
- CONFIRMWRITEON。PowerExchange リスナにデータを送信し、応答を待ってから

以降のデータを送信します。 このオプションはエラーリカバリを優先する場合に
選択します。ただし、このオプションを使用するとパフォーマンスが落ちる可能性
があります。

- CONFIRMWRITEOFF。応答を待たずに、PowerExchange リスナにデータを送信し
ます。 このオプションは、エラーが発生したときにターゲットテーブルを再ロー
ドしてもよい場合に使用します。

- ASYNCHRONOUSWITHFAULTTOLERANCE。応答を待たずに、PowerExchange リス
ナにデータを送信します。 このオプションはエラー検出も有効にします。このオ
プションは、CONFIRMWRITEOFF のスピードと CONFIRMWRITEON のデータの完
全性を結合します。

デフォルトは［CONFIRMWRITEON］です。

Amazon Redshift 接続のプロパティ
Amazon Redshift 接続をセットアップする際には、接続プロパティを設定する必要があります。
次の表に、Amazon Redshift 接続プロパティを示します。

プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があり
ます。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内で指定し、空
白および次の特殊文字は使用できません。 ~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されません。
255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接続を作成して
から変更できません。デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。データベースで Amazon Redshift を選択します。

［詳細］タブには、Amazon Redshift 接続の接続属性が含まれています。 以下の表に、接続属性を示します。

プロパティ 説明
ユーザー名 Amazon Redshift アカウントのユーザー名。
パスワード Amazon Redshift アカウントのパスワード。
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プロパティ 説明
アクセスキー
ID

Amazon S3 バケットアクセスキー ID。
注: AWS Identity and Access Management（IAM）認証を使用しない場合は必須です。

シークレット
アクセスキー

Amazon S3 バケットシークレットアクセスキー ID。
注: AWS Identity and Access Management（IAM）認証を使用しない場合は必須です。

マスタ対称キ
ー

オプション。クライアントサイド暗号化を有効にする場合に、256 ビットの AES 暗号化キ
ーを Base64 形式で指定します。暗号化キーは、サードパーティ製ツールを使用して生成
できます。
この値を指定する場合は、詳細ターゲットプロパティで、暗号化タイプとしてクライアン
トサイド暗号化を指定してください。

JDBC URL Amazon Redshift 接続 URL。
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プロパティ 説明
クラスタリー
ジョン

オプション。アクセスするバケットが存在する AWS クラスタリージョンです。
［JDBC URL］接続プロパティで指定したカスタム JDBC URL にクラスタリージョン名が含

まれていない場合にクラスタリージョンを選択します。
［クラスタリージョン］と［JDBC URL］の両方の接続プロパティでクラスタリージョンを

指定した場合、［JDBC URL］接続プロパティで指定したクラスタリージョンは無視されま
す。

［JDBC URL］接続プロパティで指定したクラスタリージョン名を使用するには、このプロ
パティでクラスタリージョンとして［なし］を選択します。
次のいずれかのクラスタリージョンを選択します。
次のいずれかのリージョンを選択します。
- アジアパシフィック（ムンバイ）
- アジアパシフィック（ソウル）
- アジアパシフィック（シンガポール）
- アジアパシフィック（シドニー）
- アジアパシフィック（東京）
- AWS GovCloud（米国）
- カナダ（中部）
- 中国（北京）
- 中国（寧夏）
- 欧州（アイルランド）
- 欧州（フランクフルト）
- EU（ロンドン）
- EU（パリ）
- 南米（サンパウロ）
- 米国東部（オハイオ）
- 米国東部（バージニア北部）
- 米国西部（北カリフォルニア）
- 米国西部（オレゴン）
デフォルトは［なし］です。
PowerExchange for Amazon Redshift が使用する AWS SDK によってサポートされるクラ
スタリージョンに対してのみ、データの読み取りと書き込みを行うことができます。

顧客マスタキ
ー ID

オプション。AWS Key Management Service（AWS KMS）によって生成された顧客マスタ
キー ID またはエイリアス名を指定します。Amazon S3 バケットが存在するリージョンに
対応する顧客マスタキーを生成する必要があります。次のいずれかの値を指定できます。
顧客が生成した顧客マスタキー

クライアントサイドまたはサーバーサイドの暗号化を有効にします。
デフォルトの顧客マスタキー

クライアントサイドまたはサーバーサイドの暗号化を有効にします。アカウントの管理
者ユーザーのみがデフォルトの顧客マスタキー ID を使用してクライアントサイド暗号
化を有効にできます。

注: 顧客マスタキー ID は、ネイティブ環境、Spark エンジン、Databricks Spark エンジン
のいずれかでマッピングを実行するときに使用できます。
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Amazon S3 接続のプロパティ
Amazon S3 接続をセットアップする際には、接続プロパティを設定する必要があります。
次の表に、Amazon S3 接続のプロパティを示します。

プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があ
ります。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内で指定し、
空白および次の特殊文字は使用できません。 ~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されません。
255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接続を作成して
から変更できません。デフォルト値は接続名です。

説明 オプション。接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ Amazon S3 接続タイプ。
アクセ
スキー

Amazon S3 バケットにアクセスするためのアクセスキー。次の認証方法に基づいてアクセスキ
ー値を指定します。
- 基本認証: 実際のアクセスキー値を指定します。
- IAM 認証: アクセスキー値を指定しません。
- 引き継がれたロールによる一時的なセキュリティ資格情報: Amazon S3 バケットへのアクセス

権限のない IAM ユーザーのアクセスキーを指定します。
秘密鍵 Amazon S3 バケットにアクセスするためのシークレットアクセスキー。

秘密鍵はアクセスキーに関連付けられており、アカウントを一意に識別します。次の認証方法
に基づいてアクセスキー値を指定します。
- 基本認証: 実際のアクセスシークレット値を指定します。
- IAM 認証: アクセスシークレット値を指定しません。
- 引き継がれたロールによる一時的なセキュリティ資格情報: Amazon S3 バケットへのアクセス

権限のない IAM ユーザーのアクセスシークレットを指定します。
IAM ロー
ル ARN

動的に生成された一時的なセキュリティ資格情報を使用するためにユーザーに引き継がれた
IAM ロールの ARN。
一時的なセキュリティ資格情報を使用して AWS リソースにアクセスする場合はこのプロパティ
の値を入力します。
IAM 認証とともに一時的なセキュリティ資格情報を使用する場合は、［アクセスキー］および

［秘密鍵］接続プロパティを入力しないでください。IAM 認証を使用せずに一時的なセキュリテ
ィ資格情報を使用する場合は、［アクセスキー］および［秘密鍵］接続プロパティの値を入力す
る必要があります。
IAM ロールの ARN の取得方法の詳細については、AWS のマニュアルを参照してください。

フォル
ダパス

Amazon S3 オブジェクトへの完全なパス。パスには、バケット名と任意のフォルダ名を含める
必要があります。
フォルダパスの末尾にスラッシュを使用しないでください。例: <バケット名>/<フォルダ名>。

マスタ
対称キ
ー

オプション。クライアントサイド暗号化を有効にする場合に、256 ビットの AES 暗号化キーを
Base64 形式で指定します。マスタ対称キーは、サードパーティ製ツールを使用して生成できま
す。
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プロパ
ティ

説明

リージ
ョン名

アクセスするバケットが存在する AWS リージョンを選択します。
次のいずれかのリージョンを選択します。
- アジアパシフィック（ムンバイ）
- アジアパシフィック（ソウル）
- アジアパシフィック（シンガポール）
- アジアパシフィック（シドニー）
- アジアパシフィック（東京）
- AWS GovCloud（米国）
- カナダ（中部）
- 中国（北京）
- 中国（寧夏）
- 欧州（アイルランド）
- 欧州（フランクフルト）
- EU（ロンドン）
- EU（パリ）
- 南米（サンパウロ）
- 米国東部（オハイオ）
- 米国東部（バージニア北部）
- 米国西部（北カリフォルニア）
- 米国西部（オレゴン）
デフォルトは［米国東部（バージニア北部）］です。

顧客マ
スタキ
ー ID

オプション。AWS Key Management Service（AWS KMS）によって生成された顧客マスタキー
ID またはエイリアス名を指定します。Amazon S3 バケットが存在するリージョンの顧客マスタ
キーを生成する必要があります。
次のいずれかの値を指定できます。
顧客が生成した顧客マスタキー

クライアントサイドまたはサーバーサイドの暗号化を有効にします。
デフォルトの顧客マスタキー

クライアントサイドまたはサーバーサイドの暗号化を有効にします。アカウントの管理者ユ
ーザーのみがデフォルトの顧客マスタキー ID を使用してクライアントサイド暗号化を有効に
できます。

注: ネイティブ環境または Spark エンジンおよび Databricks Spark エンジンでマッピングを実行
する場合に適用されます。
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ブロックチェーン接続プロパティ
ブロックチェーン接続を設定するときは、接続プロパティを設定する必要があります。
以下の表に、ブロックチェーン接続の一般的な接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意に

する必要があります。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名
前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区
別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。この
プロパティは、接続を作成してから変更できません。デフォルト値は接続名で
す。

説明 接続の説明。接続を識別するために使用できる文字列を入力します。説明は、
4,000 文字を超えることはできません。

Swagger ファイルパス ブロックチェーンと通信するための REST API が含まれた Swagger ファイルパス
の絶対パス。Swagger ファイルは、データ統合サービスマシン上に格納されてい
る必要があります。

認証タイプ* ランタイムエンジンが REST サーバーへの接続に使用する認証方法。［なし］、
［基本］、［ダイジェスト］、［OAuth］を使用できます。

認証ユーザー ID* REST サーバーの認証を受けるユーザー名。
認証パスワード* REST サーバーの認証を受けるユーザー名のパスワード。
OAuth コンシューマキ
ー*

認証タイプが［OAuth］の場合に必要です。REST サーバーに関連付けられたク
ライアントキー。

OAuth コンシューマシ
ークレット*

認証タイプが［OAuth］の場合に必要です。REST サーバーに接続するクライア
ントのパスワード。

OAuth トークン* 認証タイプが［OAuth］の場合に必要です。REST サーバーに接続するためのア
クセストークン。

OAuth トークンシーク
レット*

認証タイプが［OAuth］の場合に必要です。OAuth トークンに関連付けられるパ
スワード。

プロキシタイプ* プロキシのタイプ。［プロキシなし］、［プラットフォームプロキシ］、［カスタム］
を使用できます。

プロキシの詳細* <host>:<port>形式を使用したプロキシ設定。
トラストストアのファ
イルパス*

SSL 証明書を含むトラストストアファイルの絶対パス。

トラストストアのパス
ワード*

トラストストアファイルのパスワード。

キーストアのファイル
パス*

REST サーバーとの双方向の安全な接続を確立するために必要なキーと証明書を
含むキーストアファイルの絶対パス。
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プロパティ 説明
キーストアのパスワー
ド*

キーストアファイルのパスワード

詳細プロパティ ブロックチェーンのアセットにアクセスするための詳細プロパティのリスト。名
前と値のペアをセミコロンで区切って詳細プロパティを指定します。
以下の詳細プロパティを使用できます。
- baseUrl。Swagger ファイルにベース URL が含まれていない場合に必要です。

ブロックチェーンのアセットにアクセスするために使用されるベース URL で
す。

- X-API-KEY。API キーを使用して REST サーバーの認証を受ける場合に必要で
す。

接続で設定する詳細プロパティは、ブロックチェーンデータオブジェクトの対応
する詳細プロパティの値をオーバーライドします。例えば、接続とデータオブジ
ェクトの両方にベース URL を指定すると、接続の値はデータオブジェクトの値
をオーバーライドします。

クッキー REST API の実装方法に応じて必要となります。REST サーバーに渡されるクッキ
ーの情報を指定する、クッキーのプロパティのリストです。名前と値のペアをセ
ミコロンで区切ってプロパティを指定します。
接続に設定するクッキープロパティは、ブロックチェーンデータオブジェクトの
対応するクッキープロパティの値をオーバーライドします。

* プロパティは無視されます。この機能を使用するには、プロパティを詳細プロパティとして設定し、Swagger ファイルのプロパティ名に基づいて名前と値のペアを指定します。

Box 接続を設定するときは、接続プロパティを設定する必要があります。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
次の表に、Tableau 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要が

あります。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内で指
定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? / 

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。
ID では大文字と小文字が区別されません。ID は 255 文字以下で、ドメイン内で一意である
必要があります。このプロパティは、接続を作成してから変更できません。
デフォルト値は接続名です。

説明 オプション。接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。
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プロパティ 説明
ホスト名 Greenplum サーバーのホスト名または IP アドレス。
ポート デフォルトは 9042 です。
ユーザ名 サーバーにアクセスするためのユーザー名です。
パスワード
デフォルト
キースペー
ス
SQL 識別子
文字

データベースが、SQL クエリで区切り識別子を囲むのに使用する文字のタイプ。使用できる
文字は、データベースタイプによって異なります。
データベースで通常識別子が使用される場合、［なし］を選択します。データ統合サービス
で SQL クエリを生成する場合は、識別子を区切り文字で囲みません。
データベースで区切り識別子が使用される場合、文字を選択します。データ統合サービスで
SQL クエリが生成される際、区切り識別子はこの文字で囲まれます。

追加接続プ
ロパティ

以下の形式で、1 つ以上の JDBC 接続パラメータを入力します。
<param1>=<value>&<param2>=<value>&<param3>=<value>....
-
-
-
-
-
-
-
-

SSL モード
SSL トラス
トストアパ
ス
SSL トラス
トストアパ
スワード
SSL キース
トアパス
SSL キース
トアパスワ
ード
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DataSift 接続プロパティ
DataSift 接続を使用し、DataSift ストリームからデータを抽出します。DataSift 接続は、ソーシャルメディア
接続です。DataSift 接続は、Administrator ツールまたは Developer ツールで作成および管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、DataSift 接続のプロパティを示します。

プロパテ
ィ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があ
ります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されませ
ん。 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、接続を
作成した後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。DataSift を選択します。
ユーザー
名

DataSift アカウントのユーザー名。

API キー API キー。Developer API キーは、DataSift アカウントの［ダッシュボード］ページまたは［設
定］ページに表示されます。

Databricks 接続プロパティ
Databricks 接続を使用して、Databricks クラスタでマッピングを実行します。
Hadoop 接続は、クラスタ型の接続です。Hadoop 接続は、管理者ツールまたは Developer tool で作成および
管理できます。infacmd を使用して Hadoop 接続を作成できます。データ統合サービスと Hadoop クラスタ
間の通信を有効にするには、Hadoop 接続のプロパティを設定します。
以下の表に、Hadoop 接続の一般的な接続プロパティを示します。

プロパテ
ィ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があ
ります。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内で指定し、
空白および次の特殊文字は使用できません。 ~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されませ
ん。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接続を作
成してから変更できません。デフォルト値は接続名です。
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プロパテ
ィ

説明

説明 オプション。接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
接続タイ
プ

［Databricks］を選択します。

クラスタ
設定

Databricks 環境に関連付けられているクラスタ設定の名前。
クラウドプロビジョニング設定を設定しない場合に必要です。

クラウド
プロビジ
ョニング
設定

Databricks クラウドプラットフォームと関連付けられているクラウドプロビジョニング設定の
名前。
クラスタ設定を設定しない場合に必要です。

一時領域
ディレク
トリ

Databricks Spark エンジンがランタイムファイルをステージングするディレクトリ。
存在しないディレクトリを指定すると、データ統合サービスは実行時にディレクトリを作成し
ます。
ディレクトリパスを指定しない場合、ランタイムステージングファイルは/<クラスタのステージグディレクトリ>/DATABRICKS に書き込まれます。

詳細プロ
パティ

Hadoop 環境に固有な詳細プロパティのリスト。
データ統合サービスおよび Databricks 接続で Databricks 環境のランタイムプロパティを設定で
きます。下位レベルで値を設定することにより、上位レベルで構成されたプロパティをオーバ
ーライドできます。例えば、データ統合サービスのカスタムプロパティでプロパティを設定す
る場合は、Databricks 接続でオーバーライドできます。データ統合サービスは、次の優先順位
に基づいてプロパティのオーバーライドを処理します。
1. Databricks 接続の詳細プロパティ
2. データ統合サービスのカスタムプロパティ
注: Informatica は、サードパーティが提供するドキュメント、Informatica が提供するドキュメ
ント、または Informatica のグローバルカスタマサポートに問い合わせることなく、これらの
プロパティ値を変更することはお勧めしません。プロパティに関する知識がないまま値を変更
すると、パフォーマンスの低下やその他の予期しない結果が発生する可能性があります。

詳細プロパティ
［Spark 設定］セクションの［詳細プロパティ］で、次のプロパティを設定します。

infaspark.json.parser.mode
破損した JSON レコードの処理方法をパーサーに指定します。次のいずれかのモードに値を設定できま
す。
• DROPMALFORMED。パーサーは破損したすべてのレコードを無視します。デフォルトのモードです。
• PERMISSIVE。パーサーは、破損したレコードの標準ではないフィールドを NULL として受け取りま

す。
• FAILFAST。パーサーが破損したレコードを検出し、Spark アプリケーションがダウンした場合、パー

サーは例外を生成します。
infaspark.json.parser.multiLine

JSON ファイルの複数行のレコードをパーサーが読み取れるかどうかを指定します。この値は、true また
は false に設定できます。デフォルトは false です。Spark バージョン 2.2.x 以上を使用する非ネイティブ
のディストリビューションにのみ適用します。
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infaspark.flatfile.writer.nullValue
Databricks Spark エンジンがターゲットに書き込むときに、NULL 値は空の文字列（「 」）に変換されま
す。例: 12, AB,"",23p09udj。
Databricks Spark エンジンは文字列カラムに空の文字列を書き込むことができますが、空の文字列を非文
字列カラムに書き込もうとすると、タイプの不一致でマッピングが失敗します。
Databricks Spark エンジンで空の文字列を NULL 値に戻してターゲットに書き込めるようにするには、
Databricks Spark 接続に次の詳細プロパティを設定します。
infaspark.flatfile.writer.nullValue=true

infaspark.pythontx.exec
Data Engineering Integration 用の Databricks Spark エンジンで Python トランスフォーメーションを実
行するために必要です。Databricks クラスタのワーカーノード上にある Python 実行可能バイナリの場所
を設定します。
例えば、以下を設定します。
infaspark.pythontx.exec=/databricks/python3/bin/python3

infaspark.pythontx.executorEnv.PYTHONHOME
Data Engineering Integration 用の Databricks Spark エンジンで Python トランスフォーメーションを実
行するために必要です。Databricks クラスタのワーカーノード上にある Python インストールディレクト
リの場所を設定します。
例えば、以下を設定します。
infaspark.pythontx.executorEnv.PYTHONHOME=/databricks/python3

Facebook 接続プロパティ
Facebook 接続を使用して、Facebook Web サイトからデータにアクセスします。Facebook 接続は、ソーシ
ャルメディア接続です。Facebook 接続は、Administrator ツールまたは Developer ツールで作成および管理
できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、Facebook 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必

要があります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できま
せん。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されま
せん。 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、
接続を作成した後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
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プロパティ 説明
タイプ 接続タイプ。Facebook を選択します。
OAuth の詳細の
有無

OAuth を設定するかどうかを示します。次のいずれかの値を選択します。
- ［はい］。アクセストークンがあることを示します。
- ［いいえ］。OAuth Utility を起動します。

コンシューマキ
ー

Facebook にアプリケーションを作成すると支給される App ID。Facebook はこのキーを
使用してアプリケーションを識別します。

コンシューマシ
ークレット

Facebook にアプリケーションを作成すると支給されるアプリケーションシークレット。
Facebook はこのシークレットを使用してコンシューマキーの所有権を確立します。

アクセストーク
ン

OAuth Utility から返されるアクセストークン。Facebook は、ユーザークレデンシャル
ではなくこのトークンを使用して保護されたリソースにアクセスします。

アクセスシーク
レット

アクセスシークレットは Facebook 接続に必要ありません。

スコープ アプリケーションの権限。OAuth の設定に使用した権限を入力します。

Greenplum 接続プロパティ
Greenplum 接続を使用して、Greenplum データベースに接続します。Greenplum 接続は、リレーショナル
タイプの接続です。Greenplum 接続は、Administrator ツールまたは Developer ツールで作成および管理で
きます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
Greenplum 接続の作成時には、メタデータおよびデータアクセスの情報を入力します。
以下の表に、Greenplum 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 Greenplum リレーショナル接続の名前。
ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されませ

ん。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接続を
作成してから変更できません。デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。
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メタデータをインポートするには、ユーザー名、パスワード、ドライバ名、接続文字列が必要です。以下の表
に、メタデータアクセスのプロパティを示します。

プロパティ 説明
ユーザー名 Greenplum データベースにアクセスする権限を持つユーザー名。
パスワード Greenplum データベースに接続するためのパスワード。
ドライバ名 Greenplum JDBC ドライバの名前。

例: com.pivotal.jdbc.GreenplumDriver
このドライバの詳細については、Greenplum のマニュアルを参照してください。

接続文字列 以下の接続 URL を使用します。
jdbc:pivotal:greenplum://<hostname>:<port>;DatabaseName=<database_name>
この接続 URL の詳細については、Greenplum のマニュアルを参照してください。

PowerExchange for Greenplum では、ホスト名、ポート番号、データベース名を使用して制御ファイルを作
成し、ロード仕様を Greenplum gpload バルクロードユーティリティに提供します。これは［SSL の有効化］
オプションと証明書パスを使用して、SSL を介した Greenplum サーバーへの安全な通信を確立します。
以下の表に、データアクセスの接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
ホスト名 Greenplum サーバーのホスト名または IP アドレス。
ポート番号 Greenplum サーバーのポート番号。0 を入力すると、gpload ユーティリティは環境変数

$PGPORT から読み取ります。デフォルトは 5432 です。
データベース名 データベースの名前。
SSL の有効化 SSL を介した gpload ユーティリティと Greenplum サーバー間の安全な通信を確立する

には、このオプションを選択します。
証明書パス Greenplum サーバーの SSL 証明書が保存されている場所へのパス。

証明書パスに存在している必要があるファイルの詳細については、gpload のマニュアル
を参照してください。

Google Analytics 接続のプロパティ
Salesforce Analytics 接続をセットアップする際には、接続プロパティを設定する必要があります。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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次の表に、Google Analytics 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする

必要があります。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128
文字以内で指定し、空白および次の特殊文字は使用できません。 ~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + 
= { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。
ID では大文字と小文字が区別されません。ID は 255 文字以下で、ドメイン内で一意
である必要があります。このプロパティは、接続を作成してから変更できません。
デフォルト値は接続名です。

説明 オプション。接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。
サービスアカウン
ト ID

サービスアカウントの作成後にダウンロードする JSON ファイル内にある
client_email 値を指定します。

サービスアカウン
トキー

サービスアカウントの作成後にダウンロードする JSON ファイル内にある
private_key 値を指定します。

APIVersion ［Core Reporting API v3］を選択します。
注: 

Google BigQuery 接続のプロパティ
Salesforce Analytics 接続をセットアップする際には、接続プロパティを設定する必要があります。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
次の表に、Google BigQuery 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
サービスアカウ
ント ID

サービスアカウントの作成後にダウンロードする JSON ファイル内にある client_email
値を指定します。

サービスアカウ
ントキー

サービスアカウントの作成後にダウンロードする JSON ファイル内にある private_key 値
を指定します。
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プロパティ 説明
接続モード Google BigQuery との間でのデータの読み書きに使用するモード。

次のいずれかの接続モードを選択します。
- 簡易。レコードデータ型フィールド内の各フィールドを、マッピング内の個別のフィ

ールドとしてフラット化します。
- 混合。レコードデータ型のフィールドを含む Google BigQuery テーブル内のすべての

最上位のフィールドを表示します。Google BigQuery コネクタは、最上位のレコード
データ型のフィールドを、マッピング内の文字列データ型の単一のフィールドとして
表示します。

- 複合。Google BigQuery テーブル内のすべての列を、マッピング内の文字列データ型
の単一のフィールドとして表示します。

デフォルトは［簡易］です。
スキーマ定義の
ファイルパス

PowerCenter 統合サービスデータ統合サービスで Google BigQuery テーブルのサンプル
スキーマと一緒に JSON ファイルを作成する必要があるクライアントマシン上のディレ
クトリを指定します。JSON ファイル名は、Google BigQuery テーブル名と同じです。
または、PowerCenter 統合サービスデータ統合サービスで Google BigQuery テーブルの
サンプルスキーマと一緒に JSON ファイルを作成する必要がある Google Cloud Storage
内のストレージパスを指定します。JSON ファイルは、Google Cloud Storage 内の指定
したパスからローカルマシンにダウンロードできます。

プロジェクト
ID

サービスアカウントの作成後にダウンロードする JSON ファイル内にある project_id 値
を指定します。
同じサービスアカウントを使用して複数のプロジェクトを作成した場合、接続先のデー
タセットが含まれるプロジェクトの ID を入力します。

ストレージパス このプロパティは、大量のデータを読み書きするときに適用されます。
データを一時的に格納するために、PowerCenter 統合サービスデータ統合サービスがロ
ーカルステージファイルを作成する Google Cloud Storage 内のパス。
バケット名、またはバケット名とフォルダ名のいずれかを入力できます。
例えば、gs://<bucket_name>または gs://<bucket_name>/<folder_name>を入力します。

データセット
ID

PowerExchange for Google BigQuery には該当しません。

従来の SQL を
カスタムクエリ
に使用

PowerExchange for Google BigQuery には該当しません。

カスタムクエリ
のデータセット
名

PowerExchange for Google BigQuery には該当しません。

接続モード
Google BigQuery 接続は、次のいずれかの接続モードを使用するように設定できます。
簡易モード
混合モード

混合モードを使用する場合、Google BigQuery コネクタは、レコードデータ型のフィールドを含む
Google BigQuery テーブル内のすべての最上位のフィールドを表示します。

複合モード
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Google Cloud Spanner 接続のプロパティ
Google Cloud Spanner 接続を作成する際には、接続プロパティを設定する必要があります。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
次の表に、Google Cloud Spanner 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要が

あります。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内で指
定し、空白および次の特殊文字は使用できません。 ~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , 
> . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。
ID では大文字と小文字が区別されません。ID は 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必
要があります。このプロパティは、接続を作成してから変更できません。
デフォルト値は接続名です。

説明 オプション。接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。
プロジェク
ト ID

サービスアカウントの作成後にダウンロードする JSON ファイル内にある project_id 値を指
定します。
同じサービスアカウントを使用して複数のプロジェクトを作成した場合、接続先のバケット
が含まれるプロジェクトの ID を入力します。

サービスア
カウント
ID

サービスアカウントの作成後にダウンロードする JSON ファイル内にある client_email 値を
指定します。

サービスア
カウントキ
ー

サービスアカウントの作成後にダウンロードする JSON ファイル内にある private_key 値を
指定します。

インスタン
ス ID

Google Cloud Spanner 内で作成したインスタンスの名前。

Google Cloud Storage 接続のプロパティ
Google Cloud Storage 接続を作成する際には、接続プロパティを設定する必要があります。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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次の表に、Google Cloud Storage 接続のプロパティを示します。

プロパテ
ィ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があ
ります。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内で指定
し、空白および次の特殊文字は使用できません。 ~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。
ID では大文字と小文字が区別されません。ID は 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必
要があります。このプロパティは、接続を作成してから変更できません。
デフォルト値は接続名です。

説明 オプション。接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。
プロジェ
クト ID

サービスアカウントの作成後にダウンロードする JSON ファイル内にある project_id 値を指
定します。
同じサービスアカウントを使用して複数のプロジェクトを作成した場合、接続先のバケットが
含まれるプロジェクトの ID を入力します。

サービス
アカウン
ト ID

サービスアカウントの作成後にダウンロードする JSON ファイル内にある client_email 値を
指定します。

サービス
アカウン
トキー

サービスアカウントの作成後にダウンロードする JSON ファイル内にある private_key 値を指
定します。

Hadoop 接続プロパティ
Hadoop 接続を使用して、Hadoop クラスタで実行するマッピングを設定します。Hadoop 接続は、クラスタ
型の接続です。Hadoop 接続は、管理者ツールまたは Developer tool で作成および管理できます。infacmd
を使用して Hadoop 接続を作成できます。Hadoop 接続プロパティは、特に明記されている場合を除き、大文
字と小文字が区別されます。

Hadoop 接続プロパティ        285



Hadoop クラスタプロパティ
データ統合サービスと Hadoop クラスタ間の通信を有効にするには、Hadoop 接続のプロパティを設定しま
す。
以下の表に、Hadoop 接続の一般的な接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要

があります。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内
で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されま
せん。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接
続を作成してから変更できません。デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。接続を識別するために使用できる文字列を入力します。説明は、4,000 文字
を超えることはできません。

クラスタ設定 Hadoop 環境に関連付けられているクラスタ設定の名前。
クラウドプロビジョニング設定を行わない場合に必要です。

クラウドプロ
ビジョニング
設定

Amazon AWS や Microsoft Azure などのクラウドプラットフォームに関連付けられている
クラウドプロビジョニング設定の名前。
クラスタ設定を行わない場合に必要です。

クラスタ環境
変数*

Hadoop クラスタが使用する環境変数。
Cloudera CDH 6.x クラスタを使用する場合は、ロケール設定をクラスタ環境変数として設
定します。Cloudera Manager で、環境変数を次の YARN プロパティに追加する必要もあ
ります。
yarn.nodemanager.env-whitelist
例えば、変数 ORACLE_HOME は、Oracle データベースクライアントソフトウェアがイン
ストールされているディレクトリを表します。
Hadoop 環境のランタイムプロパティは、データ統合サービス、Hadoop 接続、およびマ
ッピングで構成できます。下位レベルで値を設定することにより、上位レベルで構成され
たプロパティをオーバーライドできます。例えば、データ統合サービスのカスタムプロパ
ティでプロパティを構成する場合は、Hadoop 接続またはマッピングでオーバーライドで
きます。データ統合サービスは、次の優先順位に基づいてプロパティのオーバーライドを
処理します。
1. infacmd ms runMapping で-cp オプションを指定して設定された、マッピングのカス

タムプロパティ
2. Hadoop 環境のマッピングのランタイムプロパティ
3. ランタイムエンジン用の Hadoop 接続の詳細プロパティ
4. Hadoop 接続の詳細な全般プロパティ、環境変数、およびクラスパス
5. データ統合サービスのカスタムプロパティ

クラスタのラ
イブラリパス*

クラスタ上の共有ライブラリのパス。
$DEFAULT_CLUSTER_LIBRARY_PATH 変数には、デフォルトディレクトリの一覧が含まれ
ています。
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プロパティ 説明
クラスタのク
ラスパス*

Hadoop jar ファイルおよび必要なライブラリにアクセスするためのクラスパス。
$DEFAULT_CLUSTER_CLASSPATH 変数には、デフォルトの jar ファイルおよびライブラリ
へのパスの一覧が含まれています。
Hadoop 環境のランタイムプロパティは、データ統合サービス、Hadoop 接続、およびマ
ッピングで構成できます。下位レベルで値を設定することにより、上位レベルで構成され
たプロパティをオーバーライドできます。例えば、データ統合サービスのカスタムプロパ
ティでプロパティを構成する場合は、Hadoop 接続またはマッピングでオーバーライドで
きます。データ統合サービスは、次の優先順位に基づいてプロパティのオーバーライドを
処理します。
1. infacmd ms runMapping で-cp オプションを指定して設定された、マッピングのカス

タムプロパティ
2. Hadoop 環境のマッピングのランタイムプロパティ
3. ランタイムエンジン用の Hadoop 接続の詳細プロパティ
4. Hadoop 接続の詳細な全般プロパティ、環境変数、およびクラスパス
5. データ統合サービスのカスタムプロパティ

クラスタの実
行可能ファイ
ルパス*

クラスタ上の実行可能ファイルのパス。
$DEFAULT_CLUSTER_EXEC_PATH 変数には、デフォルトの実行可能ファイルへのパスの
一覧が含まれています。

* Informatica は、サードパーティが提供するドキュメント、Informatica が提供するドキュメント、または
Informatica のグローバルカスタマサポートに問い合わせることなく、これらのプロパティ値を変更するこ
とはお勧めしません。プロパティに関する知識がないまま値を変更すると、パフォーマンスの低下やその他
の予期しない結果が発生する可能性があります。

共通プロパティ
以下の表に、Hadoop 接続に対して設定する共通の接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
偽装ユーザ
ー名

Hadoop クラスターで Kerberos 認証を使用する場合に必要です。Hadoop 偽装ユーザー
Hadoop 環境でマッピングを実行するためにデータ統合サービスが偽装するユーザー名。
データ統合サービスは、構成されているユーザーに基づいてマッピングを実行します。デー
タ統合サービスがマッピングの実行に使用するユーザーを決定するには、次の順序を参照し
てください。
1. オペレーティングシステムプロファイルユーザー。プロファイルユーザーが構成されてい

る場合、マッピングはオペレーティングシステムプロファイルユーザーで実行されます。
オペレーティングシステムプロファイルユーザーが存在しない場合、マッピングは
Hadoop 偽装ユーザーで実行されます。

2. Hadoop 偽装ユーザーこのマッピングは、オペレーティングシステムプロファイルユーザ
ーが構成されていない場合に、Hadoop 偽装ユーザーで実行されます。Hadoop 偽装ユー
ザーが構成されていない場合、データ統合サービスは、データ統合サービスユーザーでマ
ッピングを実行します。

3. Informatica サービスユーザー。オペレーティングシステムのプロファイルユーザーと
Hadoop 偽装ユーザーが設定されていない場合、マッピングの実行には Informatica デー
モンを起動するオペレーティングユーザーが使用されます。

一時テーブ
ル圧縮コー
デック

圧縮コーデッククラス名の Hadoop 圧縮ライブラリ。
注: Spark エンジンは、一時テーブルの圧縮設定をサポートしていません。Spark エンジンで
マッピングを実行すると、Spark エンジンは一時テーブルを非圧縮ファイル形式で格納しま
す。
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プロパティ 説明
コーデック
クラス名

データ圧縮を有効にし、一時ステージングテーブルのパフォーマンスを改善するコーデック
クラス名。

Hive ステー
ジングデー
タベース名

Hive ステージングテーブルの名前空間。指定されたデータベース名を持たないテーブルに
は、名前として default を使用してください。
名前空間を設定しない場合、データ統合サービスは Hive ターゲット接続の Hive データベー
ス名を使用してステージングテーブルを作成します。
データ統合サービスは、Hadoop 接続で設定された値を使用します。

詳細プロパ
ティ

Hadoop 環境に固有な詳細プロパティのリスト。プロパティは、Blaze エンジン、エンジン、
および Hive エンジンに共通です。詳細プロパティには、デフォルトプロパティのリストが
含まれます。
Hadoop 環境のランタイムプロパティは、データ統合サービス、Hadoop 接続、およびマッ
ピングで構成できます。下位レベルで値を設定することにより、上位レベルで構成されたプ
ロパティをオーバーライドできます。例えば、データ統合サービスのカスタムプロパティで
プロパティを構成する場合は、Hadoop 接続またはマッピングでオーバーライドできます。
データ統合サービスは、次の優先順位に基づいてプロパティのオーバーライドを処理しま
す。
1. infacmd ms runMapping で-cp オプションを指定して設定された、マッピングのカスタ

ムプロパティ
2. Hadoop 環境のマッピングのランタイムプロパティ
3. ランタイムエンジン用の Hadoop 接続の詳細プロパティ
4. Hadoop 接続の詳細な全般プロパティ、環境変数、およびクラスパス
5. データ統合サービスのカスタムプロパティ
注: Informatica は、サードパーティが提供するドキュメント、Informatica が提供するドキ
ュメント、または Informatica のグローバルカスタマサポートに問い合わせることなく、こ
れらのプロパティ値を変更することはお勧めしません。プロパティに関する知識がないまま
値を変更すると、パフォーマンスの低下やその他の予期しない結果が発生する可能性があり
ます。 

拒否ディレクトリのプロパティ
以下の表に、Hadoop 拒否ディレクトリに設定する接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
Hadoop への拒否フ
ァイルの書き込み

Blaze エンジンを使用してマッピングを実行する場合は、このチェックボックスを
選択して、拒否ファイルを移動する場所を指定します。選択すると、拒否ファイル
はプロパティにリストされている HDFS の場所（拒否ファイルディレクトリ）に移
動されます。
デフォルトでは、データ統合サービスは、RejectDir システムパラメータに基づいて
拒否ファイルを格納します。

拒否ファイルディレ
クトリ

マッピングを実行するときの HDFS 上の Hadoop マッピングファイルのディレクト
リ。
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Blaze 設定
以下の表に、Blaze エンジンに対して設定する接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
Blaze ステ
ージングデ
ィレクトリ

Blaze エンジンが一時ファイルを保存するために使用するディレクトリの HDFS ファイルパ
ス。ディレクトリが存在することを確認してください。YARN ユーザー、Blaze エンジンユー
ザー、およびマッピング偽装ユーザーには、このディレクトリへの書き込み権限が必要です。
デフォルトは/blaze/workdir です。このプロパティをオフにすると、ステージングファイルは
Hadoop ステージングディレクトリ/tmp/blaze_<user name>に書き込まれます。

Blaze ユー
ザー名

Blaze サービスと Blaze サービスログの所有者。
Hadoop クラスターで Kerberos 認証を使用する場合、既定のユーザーはデータ統合サービス
の SPN ユーザーです。Hadoop クラスターで Kerberos 認証を使用せず、Blaze ユーザーが構
成されていない場合、既定のユーザーはデータ統合サービスユーザーです。

最小ポート Blaze エンジンのポート番号範囲の最小値。デフォルトは 12300 です。
最大ポート Blaze エンジンのポート番号範囲の最大値。デフォルトは 12600 です。
YARN キュ
ー名

クラスタ上の利用可能なリソースを指定する Blaze エンジンが使用する YARN スケジューラ
のキュー名。
注: クラスタで YARN プリエンプションが有効な場合、Blaze エンジンに関連付けられている
キューでプリエンプションが無効になっていることを Hadoop 管理者に確認してください。

Blaze ジョ
ブ監視アド
レス

Blaze ジョブ監視のホスト名およびポート番号。
次の形式を使用します。
<hostname>:<port>
ここで
- <hostname>は、Blaze ジョブ監視サーバーのホスト名または IP アドレスです。
- <port>は、Blaze ジョブ監視がリモートプロシージャコール（RPC）をリスンするポートで

す。
例えば、次のように入力します。myhostname:9080
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プロパティ 説明
Blaze YARN
ノードラベ
ル

Blaze エンジンが実行される Hadoop クラスタ上のノードを決定するノードラベル。ノード
ラベルを指定しない場合、Blaze エンジンはデフォルトのパーティションのノードで実行さ
れます。
Hadoop クラスタがノードラベルの論理演算子をサポートしている場合は、ノードラベルの
一覧を指定できます。ノードラベルを一覧表示するには、演算子&&（AND）、||（OR）、およ
び! （NOT）を使用します。

詳細プロパ
ティ

Blaze エンジンに固有な詳細プロパティのリスト。詳細プロパティには、デフォルトプロパ
ティのリストが含まれます。
Hadoop 環境のランタイムプロパティは、データ統合サービス、Hadoop 接続、およびマッ
ピングで構成できます。下位レベルで値を設定することにより、上位レベルで構成されたプ
ロパティをオーバーライドできます。例えば、データ統合サービスのカスタムプロパティで
プロパティを構成する場合は、Hadoop 接続またはマッピングでオーバーライドできます。
データ統合サービスは、次の優先順位に基づいてプロパティのオーバーライドを処理します。
1. infacmd ms runMapping で-cp オプションを指定して設定された、マッピングのカスタム

プロパティ
2. Hadoop 環境のマッピングのランタイムプロパティ
3. ランタイムエンジン用の Hadoop 接続の詳細プロパティ
4. Hadoop 接続の詳細な全般プロパティ、環境変数、およびクラスパス
5. データ統合サービスのカスタムプロパティ
注: Informatica は、サードパーティが提供するドキュメント、Informatica が提供するドキュ
メント、または Informatica のグローバルカスタマサポートに問い合わせることなく、これ
らのプロパティ値を変更することはお勧めしません。プロパティに関する知識がないまま値
を変更すると、パフォーマンスの低下やその他の予期しない結果が発生する可能性がありま
す。 

Spark 設定
以下の表に、Spark エンジンに対して設定する接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
Spark ステージ
ングディレク
トリ

Spark エンジンがジョブ実行用の一時ファイルを保存するために使用するディレクトリの
HDFS ファイルパス。YARN ユーザー、データ統合サービスユーザー、およびマッピング
偽装ユーザーがこのディレクトリに対する書き込みアクセス許可を持っている必要があ
ります。

Spark イベント
ログディレク
トリ

オプション。Spark エンジンがイベントをログ記録するために使用するディレクトリの
HDFS ファイルパス。
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プロパティ 説明
YARN キュー名 クラスタで使用可能なリソースを指定する Spark エンジンによって使用される YARN スケ

ジューラキュー名。この名前は、大文字と小文字が区別されます。
詳細プロパテ
ィ

Spark エンジンに固有な詳細プロパティのリスト。詳細プロパティには、デフォルトプロ
パティのリストが含まれます。
Hadoop 環境のランタイムプロパティは、データ統合サービス、Hadoop 接続、およびマ
ッピングで構成できます。下位レベルで値を設定することにより、上位レベルで構成さ
れたプロパティをオーバーライドできます。例えば、データ統合サービスのカスタムプ
ロパティでプロパティを構成する場合は、Hadoop 接続またはマッピングでオーバーライ
ドできます。データ統合サービスは、次の優先順位に基づいてプロパティのオーバーラ
イドを処理します。
1. infacmd ms runMapping で-cp オプションを指定して設定された、マッピングのカス

タムプロパティ
2. Hadoop 環境のマッピングのランタイムプロパティ
3. ランタイムエンジン用の Hadoop 接続の詳細プロパティ
4. Hadoop 接続の詳細な全般プロパティ、環境変数、およびクラスパス
5. データ統合サービスのカスタムプロパティ
注: Informatica は、サードパーティが提供するドキュメント、Informatica が提供するド
キュメント、または Informatica のグローバルカスタマサポートに問い合わせることな
く、これらのプロパティ値を変更することはお勧めしません。プロパティに関する知識
がないまま値を変更すると、パフォーマンスの低下やその他の予期しない結果が発生す
る可能性があります。 

HBase 接続プロパティ
HBase 接続を使用して HBase にアクセスします。HBase 接続は NoSQL 接続です。HBase 接続は、
Administrator ツールまたは Developer ツールで作成および管理できます。Hbase 接続プロパティは、特に明
記されている場合を除き、大文字と小文字が区別されます。
以下の表に、HBase 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で

一意にする必要があります。このプロパティは、接続を作成した後に変更
できます。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使
用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文
字が区別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があ
ります。このプロパティは、接続を作成してから変更できません。デフォ
ルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
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プロパティ 説明
タイプ 接続タイプ。HBase を選択します。
データベースタイプ 接続先のデータベースの種類。

HBase テーブルの接続を作成するには、［HBase］を選択します。

HDFS 接続プロパティ
Hadoop ファイルシステム（HDFS）接続を使用して、Hadoop クラスタ内のデータにアクセスします。HDFS
接続は、ファイルシステムタイプの接続です。HDFS 接続は、Administrator ツール、Analyst ツール、または
Developer ツールで作成および管理できます。HDFS 接続プロパティは、特に明記されている場合を除き、大
文字と小文字が区別されます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、HDFS 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必

要があります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できま
せん。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されま
せん。 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、
接続を作成した後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。Analyst ツールでは使用できません。
タイプ 接続タイプ。デフォルトは Hadoop ファイルシステムです。
ユーザー名 HDFS にアクセスするためのユーザー名。
NameNode の
URI

ストレージシステムにアクセスするための URI。
fs.defaultFS の値は、クラスタ設定の core-site.xml 設定セットで確認できます。
注: クラスタ設定をインポートするときに接続を作成する際は、NameNode URI プロパテ
ィがデフォルトで設定され、クラスタ設定を更新するたびに更新されます。このプロパ
ティを手動で設定するか、値を上書きした場合、更新操作ではこのプロパティは更新さ
れません。
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複数のストレージタイプへのアクセス
さまざまな種類のストレージに接続するには、接続パラメータの NameNode URI プロパティを使用します。
次の表は、ストレージの種類とストレージの種類別の NameNode URI 形式を示しています。

記憶領域 NameNode URI 形式
HDFS hdfs://<namenode>:<port>

ここで、
- <namenode>は、NameNode のホスト名または IP アドレスです。
- <port>は、NameNode がリモートプロシージャコール（RPC）をリスンするポートで

す。
NameNode 高可用性の場合の hdfs://<nameservice>。

MapR-FS maprfs:///
HDInsight 内
の WASB

wasb://<container_name>@<account_name>.blob.core.windows.net/<path>
ここで、
- <container_name>は、特定の Azure Storage Blob コンテナを示します。

注: <container_name>は省略可能です。
- <account_name>は、Azure Storage Blob オブジェクトを示します。
例:
wasb://infabdmoffering1storage.blob.core.windows.net/infabdmoffering1cluster/mr-history

HDInsight 内
の ADLS

adl://home

Azure HDInsight クラスタからクラスタ構成を作成する場合、クラスタ構成ではプライマリストレージとして
ADLS または WASB のいずれかを使用します。ADLS または WASB をセカンダリストレージとして指定したク
ラスタ設定は作成できません。HDFS 接続の NameNode URI プロパティを編集して、ローカルの HDFS の場
所に接続することができます。
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MapR-DB の HBase 接続のプロパティ
HBase 接続を使用して、MapR テーブルに接続します。HBase 接続は NoSQL 接続です。HBase 接続は、
Administrator ツールまたは Developer ツールで作成および管理できます。Hbase 接続プロパティは、特に明
記されている場合を除き、大文字と小文字が区別されます。
次の表は、MapR-DB の HBase 接続プロパティを示しています。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で

一意にする必要があります。このプロパティは、接続を作成した後に変更
できます。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使
用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文
字が区別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があ
ります。このプロパティは、接続を作成してから変更できません。デフォ
ルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。［HBase］を選択します。
データベースタイプ 接続先のデータベースの種類。

MapR-DB テーブルの接続を作成するには、MapR-DB を選択します。
クラスタ設定 Hadoop 環境に関連付けられているクラスタ設定の名前。
MapR-DB のデータベースパス 接続先の MapR-DB テーブルが格納されているデータベースのパス。有効

な MapR クラスタパスを入力してください。
MapR-DB の HBase データオブジェクトを作成する場合は、［データベース
パス］フィールドで指定した MapR-DB パスに存在するテーブルだけを参
照できます。 指定したパスのサブディレクトリで使用できるテーブルには
アクセスできません。
例えば、パスを/user/customers/として指定すると、customers ディレクト
リ内のテーブルにアクセスできます。ただし、customers ディレクトリに
regions という名前のサブディレクトリが含まれている場合、次のディレ
クトリ内にあるテーブルにはアクセスできません。
/user/customers/regions

Hive 接続のプロパティ
Hive 接続を利用して、Hive データにアクセスします。Hive 接続は、データベースタイプの接続です。Hive 接
続は、Administrator ツール、Analyst ツール、または Developer tool で作成および管理できます。Hive 接続
プロパティは、特に明記されている場合を除き、大文字と小文字が区別されます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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以下の表に、Hive 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で

一意にする必要があります。このプロパティは、接続を作成した後に変更
できます。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使
用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文
字が区別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があ
ります。このプロパティは、接続を作成してから変更できません。デフォ
ルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、4000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。Analyst ツールでは使用できません。
タイプ 接続タイプ。Hive を選択します。
LDAP ユーザー名 Hadoop クラスタでマッピングを実行するためにデータ統合サービスが偽

装するユーザーの LDAP ユーザー名。ユーザー名は、ネイティブ環境の
［メタデータ接続文字列］または［データアクセス接続文字列］に指定す

る JDBC 接続文字列によって決まります。
Hadoop クラスタが Kerberos 認証を使用する場合、JDBC 接続文字列のプ
リンシパル名とこのユーザー名が同じである必要があります。Hadoop ク
ラスタが Kerberos 認証を使用しない場合、ユーザー名は JDBC ドライバ
の動作によって異なります。Hive JDBC ドライバを使用すると、さまざま
な方法でユーザー名を指定することができ、そのユーザー名を JDBC URL
の一部にすることができます。
Hadoop クラスタが Kerberos 認証を使用しない場合、ユーザー名は JDBC
ドライバの動作によって決まります。
ユーザー名を指定しないと、Hadoop クラスタは次の基準に基づいてジョ
ブを認証します。
- Hadoop クラスタが Kerberos 認証を使用しない。データ統合サービス

を実行するマシンのオペレーティングシステムのプロファイルユーザー
名に基づいてジョブを認証します。

- Hadoop クラスタが Kerberos 認証を使用する。ジョブの認証は、デー
タ統合サービスの SPN に基づいて行います。LDAP ユーザー名は無視さ
れます。

パスワード LDAP ユーザー名のパスワード。
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プロパティ 説明
環境 SQL Hadoop 環境を設定する SQL コマンド。ネイティブ環境タイプでは、デー

タ統合サービスは Hive メタストアへの接続を作成するたびに環境 SQL を
実行します。Hadoop クラスタでのプロファイルの実行に Hive 接続を使用
すると、データ統合サービスは各 Hive セッションの最初に環境 SQL を実
行します。
どちらの接続モードでも、環境 SQL の使用には以下のルールとガイドライ
ンが適用されます。
- 環境 SQL は、Hive クエリを指定するために使用します。
- 環境 SQL を使用して Hive ユーザー定義関数のクラスパスを設定し、続

いて環境 SQL または PreSQL を使用して Hive ユーザー定義関数を指定
します。データオブジェクトプロパティで PreSQL を使用してクラスパ
スを指定することはできません。Hive ユーザー定義関数を使用する場合
は、.jar ファイルを次のディレクトリにコピーする必要があります。
<Informatica installation directory>/services/shared/hadoop/<Hadoop 
distribution name>/extras/hive-auxjars

- 環境 SQL は、PreSQL コマンド内またはカスタムクエリ内で使用する
Hadoop パラメータまたは Hive パラメータを定義するために使用できま
す。

- 環境 SQL プロパティに複数の値を使用する場合は、値の間にスペースを
含めないようにしてください。

SQL 識別子文字 特殊文字と SQL の予約済み SQL キーワード（WHERE など）の識別に使用
される文字のタイプ。データ統合サービスは特殊文字と予約済み SQL キー
ワードを選択した文字で囲みます。データ統合サービスはこの文字を［大
文字小文字が混在した識別子をサポート］プロパティにも使用します。
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ソースまたはターゲットとして Hive にアクセスするためのプロパティ
以下の表に、ソースまたはターゲットとして Hive にアクセスするために設定する接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
JDBC ドラ
イバクラス
名

Hive JDBC ドライバクラスの名前。このオプションを空白のままにすると、ディストリビュ
ーションに同梱されているデフォルトの Apache Hive JDBC ドライバが使用されます。デフ
ォルトの Apache Hive JDBC ドライバが要件に合わない場合は、ドライバクラス名を指定す
ることで、サードパーティの Hive JDBC ドライバを使用して Apache Hive JDBC ドライバを
オーバーライドできます。

メタデータ
接続文字列

Hadoop サーバーからメタデータにアクセスするために使用される JDBC 接続 URI。
PowerExchange for Hive を使用して、HiveServer サービスまたは HiveServer2 サービスと通
信できます。HiveServer に接続するには、次の形式で接続文字列を指定します。
jdbc:hive2://<hostname>:<port>/<db>                         
ここで
- <hostname>は、HiveServer2 が実行されているマシンの名前または IP アドレスです。
- <port>は、HiveServer2 がリスンするポート番号です。
- <db>は、接続先のデータベース名です。データベース名を指定しないと、データ統合サ

ービスはデフォルトのデータベースの詳細を使用します。
HiveServer 2 に接続するには、その特定の Hadoop ディストリビューション用に Apache 
Hive が実装する接続文字列形式を使用します。Apache Hive 接続文字列形式の詳細について
は、Apache Hive のドキュメントを参照してください。
ユーザーの偽装については、hive.server2.proxy.user=<xyz> を JDBC 接続 URI に追加する必要
があります。ユーザーの偽装を設定しない場合は、現在のユーザーの資格情報を使用して
HiveServer2 に接続します。
Hadoop クラスタが SSL または TLS 認証を使用する場合は、ssl=true を JDBC 接続 URI に追
加する必要があります。例: jdbc:hive2://<hostname>:<port>/<db>;ssl=true
SSL または TLS 認証に自己署名証明書を使用する場合は、クライアントコンピュータとデー
タ統合サービスコンピュータで証明書ファイルが使用可能であることを確認してください。
詳細については、『Data Engineering Integration ガイド』を参照してください。

Hive JDBC
サーバーを
バイパス

JDBC ドライバモード。埋め込み JDBC ドライバモードを使用するには、チェックボックス
を選択します。
JDBC 埋め込みモードを使用するには、以下のタスクを実行します。
- Hive クライアントと Informatica サービスが同一のマシンにインストールされていること

を確認します。
- Hadoop クラスタでマッピングを実行するように Hive 接続プロパティを設定します。
非埋め込みモードを選択する場合は、データアクセス接続文字列を設定する必要がありま
す。
JDBC 埋め込みモードを使用することをお勧めします。

厳密に定義
された認証

Hive ソースで厳密に定義された認証に従うオプションを選択すると、マッピングでは次の
ことに従います。
- 行レベルとカラムレベルの制限。Sentry または Ranger のセキュリティモードが有効にな

っている Hadoop クラスタに適用されます。
- データマスキングルール。Dynamic Data Masking によって機密データを含むカラムに設

定されたマスキングルールに適用されます。
このオプションを選択しない場合、Blaze および Spark エンジンは制限とマスキングルール
を無視し、制限されたデータまたは機密データが結果に含まれます。
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プロパティ 説明
データアク
セス接続文
字列

Hadoop データストアからデータにアクセスするための接続文字列。HiveServer に接続する
には、次の形式で非埋め込み JDBC モードの接続文字列を指定します。
jdbc:hive2://<hostname>:<port>/<db>
ここで
- <hostname>は、HiveServer2 が実行されているマシンの名前または IP アドレスです。
- <port>は、HiveServer2 がリスンするポート番号です。
- <db>は、接続先のデータベースです。データベース名を指定しないと、データ統合サー

ビスはデフォルトのデータベースの詳細を使用します。
HiveServer 2 に接続するには、特定の Hadoop ディストリビューション用に Apache Hive が
実装する接続文字列形式を使用します。Apache Hive 接続文字列形式の詳細については、
Apache Hive のドキュメントを参照してください。
ユーザーの偽装については、hive.server2.proxy.user=<xyz>を JDBC 接続 URI に追加する必要
があります。ユーザーの偽装を設定しない場合は、現在のユーザーの資格情報を使用して
HiveServer2 に接続します。
Hadoop クラスタが SSL または TLS 認証を使用する場合は、ssl=true を JDBC 接続 URI に追
加する必要があります。例: jdbc:hive2://<hostname>:<port>/<db>;ssl=true
SSL または TLS 認証に自己署名証明書を使用する場合は、クライアントコンピュータとデー
タ統合サービスコンピュータで証明書ファイルが使用可能であることを確認してください。
詳細については、『Data Engineering Integration ガイド』を参照してください。

HDFS 上の
Hive ステー
ジングディ
レクトリ

Hive ステージングテーブル用の HDFS ディレクトリ。Hadoop 偽装ユーザーとマッピング偽
装ユーザーに実行権限を付与する必要があります。
このオプションは適用可能で、ネイティブ環境の Hive ターゲットにデータを書き込むとき
に必要です。

Hive ステー
ジングデー
タベース名

Hive ステージングテーブルの名前空間。
Hive ステージングデータベース名は、データアクセス接続文字列から自動的に更新されま
す。デフォルト名をオーバーライドする場合は、Hive 接続で Hive ステージングデータベー
ス名を設定する必要があります。
このオプションは、Hive ターゲットにデータを書き込むためにネイティブ環境でマッピン
グを実行する際に適用できます。
Blaze または Spark エンジンでマッピングを実行する場合、Hive 接続で Hive ステージング
データベース名を設定する必要はありません。データ統合サービスは、Hadoop 接続で設定
された値を使用します。

HTTP 接続のプロパティ
REST Web サービスコンシューマトランスフォーメーションを Web サービスに接続するには、HTTP 接続を使
用します。HTTP 接続は、Web タイプの接続です。HTTP 接続は Developer ツールで作成します。HTTP 接続
は、Administrator ツールまたは Developer ツールで管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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以下の表に、HTTP 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要

があります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されませ
ん。 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、接続
を作成した後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

ユーザー名 Web サービスに接続するユーザー名。HTTP 認証または WS-Security を有効にした場合は、
ユーザー名を入力します。
Web サービスコンシューマトランスフォーメーションに WS-Security ポートが含まれてい
る場合、Web サービスコンシューマトランスフォーメーションは入力ポートを介して動的
ユーザー名を受け取ります。データ統合サービスは、接続で定義されているユーザー名を
オーバーライドします。

パスワード ユーザー名に対するパスワード。HTTP 認証または WS-Security を有効にした場合は、パス
ワードを入力します。
Web サービスコンシューマトランスフォーメーションに WS-Security ポートが含まれてい
る場合、Web サービスコンシューマトランスフォーメーションは入力ポートを介して動的
パスワードを受け取ります。データ統合サービスは、接続で定義されているパスワードを
オーバーライドします。

エンドポイン
ト URL

アクセス先の Web サービスの URL。データ統合サービスは、WSDL ファイルで定義されて
いる URL をオーバーライドします。
Web サービスコンシューマトランスフォーメーションにエンドポイント URL ポートが含ま
れている場合、Web サービスコンシューマトランスフォーメーションは入力ポートを介し
て URL を動的に受け取ります。データ統合サービスは、接続で定義されている URL をオー
バーライドします。

タイムアウト データ統合サービスが、接続を閉じる前に、Web サービスプロバイダからの応答を待機す
る秒数。1～10000 秒の間でタイムアウト値を指定します。

HTTP 認証タ
イプ

HTTP 経由のユーザー認証のタイプ。 次のいずれかの値を選択します。
- なし。認証しません。
- 自動: データ統合サービスが Web サービスプロバイダの認証タイプを選択します。
- 基本: Web サービスプロバイダのドメインに対するユーザー名およびパスワードの入力が

要求されます。 データ統合サービスは、認証のためにユーザー名とパスワードを Web サ
ービスプロバイダに送ります。

- ダイジェスト: Web サービスプロバイダのドメインに対するユーザー名およびパスワード
の入力が要求されます。 データ統合サービスは、ユーザー名とパスワードから暗号化さ
れたメッセージダイジェストを生成し、それを Web サービスプロバイダに送ります。 プ
ロバイダはユーザー名とパスワードの一時的な値を生成し、それをドメインコントロー
ラの Active Directory に格納します。 その値とメッセージダイジェストが比較されます。
これらが一致する場合、Web サービスプロバイダはユーザを認証します。

- NTLM: ドメイン名、サーバー名、またはデフォルトのユーザー名とパスワードの入力が
要求されます。 Web サービスプロバイダは、接続先のドメインに基づいてユーザを認証
します。Windows Domain Controller からユーザー名とパスワードが取得され、ユーザ
が入力したユーザー名とパスワードと比較されます。これらが一致する場合、Web サー
ビスプロバイダはユーザを認証します。NTLM 認証では、暗号化されたパスワードがド
メインコントローラのアクティブディレクトリに保存されることはありません。
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プロパティ 説明
トラストサー
ティフィケー
ションファイ
ル

Web サービスの SSL 証明書の認証時にデータ統合サービスが使用するトラストサーティフ
ィケーションのバンドルを含むファイル。ファイル名と完全ディレクトリパスを入力しま
す。
デフォルトは、<Informatica installation directory>/services/shared/bin/ca-bundle.crt で
す。

クライアント
証明書ファイ
ル名

クライアントの認証時に Web サービスで使用されるクライアント証明書。Web サービスが
データ統合サービスを認証する必要がある場合にクライアントサーティフィケーションフ
ァイルを指定します。

クライアント
証明書のパス
ワード

クライアントサーティフィケーションのパスワード。Web サービスがデータ統合サービス
を認証する必要がある場合にクライアント証明書のパスワードを指定します。

クライアント
証明書のタイ
プ

クライアントサーティフィケーションファイルの形式。次のいずれかの値を選択します。
- PEM: 「.pem」拡張子のファイルです。
- DER: 「.cer」または「.der」拡張子のファイルです。
Web サービスがデータ統合サービスを認証する必要がある場合にクライアント証明書のタ
イプを指定します。

プライベート
キーファイル
名

クライアントサーティフィケーションのプライベートキーファイル。Web サービスがデー
タ統合サービスを認証する必要がある場合にプライベートキーファイルを指定します。

プライベート
キーのパスワ
ード

クライアントサーティフィケーションのプライベートキーのパスワード。Web サービスが
データ統合サービスを認証する必要がある場合にプライベートキーのパスワードを指定し
ます。

プライベート
キーのタイプ

プライベートキーのタイプ。サポートされているタイプは PEM です。

IBM DB2 接続のプロパティ
IBM DB2 にアクセスするには、IBM DB2 接続を使用します。IBM DB2 接続は、リレーショナルデータベース接
続です。IBM DB2 接続は、Administrator ツール、Developer ツール、または Analyst ツールで作成および管
理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、DB2 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
データベースタイプ データベースのタイプ。
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意

にする必要があります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊
文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /
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プロパティ 説明
ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が

区別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。
このプロパティは、接続を作成してから変更できません。デフォルト値は接続
名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
ユーザー名 データベースユーザー名。
パスワード データベースユーザー名のパスワード。
パススルーセキュリティ
有効

接続のパススルーセキュリティを有効にする。接続のパススルーセキュリティ
を有効にすると、ドメインは、接続オブジェクトに定義されている資格情報で
はなく、クライアントのユーザー名とパスワードを使用して対応するデータベ
ースにログインします。

データアクセス接続文字
列

データベースのメタデータへのアクセスに使用する DB2 接続 URL。
dbname
dbname は、DB2 クライアントで設定されているエイリアスです。

メタデータアクセスプロ
パティ: 接続文字列

次のメタデータ接続文字列 URL を使用します。
jdbc:informatica:db2://<host name>:<port>;DatabaseName=<database name>
テーブルをインポートすると、デフォルトでは、デフォルトスキーマ名の下に
すべてのテーブルが表示されます。デフォルトスキーマではなく特定のスキー
マの下にテーブルを表示するには、テーブルをインポートするスキーマ名を指
定します。スキーマ名を指定するには、URL に ischemaname パラメータを追
加します。例えば、特定のスキーマからテーブルをインポートするには、次の
構文を使用します。
jdbc:informatica:db2://<host name>:<port>;DatabaseName=<database 
name>;ischemaname=<schema_name>
複数のスキーマからテーブルを検索してインポートするには、ischemaname
パラメータに複数のスキーマ名を指定します。スキーマ名では大文字小文字が
区別されます。複数のスキーマ名を指定する場合、特殊文字は使用できませ
ん。複数のスキーマ名を区切るには、パイプ（|）文字を使用します。例えば、
3 つのスキーマからテーブルを検索してインポートするには、次の構文を使用
します。
jdbc:informatica:db2://<host name>:<port>;DatabaseName=<database 
name>;ischemaname=<schema_name1>|<schema_name2>|<schema_name3>
複数のスキーマ名を指定する場合、指定したスキーマ名の下にテーブルを表示
するには［デフォルトのスキーマだけを表示する］オプションの選択を解除す
る必要があります。
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プロパティ 説明
AdvancedJDBCSecurityO
ptions

セキュアデータベースへのメタデータアクセスのためのデータベースパラメー
タ。Informatica は、AdvancedJDBCSecurityOptions フィールドの値を機密デ
ータとして扱い、パラメータ文字列を暗号化して格納します。
セキュアデータベースに接続するには、以下のパラメータを含めます。
- EncryptionMethod。必須。ネットワーク上で送信される際にデータが暗号化

されるかどうかを示します。このパラメータは SSL に設定する必要がありま
す。

- ValidateServerCertificate。オプション。データベースサーバーによって送信
される証明書を Informatica が検証するかどうかを示します。
このパラメータを True に設定すると、Informatica はデータベースサーバー
によって送信される証明書を検証します。HostNameInCertificate パラメー
タを指定すると、Informatica は証明書内のホスト名も検証します。
このパラメータを false に設定すると、Informatica はデータベースサーバー
によって送信される証明書を検証しません。指定するトラストストア情報が
すべて無視されます。

- HostNameInCertificate。オプション。セキュアデータベースをホストするマ
シンのホスト名。ホスト名を指定すると、Informatica は接続文字列に含め
られたそのホスト名を SSL 証明書内のホスト名と照らして検証します。

- cryptoProtocolVersion。オプション。IBM DB2 インスタンスに対して TLS を
有効にする場合は、次のように cryptoProtocolVersion パラメータを設定し
ます。
cryptoProtocolVersion=TLSv<version number>
例: cryptoProtocolVersion=TLSv1.2
注: バージョン番号はサーバーに設定した TLS バージョンと同じにする必要
があります。

- TrustStore。必須。トラストストアファイルのパスおよびファイル名です。
注: SSL または TLS を設定してファイル名のみを指定する場合は、トラスト
ストアファイルを Informatica のインストールディレクトリにコピーする必
要があります。 接続をテストしメタデータをインポートするには、トラスト
ストアファイルを次のディレクトリにコピーします。 
<Informatica client installation directory>/clients/DeveloperClient
マッピングを実行するには、トラストストアファイルを次のディレクトリに
コピーします。
<Informatica server installation directory>/tomcat/bin
注: SSL または TLS を設定してファイル名のみを指定する場合は、トラスト
ストアファイルを次のディレクトリにコピーして接続をテストする必要があ
ります。 <Informatica server installation directory>/tomcat/bin 

- TrustStorePassword。必須。セキュアデータベースに対するトラストストア
ファイルのパスワード。

注: セキュア JDBC パラメータは接続文字列に自動的に追加されます。セキュ
ア JDBC パラメータを接続文字列に直接指定する場合は、
AdvancedJDBCSecurityOptions フィールドにはパラメータを入力しないでくだ
さい。

データアクセスプロパテ
ィ: 接続文字列

データベースのデータへのアクセスに使用する接続文字列。
IBM DB2 の場合、これは<database name>です

コードページ ソースデータベースからの読み取りや、ターゲットデータベースまたはファイ
ルへの書き込みに使用されるコードページ。
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プロパティ 説明
環境 SQL データベースに接続する場合に、データベース環境を設定する SQL コマンド。

データ統合サービスは、データベースに接続するたびに、接続環境 SQL を実行
します。

トランザクション SQL データベースに接続する場合に、データベース環境を設定する SQL コマンド。
データ統合サービスは、トランザクション環境 SQL を各トランザクションの開
始時に実行します。

リトライ期限 このプロパティは、将来使用するために予約されています。
テーブルスペース データベースのテーブルスペース名。
SQL 識別子文字 データベースが、SQL クエリで区切り識別子を囲むのに使用する文字のタイ

プ。使用できる文字は、データベースタイプによって異なります。
データベースで通常識別子が使用される場合、［なし］を選択します。データ
統合サービスで SQL クエリが生成される際、識別子の周りに区切り文字は配置
されません。
データベースで区切り識別子が使用される場合、文字を選択します。データ統
合サービスで SQL クエリが生成される際、区切り識別子はこの文字で囲まれま
す。

大文字と小文字が混在す
る識別子をサポート

データベースで大文字と小文字を区別する識別子が使用される場合、有効にし
ます。有効にした場合、データ統合サービスは、すべての識別子を［SQL 識別
子文字］プロパティに対して選択された文字で囲みます。

［SQL 識別子文字］プロパティが［なし］に設定されている場合、［大文字と小
文字が混在する識別子をサポート］プロパティは無効になっています。

ODBC プロバイダ ODBC。ODBC を接続するデータベースのタイプ。プッシュダウンの最適化用
に、データベースタイプを指定して、データ統合サービスでネイティブデータ
ベース SQL を生成できるようにします。次のオプションがあります。
- その他
- Sybase
- Microsoft_SQL_Server
デフォルトは［その他］です。

IBM DB2 for i5/OS 接続のプロパティ
IBM DB2 for i5/OS 接続を使用し、IBM DB2 for i5/OS 内のテーブルにアクセスします。IBM DB2 for i5/OS 接
続はリレーショナルデータベース接続です。IBM DB2 for i5/OS 接続は、Administrator ツールまたは
Developer ツールで管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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以下の表に、DB2 for i5/OS 接続のプロパティを示します。

プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があり
ます。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されません。 
255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、接続を作成した
後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、255 文字を超えることはできません。
接続タ
イプ

接続タイプ（DB2I）。

ユーザ
ー名

データベースユーザー名。

パスワ
ード

指定したユーザー名のパスワードまたは有効な PowerExchange のパスフレーズ。
PowerExchange のパスフレーズは 9～31 文字の範囲で作成します。使用できる文字は次のとお
りです。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めることはできません。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を SECURITY=(1,N)以上にし
て PowerExchange リスナを実行します。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を参照してください。

パスス
ルーセ
キュリ
ティ有
効

接続のパススルーセキュリティを有効にする。

データ
ベース
名

データベースインスタンス名。

場所 DB2 に接続する PowerExchange リスナの場所のノード名。ノード名は、PowerExchange の構
成ファイル（dbmover.cfg）内の NODE 文の最初のパラメータで定義されます。

環境
SQL

データベースに接続する場合に、データベース環境を設定する SQL コマンド。データ統合サー
ビスは、データベースに接続するたびに、接続環境 SQL を実行します。
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プロパ
ティ

説明

データ
ベース
ファイ
ルの上
書き

i5/OS のデータベースファイルオーバーライドを次の形式で指定します。
from_file/to_library/to_file/to_member 
説明：
- from_file はオーバーライドされるファイルです。
- to_library は新しく使用するライブラリです。
- to_file は新しく使用するライブラリ内のファイルです。
- to_member はオプションで、新しく使用するライブラリおよびファイル内のメンバです。何

も指定されない場合、*FIRST が使用されます。
単一の接続において 8 回まで、一意のファイルオーバーライドを指定することができます。1 つ
のオーバーライドは 1 つのソースまたはターゲットに適用されます。複数のファイルオーバーラ
イドを指定する場合は、ファイルオーバーライドの文字列を二重引用符（"）で囲み、各ファイ
ルオーバーライドの間にスペースを入れます。
注: ［ライブラリリスト］と［データベースファイルの上書き］の両方を指定していて、テーブ
ルにその両方が存在する場合、［データベースファイルの上書き］の値が優先されます。 

ライブ
ラリリ
スト

Select、Insert、Delete、または Update 文のテーブル名を修飾するために PowerExchange が検
索するライブラリのリスト。テーブル名が修飾されていない場合、PowerExchange はリストを
検索します。
ライブラリはコンマで区切ります。
注: ［ライブラリリスト］と［データベースファイルの上書き］の両方を指定していて、テーブ
ルにその両方が存在する場合、［データベースファイルの上書き］の値が優先されます。 

コード
ページ

ソースデータベースからの読み取りや、ターゲットデータベースまたはファイルへの書き込みに
使用されるコードページ。

使用す
る SQL
識別子
文字

データベースが、SQL クエリで区切り識別子を囲むのに使用する文字のタイプ。使用できる文字
は、データベースタイプによって異なります。
データベースで通常識別子が使用される場合、［なし］を選択します。データ統合サービスで
SQL クエリが生成される際、識別子の周りに区切り文字は配置されません。
データベースで区切り識別子が使用される場合、文字を選択します。データ統合サービスで SQL
クエリが生成される際、区切り識別子はこの文字で囲まれます。

大文字
と小文
字が混
在する
識別子
をサポ
ート

データベースで大文字と小文字を区別する識別子が使用される場合、有効にします。有効にした
場合、データ統合サービスは、すべての識別子を［SQL 識別子文字］プロパティに対して選択さ
れた文字で囲みます。

［SQL 識別子文字］プロパティが［なし］に設定されている場合、［大文字と小文字が混在する
識別子をサポート］プロパティは無効になっています。

分離レ
ベル

トランザクションのコミット範囲。次のいずれかのオプションを選択します。
- なし
- CS。カーソルの安定性。
- RR。繰り返し可能な読み込み。
- CHG。変更。
- ALL
デフォルトは CS です。
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プロパ
ティ

説明

暗号化
タイプ

オプション。データ統合サービスが使用する暗号化のタイプ。次のいずれかのオプションを選択
します。
- なし
- AES
デフォルトは［なし］です。
注: ［暗号化タイプ］および［暗号化レベル］接続プロパティを構成する代わりに、Secure 
Sockets Layer（SSL）認証を使用することをお勧めします。SSL 認証は複数の Informatica 製品
で使用されており、より厳格なセキュリティが提供されます。 
PowerExchange ネットワークへの SSL 認証の実装の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。

暗号化
レベル

［暗号タイプ］で［AES］を選択した場合は、データ統合サービスが使用する暗号化レベルを指
定するために、次に挙げるオプションのいずれかを選択してください。
- 1. 128 ビットの暗号化キーを使用します。
- 2. 192 ビットの暗号化キーを使用します。
- 3. 256 ビットの暗号化キーを使用します。

［暗号化タイプ］に［AES］を選択しない場合、このオプションは無視されます。
デフォルトは 1 です。

ペーシ
ングサ
イズ

オプション。ソースシステムが PowerExchange リスナに渡すことができるデータ量。ペーシン
グサイズは、外部アプリケーション、データベース、またはデータ統合サービスのノードがボト
ルネックになっている場合に設定します。低い値を使用するとパフォーマンスが向上します。
最小値およびデフォルト値は 0 です。値を 0 にするとパフォーマンスが最大になります。

行とし
て解釈

オプション。このオプションは、ペーシングサイズを行数で表示する場合に選択します。このオ
プションをクリアすると、ペーシングサイズがキロバイト単位で表示されます。デフォルトでは
このオプションが選択されていないため、ペーシングサイズはキロバイトで表示されています。

圧縮 オプション。このオプションは、ソースデータの圧縮を有効にする場合に選択します。データを
圧縮することで、Informatica アプリケーションがネットワークで送信するデータ量を減少させ
ることができます。デフォルトではこのオプションが選択されていないため、圧縮は無効になっ
ています。

配列サ
イズ

オプション。ワーカースレッドのためのストレージアレイのレコード数。このオプションは、
［ワーカースレッド］オプションを 0 より大きな値に設定したときに適用されます。有効な値は

25～5000 です。デフォルトは 25 です。
書き込
みモー
ド

オプション。データ統合サービスが PowerExchange リスナにデータを送信するモード。次のう
ちいずれかの書き込みモードを選択します。
- CONFIRMWRITEON。PowerExchange リスナにデータを送信し、応答を待ってから以降のデー

タを送信します。このオプションはエラーリカバリを優先する場合に選択します。ただし、こ
のオプションを使用するとパフォーマンスが落ちる可能性があります。

- CONFIRMWRITEOFF。応答を待たずに、PowerExchange リスナにデータを送信します。この
オプションは、エラーが発生したときにターゲットテーブルを再ロードしてもよい場合に使用
します。

- ASYNCHRONOUSWITHFAULTTOLERANCE。応答を待たずに、PowerExchange リスナにデータ
を送信します。このオプションはエラー検出も有効にします。このオプションは、
CONFIRMWRITEOFF のスピードと CONFIRMWRITEON のデータの完全性を結合します。

デフォルトは［CONFIRMWRITEON］です。
拒否フ
ァイル

拒否ファイルに対して PWXR のデフォルトのプレフィックスをオーバーライドします。書き込み
モードが ASYNCHRONOUSWITHFAULTTOLERANCE のときは、PowerExchange は拒否ファイル
をターゲットマシンに作成します。拒否ファイルを作成しないようにするには、PWXDISABLE と
入力します。
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IBM DB2 for z/OS 接続のプロパティ
IBM DB2 for z/OS 接続を使用し、IBM DB2 for z/OS 内のテーブルにアクセスします。IBM DB2 for z/OS 接続
はリレーショナルデータベース接続です。IBM DB2 for z/OS 接続は、Administrator ツールまたは Developer
ツールで管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、DB2 for z/OS 接続のプロパティを示します。

プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があり
ます。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されません。 
255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、接続を作成した
後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、255 文字を超えることはできません。
接続タ
イプ

接続タイプ（DB2Z）。

ユーザ
ー名

データベースユーザー名。

パスワ
ード

指定したユーザー名のパスワードまたは有効な PowerExchange のパスフレーズ。
PowerExchange パスフレーズは 9～128 文字の長さで指定し、次の文字を含めることができま
す。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めることはできません。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を SECURITY=(1,N)以上にし
て PowerExchange リスナを実行します。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を参照してください。
IBM IRRPHREX 出口に指定できる文字は、PowerExchange パスフレーズに指定できる文字に影響
しません。
注: 有効な RACF のパスフレーズは最長 100 文字です。PowerExchange は、検証のために RACF
にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレーズを切り捨てます。

パスス
ルーセ
キュリ
ティ有
効

接続のパススルーセキュリティを有効にする。

DB2 サ
ブシス
テム ID

DB2 サブシステムの名前。
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プロパ
ティ

説明

場所 DB2 に接続する PowerExchange リスナの場所のノード名。ノード名は、PowerExchange の構成
ファイル（dbmover.cfg）内の NODE 文の最初のパラメータで定義されます。

環境
SQL

データベースに接続する場合に、データベース環境を設定する SQL コマンド。データ統合サー
ビスは、データベースに接続するたびに、接続環境 SQL を実行します。

相関 ID DB2 要求用の DB2 相関 ID を形成するために、PWX のプレフィックスと連結される値。
コード
ページ

ソースデータベースからの読み取りや、ターゲットデータベースまたはファイルへの書き込みに
使用されるコードページ。

使用す
る SQL
識別子
文字

データベースが、SQL クエリで区切り識別子を囲むのに使用する文字のタイプ。使用できる文字
は、データベースタイプによって異なります。
データベースで通常識別子が使用される場合、［なし］を選択します。データ統合サービスで
SQL クエリが生成される際、識別子の周りに区切り文字は配置されません。
データベースで区切り識別子が使用される場合、文字を選択します。データ統合サービスで SQL
クエリが生成される際、区切り識別子はこの文字で囲まれます。

大文字
と小文
字が混
在する
識別子
をサポ
ート

データベースで大文字と小文字を区別する識別子が使用される場合、有効にします。有効にした
場合、データ統合サービスは、すべての識別子を［SQL 識別子文字］プロパティに対して選択さ
れた文字で囲みます。

［SQL 識別子文字］プロパティが［なし］に設定されている場合、［大文字と小文字が混在する識
別子をサポート］プロパティは無効になっています。

暗号化
タイプ

オプション。データ統合サービスが使用する暗号化のタイプ。次のいずれかのオプションを選択
します。
- なし
- AES
デフォルトは［なし］です。
注: ［暗号化タイプ］および［レベル］接続プロパティを構成する代わりに、Secure Sockets 
Layer（SSL）認証を使用することをお勧めします。SSL 認証は複数の Informatica 製品で使用さ
れており、より厳格なセキュリティが提供されます。 
PowerExchange ネットワークへの SSL 認証の実装の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。

暗号化
レベル

［暗号タイプ］で［AES］を選択した場合は、データ統合サービスが使用する暗号化レベルを指
定するために、次に挙げるオプションのいずれかを選択してください。
- 1. 128 ビットの暗号化キーを使用します。
- 2. 192 ビットの暗号化キーを使用します。
- 3. 256 ビットの暗号化キーを使用します。

［暗号化タイプ］に［AES］を選択しない場合、このオプションは無視されます。
デフォルトは 1 です。

ペーシ
ングサ
イズ

オプション。ソースシステムが PowerExchange リスナに渡すことができるデータ量。ペーシン
グサイズは、外部アプリケーション、データベース、またはデータ統合サービスのノードがボト
ルネックになっている場合に設定します。低い値を使用するとパフォーマンスが向上します。
最小値およびデフォルト値は 0 です。値を 0 にするとパフォーマンスが最大になります。

行とし
て解釈

オプション。このオプションは、ペーシングサイズを行数で表示する場合に選択します。このオ
プションをクリアすると、ペーシングサイズがキロバイト単位で表示されます。デフォルトでは
このオプションが選択されていないため、ペーシングサイズはキロバイトで表示されています。
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プロパ
ティ

説明

圧縮 オプション。このオプションは、ソースデータの圧縮を有効にする場合に選択します。データを
圧縮することで、Informatica アプリケーションがネットワークで送信するデータ量を減少させ
ることができます。デフォルトではこのオプションが選択されていないため、圧縮は無効になっ
ています。

オフロ
ード処
理

オプション。バルクデータの処理をソースマシンからデータ統合サービスのマシンにオフロード
するかどうかを制御します。次のいずれかのオプションを選択します。
- AUTO。オフロード処理を使用するかどうかがデータ統合サービスによって決定されます。
- はい。オフロード処理を使用します。
- いいえ。オフロード処理は使用しません。
デフォルトは［いいえ］です。

ワーカ
ースレ
ッド

オプション。オフロード処理の有効時にデータ統合サービスがバルクデータを処理するために使
用するスレッドの数。最適なパフォーマンスを得るためには、データ統合サービスマシンで使用
可能なプロセッサの数を超えないようにこの値を設定します。有効な値は 1～64 です。デフォル
トは 0 です。マルチスレッド処理は無効になります。

配列サ
イズ

オプション。ワーカースレッドのためのストレージアレイのレコード数。このオプションは、
［ワーカースレッド］オプションを 0 より大きな値に設定したときに適用されます。有効な値は

1～5000 です。デフォルトは 25 です。
書き込
みモー
ド

データ統合サービスが PowerExchange リスナにデータを送信するモード。次のうちいずれかの
書き込みモードを設定します。
- CONFIRMWRITEON。PowerExchange リスナにデータを送信し、応答を待ってから以降のデー

タを送信します。エラーのリカバリを優先する場合に選択します。このオプションを選択する
と、パフォーマンスが低下する場合があります。

- CONFIRMWRITEOFF。応答を待たずに、PowerExchange リスナにデータを送信します。エラ
ーが発生した際にターゲットテーブルをリロードできる場合には、このオプションを使用しま
す。

- ASYNCHRONOUSWITHFAULTTOLERANCE。応答を待たずに、PowerExchange リスナにデータ
を送信します。このオプションには、エラーを検出する機能も用意されています。このオプシ
ョンは書き込み確認オンのデータ整合性で、書き込み確認オフの速度を上げる。

デフォルトは CONFIRMWRITEON です。
拒否フ
ァイル

拒否ファイルに対して PWXR のデフォルトのプレフィックスをオーバーライドします。書き込み
モードが ASYNCHRONOUSWITHFAULTTOLERANCE のときは、PowerExchange は拒否ファイル
をターゲットマシンに作成します。拒否ファイルを作成しないようにするには、PWXDISABLE と
入力します。

IMS 接続のプロパティ
IMS データベースにアクセスするには IMS 接続を使用します。 IMS 接続は、非リレーショナルメインフレーム
データベースタイプの接続です。データ統合サービスは PowerExchange 経由で IMS に接続します。IMS 接続
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は Developer ツールで作成します。IMS 接続は、Administrator ツールまたは Developer ツールで管理できま
す。
以下の表に、IMS 接続のプロパティを示します。

オプション 説明
場所 IMS に接続する PowerExchange リスナの場所のノード名。ノード名は、

PowerExchange のコンフィギュレーションファイル（dbmover.cfg）内の NODE 文
の最初のパラメータで定義されます。

ユーザー名 データベースユーザー名。
パスワード 指定したデータベースユーザー名のパスワードまたは有効な PowerExchange のパス

フレーズ。
PowerExchange パスフレーズは 9～128 文字の長さで指定し、次の文字を含めること
ができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めることはで
きません。
IBM IRRPHREX イグジットに指定できる文字は、PowerExchange パスフレーズに指定
できる文字に影響しません。
注: 有効な RACF のパスフレーズは最長 100 文字です。PowerExchange は、検証のた
めに RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレーズを切り捨てま
す。
IMS への接続のパスフレーズを使用するときは、次の要件を確実に満足させてくださ
い。
- PowerExchange リスナは、DBMOVER メンバでセキュリティ設定を

SECURITY=(1,N)かそれ以上に設定したうえで実行する必要があります。詳細は、
『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY ステートメント」を参

照してください。
- ODBA の IMS へのアクセスは、『PowerExchange ナビゲータユーザーガイド』で説

明されているとおりに設定する必要があります。
- 必ずアクセス方式に IMS ODBA を指定している IMS データマップを使用してくだ

さい。DL/1 BATCH アクセス方式を指定するデータマップは使用しないでくださ
い。これは、パスフレーズをサポートしていない netport ジョブの使用がこのアク
セス方式で必須になっているためです。

- IMS データベースは、ODBA の IMS へのアクセスを使用するために、IMS 制御領域
でオンラインにする必要があります。

コードページ 必須。データソースの読み取りや書き込みに使用するコードページの名前。通常この
値は ISO コードページの名前です（ISO-8859-6 など）。

パススルーセキュ
リティ有効

接続のパススルーセキュリティを有効にする。
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オプション 説明
暗号化タイプ データ統合サービスが使用する暗号化のタイプ。 次のいずれかのオプションを選択

します。
- なし
- AES
デフォルトは［なし］です。
注: ［暗号化タイプ］および［レベル］接続プロパティを構成する代わりに、Secure 
Sockets Layer（SSL）認証を使用することをお勧めします。SSL 認証は複数の
Informatica 製品で使用されており、より厳格なセキュリティが提供されます。 
PowerExchange ネットワークへの SSL 認証の実装の詳細については、

『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
［暗号化］レベル ［暗号タイプ］で［AES］を選択した場合は、データ統合サービスが使用する暗号化

レベルを指定するために、次に挙げるオプションのいずれかを選択してください。
- 1. 128 ビットの暗号化キーを使用します。
- 2. 192 ビットの暗号化キーを使用します。
- 3. 256 ビットの暗号化キーを使用します。

［暗号化タイプ］に［AES］を選択しない場合、このオプションは無視されます。
デフォルトは 1 です。

ペーシングサイズ オプション。ソースシステムが PowerExchange リスナに渡すことができるデータ
量。ペーシングサイズは、外部アプリケーション、データベース、またはデータ統合
サービスのノードがボトルネックになっている場合に設定します。低い値を使用する
とパフォーマンスが向上します。
最小値およびデフォルト値は 0 です。値を 0 にするとパフォーマンスが最大になりま
す。

行として解釈 オプション。このオプションは、ペーシングサイズを行数で表示する場合に選択しま
す。このオプションをクリアすると、ペーシングサイズがキロバイト単位で表示され
ます。デフォルトではこのオプションが選択されていないため、ペーシングサイズは
キロバイトで表示されています。

圧縮 オプション。このオプションは、ソースデータの圧縮を有効にする場合に選択しま
す。データを圧縮することで、Informatica アプリケーションがネットワークで送信
するデータ量を減少させることができます。デフォルトではこのオプションが選択さ
れていないため、圧縮は無効になっています。

オフロード処理 オプション。バルクデータの処理をソースマシンからデータ統合サービスのマシンに
オフロードするかどうかを制御します。次のいずれかのオプションを選択します。
- AUTO。オフロード処理を使用するかどうかがデータ統合サービスによって決定さ

れます。
- はい。オフロード処理を使用します。
- いいえ。オフロード処理は使用しません。
デフォルトは［AUTO］です。

ワーカースレッド オプション。オフロード処理の有効時にデータ統合サービスがバルクデータを処理す
るために使用するスレッドの数。最適なパフォーマンスを得るためには、データ統合
サービスマシンで使用可能なプロセッサの数を超えないようにこの値を設定します。
有効な値は 1～64 です。デフォルトは 0 です。マルチスレッド処理は無効になりま
す。
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オプション 説明
配列サイズ オプション。ワーカースレッドのためのストレージアレイのレコード数。このオプシ

ョンは、［ワーカースレッド］オプションを 0 より大きな値に設定したときに適用さ
れます。有効な値は 1～5000 です。デフォルトは 25 です。

書き込みモード オプション。データ統合サービスが PowerExchange リスナにデータを送信する際の
モード。 次のうちいずれかの書き込みモードを選択します。
- CONFIRMWRITEON。PowerExchange リスナにデータを送信し、応答を待ってから

以降のデータを送信します。 このオプションはエラーリカバリを優先する場合に
選択します。ただし、このオプションを使用するとパフォーマンスが落ちる可能性
があります。

- CONFIRMWRITEOFF。応答を待たずに、PowerExchange リスナにデータを送信し
ます。 このオプションは、エラーが発生したときにターゲットテーブルを再ロー
ドしてもよい場合に使用します。

- ASYNCHRONOUSWITHFAULTTOLERANCE。応答を待たずに、PowerExchange リス
ナにデータを送信します。 このオプションはエラー検出も有効にします。このオ
プションは、CONFIRMWRITEOFF のスピードと CONFIRMWRITEON のデータの完
全性を結合します。

デフォルトは［CONFIRMWRITEON］です。

JDBC 接続のプロパティ
JDBC 接続を使用してデータベースのテーブルにアクセスすることができます。JDBC 接続は、Administrator
ツール、Developer ツール、または Analyst ツールで作成および管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、JDBC 接続のプロパティを示します。

プロパテ
ィ

説明

データベ
ースタイ
プ

データベースのタイプ。

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があ
ります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されませ
ん。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接続を作
成してから変更できません。デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
ユーザー
名

データベースユーザー名。

パスワー
ド

データベースユーザー名のパスワード。
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プロパテ
ィ

説明

JDBC ド
ライバク
ラス名

JDBC ドライバクラスの名前。
以下の表に、該当するデータベースタイプに入力できる、ドライバクラス名を示します。
- Oracle 用 DataDirect JDBC ドライバクラス名:

com.informatica.jdbc.oracle.OracleDriver
- IBM DB2 用 DataDirect JDBC ドライバクラス名:

com.informatica.jdbc.db2.DB2Driver
- Microsoft SQL Server 用 DataDirect JDBC ドライバクラス名:

com.informatica.jdbc.sqlserver.SQLServerDriver
- Sybase ASE 用 DataDirect JDBC ドライバクラス名:

com.informatica.jdbc.sybase.SybaseDriver
- Informix 用 DataDirect JDBC ドライバクラス名:

com.informatica.jdbc.informix.InformixDriver
- MySQL 用 DataDirect JDBC ドライバクラス名:

com.informatica.jdbc.mysql.MySQLDriver
- Databricks Delta Lake 用 JDBC ドライバ: Databricks からダウンロードしたドライバの名前。

ドライバの詳細については、『Data Engineering Integration ガイド』の「Databricks の統合
を開始する前に」の章でストレージアクセスの設定に関するトピックを参照してください。

特定のデータベースで使用するドライバクラスの詳細については、ベンダ提供のドキュメント
を参照してください。

接続文字
列

データベースへの接続に使用する接続文字列。以下の接続文字列を使用します。
jdbc:<subprotocol>:<subname>
特定のドライバで使用する接続文字列の詳細については、ベンダ提供のマニュアルを参照して
ください。

環境 SQL オプション。データベースに接続するとき、SQL コマンドを入力してデータベースの環境設定
を行います。データ統合サービスは、データベースに接続するたびに、接続環境 SQL を実行
します。
注: Sqoop を有効にすると、Sqoop はこのプロパティを無視します。

トランザ
クション
SQL

オプション。データベースに接続するとき、SQL コマンドを入力してデータベースの環境設定
を行います。データ統合サービスにより、トランザクション環境 SQL が各トランザクション
の開始時に実行されます。
注: Sqoop を有効にすると、Sqoop はこのプロパティを無視します。

SQL 識別
子文字

データベースが、SQL クエリで区切り識別子を囲むのに使用する文字のタイプ。使用できる文
字は、データベースタイプによって異なります。
データベースで通常識別子が使用される場合、［なし］を選択します。データ統合サービスで
SQL クエリが生成される際、識別子の周りに区切り文字は配置されません。
データベースで区切り識別子が使用される場合、文字を選択します。データ統合サービスで
SQL クエリが生成される際、区切り識別子はこの文字で囲まれます。
注: Sqoop を有効にすると、Sqoop はこのプロパティを無視します。

大文字と
小文字が
混在する
識別子を
サポート

データベースで大文字と小文字を区別する識別子が使用される場合、有効にします。有効にし
た場合、データ統合サービスは、すべての識別子を［SQL 識別子文字］プロパティに対して選
択された文字で囲みます。

［SQL 識別子文字］プロパティが［なし］に設定されている場合、［大文字と小文字が混在する
識別子をサポート］プロパティは無効になっています。
注: Sqoop を有効にする場合、ターゲットをランタイムに作成または置換する DDL スクリプト
を生成して実行すると、Sqoop はこのプロパティを受け入れます。他のすべてのシナリオで
は、Sqoop はこのプロパティを無視します。
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プロパテ
ィ

説明

Sqoop コ
ネクタを
使用

JDBC 接続を使用するデータオブジェクトの Sqoop 接続を可能にします。データ統合サービス
は、Sqoop を使用して Hadoop ランタイム環境でマッピングを実行します。
JDBC 準拠のデータベースに基づくリレーショナルデータオブジェクト、カスタマイズされた
データオブジェクト、および論理データオブジェクトに Sqoop 接続を設定できます。
Sqoop 接続を有効にするには［Sqoop v1.x］を選択します。
デフォルトは［なし］です。

Sqoop 引
数

Sqoop がデータベースに接続するために使用する必要のある引数を入力します。引数が複数
の場合はスペースで区切ります。
Sqoop 用の Teradata Connector for Hadoop（TDCH）専用コネクタを使用して Blaze エンジ
ンでマッピングを実行するには、Sqoop 引数で TDCH 接続ファクトリクラスを定義する必要
があります。接続ファクトリクラスは、使用する TDCH Sqoop コネクタによって異なります。
- Cloudera Connector Powered by Teradata を使用するには、次の Sqoop 引数を設定します。

-Dsqoop.connection.factories=com.cloudera.connector.teradata.TeradataManagerFactory
- Hortonworks Connector for Teradata（Teradata Connector for Hadoop 提供）を使用するに

は、次の Sqoop 引数を設定します。
-Dsqoop.connection.factories=org.apache.sqoop.teradata.TeradataManagerFactory

Spark エンジンでマッピングを実行するために、Sqoop 引数で TDCH 接続ファクトリクラスを
定義する必要はありません。デフォルトでは、データ統合サービスは Cloudera Connector 
Powered by Teradata と Hortonworks Connector for Teradata（Teradata Connector for 
Hadoop 提供）を呼び出します。
注: 専用の Cloudera コネクタや Hortonworks コネクタではなく、汎用の JDBC コネクタを使
用してマッピングを実行するには、JDBC 接続で--driver および--connection-manager の
Sqoop 引数を定義する必要があります。マッピングの読み取りまたは書き込みのトランスフ
ォーメーションで--driver 引数および--connection-manager 引数を定義すると、Sqoop は引数
を無視します。
Sqoop 引数が入力されなかった場合、データ統合サービスは、JDBC 接続プロパティに基づい
て、Sqoop コマンドを作成します。

JDBC V2 接続のプロパティ
JDBC V2 接続をセットアップする際には、接続プロパティを設定する必要があります。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
次の表に、JDBC V2 接続のプロパティを示します。

プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があり
ます。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内で指定し、空
白および次の特殊文字は使用できません。 ~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されません。
255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接続を作成して
から変更できません。デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
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プロパ
ティ

説明

場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。［JDBC V2］を選択します。

［詳細］タブには、JDBC V2 接続の接続属性が含まれています。以下の表に、接続属性を示します。

プロパテ
ィ

説明

ユーザー
名

データベースユーザー名。
Type 4 JDBC ドライバをサポートするデータベースへのアクセス権限のあるユーザー名。

パスワー
ド

データベースユーザー名のパスワード。

スキーマ
名

オプション。データベース内で接続するスキーマ名。
スキーマ名を指定しない場合は、データベース内で使用できるすべてのスキーマがリストされ
ます。

JDBC ド
ライバク
ラス名

JDBC ドライバクラスの名前。
以下の表に、該当するデータベースタイプに入力できる、ドライバクラス名を示します。
- Azure SQL Database の JDBC ドライバクラス名:

com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriver
- Aurora PostgreSQL の JDBC ドライバクラス名:

org.postgresql.Driver
特定のデータベースで使用するドライバクラスの詳細については、サードパーティベンダ提供
のドキュメントを参照してください。

接続文字
列

データベースへの接続に使用する接続文字列。
以下の接続文字列を使用します。
jdbc:<subprotocol>:<subname>
次のリストに、該当するデータベースの種類で入力できる接続文字列の例を示します。
- Azure SQL Database の JDBC ドライバの接続文字列:

jdbc:sqlserver://<host>:<port>;database=<database_name>
- Aurora PostgreSQL の JDBC ドライバの接続文字列:

jdbc:postgresql://<host>:<port>[/<database_name>]
特定のドライバで使用する接続文字列の詳細については、サードパーティベンダ提供のドキュ
メントを参照してください。

サブタイ
プ

接続先のデータベースタイプ。
以下のデータベースタイプから接続先を選択できます。
- Azure SQL Database。Azure SQL Database に接続します。
- PostgreSQL。Aurora PostgreSQL データベースに接続します。
- その他。Type 4 JDBC ドライバをサポートするデータベースに接続します。
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プロパテ
ィ

説明

大文字と
小文字が
混在する
識別子を
サポート

データベースで大文字と小文字を区別する識別子が使用される場合、有効にします。有効にし
た場合、データ統合サービスは、すべての識別子を［SQL 識別子文字］プロパティに対して選
択された文字で囲みます。
例えば、Aurora PostgreSQL データベースは大文字と小文字の混在をサポートします。Aurora 
PostgreSQL データベースに接続するには、このプロパティを有効にする必要があります。

［SQL 識別子文字］プロパティが［なし］に設定されている場合、［大文字と小文字が混在する
識別子をサポート］プロパティは無効になっています。

SQL 識別
子文字

データベースが、SQL クエリで区切り識別子を囲むのに使用する文字のタイプ。使用できる文
字は、データベースタイプによって異なります。
データベースで通常識別子が使用される場合、［なし］を選択します。データ統合サービスで
SQL クエリが生成される際、識別子の周りに区切り文字は配置されません。
データベースで区切り識別子が使用される場合、文字を選択します。データ統合サービスで
SQL クエリが生成される際、区切り識別子はこの文字で囲まれます。

JD Edwards EnterpriseOne 接続プロパティ
JD Edwards EnterpriseOne 接続を使用して、JD Edwards EnterpriseOne オブジェクトに接続します。
次の表に、JD Edwards EnterpriseOne 接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内

で一意にする必要があります。128 文字以内で指定し、空白および以下
の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小
文字が区別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要
があります。このプロパティは、接続を作成してから変更できません。
デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成する Informatica ドメイン。
タイプ 接続タイプ。JD Edwards EnterpriseOne を選択します。
ホスト名 JD Edwards EnterpriseOne サーバーのホスト名。
エンタープライズポート JD Edwards EnterpriseOne サーバーのポート番号。デフォルトは 6016

です。
ユーザー名 JD Edwards EnterpriseOne データベースユーザーの名前。
パスワード JD Edwards EnterpriseOne データベースユーザーのパスワード。
環境 接続先の JD Edwards EnterpriseOne 環境の名前。
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プロパティ 説明
ロール JD Edwards EnterpriseOne ユーザーのロール。デフォルトは［*すべて］

です。
ユーザー名 JD Edwards EnterpriseOne データベースユーザーの名前。
パスワード データベースユーザーのパスワード。
ドライバクラス名 以下の表に、該当するデータベースタイプに入力できる、ドライバクラ

ス名を示します。
- Oracle 用 DataDirect JDBC ドライバクラス名:

com.informatica.jdbc.oracle.OracleDriver
- IBM DB2 用 DataDirect JDBC ドライバクラス名:

com.informatica.jdbc.db2.DB2Driver 
- Microsoft SQL Server 用 DataDirect JDBC ドライバクラス名:

com.informatica.jdbc.sqlserver.SQLServerDriver 
特定のデータベースで使用するドライバクラスの詳細については、ベン
ダ提供のドキュメントを参照してください。

接続文字列 データベースへの接続に使用する接続文字列。以下の接続文字列を使用
します。
JDBC 接続文字列では、次の構文を使用します。
- Oracle の場合: jdbc:informatica:oracle://<host 

name>:<port>,ServiceName=<db service name>
- DB2 の場合: jdbc:informatica:db2://<host name>:<port>;databaseName=<db 

name>
- Microsoft SQL の場合: jdbc:informatica:sqlserver://<host 

name>:<port>;databaseName=<db name>

LDAP 接続プロパティ
LDAP 接続を使用して、LDAP オブジェクトに接続します。
次の表に、LDAP 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内

で一意にする必要があります。128 文字以内で指定し、空白および以下
の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小
文字が区別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要
があります。このプロパティは、接続を作成してから変更できません。
デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成する Informatica ドメイン。
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プロパティ 説明
タイプ 接続タイプ。LDAP を選択します。
ホスト名 LDAP ディレクトリサーバーのホスト名。デフォルトは localhost です。
ポート LDAP ディレクトリサーバーのポート番号。デフォルトは 389 です。
匿名接続 LDAP ディレクトリサーバーとの匿名接続を確立します。匿名接続を選

択し、認証不要の匿名ユーザーとしてディレクトリサーバーにアクセス
します。
注: アクティブディレクトリとは匿名接続を確立できません。

ユーザー名 LDAP ディレクトリサーバーに接続するための LDAP ユーザー名。
パスワード LDAP ディレクトリサーバーに接続するためのパスワード。
セキュアな接続 TLS プロトコル経由で LDAP ディレクトリサーバーとのセキュアな接続

を確立します。
TrustStore のファイル名 LDAP ディレクトリサーバーとのセキュアな接続を確立するための TLS

証明書を含むトラストストアのファイル名。
デフォルトは、infa_truststore.jks です。
セキュアな接続を選択した場合は必須です。トラストストアのファイル
名とパスワードについては、LDAP 管理者にお問い合わせください。

TrustStore のパスワード SSL 証明書を含むトラストストアファイルのパスワード。
KeyStore のファイル名 LDAP ディレクトリサーバーとのセキュアな通信を確立するために必要

なキーと証明書を含むキーストアのファイル名。
セキュアな接続を選択した場合は必須です。キーストアのファイル名と
パスワードについては、LDAP 管理者にお問い合わせください。

KeyStore のパスワード 通信を安全に行うために必要なキーストアファイルのパスワードです。

LinkedIn 接続プロパティ
LinkedIn Web サイトからデータを抽出するには、LinkedIn 接続を使用します。LinkedIn 接続は、ソーシャル
メディアタイプの接続です。LinkedIn 接続は、Administrator ツールまたは Developer ツールで作成および管
理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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以下の表に、LinkedIn 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必

要があります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できま
せん。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されま
せん。 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、
接続を作成した後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。LinkedIn を選択します。
OAuth の詳細の
有無

OAuth を設定するかどうかを示します。次のいずれかの値を選択します。
- ［はい］。アクセストークンおよびシークレットがあることを示します。
- ［いいえ］。OAuth Utility を起動します。

コンシューマキ
ー

LinkedIn でアプリケーションを作成するときに取得する API キー。LinkedIn はこのキー
を使用してアプリケーションを識別します。

コンシューマシ
ークレット

LinkedIn でアプリケーションを作成するときに取得するシークレットキー。LinkedIn は
このシークレットを使用してコンシューマキーの所有権を確立します。

アクセストーク
ン

OAuth Utility から返されるアクセストークン。LinkedIn アプリケーションはユーザーク
レデンシャルの代わりにこのトークンを使用して、保護されたリソースにアクセスしま
す。

アクセスシーク
レット

OAuth Utility が返すアクセスシークレット。このシークレットがトークンの所有権を確
立します。

スコープ オプション。アプリケーションの権限。OAuth の設定に使用した権限を入力します。

Microsoft Azure Blob ストレージ接続のプロパティ
Microsoft Azure SQL Blob Storage 接続を使用して Microsoft Azure Blob Storage にアクセスします。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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Microsoft Azure Blob Storage 接続は、Administrator ツールまたは Developer tool で作成および管理できま
す。次の表に、Microsoft Azure Blob ストレージ接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 Microsoft Azure Blob ストレージ接続の名前。
ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字

が区別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要がありま
す。このプロパティは、接続を作成してから変更できません。デフォルト値
は接続名です。

説明 接続の説明。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。［Azure Blob Storage］を選択します。

［接続の詳細］タブには、Microsoft Azure Blob ストレージ接続の接続属性が含まれています。以下の表に、接
続属性を示します。

プロパティ 説明
アカウント名 Microsoft Azure ストレージアカウントの名前。
認証タイプ 認証タイプ。以下のいずれかの認証メカニズムを選択できます。

- 共有キー認証
- 共有アクセス署名

アカウントキー Microsoft Azure Storage アクセスキー。共有キー認証を選択する場合に該
当します。

SAS トークン Microsoft Azure ポータルでアカウント用に生成した SAS トークンを含む
SAS URI。共有アクセス署名認証タイプを選択する場合に該当します。
注: 有効な SAS トークンを含む有効な SAS URI を指定する必要があります。

コンテナ名 ルートコンテナまたは絶対パスを持つサブフォルダ。
注: 複合ファイルをインポートするには、ルートコンテナのみを指定しま
す。

エンドポイントサフィックス Microsoft Azure エンドポイントのタイプ。以下の任意のエンドポイントを
選択できます。
- core.windows.net: デフォルト
- core.usgovcloudapi.net: 米国合衆国政府の Microsoft Azure エンドポイン

トを選択する場合
- core.chinacloudapi.cn: 該当なし
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Microsoft Azure Cosmos DB SQL API 接続のプロパティ
Cosmos DB 接続を使用して、Cosmos DB データベースに接続します。Cosmos DB 接続の作成時には、メタ
データおよびデータアクセスの情報を入力します。

プロパティ 説明
名前
ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID では大文字と小文字が区別され

ません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、
接続を作成してから変更できません。デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所
タイプ Microsoft Azure Cosmos DB SQL API
Cosmos DB URI Microsoft Azure Cosmos DB アカウントの URI。
キー
データベース JSON ドキュメントとの間での読み書きするコレクションが格納されているデータベース

名。

注: Cosmos DB URI とキー値は、Azure ポータルのキー設定から見つかります。詳細については、Azure 管理
者に問い合わせてください。

Microsoft Azure Data Lake Storage Gen1 接続のプロパティ
Microsoft Azure Data Lake Storage Gen1 接続を使用して Microsoft Azure Data Lake Storage Gen1 にアク
セスします。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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Microsoft Azure Data Lake Storage Gen1 接続は、Administrator ツールまたは Developer tool で作成および
管理できます。以下の表に、Microsoft Azure Data Lake Storage Gen1 接続のプロパティを示します。

プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があり
ます。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内で指定し、空
白および次の特殊文字は使用できません。 ~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されません。
255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接続を作成して
から変更できません。
デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。［Microsoft Azure Data Lake Storage Gen1］を選択します。

次の表に、メタデータアクセスのプロパティを示します。

プロパティ 説明
ADLS アカウント名 Microsoft Azure Data Lake Storage Gen1 の名前。
ClientID Active Directory で OAuth 認証を完了するためのアプリケーションの ID。
クライアントシークレット Active Directory で OAuth 認証を完了するためのクライアント秘密鍵。
ディレクトリ データの読み取りまたは書き込みに使用する Microsoft Azure Data Lake 

Storage Gen1 ディレクトリ。デフォルトはルートディレクトリです。
AuthEndpoint クライアント ID に基づいてアクセスコードが生成され、クライアントシーク

レットが完了する OAuth 2.0 トークンエンドポイント。

クライアント ID、クライアントシークレット、および認証エンドポイントの作成に関する詳細については、
Azure 管理者にお問い合わせいただくか、Microsoft Azure Data Lake Storage Gen1 のドキュメントを参照し
てください。

Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 接続プロパティ
Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 接続を使用して、Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 にアク
セスします。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 接続は、Administrator ツールまたは Developer tool で作成および
管理できます。以下の表に、Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 接続のプロパティを示します。

プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があり
ます。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内で指定し、空
白および次の特殊文字は使用できません。 ~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されません。
255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接続を作成して
から変更できません。
デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。［Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2］を選択します。

次の表に、メタデータアクセスのプロパティを示します。

プロパティ 説明
アカウント名 Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 のアカウント名またはサービス名。
クライアント ID Azure Active Directory（AD）で OAuth 認証を完了するためのアプリケーションの

ID。
クライアントシークレ
ット

Azure AD で OAuth 認証を完了するためのクライアント秘密鍵。

テナント ID Azure AD のディレクトリ ID。
ファイルシステム名 Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 の既存のファイルシステムの名前。
ディレクトリパス ファイルシステム名を使用していない既存のディレクトリのパス。デフォルトの

ディレクトリはありません。以下のいずれかの構文を選択することができます。
- /（ルートディレクトリ用）
- /dir1
- dir1/dir2

クライアント ID、クライアントシークレット、テナント ID、およびファイルシステム名の作成に関する詳細に
ついては、Azure 管理者にお問い合わせいただくか、Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 ドキュメント
を参照してください。
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Microsoft Azure SQL Data Warehouse 接続プロパティ
Microsoft Azure SQL Data Warehouse 接続を使用して Microsoft Azure SQL Data Warehouse にアクセスし
ます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
Microsoft SQL Server 接続は、Administrator ツールまたは Developer tool で作成および管理できます。次の
表に、Microsoft Azure SQL Data Warehouse 接続プロパティを示します。

プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があり
ます。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内で指定し、空
白および次の特殊文字は使用できません。 ~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されません。
255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接続を作成して
から変更できません。デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。［Azure SQL Data Warehouse］を選択します。

次の表に、メタデータアクセスのプロパティを示します。

プロパティ 説明
Azure DW JDBC 
URL

Microsoft Azure Data Warehouse JDBC 接続文字列。例えば、次の接続文字列を入力で
きます: jdbc:sqlserver:// <Server>.database.windows.net:1433;database=<Database>。
管理者は Microsoft Azure ポータルから URL をダウンロードできます。

Azure DW JDBC
ユーザー名

Microsoft Azure SQL Data Warehouse アカウントに接続するためのユーザー名。
Microsoft Azure SQL Data Warehouse のデータを読み取り、書き込み、切り詰めるため
の権限が必要です。

Azure DW JDBC
パスワード

Microsoft Azure SQL Data Warehouse アカウントに接続するためのパスワード。

Azure DW スキ
ーマ名

Microsoft Azure SQL Data Warehouse 内のスキーマの名前。

Azure Blob アカ
ウント名

ファイルをステージングする Microsoft Azure ストレージアカウントの名前。

Azure Blob アカ
ウントキー

Blob ストレージアカウントへのアクセスを認証するキー。
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プロパティ 説明
Blob エンドポイ
ント

Microsoft Azure エンドポイントのタイプ。以下の任意のエンドポイントを選択できま
す。
- core.windows.net: デフォルト
- core.usgovcloudapi.net: 米国合衆国政府の Microsoft Azure エンドポイントを選択する

場合
- core.chinacloudapi.cn: 該当なし
ネイティブ環境および Spark エンジンでマッピングを実行する場合は、米国政府の
Microsoft Azure エンドポイントを設定できます。

VNet ルール 仮想ネットワーク（VNet）にある Microsoft Azure SQL Data Warehouse エンドポイント
への接続を有効にします。

MS SQL Server 接続のプロパティ
Microsoft SQL Server に接続するには、Microsoft SQL Server 接続を使用します。Microsoft SQL Server 接続
は、Microsoft SQL Server リレーショナルデータベースへの接続です。Microsoft SQL Server 接続は、
Administrator ツールまたは Developer tool で作成および管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、MS SQL Server 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
データベースタイプ データベースタイプ。
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意

にする必要があります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊
文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が
区別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。
このプロパティは、接続を作成してから変更できません。デフォルト値は接続
名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
信頼関係接続の使用 アプリケーションサービスで Windows 認証を使用してデータベースにアクセ

スできるようにします。アプリケーションサービスを起動するユーザー名は、
データベースにアクセスできる Windows ユーザーである必要があります。デ
フォルトでは、このオプションはクリアされています。
注: Windows 認証と NTLM 認証は、Linux でホストされる Microsoft SQL Server 
2017 バージョンでは認定されていません。

ユーザー名 データベースユーザー名。Microsoft SQL Server が NTLMv1 または NTLMv2 認
証を使用する場合に必須です。

パスワード データベースユーザー名のパスワード。Microsoft SQL Server が NTLMv1 また
は NTLMv2 認証を使用する場合に必須です。
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プロパティ 説明
パススルーセキュリティ
有効

接続のパススルーセキュリティを有効にする。接続のパススルーセキュリティ
を有効にすると、ドメインは、接続オブジェクトに定義されている資格情報で
はなく、クライアントのユーザー名とパスワードを使用して対応するデータベ
ースにログインします。

メタデータアクセスプロ
パティ: 接続文字列

データベースからメタデータにアクセスするために使用する接続文字列。
以下の接続文字列を使用します。
jdbc:informatica:sqlserver://<host name>:<port>;DatabaseName=<database name> 
NTLM 認証を使用した接続をテストするには、接続文字列に次のパラメータを
追加します。
- AuthenticationMethod。使用する NTLM 認証のバージョン。

注: UNIX では、NTLMv1 と NTLMv2 はサポートされますが、NTLM はサポー
トされません。

- ドメイン。SQL サーバーが属するドメイン。
次の例では、Informatica.com という名前の NT ドメインで NTLMv2 認証を使
用する SQL サーバーへの接続文字列を示します。
jdbc:informatica:sqlserver://host01:1433;DatabaseName=SQL1;AuthenticationMethod=ntlm2java;Domain=Informatica.com 
NTLM 認証で接続する場合、MS SQL Server 接続プロパティの［信頼関係接続
の使用］オプションを有効にできます。NTLMv1 または NTLMv2 認証で接続す
る場合、接続プロパティにユーザー名とパスワードを入力する必要がありま
す。
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プロパティ 説明
AdvancedJDBCSecurityO
ptions

セキュアデータベースへのメタデータアクセスのためのデータベースパラメー
タ。Informatica は、AdvancedJDBCSecurityOptions フィールドの値を機密デ
ータとして扱い、パラメータ文字列を暗号化して格納します。
セキュアデータベースに接続するには、以下のパラメータを含めます。
- EncryptionMethod。必須。ネットワーク上で送信される際にデータが暗号化

されるかどうかを示します。このパラメータは SSL に設定する必要がありま
す。

- ValidateServerCertificate。オプション。データベースサーバーによって送信
される証明書を Informatica が検証するかどうかを示します。
このパラメータを True に設定すると、Informatica はデータベースサーバー
によって送信される証明書を検証します。HostNameInCertificate パラメー
タを指定すると、Informatica は証明書内のホスト名も検証します。
このパラメータを false に設定すると、Informatica はデータベースサーバー
によって送信される証明書を検証しません。指定するトラストストア情報が
すべて無視されます。

- HostNameInCertificate。オプション。セキュアデータベースをホストするマ
シンのホスト名。ホスト名を指定すると、Informatica は接続文字列に含め
られたそのホスト名を SSL 証明書内のホスト名と照らして検証します。

- cryptoProtocolVersion。オプション。Microsoft SQL Server インスタンスに
対して TLS を有効にする場合は、次のように cryptoProtocolVersion パラメ
ータを設定します。
cryptoProtocolVersion=TLSv<version number>
例: cryptoProtocolVersion=TLSv1.2
注: バージョン番号はサーバーに設定した TLS バージョンと同じにする必要
があります。

- TrustStore。必須。トラストストアファイルのパスおよびファイル名です。
注: SSL または TLS を設定してファイル名のみを指定する場合は、トラスト
ストアファイルを Informatica のインストールディレクトリにコピーする必
要があります。 接続をテストしメタデータをインポートするには、トラスト
ストアファイルを次のディレクトリにコピーします。 
<Informatica client installation directory>/clients/DeveloperClient
マッピングを実行するには、トラストストアファイルを次のディレクトリに
コピーします。
<Informatica server installation directory>/tomcat/bin
注: SSL または TLS を設定してファイル名のみを指定する場合は、トラスト
ストアファイルを次のディレクトリにコピーして接続をテストする必要があ
ります。 <Informatica server installation directory>/tomcat/bin 

- TrustStorePassword。必須。セキュアデータベースに対するトラストストア
ファイルのパスワード。

ODBC には適用されません。
注: セキュア JDBC パラメータは接続文字列に自動的に追加されます。セキュ
ア JDBC パラメータを接続文字列に直接指定する場合は、
AdvancedJDBCSecurityOptions フィールドにはパラメータを入力しないでくだ
さい。
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プロパティ 説明
データアクセスプロパテ
ィ: プロバイダタイプ

Microsoft SQL Server データベースへの接続に使用する接続プロバイダ。
次のプロバイダタイプを選択することができます。
- ODBC
- Oledb（廃止予定）
デフォルトは ODBC です。
注: Microsoft SQL Server 接続ユーザーインタフェースには OLEDB プロバイダ
タイプが廃止予定と表示されますが、Informatica は OLEDB プロバイダタイプ
をサポートしています。OLEDB プロバイダタイプのサポート情報の詳細につい
ては、ナレッジベースの記事 KB 522895 を参照してください。

DSN の使用 データ統合サービスで接続のデータソース名を使用できるようになります。
［DSN の使用］オプションを使用した場合、データ統合サービスはデータベー

ス名とサーバー名を DSN から取得します。
［DSN の使用］オプションを選択しない場合、データベース名とサーバー名を

指定する必要があります。
接続文字列 DSN モードを有効にしない場合、次の接続文字列を使用します。

<server name>@<database name>
DSN モードを有効にする場合、次の接続文字列を使用します。
<DSN Name> 

コードページ ソースデータベースからの読み取りや、ターゲットデータベースまたはファイ
ルへの書き込みに使用されるコードページ。

ドメイン名 ドメインの名前。
パケットサイズ データ転送で使用されるパケットサイズ。Microsoft SQL Server のネイティブ

ドライバの最適化に使用されます。
所有者名 スキーマの所有者の名前。

注: 動的マッピングまたは［DDL の生成と実行］オプションを使用してテーブ
ル DDL を生成すると、DDL メタデータにスキーマ名と所有者名のプロパティ
が含まれません。 

スキーマ名 データベースのスキーマの名前。スキーマ名がデータベースユーザー名と異な
る場合は、プロファイリングウェアハウスのスキーマ名を指定する必要があり
ます。スキーマ名がデータベースのユーザー名と異なり、ユーザーが管理する
キャッシュテーブルを設定する場合は、データオブジェクトキャッシュデータ
ベースのスキーマ名を指定する必要があります。
注: 動的マッピングまたは［DDL の生成と実行］オプションを使用してテーブ
ル DDL を生成すると、DDL メタデータにスキーマ名と所有者名のプロパティ
が含まれません。 

環境 SQL データベースに接続する場合に、データベース環境を設定する SQL コマンド。
データ統合サービスは、データベースに接続するたびに、接続環境 SQL を実行
します。

トランザクション SQL データベースに接続する場合に、データベース環境を設定する SQL コマンド。
データ統合サービスは、トランザクション環境 SQL を各トランザクションの開
始時に実行します。

リトライ期限 このプロパティは、将来使用するために予約されています。
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プロパティ 説明
SQL 識別子文字 データベースが、SQL クエリで区切り識別子を囲むのに使用する文字のタイ

プ。使用できる文字は、データベースタイプによって異なります。
データベースで通常識別子が使用される場合、［なし］を選択します。データ
統合サービスで SQL クエリが生成される際、識別子の周りに区切り文字は配置
されません。
データベースで区切り識別子が使用される場合、文字を選択します。データ統
合サービスで SQL クエリが生成される際、区切り識別子はこの文字で囲まれま
す。

大文字と小文字が混在す
る識別子をサポート

データベースで大文字と小文字を区別する識別子が使用される場合、有効にし
ます。有効にした場合、データ統合サービスは、すべての識別子を［SQL 識別
子文字］プロパティに対して選択された文字で囲みます。

［SQL 識別子文字］プロパティが［なし］に設定されている場合、［大文字と小
文字が混在する識別子をサポート］プロパティは無効になっています。

ODBC プロバイダ ODBC。ODBC の接続先となるデータベースのタイプ。プッシュダウンの最適
化用に、データベースタイプを指定して、データ統合サービスでネイティブデ
ータベース SQL を生成できるようにします。次のオプションがあります。
- その他
- Sybase
- Microsoft_SQL_Server
デフォルトは［その他］です。

Netezza 接続のプロパティ
Netezza 接続を使用して、Netezza データベースにアクセスします。Netezza 接続は、データベース接続で
す。Netezza 接続は、Administrator ツールまたは Developer tool で作成および管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、Netezza 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要

があります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されませ
ん。 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、接続
を作成した後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。［Netezza］を選択します。
ユーザー名 Netezza データベースにアクセスするための適切な権限を持つユーザー名。
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プロパティ 説明
パスワード 上記データベースユーザー名のパスワード。
JDBC Url Netezza データベースへの接続時に Developer tool で使用する必要がある JDBC URL。

次の形式を使用します。
jdbc:netezza://<ホスト名>:<ポート>/<データベース名>

接続文字列 Netezza データベースへの接続のために使用する ODBC データソースの名前。

タイムアウ
ト

Developer tool が接続を閉じる前に Netezza データベースからの応答を待機する秒数。

OData 接続のプロパティ
OData 接続を使用して、OData URL にアクセスします。OData 接続は、Web 接続です。OData 接続は、
Administrator ツールまたは Developer tool で作成および管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、OData 接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要が

あります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されませ
ん。 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、接続
を作成した後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。［OData］を選択します。
ユーザー名 オプション。OData リソースからデータを読み取るための適切な権限を持つユーザー名。
パスワード オプション。OData URL ユーザー名のパスワード。
URL 読み取る必要があるデータを公開している OData サービスのルート URL。
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プロパティ 説明
セキュリテ
ィタイプ

オプション。OData サーバーへの安全な接続を確立するために Developer tool で使用する必
要があるセキュリティプロトコル。
次のいずれかの値を選択します。
- なし
- SSL
- TLS
デフォルトは［なし］です。

トラストス
トアファイ
ル名

セキュリティタイプを選択する場合、必須です。
OData サーバーの公開証明書が含まれるトラストストアファイルの名前。
デフォルトは、infa_truststore.jks です。

パスワード セキュリティタイプを選択する場合、必須です。
OData サーバーの公開証明書が含まれるトラストストアファイルのパスワード。

キーストア
ファイル名

セキュリティタイプを選択する場合、必須です。
OData サーバーのプライベートキーが含まれるキーストアファイルの名前。
デフォルトは、infa_truststore.jks です。

パスワード セキュリティタイプを選択する場合、必須です。
OData サーバーのプライベートキーが含まれるキーストアファイルのパスワード。

ODBC 接続のプロパティ
ODBC データにアクセスするには、ODBC 接続を使用します。ODBC 接続はリレーショナルデータベース接続
です。ODBC 接続は、Administrator ツール、Developer ツール、または Analyst ツールで作成および管理で
きます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、ODBC 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
データベースタイプ データベースのタイプ。
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意

にする必要があります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊
文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が
区別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。
このプロパティは、接続を作成してから変更できません。デフォルト値は接続
名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
ユーザー名 データベースユーザー名。
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プロパティ 説明
パスワード データベースユーザー名のパスワード。
パススルーセキュリティ
有効

接続のパススルーセキュリティを有効にする。接続のパススルーセキュリティ
を有効にすると、ドメインは、接続オブジェクトに定義されている資格情報で
はなく、クライアントのユーザー名とパスワードを使用して対応するデータベ
ースにログインします。

データアクセスプロパテ
ィ: 接続文字列

データベースのメタデータへのアクセスに使用する ODBC 接続 URL。
<data source name>

コードページ ソースデータベースからの読み取りや、ターゲットデータベースまたはファイ
ルへの書き込みに使用されるコードページ。

環境 SQL データベースに接続する場合に、データベース環境を設定する SQL コマンド。
データ統合サービスは、データベースに接続するたびに、接続環境 SQL を実行
します。

トランザクション SQL データベースに接続する場合に、データベース環境を設定する SQL コマンド。
データ統合サービスは、トランザクション環境 SQL を各トランザクションの開
始時に実行します。

リトライ期限 このプロパティは、将来使用するために予約されています。
SQL 識別子文字 データベースが、SQL クエリで区切り識別子を囲むのに使用する文字のタイ

プ。使用できる文字は、データベースタイプによって異なります。
データベースで通常識別子が使用される場合、［なし］を選択します。データ
統合サービスで SQL クエリが生成される際、識別子の周りに区切り文字は配置
されません。
データベースで区切り識別子が使用される場合、文字を選択します。データ統
合サービスで SQL クエリが生成される際、区切り識別子はこの文字で囲まれま
す。

大文字と小文字が混在す
る識別子をサポート

データベースで大文字と小文字を区別する識別子が使用される場合、有効にし
ます。有効にした場合、データ統合サービスは、すべての識別子を［SQL 識別
子文字］プロパティに対して選択された文字で囲みます。

［SQL 識別子文字］プロパティが［なし］に設定されている場合、［大文字と小
文字が混在する識別子をサポート］プロパティは無効になっています。

ODBC プロバイダ ODBC を接続するデータベースのタイプ。プッシュダウンの最適化用に、デー
タベースタイプを指定して、データ統合サービスでネイティブデータベース
SQL を生成できるようにします。次のオプションがあります。
- その他
- Sybase
- Microsoft_SQL_Server
- Snowflake
デフォルトは［その他］です。

注: UNIX または Linux 上でデータ統合サービスを実行する場合、ODBC 接続を使用して Microsoft SQL Server
に接続します。Windows 上でデータ統合サービスを実行する場合、ネイティブ接続を使用して Microsoft SQL 
Server に接続します。
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Oracle 接続のプロパティ
Oracle データベースに接続するには、Oracle 接続を使用します。Oracle 接続は、リレーショナル接続タイプ
です。Oracle 接続は、Administrator ツール、Developer ツール、または Analyst ツールで作成および管理で
きます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、Oracle 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
データベースタイプ データベースタイプ。
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意

にする必要があります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊
文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が
区別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。
このプロパティは、接続を作成してから変更できません。デフォルト値は接続
名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
ユーザー名 データベースユーザー名。
パスワード データベースユーザー名のパスワード。
パススルーセキュリティ
有効

接続のパススルーセキュリティを有効にする。接続のパススルーセキュリティ
を有効にすると、ドメインは、接続オブジェクトに定義されている資格情報で
はなく、クライアントのユーザー名とパスワードを使用して対応するデータベ
ースにログインします。

メタデータアクセスプロ
パティ: 接続文字列

データベースからメタデータにアクセスするために使用する接続文字列。
以下の接続文字列を使用します。
jdbc:informatica:oracle://<host_name>:<port>;SID=<database name>
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プロパティ 説明
AdvancedJDBCSecurityO
ptions

セキュアデータベースへのメタデータアクセスのためのデータベースパラメー
タ。Informatica は、AdvancedJDBCSecurityOptions フィールドの値を機密デ
ータとして扱い、パラメータ文字列を暗号化して格納します。
セキュアデータベースに接続するには、以下のパラメータを含めます。
- EncryptionMethod。必須。ネットワーク上で送信される際にデータが暗号化

されるかどうかを示します。このパラメータは SSL に設定する必要がありま
す。

- ValidateServerCertificate。オプション。データベースサーバーによって送信
される証明書を Informatica が検証するかどうかを示します。
このパラメータを True に設定すると、Informatica はデータベースサーバー
によって送信される証明書を検証します。HostNameInCertificate パラメー
タを指定すると、Informatica は証明書内のホスト名も検証します。
このパラメータを false に設定すると、Informatica はデータベースサーバー
によって送信される証明書を検証しません。指定するトラストストア情報が
すべて無視されます。

- HostNameInCertificate。オプション。セキュアデータベースをホストするマ
シンのホスト名。ホスト名を指定すると、Informatica は接続文字列に含め
られたそのホスト名を SSL 証明書内のホスト名と照らして検証します。

- cryptoProtocolVersion。オプション。Oracle インスタンスに対して TLS を有
効にする場合は、次のように cryptoProtocolVersion パラメータを設定しま
す。
cryptoProtocolVersion=TLSv<version number>
例: cryptoProtocolVersion=TLSv1.2
注: バージョン番号はサーバーに設定した TLS バージョンと同じにする必要
があります。

- TrustStore。必須。トラストストアファイルのパスおよびファイル名です。
注: SSL または TLS を設定してファイル名のみを指定する場合は、トラスト
ストアファイルを Informatica のインストールディレクトリにコピーする必
要があります。 接続をテストしメタデータをインポートするには、トラスト
ストアファイルを次のディレクトリにコピーします。 
<Informatica client installation directory>/clients/DeveloperClient
マッピングを実行するには、トラストストアファイルを次のディレクトリに
コピーします。
<Informatica server installation directory>/tomcat/bin
注: SSL または TLS を設定してファイル名のみを指定する場合は、トラスト
ストアファイルを次のディレクトリにコピーして接続をテストする必要があ
ります。 <Informatica server installation directory>/tomcat/bin 

- TrustStorePassword。必須。セキュアデータベースに対するトラストストア
ファイルのパスワード。

- KeyStore。必須。キーストアファイルのパスとファイル名。
- KeyStorePassword。必須。セキュアデータベースに対するキーストアファイ

ルのパスワード。
注: セキュア JDBC パラメータは接続文字列に自動的に追加されます。セキュ
ア JDBC パラメータを接続文字列に直接指定する場合は、
AdvancedJDBCSecurityOptions フィールドにはパラメータを入力しないでくだ
さい。

データアクセスプロパテ
ィ: 接続文字列

以下の接続文字列を使用します。
<database name>.world
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プロパティ 説明
コードページ ソースデータベースからの読み取りや、ターゲットデータベースまたはファイ

ルへの書き込みに使用されるコードページ。
環境 SQL データベースに接続する場合に、データベース環境を設定する SQL コマンド。

データ統合サービスは、データベースに接続するたびに、接続環境 SQL を実行
します。

トランザクション SQL データベースに接続する場合に、データベース環境を設定する SQL コマンド。
データ統合サービスは、トランザクション環境 SQL を各トランザクションの開
始時に実行します。

リトライ期限 このプロパティは、将来使用するために予約されています。
パラレルモードを有効に
する

データを一括モードでテーブルにロードする場合の並列処理を可能にします。
デフォルトでは、このオプションはクリアされています。

SQL 識別子文字 データベースが、SQL クエリで区切り識別子を囲むのに使用する文字のタイ
プ。使用できる文字は、データベースタイプによって異なります。
データベースで通常識別子が使用される場合、［なし］を選択します。データ
統合サービスで SQL クエリが生成される際、識別子の周りに区切り文字は配置
されません。
データベースで区切り識別子が使用される場合、文字を選択します。データ統
合サービスで SQL クエリが生成される際、区切り識別子はこの文字で囲まれま
す。

大文字と小文字が混在す
る識別子をサポート

データベースで大文字と小文字を区別する識別子が使用される場合、有効にし
ます。有効にした場合、データ統合サービスは、すべての識別子を［SQL 識別
子文字］プロパティに対して選択された文字で囲みます。

［SQL 識別子文字］プロパティが［なし］に設定されている場合、［大文字と小
文字が混在する識別子をサポート］プロパティは無効になっています。

Salesforce 接続のプロパティ
Salesforce 接続を使用して Salesforce オブジェクトに接続します。Salesforce 接続はアプリケーション接続
タイプです。Salesforce 接続は、Administrator ツールまたは Developer ツールで作成および管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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以下の表に、Salesforce 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内

で一意にする必要があります。128 文字以内で指定し、空白および以下
の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID では大文字と小
文字が区別されません。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要
があります。 このプロパティは、接続を作成してから変更できません。
デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成する Informatica ドメイン。
タイプ 接続タイプ。
ユーザ名 Salesforce のユーザー名。
ユーザーパスワード Salesforce のユーザー名に対するパスワード。

所属する組織の信頼済みネットワークの外部で Salesforce にアクセスす
るには、セキュリティトークンをパスワードに追加して、API またはデ
スクトップクライアントにログインする必要があります。
セキュリティトークンを受信またはリセットするには、Salesforce にロ
グインして、［設定］ > ［個人情報］ > ［セキュリティトークンのリセッ
ト］の順にクリックします。
パスワードでは、大文字と小文字が区別されます。

サービスの URL アクセスする Salesforce サービスの URL。以下に例を示します。
https://login.salesforce.com/services/Soap/u/44.0
テストまたは開発環境で、Salesforce Sandbox テスト環境にアクセスで
きます。Salesforce Sandbox の詳細については、Salesforce のマニュア
ルを参照してください。

リフレッシュトークン
コンシューマキー リフレッシュトークンの生成に必要な Salesforce から取得したコンシュ

ーマキー。コンシューマキーの生成方法の詳細については、Salesforce
のマニュアルを参照してください。

コンシューマシークレット リフレッシュトークンの生成に必要な Salesforce から取得したコンシュ
ーマシークレット。コンシューマシークレットの生成方法の詳細につい
ては、Salesforce のマニュアルを参照してください。

Salesforce Marketing Cloud 接続のプロパティ
Salesforce Marketing Cloud 接続を使用して Salesforce Marketing Cloud オブジェクトに接続します。
Salesforce Marketing Cloud 接続は、Administrator ツールまたは Developer tool で作成および管理できま
す。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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次の表に、Salesforce Marketing Cloud 接続のプロパティを示します。

接続プロパティ 説明
名前 Salesforce Marketing Cloud 接続の名前。
ID データ統合サービスは ID を使用して接続を識別します。
説明 オプション。接続の説明。
場所 接続を作成する Informatica ドメイン。
タイプ 接続タイプ。［Salesforce Marketing Cloud］を選択します。
Salesforce Marketing Cloud の URL データ統合サービスが Salesforce Marketing Cloud WSDL への接続

に使用する URL。
次の URL は、OAuth 1.0 URL の例です。
https://webservice.s7.exacttarget.com/etframework.wsdl 
次の URL は、OAuth 2.0 URL の例です。
https://<SUBDOMAIN>.soap.marketingcloudapis.com/etframework.wsdl
Salesforce Marketing Cloud で OAuth 1.0 のサポートが終了する前
に、OAuth 2.0 にアップグレードする事をお勧めします。

ユーザー名 Salesforce Marketing Cloud アカウントのユーザー名。
パスワード Salesforce Marketing Cloud アカウントのパスワード。
ClientId 有効なアクセストークンを生成するために必要な Salesforce 

Marketing Cloud のクライアント ID。
ClientSecret 有効なアクセストークンを生成するために必要な Salesforce 

Marketing Cloud のクライアントシークレット。
ロギングの有効化 ロギングを有効にすると、タスクのセッションログを参照できま

す。
UTC オフセット Secure Agent は、［UTC オフセット］接続プロパティを使用して、

UTC オフセットタイムゾーンの Salesforce Marketing Cloud との間
でデータの読み書きを行います。

バッチサイズ Secure Agent がバッチでターゲットに書き込む行数。
データを挿入または更新し、コンタクトキーを指定するときに、指
定したコンタクト ID に関連付けられているデータが、1 つのバッ
チで Salesforce Marketing Cloud に挿入または更新されます。
Salesforce Marketing Cloud にデータを更新/挿入する場合は、コン
タクトキーを指定しないようにします。

SAP 接続のプロパティ
SAP テーブルまたは SAP BW オブジェクトにアクセスするには、SAP 接続を使用します。SAP 接続は、エンタ
ープライズアプリケーション接続の一種です。SAP 接続は、Administrator のコンソールまたは Developer 
tool で作成および管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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以下の表に、SAP 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
ユーザー名 必須。アクセス先の SAP ソースシステムのユーザー名。
パスワード 必須。ユーザー名に対するパスワード。
接続タイプ 必須。作成する接続のタイプ。

次のいずれかの値を選択します。
- アプリケーション。特定の SAP アプリケーションサーバーに接続する際にアプリケー

ション接続を作成します。
- 負荷分散。SAP 負荷分散を使用する場合は、負荷分散接続を作成します。
デフォルトは［アプリケーション］です。
選択した接続タイプに応じて、対応する接続プロパティフィールドが［接続の詳細］ダ
イアログボックスで使用可能になります。Developer tool では、特定の接続タイプで使
用できない接続プロパティフィールドが灰色で表示されます。

ホスト名 SAP アプリケーション接続を作成する場合は必須。
接続先の SAP サーバーのホスト名または IP アドレス。

システム番号 SAP アプリケーション接続を作成する場合は必須。
SAP システム番号。

メッセージホス
ト名

SAP 負荷分散接続を作成する場合は必須。
SAP メッセージサーバーのホスト名。

R3 名/SysID SAP 負荷分散接続を作成する場合は必須。
SAP システムの名前。

グループ SAP 負荷分散接続を作成する場合は必須。
SAP アプリケーションサーバーのグループ名。

クライアント 必須。SAP クライアント番号。
言語 オプション。マッピングおよびワークフローで使用する言語。

Developer tool のコードページと互換性のある言語でなければなりません。
このオプションを空白のままにすると、Developer tool は、SAP システムのデフォルト
の言語を使用します。

トレース オプション。このオプションは、SAP システムによる JCo 呼び出しを追跡する場合に使
用します。SAP では、JCo 呼び出しについての情報をトレースファイルに保存していま
す。
次のいずれかの値を指定します。
- 0. オフ
- 1. フル
デフォルトは 0 です。
以下のディレクトリからトレースファイルにアクセスできます。
- Informatica サービスをインストールしたマシン上のディレクトリ<Informatica インス

トールディレクトリ>/tomcat/bin
- Developer tool をインストールしたマシン上のディレクトリ<Informatica インストール

ディレクトリ>/clients/DeveloperClient
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プロパティ 説明
追加パラメータ オプション。使用するその他の接続パラメータを入力します。

次の形式を使用します。
<parameter name>=<value>

ステージングデ
ィレクトリ

ステージファイルが作成される SAP システムのパス。

ソースディレク
トリ

ソースファイルが保存されるパス。データ統合サービスに、このパスへのアクセス許可
を与える必要があります。

FTP を使用 FTP で SAP にアクセスできるようにします。
FTP ユーザー名 FTP を使用する場合は必須。

FTP サーバーに接続するユーザー名。
FTP パスワード FTP を使用する場合は必須。

FTP ユーザーのパスワード。
FTP ホスト FTP を使用する場合は必須。

FTP サーバーのホスト名または IP アドレス。
オプションで、1 から 65535 までのポート番号を指定できます。FTP のデフォルトは 21
です。
次のいずれかの構文でホスト名を指定します。
- hostname:port_number
- IP address:port_number
ポート番号を指定する場合は、ホストマシン上でそのポート番号に対して FTP を使用可
能にしてください。
SFTP を有効にする場合、SFTP サーバ用のホスト名またはポート番号を指定する必要が
あります SFTP のデフォルトは 22 です。

リトライ期限 FTP ホストへの接続が失敗した場合に、データ統合サービスによって再接続が試行され
る秒数。
リトライ期限までに FTP ホストに再接続できなかった場合、マッピングまたはワークフ
ローは失敗します。
デフォルトは 0 です。値 0 は、リトライ期限を無期限にすることを意味します。

SFTP の使用 SFTP が SAP にアクセスできるようにします。
パブリックキー
ファイル名

SFTP が有効で、SFTP サーバーがパブリックキー認証を使用している場合は必須。
パブリックキーファイルのパスおよびファイル名。

プライベートキ
ーファイル名

SFTP が有効で、SFTP サーバーがパブリックキー認証を使用している場合は必須。
プライベートキーファイルのパスおよびファイル名。

プライベートキ
ーファイル名パ
スワード

SFTP が有効で、SFTP サーバーがパブリックキー認証を使用しており、プライベートキ
ーを暗号化する場合は必須。
プライベートキーファイルを復号化するためのパスワード。
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プロパティ 説明
ポート範囲 データ統合サービスが、SAP サーバーからストリーミングモードでデータを読み取る際

に使用する必要がある HTTP ポート範囲。
最小ポート番号と最大ポート番号をハイフンでつないで入力します。最小ポート番号と
最大ポート番号は、10000 - 65535 の範囲内で指定します。組織に応じたポート範囲を指
定することもできます。
デフォルトは 10000～65535 です。

HTTPS の使用 HTTPS ストリーミングを使用して SAP テーブルからデータを読み取りできるようにし
ます。
デフォルトでは、［FTP を使用］チェックボックスは選択されていません。

キーストアのフ
ァイルパス

HTTPS を使用する場合は必須。
プライベートキーまたはパブリックキーのペアと関連する証明書を含むキーストアファ
イルのパス。

キーストアのパ
スワード

HTTPS を使用する場合は必須。
キーストアファイルのパスワード

プライベートキ
ーのパスワード

HTTPS を使用する場合は必須。
プライベートキーファイルを復号化するためのパスワード。

シーケンシャル接続のプロパティ
ソースデータセットにアクセスするにはシーケンシャル接続を使用します。 シーケンシャル接続は Developer
ツールで作成します。シーケンシャル接続は、Administrator ツールまたは Developer ツールで管理できま
す。
シーケンシャルデータソースは、PowerExchange が SEQ のアクセス方式で定義されたデータマップを使用し
てアクセスできるデータソースです。データ統合サービスは PowerExchange 経由でデータソースに接続しま
す。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、シーケンシャル接続のプロパティを示します。

オプション 説明
場所 シーケンシャルなデータセットに接続する PowerExchange リスナの場所のノード

名ノード名は、PowerExchange の構成ファイル（dbmover.cfg）内の NODE 文の
最初のパラメータで定義されます。

ユーザー名 シーケンシャルデータセットにアクセスする権限のあるユーザー名
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オプション 説明
パスワード 指定したユーザー名のパスワードまたは有効な PowerExchange のパスフレーズ。

PowerExchange パスフレーズは 9～128 文字の長さで指定し、次の文字を含める
ことができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めることは
できません。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を
SECURITY=(1,N)以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細について
は、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を参照してく
ださい。
IBM IRRPHREX 出口に指定できる文字は、PowerExchange パスフレーズに指定で
きる文字に影響しません。
注: 有効な RACF のパスフレーズは最長 100 文字です。PowerExchange は、検証の
ために RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレーズを切り
捨てます。

コードページ 必須。シーケンシャルなデータセットの読み取りや書き込みに使用するコードペ
ージの名前。通常この値は ISO コードページの名前です（ISO-8859-6 など）。

パススルーセキュリ
ティ有効

接続のパススルーセキュリティを有効にする。

暗号化タイプ オプション。データ統合サービスが使用する暗号化のタイプ。 次のいずれかのオ
プションを選択します。
- なし
- AES
デフォルトは［なし］です。
注: ［暗号化タイプ］および［レベル］接続プロパティを構成する代わりに、
Secure Sockets Layer（SSL）認証を使用することをお勧めします。SSL 認証は複
数の Informatica 製品で使用されており、より厳格なセキュリティが提供されま
す。 
PowerExchange ネットワークへの SSL 認証の実装の詳細については、

『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
［暗号化］レベル ［暗号タイプ］で［AES］を選択した場合は、データ統合サービスが使用する暗号

化レベルを指定するために、次に挙げるオプションのいずれかを選択してくださ
い。
- 1. 128 ビットの暗号化キーを使用します。
- 2. 192 ビットの暗号化キーを使用します。
- 3. 256 ビットの暗号化キーを使用します。

［暗号化タイプ］に［AES］を選択しない場合、このオプションは無視されます。
デフォルトは 1 です。

ペーシングサイズ オプション。ソースシステムが PowerExchange リスナに渡すことができるデータ
量。ペーシングサイズは、外部アプリケーション、データベース、またはデータ
統合サービスのノードがボトルネックになっている場合に設定します。低い値を
使用するとパフォーマンスが向上します。
最小値およびデフォルト値は 0 です。値を 0 にするとパフォーマンスが最大にな
ります。
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オプション 説明
行として解釈 （オプション）このオプションはペーシングサイズを行数で表示する場合に選択し

ます。このオプションをクリアすると、ペーシングサイズがキロバイト単位で表
示されます。デフォルトではこのオプションが選択されていないため、ペーシン
グサイズはキロバイトで表示されています。

圧縮 オプション。このオプションは、ソースデータの圧縮を有効にする場合に選択し
ます。データを圧縮することで、Informatica アプリケーションがネットワークで
送信するデータ量を減少させることができます。デフォルトではこのオプション
が選択されていないため、圧縮は無効になっています。

オフロード処理 オプション。バルクデータの処理をソースマシンからデータ統合サービスのマシ
ンにオフロードするかどうかを制御します。次のいずれかのオプションを選択し
ます。
- AUTO。オフロード処理を使用するかどうかがデータ統合サービスによって決定

されます。
- はい。オフロード処理を使用します。
- いいえ。オフロード処理は使用しません。
デフォルトは［AUTO］です。

ワーカースレッド オプション。オフロード処理の有効時にデータ統合サービスがバルクデータを処
理するために使用するスレッドの数。最適なパフォーマンスを得るためには、デ
ータ統合サービスマシンで使用可能なプロセッサの数を超えないようにこの値を
設定します。有効な値は 1～64 です。デフォルトは 0 です。マルチスレッド処理
は無効になります。

配列サイズ （オプション）ワーカースレッドのためのストレージアレイのレコード数。このオ
プションは、［ワーカースレッド］オプションを 0 より大きな値に設定したときに
適用されます。有効な値は 25～5000 です。デフォルトは 25 です。

書き込みモード オプション。データ統合サービスが PowerExchange リスナにデータを送信するモ
ード。次のうちいずれかの書き込みモードを選択します。
- CONFIRMWRITEON。PowerExchange リスナにデータを送信し、応答を待ってか

ら以降のデータを送信します。 このオプションはエラーリカバリを優先する場
合に選択します。ただし、このオプションを使用するとパフォーマンスが落ち
る可能性があります。

- CONFIRMWRITEOFF。応答を待たずに、PowerExchange リスナにデータを送信
します。 このオプションは、エラーが発生したときにターゲットテーブルを再
ロードしてもよい場合に使用します。

- ASYNCHRONOUSWITHFAULTTOLERANCE。応答を待たずに、PowerExchange リ
スナにデータを送信します。 このオプションはエラー検出も有効にします。こ
のオプションは、CONFIRMWRITEOFF のスピードと CONFIRMWRITEON のデー
タの完全性を結合します。

デフォルトは［CONFIRMWRITEON］です。

Snowflake 接続プロパティ
Snowflake 接続を設定するときに、接続プロパティを設定する必要があります。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
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次の表に、Snowflake 接続プロパティを示します。

プロパテ
ィ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があ
ります。このプロパティは、接続を作成した後に変更できます。名前は 128 文字以内で指定
し、空白および次の特殊文字は使用できません。 ~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。
ID では大文字と小文字が区別されません。ID は 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必
要があります。このプロパティは、接続を作成してから変更できません。
デフォルト値は接続名です。

説明 オプション。接続の説明。説明は、4,000 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。SnowFlake を選択します。
ユーザー
名

Snowflake アカウントに接続するユーザー名。

パスワー
ド

Snowflake アカウントに接続するためのパスワード。

アカウン
ト

Snowflake アカウントの名前。

ウェアハ
ウス

Snowflake ウェアハウス名。

ロール ユーザーに割り当てられた Snowflake ロール。
追加の
JDBC URL
パラメー
タ

以下の形式で、1 つ以上の JDBC 接続パラメータを入力します。
<param1>=<value>&<param2>=<value>&<param3>=<value>....
以下に例を示します。
user=jon&warehouse=mywh&db=mydb&schema=public
Okta SSO 認証を介して Snowflake にアクセスするには、次の形式で SAML 2.0 プロトコルを実
装する Web ベースの IdP を入力します。
authenticator=https://<Your_Okta_Account_Name>.okta.com 
注: Microsoft ADFS はサポートされていません。
Okta 認証の設定の詳細については、次の Web サイトを参照してください: 
https://docs.snowflake.net/manuals/user-guide/admin-security-fed-auth-configure-
snowflake.html#configuring-snowflake-to-use-federated-authentication
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Teradata Parallel Transporter 接続のプロパティ
Teradata PT 接続を使用して Teradata テーブルにアクセスします。Teradata PT 接続は、データベースタイ
プの接続です。Teradata PT 接続は、Administrator ツールまたは Developer tool で作成および管理できま
す。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、Teradata PT 接続のプロパティを示します。

プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があ
ります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されません。 
255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、接続を作成し
た後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。Teradata PT を選択します。
ユーザー
名

データベースへのアクセスに必要な読み込みおよび書き込みデータベース権限を持つ Teradata
データベースユーザー名。

パスワー
ド

Teradata データベースユーザー名のパスワード。

ドライバ
名

Teradata JDBC ドライバの名前。

接続文字
列

データベースからメタデータにアクセスするために使用する接続文字列。
以下の接続文字列を使用します。
jdbc:teradata://<hostname>/database=<database name>,tmode=ANSI,charset=UTF8

以下の表に、データアクセスのプロパティを示します。

プロパティ 説明
TDPID Teradata データベースマシンの名前、または IP アドレス。
データベース
名

Teradata データベース名。
データベース名を入力しない場合、Teradata PT API はデフォルトのログインデータベース
名を使用します。

データコード
ページ

データベースに関連付けられているコードページ。
Teradata ターゲットへデータを書き込むマッピングを実行する場合、Teradata PT 接続の
コードページは Teradata ターゲットのコードページと同じでなければなりません。
デフォルトは UTF-8。
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プロパティ 説明
Tenacity Teradata データベース上で最大数の操作が実行されている場合に、Teradata PT API がロ

グオンの試行を続ける時間数（時間単位）。
ゼロ以外の正の整数である必要があります。デフォルト値は 4 です。

最大セッショ
ン数

Teradata PT API が Teradata データベースとの間で確立するセッションの最大数。
ゼロ以外の正の整数である必要があります。デフォルト値は 4 です。

最小セッショ
ン数

Teradata PT API ジョブを継続するために必要な Teradata PT API セッションの最大数。
1～［最大セッション数］の値までの正の整数である必要があります。デフォルトは 1 で
す。

スリープ Teradata データベース上で最大数の操作が実行されている場合に、Teradata PT API がロ
グオンを再試行する前に休止する時間数（分単位）。
ゼロ以外の正の整数である必要があります。デフォルト値は 6 です。

TDCH にメタ
データ JDBC 
URL を使用

メタデータアクセスプロパティの接続文字列に指定した JDBC URL を、Teradata 
Connector for Hadoop（TDCH）が使用する必要があることを示しています。
デフォルトは選択されています。
TDCH がマッピングを実行するときに使用する必要のある別の JDBC URL を入力するには、
このオプションをクリアします。

TDCH JDBC 
URL

TDCH が Teradata マッピングを実行するときに使用する必要のある JDBC URL を入力しま
す。次の形式を使用します。
jdbc:teradata://<hostname>/database=<database name>,tmode=ANSI,charset=UTF8
このフィールドは、［TDCH にメタデータ JDBC URL を使用］オプションをクリアにした場
合にのみ使用できます。

データ暗号化 Windows で、SQL の要求、応答、およびデータの完全なセキュリティ暗号化を有効にしま
す。
デフォルトでは無効になっています。

Sqoop の追加
の引数

このプロパティは、Hortonworks または Cloudera クラスタを使用していて、Sqoop を通
じて Blaze エンジンまたは Spark エンジンで Teradata マッピングを実行する場合に適用
されます。
データを処理するために Sqoop が使用する必要のある引数を入力します。例えば、「--
method split.by.amp」と入力します。引数が複数の場合はスペースで区切ります。
指定可能な引数の一覧については、Hortonworks for Teradata Connector および Cloudera 
Connector Powered by Teradata のドキュメントを参照してください。
注: Hortonworks for Teradata Connector を使用していて、読み取り操作で 2 つ以上のソー
ステーブルを追加する場合は、--split-by 引数が必要です。Cloudera Connector Powered 
by Teradata を使用していて、ソーステーブルにプライマリキーが定義されていない場合
は、ソース接続で--split-引数が必要です。

認証タイプ ユーザーを認証する方法。
次のいずれかの認証タイプを選択します。
- ネイティブ。接続で指定した Teradata データベースに対してユーザー名およびパスワ

ードを認証します。
- LDAP。外部 LDAP のディレクトリサービスに対してユーザークレデンシャルを認証しま

す。
デフォルトはネイティブです。

Teradata Parallel Transporter 接続のプロパティ        345



Tableau 接続のプロパティ
Tableau に接続するには、Tableau 接続を使用します。Tableau 接続を作成する場合は、Tableau にアクセス
するための情報を入力します。
次の表に、Tableau 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 Tableau 接続の名前。
ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。ID では大文字と小文字が区別されませ

ん。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。このプロパティは、接続を
作成してから変更できません。デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成する Informatica ドメイン。
タイプ 接続タイプ。Tableau を選択します。

次の表は、Tableau に接続するためのプロパティを示しています。

接続プロパティ 説明
Tableau 製品 接続する Tableau 製品の名前。

TDE または TWBX ファイルをパブリッシュするには次のいずれかの Tableau 製品を選択
できます。
- Tableau デスクトップ。データ統合サービスマシンで TDE ファイルを作成します。作

成した TDE ファイルを Tableau デスクトップに手動でインポートできます。
- Tableau サーバー。生成した TDE または TWBX ファイルを Tableau サーバーにパブリ

ッシュします。
- Tableau Online.生成した TDE または TWBX ファイルを Tableau Online にパブリッシ

ュします。
接続 URL TDE または TWBX ファイルをパブリッシュする Tableau サーバーまたは Tableau Online

の URL。URL の形式は次のとおりです: http://<Tableau サーバーまたは Tableau Online のホ
スト名>:<ポート>

ユーザー名 Tableau サーバーまたは Tableau Online アカウントのユーザー名。
パスワード Tableau サーバーまたは Tableau Online アカウントのパスワード。
コンテンツ URL TDE または TWBX ファイルをパブリッシュする Tableau サーバーまたは Tableau Online

上のサイトの名前。
サイト名を入力するには Tableau 管理者にお問い合わせください。
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Tableau V3 接続のプロパティ
Tableau V3 接続をセットアップする際には、接続プロパティを設定する必要があります。
次の表に、Tableau V3 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前
ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID では大文字と小文字が区別されませ

ん。255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、接続を
作成してから変更できません。デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成する Informatica ドメイン。
タイプ 接続タイプ。

次の表は、Tableau に接続するためのプロパティを示しています。

接続プロパティ 説明
Tableau 製品 接続する Tableau 製品の名前。

または TWBX ファイルをパブリッシュするには次のいずれかの Tableau 製品を選択でき
ます。
Tableau デスクトップ。

データ統合サービスマシンでファイルを作成します。作成したファイルを Tableau デ
スクトップに手動でインポートできます。

Tableau Server。
生成したまたは TWBX ファイルを Tableau サーバーにパブリッシュします。

Tableau Online。
生成した または TWBX ファイルを Tableau Online にパブリッシュします。

接続 URL .hyper ファイルのパブリッシュ先となる Tableau サーバーまたは Tableau Online の
URL。
URL の形式は次のとおりです: http://<Tableau サーバーまたは Tableau Online のホスト名>:<
ポート>

ユーザー名 Tableau Server または Tableau Online のユーザー名を入力してください。
パスワード Tableau サーバーまたは Tableau Online アカウントのパスワード。

Tableau V3 接続のプロパティ        347



接続プロパティ 説明
サイト ID または TWBX ファイルをパブリッシュする Tableau サーバーまたは Tableau Online 上の

サイトの名前。
注: サイト ID を入力するには、Tableau 管理者にお問い合わせください。

スキーマファイ
ルのパス スキーマファイルパスについて、次のいずれかのオプションを入力します。

- .hyper ファイルへの絶対パス。
- .hyper ファイルへのディレクトリパス。
- 空のディレクトリパス。
テンプレートファイル用に指定するパスは、ターゲットファイルのデフォルトパスにな
ります。 

Twitter 接続プロパティ
Twitter Web サイトからデータを抽出するには、Twitter Web 接続を使用します。Twitter 接続はソーシャル
メディアへの接続です。Twitter 接続は、Administrator ツールまたは Developer ツールで作成および管理で
きます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、Twitter 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必

要があります。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できま
せん。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されま
せん。 255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、
接続を作成した後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。Twitter を選択します。
OAuth の詳細
の有無

OAuth を設定するかどうかを示します。次のいずれかの値を選択します。
- ［はい］。アクセストークンおよびシークレットがあることを示します。
- ［いいえ］。OAuth Utility を起動します。

コンシューマキ
ー

Twitter でアプリケーションを作成するときに取得するコンシューマキー。Twitter はこ
のキーを使用してアプリケーションを識別します。

コンシューマシ
ークレット

Twitter アプリケーションを作成するときに取得するコンシューマシークレット。Twitter
はこのシークレットを使用してコンシューマキーの所有権を確立します。
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プロパティ 説明
アクセストーク
ン

OAuth Utility から返されるアクセストークン。Twitter はユーザークレデンシャルの代わ
りにこのトークンを使用して、保護されたリソースにアクセスします。

アクセスシーク
レット

OAuth Utility が返すアクセスシークレット。このシークレットがトークンの所有権を確
立します。

Twitter Streaming 接続プロパティ
Twitter Web サイトからほぼリアルタイムでデータにアクセスするには、Twitter ストリーミング接続を使用
します。Twitter ストリーミング接続は、ソーシャルメディア企業のストリーミング API への接続です。
Twitter ストリーミング接続は、Administrator ツールまたは Developer ツールで作成および管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、Twitter ストリーミング接続の一般的なプロパティを示します。

プロパ
ティ

説明

名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン内で一意にする必要があり
ます。名前は 128 文字以内で指定し、空白および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と小文字は区別されません。 
255 文字以下で、ドメイン内で一意である必要があります。 このプロパティは、接続を作成した
後で変更することはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成するドメイン。
タイプ 接続タイプ。Twitter ストリーミングを選択します。

以下の表に、ホースタイプおよび OAuth 認証のプロパティを示します。

プロパティ 説明
ホースタイプ ストリーミング API のメソッド。以下のいずれかの方式を指定できます。

- フィルタ。Twitter statuses/filter メソッドは検索条件に一致するパブリックステー
タスを返します。

- サンプル。Twitter statuses/sample メソッドはすべてのパブリックステータスのラン
ダムサンプルを返します。

コンシューマキ
ー

Twitter でアプリケーションを作成するときに取得するコンシューマキー。Twitter はこ
のキーを使用してアプリケーションを識別します。

コンシューマシ
ークレット

Twitter アプリケーションを作成するときに取得するコンシューマシークレット。
Twitter はこのシークレットを使用してコンシューマキーの所有権を確立します。
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プロパティ 説明
OAuth の詳細の
有無

OAuth を設定するかどうかを示します。次のいずれかの値を選択します。
- ［はい］。アクセストークンおよびシークレットがあることを示します。
- ［いいえ］。OAuth Utility を起動します。

アクセストーク
ン

OAuth Utility から返されるアクセストークン。Twitter はユーザークレデンシャルの代
わりにこのトークンを使用して、保護されたリソースにアクセスします。

アクセスシーク
レット

OAuth Utility が返すアクセスシークレット。このシークレットがトークンの所有権を
確立します。

VSAM 接続のプロパティ
VSAM 接続を使用して VSAM データテーブルにアクセスします。VSAM 接続はフラットファイル接続タイプで
す。VSAM 接続は Developer ツールで作成します。VSAM 接続は、Administrator ツールまたは Developer ツ
ールで管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、VSAM 接続のプロパティを示します。

オプション 説明
場所 VSAM のデータセットに接続する PowerExchange リスナの場所のノード名ノード

名は、PowerExchange の構成ファイル（dbmover.cfg）内の NODE 文の最初のパ
ラメータで定義されます。

ユーザー名 VSAM データセットに接続する権限のあるユーザー名
パスワード 指定したユーザーまたは有効な PowerExchange パスフレーズのパスワード。

PowerExchange パスフレーズは 9～128 文字の長さで指定し、次の文字を含める
ことができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めることは
できません。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を
SECURITY=(1,N)以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細について
は、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を参照してく
ださい。
IBM IRRPHREX 出口に指定できる文字は、PowerExchange パスフレーズに指定で
きる文字に影響しません。
注: 有効な RACF のパスフレーズは最長 100 文字です。PowerExchange は、検証の
ために RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレーズを切り
捨てます。
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オプション 説明
コードページ 必須。VSAM データセットの読み取りや書き込みに使用するコードページの名前。

通常この値は ISO コードページの名前です（ISO-8859-6 など）。
パススルーセキュリ
ティ有効

接続のパススルーセキュリティを有効にする。

暗号化タイプ オプション。データ統合サービスが使用する暗号化のタイプ。 次のいずれかのオ
プションを選択します。
- なし
- AES
デフォルトは［なし］です。
注: ［暗号化タイプ］および［レベル］接続プロパティを構成する代わりに、
Secure Sockets Layer（SSL）認証を使用することをお勧めします。SSL 認証は複
数の Informatica 製品で使用されており、より厳格なセキュリティが提供されま
す。 
PowerExchange ネットワークへの SSL 認証の実装の詳細については、

『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
［暗号化］レベル ［暗号タイプ］で［AES］を選択した場合は、データ統合サービスが使用する暗号

化レベルを指定するために、次に挙げるオプションのいずれかを選択してくださ
い。
- 1. 128 ビットの暗号化キーを使用します。
- 2. 192 ビットの暗号化キーを使用します。
- 3. 256 ビットの暗号化キーを使用します。

［暗号化タイプ］に［AES］を選択しない場合、このオプションは無視されます。
デフォルトは 1 です。

ペーシングサイズ オプション。ソースシステムが PowerExchange リスナに渡すことができるデータ
量。ペーシングサイズは、外部アプリケーション、データベース、またはデータ
統合サービスのノードがボトルネックになっている場合に設定します。低い値を
使用するとパフォーマンスが向上します。
最小値およびデフォルト値は 0 です。値を 0 にするとパフォーマンスが最大にな
ります。

行として解釈 オプション。このオプションは、ペーシングサイズを行数で表示する場合に選択
します。このオプションをクリアすると、ペーシングサイズがキロバイト単位で
表示されます。デフォルトではこのオプションが選択されていないため、ペーシ
ングサイズはキロバイトで表示されています。

圧縮 オプション。このオプションは、ソースデータの圧縮を有効にする場合に選択し
ます。データを圧縮することで、Informatica アプリケーションがネットワークで
送信するデータ量を減少させることができます。デフォルトではこのオプション
が選択されていないため、圧縮は無効になっています。

オフロード処理 オプション。バルクデータの処理をソースマシンからデータ統合サービスのマシ
ンにオフロードするかどうかを制御します。次のいずれかのオプションを選択し
ます。
- AUTO。オフロード処理を使用するかどうかがデータ統合サービスによって決定

されます。
- はい。オフロード処理を使用します。
- いいえ。オフロード処理は使用しません。
デフォルトは［AUTO］です。
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オプション 説明
ワーカースレッド オプション。オフロード処理の有効時にデータ統合サービスがバルクデータを処

理するために使用するスレッドの数。最適なパフォーマンスを得るためには、デ
ータ統合サービスマシンで使用可能なプロセッサの数を超えないようにこの値を
設定します。有効な値は 1～64 です。デフォルトは 0 です。マルチスレッド処理
は無効になります。

配列サイズ オプション。ワーカースレッドのためのストレージアレイのレコード数。このオ
プションは、［ワーカースレッド］オプションを 0 より大きな値に設定したときに
適用されます。有効な値は 25～5000 です。デフォルトは 25 です。

書き込みモード オプション。データ統合サービスが PowerExchange リスナにデータを送信する際
のモード。 次のうちいずれかの書き込みモードを選択します。
- CONFIRMWRITEON。PowerExchange リスナにデータを送信し、応答を待ってか

ら以降のデータを送信します。 このオプションはエラーリカバリを優先する場
合に選択します。ただし、このオプションを使用するとパフォーマンスが落ち
る可能性があります。

- CONFIRMWRITEOFF。応答を待たずに、PowerExchange リスナにデータを送信
します。 このオプションは、エラーが発生したときにターゲットテーブルを再
ロードしてもよい場合に使用します。

- ASYNCHRONOUSWITHFAULTTOLERANCE。応答を待たずに、PowerExchange リ
スナにデータを送信します。 このオプションはエラー検出も有効にします。こ
のオプションは、CONFIRMWRITEOFF のスピードと CONFIRMWRITEON のデー
タの完全性を結合します。

デフォルトは［CONFIRMWRITEON］です。

Web Content-Kapow Katalyst 接続プロパティ
Web Content-Kapow Katalyst 接続を使用して Kapow Katalyst のロボットにアクセスします。これは、ソー
シャルメディアタイプの接続です。Web Content-Kapow Katalyst 接続は、Administrator ツールまたは
Developer ツールで作成および管理できます。
注: 接続プロパティの順序は、表示するツールによって異なる場合があります。
以下の表に、Web content-Kapow Katalyst 接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 接続の名前。この名前では、大文字と小文字が区別されず、ドメイン

内で一意にする必要があります。名前は 128 文字以内で指定し、空白
および以下の特殊文字は使用できません。
~ ` ! $ % ^ & * ( ) - + = { [ } ] | \ : ; " ' < , > . ? /

ID データ統合サービスが接続の識別に使用する文字列。 ID の大文字と
小文字は区別されません。 255 文字以下で、ドメイン内で一意である
必要があります。 このプロパティは、接続を作成した後で変更する
ことはできません。 デフォルト値は接続名です。

説明 接続の説明。説明は、765 文字を超えることはできません。
場所 接続を作成する Informatica ドメイン。
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プロパティ 説明
タイプ 接続タイプ。Web Content-Kapow Katalyst を選択します。
管理コンソールの URL ロボットがアップロードされる管理コンソールの URL。

URL アドレスの先頭は「http:」または「https:」である必要がありま
す。以下に例を示します。http://localhost:50080

RQL Service のポート ソケットサービスが RQL Service 用にリッスンするポート番号。
1～65535 の値を入力します。デフォルトは 50000 です。

ユーザー名 ローカル管理コンソールへのアクセスに必要なユーザー名。
パスワード ローカル管理コンソールにアクセスするためのパスワード。

Web サービス接続のプロパティ
Web サービスコンシューマトランスフォーメーションを Web サービスに接続するには、Web サービス接続を
使用します。
以下の表に、Web サービス接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
ユーザー名 Web サービスに接続するユーザー名。HTTP 認証または WS-Security を有効にした場合

は、ユーザー名を入力します。
Web サービスコンシューマトランスフォーメーションに WS-Security ポートが含まれて
いる場合、Web サービスコンシューマトランスフォーメーションは入力ポートを介して
動的ユーザー名を受け取ります。データ統合サービスは、接続で定義されているユーザ
ー名をオーバーライドします。

パスワード ユーザー名に対するパスワード。HTTP 認証または WS-Security を有効にした場合は、パ
スワードを入力します。
Web サービスコンシューマトランスフォーメーションに WS-Security ポートが含まれて
いる場合、Web サービスコンシューマトランスフォーメーションは入力ポートを介して
動的パスワードを受け取ります。データ統合サービスは、接続で定義されているパスワ
ードをオーバーライドします。

エンドポイント
URL

アクセス先の Web サービスの URL。データ統合サービスは、WSDL ファイルで定義され
ている URL をオーバーライドします。
Web サービスコンシューマトランスフォーメーションにエンドポイント URL ポートが含
まれている場合、Web サービスコンシューマトランスフォーメーションは入力ポートを
介して URL を動的に受け取ります。データ統合サービスは、接続で定義されている URL
をオーバーライドします。

タイムアウト データ統合サービスが、接続を閉じる前に、Web サービスプロバイダからの応答を待機
する秒数。1～10000 秒の間でタイムアウト値を指定します。
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プロパティ 説明
HTTP 認証タイ
プ

HTTP 経由のユーザー認証のタイプ。 次のいずれかの値を選択します。
- なし。認証しません。
- 自動: データ統合サービスが Web サービスプロバイダの認証タイプを選択します。
- 基本: Web サービスプロバイダのドメインに対するユーザー名およびパスワードの入

力が要求されます。 データ統合サービスは、認証のためにユーザー名とパスワードを
Web サービスプロバイダに送ります。

- ダイジェスト: Web サービスプロバイダのドメインに対するユーザー名およびパスワ
ードの入力が要求されます。 データ統合サービスは、ユーザー名とパスワードから暗
号化されたメッセージダイジェストを生成し、それを Web サービスプロバイダに送り
ます。 プロバイダはユーザー名とパスワードの一時的な値を生成し、それをドメイン
コントローラの Active Directory に格納します。 その値とメッセージダイジェストが
比較されます。これらが一致する場合、Web サービスプロバイダはユーザを認証しま
す。

- NTLM: ドメイン名、サーバー名、またはデフォルトのユーザー名とパスワードの入力
が要求されます。 Web サービスプロバイダは、接続先のドメインに基づいてユーザを
認証します。Windows Domain Controller からユーザー名とパスワードが取得され、
ユーザが入力したユーザー名とパスワードと比較されます。これらが一致する場合、
Web サービスプロバイダはユーザを認証します。NTLM 認証では、暗号化されたパス
ワードがドメインコントローラのアクティブディレクトリに保存されることはありま
せん。

WS Security タ
イプ

使用する WS-Security のタイプ。次のいずれかの値を選択します。
- なし。データ統合サービスは、生成した SOAP リクエストに Web サービスセキュリテ

ィヘッダーを追加しません。
- PasswordText。データ統合サービスは、生成した SOAP リクエストに Web サービス

セキュリティヘッダーを追加します。パスワードはクリアテキスト形式で保存されま
す。

- PasswordDigest。データ統合サービスは、生成した SOAP リクエストに Web サービス
セキュリティヘッダーを追加します。パスワードはダイジェスト形式で保存され、ネ
ットワーク上の再生攻撃に対する有効な保護を提供します。 データ統合サービスが、
ナンス値とタイムスタンプをパスワードに組み合わせます。データ統合サービスでは、
そのパスワードに SHA ハッシュを適用して base64 エンコーディングでエンコードし、
エンコードしたパスワードを SOAP ヘッダー内で使用します。

トラストサーテ
ィフィケーショ
ンファイル

Web サービスの SSL 証明書の認証時にデータ統合サービスが使用するトラストサーティ
フィケーションのバンドルを含むファイル。ファイル名と完全ディレクトリパスを入力
します。
デフォルトは、<Informatica installation directory>/services/shared/bin/ca-bundle.crt で
す。

クライアント証
明書ファイル名

クライアントの認証時に Web サービスで使用されるクライアント証明書。Web サービ
スがデータ統合サービスを認証する必要がある場合にクライアントサーティフィケーシ
ョンファイルを指定します。

クライアント証
明書のパスワー
ド

クライアントサーティフィケーションのパスワード。Web サービスがデータ統合サービ
スを認証する必要がある場合にクライアント証明書のパスワードを指定します。

クライアント証
明書のタイプ

クライアントサーティフィケーションファイルの形式。次のいずれかの値を選択します。
- PEM: 「.pem」拡張子のファイルです。
- DER: 「.cer」または「.der」拡張子のファイルです。
Web サービスがデータ統合サービスを認証する必要がある場合にクライアント証明書の
タイプを指定します。

プライベートキ
ーファイル名

クライアントサーティフィケーションのプライベートキーファイル。Web サービスがデ
ータ統合サービスを認証する必要がある場合にプライベートキーファイルを指定します。

354        付録 C: 接続プロパティ



プロパティ 説明
プライベートキ
ーのパスワード

クライアントサーティフィケーションのプライベートキーのパスワード。Web サービス
がデータ統合サービスを認証する必要がある場合にプライベートキーのパスワードを指
定します。

プライベートキ
ーのタイプ

プライベートキーのタイプ。サポートされているタイプは PEM です。

データベース接続における識別子のプロパティ
多数のリレーショナルデータベース接続を作成するときには、データベースの識別子のプロパティを設定する
必要があります。識別子のプロパティは、データベースにアクセスするためにデータ統合サービスが SQL クエ
リを生成するときにこのサービスが識別子を区切り文字で囲むかどうかを決定します。
データベース識別子は、データベースオブジェクト名です。テーブル、ビュー、カラム、インデックス、トリ
ガ、プロシージャ、制約、ルールは、識別子を持つことができます。その識別子を使用して、SQL クエリ内で
オブジェクトを参照します。データベースは、通常の識別子を持つことも、区切り文字で囲む必要がある区切
り記号付き識別子を持つこともできます。

通常の識別子
通常の識別子とは、識別子の形式ルールに従った識別子のことです。通常の識別子は、SQL クエリで使用する
ときに区切り文字を必要としません。
例えば、以下の SQL 文では通常の識別子 MYTABLE と MYCOLUMN が使用されています。
SELECT * FROM MYTABLEWHERE MYCOLUMN = 10

区切り記号付き識別子
区切り記号付き識別子は識別子の形式ルールに従いません。このため、区切り記号付き識別子は区切り文字で
囲む必要があります。
データベースは、以下のタイプの区切り記号付き識別子を使用できます。
予約キーワードを使用する識別子

識別子が予約キーワードを使用する場合、SQL クエリでは区切り文字でその識別子を囲む必要がありま
す。例えば、以下の SQL 文は ORDER という名前のテーブルにアクセスします。
SELECT * FROM “ORDER”WHERE MYCOLUMN = 10

特殊文字を使用する識別子
識別子が特殊文字を使用する場合、SQL クエリでは区切り文字でその識別子を囲む必要があります。例え
ば、以下の SQL 文は MYTABLE$@という名前のテーブルにアクセスします。
SELECT * FROM “MYTABLE$@”WHERE MYCOLUMN = 10
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大文字小文字を区別する識別子
デフォルトでは、IBM DB2、Microsoft SQL Server、および Oracle データベースにおける識別子は大文字
小文字を区別しません。データベースオブジェクト名は大文字で格納されますが、SQL クエリではそれら
を参照するのに大文字と小文字のどちらでも使用できます。例えば、以下の SQL 文は MYTABLE という名
前のテーブルにアクセスします。
SELECT * FROM mytableSELECT * FROM MyTableSELECT * FROM MYTABLE
大文字小文字を区別する識別子を使用するには、SQL クエリでは区切り文字でその識別子を囲む必要があ
ります。例えば、以下の SQL 文は MyTable という名前のテーブルにアクセスします。
SELECT * FROM “MyTable”WHERE MYCOLUMN = 10

識別子のプロパティ
多数のデータベース接続を作成するときには、データベース識別子のプロパティを設定する必要があります。
設定する識別子のプロパティは、データベースが通常の識別子を使用するか、識別子内でキーワードまたは特
殊文字を使用するか、それとも大文字小文字を区別する識別を使用するかによって異なります。
データベース接続で以下の識別子のプロパティを設定します。
SQL 識別子文字

データベースが、SQL クエリで区切り識別子を囲むのに使用する文字のタイプ。使用できる文字は、デー
タベースタイプによって異なります。
データベースで通常識別子が使用される場合、［なし］を選択します。データ統合サービスで SQL クエリ
が生成される際、識別子の周りに区切り文字は配置されません。
データベースで区切り識別子が使用される場合、文字を選択します。データ統合サービスで SQL クエリが
生成される際、区切り識別子はこの文字で囲まれます。

大文字と小文字が混在する識別子をサポート
データベースで大文字と小文字を区別する識別子が使用される場合、有効にします。有効にした場合、デ
ータ統合サービスは、すべての識別子を［SQL 識別子文字］プロパティに対して選択された文字で囲みま
す。
Informatica クライアントツールでは、大文字と小文字を正しく使用して識別子を参照する必要がありま
す。例えば、データベース接続を作成する際、大文字と小文字を正しく使用してデータベースユーザー名
を入力する必要があります。

［SQL 識別子文字］プロパティが［なし］に設定されている場合、［大文字と小文字が混在する識別子をサ
ポート］プロパティは無効になっています。

例: データベースが通常の識別子を使用する
この例では、データベースが通常の識別子を使用しています。どの識別子にも予約キーワードや特殊文字は含
まれていません。データベースは、大文字小文字を区別しない識別子を使用します。
データベース接続で、［SQL 識別子文字］プロパティを［（なし）］に設定します。［SQL 識別子文字］が［な
し］に設定されている場合、［大文字と小文字が混在する識別子をサポート］プロパティは無効になっていま
す。
データ統合サービスで SQL クエリを生成する場合は、識別子を区切り文字で囲みません。
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例: データベースが識別子内でキーワードまたは特殊文字を使用する
この例では、データベースは一部の識別子内でキーワードまたは特殊文字を使用しています。データベースは、
大文字小文字を区別しない識別子を使用します。
データベース接続で、識別子のプロパティを以下のように設定します。
1. ［SQL 識別子文字］プロパティを、データベースが区切り記号付き識別子に使用する文字に設定します。

この例は、プロパティを""（引用符）に設定します。
2. ［大文字と小文字が混在する識別子をサポート］プロパティをクリアします。
データ統合サービスは、SQL クエリを生成するときに、予約キーワードを使用する識別子または特殊文字を使
用する識別子を、選択した文字で囲みます。例えば、データ統合サービスは以下のようなクエリを生成します。
SELECT * FROM "MYTABLE$@"   /* identifier with special characters enclosed within delimited           character */WHERE MYCOLUMN = 10   /* regular identifier not enclosed within delimited character */

例: 大文字小文字を区別する識別子をデータベースが使用する
この例では、大文字小文字を区別する識別子をデータベースが使用しています。このデータベースは、いくつ
かの識別子でキーワードまたは特殊文字を使う可能性もあれば、これらを使わない可能性もあります。
データベース接続で、識別子のプロパティを以下のように設定します。
1. ［SQL 識別子文字］プロパティを、データベースが区切り記号付き識別子に使用する文字に設定します。

この例は、プロパティを""（引用符）に設定します。
2. ［大文字と小文字が混在する識別子をサポート］プロパティを選択します。
データ統合サービスは、SQL クエリを生成するときに、すべての識別子を選択した文字で囲みます。例えば、
データ統合サービスは以下のようなクエリを生成します。
SELECT * FROM "MyTable"    /* case-sensitive identifier enclosed within delimited character */WHERE "MYCOLUMN" = 10    /* regular identifier enclosed within delimited character */
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